


このたびは、メ衣ほィブヵーUぬ’ 
『アドバンスド大戦略ードイツ電撃作戦一』を 

おAい主げいただき、誠にありがとうございま 

す。ゲームを酱める前にこの取扱説明書をお読 

みいただきますと、より楽しく遊ぶことができ 

ます。 
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セガの『スーパー大戦略』が登場して、すでに2年が経ちま 
した。しかしこの間、セガ開発チー厶もだまっていたわけでは 
ありません0『より使いやすく、よりリアルに、そしてより強く』 
を合言葉に開発は続けられ、そして今回の第2次世界大戦版の 
登場となったわけです。 
もちろん前回以上のリアルさ、操作のしやすさ、思考能力の 

逢化はもちろん、さらにキャンペーンモードを加え、『天候』『索 
敵』などのルールの追加、『進化』、『改良』などの新たなコマン 
ドの追加、500種以上と大，幅に増えたユニットの種類、細かなと 
ころをあげれば、とても言葉では言いつくせません。では、実 
際にどんな所が前作と違5かちよっと見てみましょ5。 

籲ユニットのi験Aが!^Xx (襄大値）になると、より新型の 
兵嘉に変更（進化）させることがで吉ます。新兵器は、ほぼ 
史実通りの日付で生産ラインに登場して杏ます。 

參筒じi体（機体）を流用して他の兵器に作り替える（改良す 
かいりょう けいけんち かんけい おこな 

る）ことができます。改良は経験値に関係なく行えます0 
じこく どうめいぐん たてもの さくてきはんいいがい てき 

_自国.(同盟軍）の建物•ユニットの索敵範囲以外の敵ユニッ 
卜の姿が見えなくなりました。 

籲工業力がなくなり、生産は軍事費のみで行えるよ5になりま 
した。 

.餘辑にiしてのみ、(i)ユニットどろしで補給を行 
えます。またffiii (i)ュニットは、物資を消費する 
ことで補給を行います。 、 
擊を喿絡をすると、ュニット龠茺（ュニットの機数がiえ 
る）が受けられるよ5になりました。 

籲分散が行えないよ5になりました。 

籲雈i芳Mが、『笙麄奇能地点でaボタンを押す』だけになり、 
操作が簡素化されました。 



ゲームの目的は9このはなに7…… 

ゲームをするにあたって『こ打だけは知って 
ほしい/』とい5そんな基本的なところから、 
ゲームの簡単な操作方法までを紹介/ 

えが 



だいせんりゃく とく ちよう 

アドバンスド大戦略の特徴 7プレイヤーは、コンピューター、人間、あわせて最大8力国（シナリオ、キヤ 
ンペーンともに、実際には8力国のマップは現れません）まで遊ぶことができ 
ます。ただし、国の色は4i類ですので、人間同士で行ろ場合は4人で遊ぶこ 
とをおすすめします。 

1で64俞巌（ュニット）まで1又のプレイヤーが 
あつかうことが可能です（マップによっては使える yユニットの数が制限されることがあります)。 

A 筆2鉍簌Mlこ蠲し—5GG鼸蛀鷀 
! m a；, a：-； します。 



mmm 训!;嘯 1111ror 

5 
6 

7 

8 

Vfこ。 

戦闘処理には、迫力のスーパーリア4•ファイティ 
ング•システムを择思jjました。 

へいき しんか かん9よう どうにゅう 

兵器の進化•改良ルールの導入によって、1つのュ 

ニットからいろいろな種類のユニットに成長させる 
ことがで吉ます。 

べつばい つうしんたいせん 

メガモデム（別売）による通信対戦ができます。メ 
としょかん べつぱい ふぞく 

ガモデム（ゲーム図書館セツト（別売）に付属〕を 
つか とお ともだち でんわかいせん 

使ろことによって、遠くにいる友達と、電話回線を 
つか つうしんたいせん 

使った通信対戦がでさます。 



そラ さ ほうほう 

コントロールパッドの操作方法 
コントロールパッドの基本的な使い方です。 

かく つか かた $ 

※各コマンドの使い方は、基 
本偏のコマンド説明をご覧 
ください。 

1:0あつかいせつめいしi えら 

※この取扱説明書で『選ぶ』、 
せんたく ひ本うS ば 

『選択する』と表記された場 
合は、'v方向ボタンでカーソ 
ルを移動し、Aボタンを押 
して決定"してください。 

コマンド選択カーソル移動 

上下に動かす。 6方向に自由に 
動かせます。 

■コマンド決定 

行動コマンドの表示 

ユニットにカーソ 
ルを合わせる。 

生産コマンドの表示 

ユニットのない生 
産可能な地形に力 
—ソルを合わせる。 

性能表の表示 

敵•または行動終了したユニ 
ットにカーソルを合わせる。 





いちらん 

コマンドー覧 
マンド 

ユニットを動かすときに使います。 

コマンド名 ページ コマンドの説明 
いどう 
移動 39 ユニットの移動を行ろ 
二，:ナさ 

攻撃 42 ユニットへの攻撃を行ろ 

Mi 46 輸逢用ユニットへ乗せる 
こうしや 

降車 48 輸送用ユニットから降ろす 
はっしん 
発進 49 箜母ユニットから、艦®Aユニットを発 

させる 

Si 50 建物を占#する 

m 50 燃料や弾を補給し、修理や補充を行ラ 

Si 52 同種のユニットを合流させる 
ばぐげき 
爆擊 53 建物や橋などを破 する 

i* 54 建物や橋の耐久度を上げる 
&Sされた地形を修復する 

itH 56 武器の装備を変更する 

m 57 ユニットを取り除く 
こぅぐん 

行軍 58 行軍目的地点の設定‘ •雇去 

Bii 59 性能表を奏示する 

ml BO 同じユニットタイプの、さらに高性能な 
兵器に変える 

改良 61 違ラ種類の兵器に改良する 

ンコマン 
ゲームシステムの変更やロード•セーブのと吉に使います。 

_ 73 データのセ—プ•ド 

ゲームの中止•降伏を行ろ 

サウンド 74 ゲーム中の日GMの変更 

75 操作者の決定 

75 索敵レベルの決定 

76 天候ルールの有無 

システム 76 画面システムの変M 
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全自動命令を待うときや、状況をAると吉にiいます。 

コマンド名 ページ コマンドの脱明 
ぜんif故ぅ 
全自動 66 全ユニットに対し命令する 
ぜん*たいデ 

全体図 67 現在のマップの筌抹画を褰杀 
ぶたいViう 

部隊表 68 自国のュニットの二^を製杀 
じょ*iさょ福-) 

状況表 69 現在の戦ボを表示 

収入表 71 
ifんざ1» V z <" し••今にじよT?^> ひょうじ 
現在の自国の収入状態を表示 

開発表 72 
かいはつ しんかかのう ひパけ 
開発•進化可能なユニットの表示 

ユニットの生産•配置などに使います。 

m 6E ユニットを生産する 

iei 63 前のマップで使用していたユニットをマ 
ップ上に登場させる（キャンペーンモー 
ド畚） 

フェイズを終了するとき使います。 

籙7 78 フェイズを終了する 

"~S1~ 78 自分の荇動を終了し、今のデータをセー 
ブし、対戦相手に自分のデータを送るた 
め、モデムモードに入る 

※スタンダードモードでは、モデムを接続していると終了のかわりに送 
信コマンドが表示されます。 

dよう..ウう:'. 

共通コマン 

各コマンド共通で、決定すると吉に使います。 

m 78 コマンドを決定する。 

~~wr~ 78 コマンドを中止する。 



このゲームは、窗二次世界大戦のヨーロッパを拳答とした、Vミュレーシヨンウォ 
ーゲームです。あなたは1つの国（または軍）の代表として自分の部隊（ユニット） 

つか ほか げきは ぜんど せいあつ 

を使い、他のプレイヤーを撃破し、マップ全土を制圧してください。 

j h たいせんこく しゅと せんりよう はかい 

r—U,①対戦国の首都を占領または破壊する。 
a*i I たいせんこく じこく ち〇う ぜんめつ 

m\字②対戦国のユニットを自国のフェイズ中に全滅させる。 
1画」預Iたいせんこくふくすう たいせんこくどうめいこくのぞ せいあつ 

②対戦国が複数いるときは、すべての対戦国(同盟国は除く）を制圧する。 

※占領すべ吉対戦国の首都は、 
状況コマンドで見ることが 
で吉ます。 

制圧目標位匾-I 

制限ターン■ 

はいぼく 

① 自国のi益をすべて占領、または破壊されたi合。 
② 自国のユニットを対戦国のフェイズ中に、すべて破壊された-合。 

敗北 
ひきわけ 

弓ll®①編夕-ン诚に、も織もしなかった縫。 

※キャンペーンモードは、ドイツ軍が全ヨーロッパを制圧するか、ベル 
リンが陥落するまで続きます。1つのマップを終了させると、その成績 
によって次のマップが決まってきます。マップによっては引き分けても 
次のマップに進むことがで吉る場合もあります。 



はじ かた 

ゲームの始め方 

1. カートリッジを差し込み電源をONにします。 
2. オープニングが始まります。スタートボタンを押してください。 
3. メニュー画面からモードを選びます。 

1キャンペーンモード- 
1939年にドイツ軍がポーランドへ侵攻したときから、第三帝国の崩壊までを、 

全-をもとに作(られた40数種類の戦場（マップ）において再現させるモードです。 
1つの戦場での結末によって、あなたは様々な次の戦場へと進みます。あなたの 
じつ1)よく うん しじつ ちが けつまつ むか 

実力と運しだいでは、史実とは違った結末を迎えることもできるかもしれません。 

2スタンタートモート-- 
1つの戦場（マップ）を-台に、連合国側として、または枢軸国側として、そ 

のマップの全土を制圧することを目的に戦います。あなたは、連合国側になり大 
ドイッのをらすことも、ドイッに&ち、iSiをするこ 
ともで吉ます。もちろんその戦場に参加した、他の国々としてあなたの戦略的、 
または戦術的手腕を発揮するのもよいでしよ5。 

3モテ7x(蓮減葑1)モーK (モデムSi為のみ)- 
メガ节デ厶（ゲーム図書館セット（別売）に付属）を使5ことによって、遠くに 

いる友達と、電話回線を使ってデータのやり取りがで杏ます。 



かく ほうほう 

各モードのスタート方法 
CONTINUE •コンティニューモード 

メニュー画面で『CONTINUE』を選ぶとセーブ 
されているデータが表示されます。 
再開したいデータを選んでください。ゲームが再開さ 
れます。 
セーブの方法は、『記_』（贫73ページ）を参照してく 
ださい。ゲームの進行はそれぞれセーブされているデ 
—夕のモードを確認してください。 

CAMPAIGN •キ 〇 がめん キャンぺ-ン えら 

メニュー画面で『CAMPA丨GN』を選ぶとキャン 
はじ さいしょつぎさくせんちひょう 

ペーンモードが始まります。最初に次の作戦地食を表 
じ 

不しボ9'〇 

つぎ めい きこう かいしねんがっぴ 》ょうじ 

次にシナリオ名と気候、開始年月日が表示されます。 
スタートボタンを押すと続けて作戦指示と同盟国名が 
ひょうじ 

表示されます。 

❸ さいご さくせんこくめい げんざい てんこう るいせSど かいしねんがっぴ 

最後に作戦国名、現在の天候、累積度、開始年月日、 
Uう1)ょうねんがっぴ ひょうじ 

終了年月日が表示されます。 

お つぎ はじ 

また、1つのシナリオが終わり次のシナリオが始まる 
ばあい けつかしょうり ひわ ま ひょうじ あと 

場合も結果（勝利•引吉分け•負け）を表示した後で 
さくせんちく じゅん ひょうじ 

作戦地区から順に表示されます。 

• 

いまや十.f ：>iZcr' 
'：■穿JB_ 乂學砂 

によ•，•.て兄理4 

ドイツr•! 

夭候咕-aw 

NOW 3 9. 9.1 

END 3 9. 9. 25 

ガM免ひユ^Tッ^7${3. ■ m/y 
评土すが^補^.砷めみで，首釘 
ノ’オグラ-， 



STANDARD ♦スタンダ-ドモ-ド 
メニュー画面で『STANDARD』を選ぶとイニシャ 
ルコマンドが表示されます。 

最初にマップを呼び出します。 
『ロード』を選ん$ください。シナリオの一覧表が表示 
されるので、呼び出すシナリオをえらんでください。マ 
ップが画面に表示されます。 

設定を変更する場合は、各コマンドを操作してください。 
(Cボタンコマンド：贫65ページ） 

い§ かいし響桃 

設定が決まったら『開始』を選んでください。ゲームが 
始まります。（ゲームの進め方：^15ページ） 

A-MAIN C-SUB •ボタンi差 
メニュー画面で『A - MA丨N C - SUB』にカーソル 
を合わせ、AまたはCボタンを押すとAとCボタンの割り 
当てを入れ換えられます。電源投入直後の基本設€では『 
A - MAIN C - SU日』となっています。（このマニュ 
アルは、基本設定にもとづき書かれています。） 

懷誦i■机 

MODEM 籲モデムモード 

メニュー画面で『MODEMを選ぶとモデムモードに入り 
ます。（モデムモード：蜇24ページ） 
モデム ぺつばい せつぞく 

(『MODEM』はメガモデム（別売）を接続したときのみ 
ひょうじ 

表示されます。 



ゲームの進め方 
,ほんてき  .一—了 _ _ 

シナリオごとの基本的な目標は敵首都の占領にあります。 
てき しゅとかんらく む sほんてs せんcゅつ てき こうりつ げsは 

敵の首都陥落へ向けての基本的な戦術としては、敵をいかに効率よく撃破 
とし みなと くうこう たてもの すばや せんりょう かぎ 

し、都市•港•空港とい5建物をいかに素早く占領していくかが鍵となるで 
しょ5。 

じぶん ばん じぶん じゅんじょ 

では、自分の番（これをw自分のフェイズ〃といいます）はどういう順序で 
こうどう した さほんてき こうどう ず しめ 

行動するのがよいでしょうか7下に基本的な行動パターン図を示します。 
きほんてき こうどう 

■基本的な行動パターン 

コマンド茗 

補給 

口 
発進 

1 

武装 Csd 圏 EaJ 

このコマンドを実行 
こうどうUうりようじょうたい 

すると行動終了状態 
となる。 

コマンドのそれぞれの 

1 

降車 

國國圍圖圍■ 
ください（贫38ページ） ^; 

园圓 

賴i職 

古.也” W! 

、:,.s+v«»V>: 

■■■■■■ 

自分のフェイズになると、最初にアラームが 
鳴り、現在の天候•累槙度•現在の日付•制 
i狼ターンが表示されます。 

p鍾礴.へ、.. 
ヒ.ーム必，。•二.. 

次に新開発されたユニットがある湯含は、開発画面が 
表示され^新開発のユニットが現れるので、その:!二 
ットを生産ラインにのせるかどラか決定します。 

フHィズの流れ 
きほんせんじゅつ 

基本戦術 



1.ffll v 
理由i:『龠絡』を荇ったiも1のコマンドを荇ろことがでさる。 
こうじ ふ4そう しんか かいりょう 

E.工事•武装•進化•改良 
理_1:『移動』を行った後ではこれらの行動はで吉ない。 
理由2 :軍事費を使ろ場合が多いので、先に行ろ必要がある。 
こうげきかんせつこうげきけんいんほう くちくせんし中 はっしん しょぶん 

3. 攻撃（間接攻撃、牽引砲•駆逐戦車ユニット）•発進•処分 
りゆう いどう おこな あと こうどう 

理申〗：『移動』を行った後ではこれらの行動はでぎない。 
4. #歸 • 

理由〗：いくつかのコマンドは『移動』といっしょに使える。 
こうげきちょくせつこうげき とうさいこうしゃせんりょうばくげきごうりゅう 

5. 攻撃（直接攻撃）•搭載•降車•占領•爆撃•合流 
りゆう いどう つか ばあいおお 

理由1:『移動』のコマンドといっしょに使う場合が多い。 
せいさん はいち 

6. 生琴•配置 ^ … 

理由1:生産•配置したユニットはそのフェイズの行動がでさない0 

理由2 :先に生産をした-合、『工事•武装•進化•改良』など 
を行ろと吉に軍事費が足りなくなる可能性があるため。 

もちろん、これがいつでも通用するわけではありません。 
例えば、『補給の前に補給ユニットを、燃料（または弾）が欠1Mしているユニットの 

隣に移動させ、『補給』コマンドを行5。』とい5ことをやれば補給されたユニットは 
あら こうどう おこな こうりつてき せいさん 

そのフェイズに新たに行動が行え、効率的ですし、ど5しても生産したいユニットが 
ばあい ほれうまえせいさん ほれう せいさん 

ある場合は、補給の前に生産しておけば、『補給したために生産できなくなった』など 
ということはなくなります。 



き ほん 

基本ルール 
ターンとフ: 

a『アドバンスド大戦略』では『ターン』を繰り返すことにより、ゲームが進行して 
• きほんてき にち あらわ あいだ ど M « 

いきます。.基本的に1ターンは1日を表し、この1ターンの間に1度ずつ各プレイ 
ヤーの順番が回ってきます。これを『フェイズ』と呼びます。 

0プレイヤーは自分の『フェイズ』のときにだけ、自分のユニットを生産したり、行 
動させたりすることができます。すべての国のフェイズを1度ずつ行うと1ターン 

しゅうりょう つぎ はじ 

が終了し、次のターンが始まります。 
01固のターンは德1、青2、赤1、赤2、緑1、緑2、黄1、黄2の順番にフェイ 
ズがまわり、すべてのフェイズが終了すると1ターンが終わったことになります0 

プレイヤーが（NOT)の国のフェイズは自動的に通過します。 

ブレイヤフェイズ 
かく かいしじ くにぐんじひ じどうてきけいさん 

n各フェイズの開始時にそれぞれの国の軍事費が自動的に計算されます。 
B答フェイズのiy#に.は、Millの_辑のチェックが锷われま；r。このとき、赞料 
が〇で、i国の空港の上にいるかまたは空母に搭載されている航空ユニツト以外は 
mm (IM)します。また、MisliにS#されているュニットは、『発進』コマン 
ドの餐で『補給』コマンドを選ぶことで補給が行えます。 



.ットの荇編 
nどのユニットから行動するかはプレイヤーの自_です。また室部の 
ユニットを行動させる必要はありません。 

aそのフェイズで圭産または配置したユニットは、；ぞのターンの-芬 
のフェイズから行動することがで杏ます。 

•セて•■い こ；5げき せん1)ょう とうさい こうしゃ ごうりゅう こうじ ばくげ8 かいりょう しんか 

0『決定、攻撃、占領、搭載、降車、合流、工事、爆撃、改良、進化』 
のいずれかを終了したユニットは彳j動終了彳犬態となり、そのフェイ 
ズではそれ以上行動で吉ません。（行動の終了したユニットには『E』 
のマークが横に現れます。） 

_ ^-5 . Xf ゾブク ない はい ばあい いどう しゅうりょう 

EI移動により敵のZOC (穿29ページ）内に入った場合、移動はそこで終了します。 
, こうげき てんこう ばあい こうげきおこな 

ただし、敵ユニツトを攻撃できる天候の場合は、攻撃を行5ことができます。 

B 4i、麵、顏、籠、羅』をらた縫、そのュこットはさらに描の誦 
をすることができます。 

せ-いさノしはいち 
ユニットの生連•配置 

nュニットをMiさせるには笙iか齙会を荇ろ起きがぁります。 
生産を行ろ場答は、笙iするュニットに勤して麁备ろ輦秦夤が瑟Mです。 
はいち おこな ばあい ひつよう 

配置を行〇場合は必要ありません。 

Bキャンペーンモードでは前のマップで隹用したユニットを引続き使うことができ、 
これをマップ上の生産可能なへックスに配置することがで吉ます。 
(生産可能地点：澄62ページ）配置は、キャンペーンモード為のみえます。 

0生産•配置でき今ユニットの総数は、シナリオごとp美まっています。また、『|己論 
してはいないが所有しているユニット』もその総数の中に含まれます。 



n夕ーン(BibがSむと薪しい兵器 
が開発されると、フェイズの最初に 

【開発画面】が現れ、ここでそのユ 
ニットを生産ラインにのせることが 
で吉ます。 

堇_ラインにのせたユニットが【生-可】のボックスに入るのならば、このフェイズ 
からそのュニットが堇鐘奇籠になります。また、【進化1〜3】ならば、『進化』コマ 
ンドを使いそのユニットへの進化が可能となります。 

0薪しく垄鐘ラインにエントリーする4合、ュニットに応じた軍事費がかかります。 

B袈MのみでしかiれなしヽiAはこの画®には現れません。 

□ iじ笙iiiを為ち、xiがする_がぁったi答、iしく iiされたュニット 
を笙鐘ラインにエントリーするためにがiれますが、人間側しか生産ライ 
ンをエントリーできません。コンピュータ側のときには開発エントリーは行われ 
ず、と筒じ生-ラインとなります。これはどのモードでも同じですが、特に 
長期に渡って戦ろキャンペーンモードでは気をつけてください。 



どうめい 

同盟について 
D占領目標は同盟国軍が占領しても構いません。 

B は、1_輦だけでなく8藍_輦のiiisもEぇます。 

B移動の際、自国軍と同様にzd)Gの篆響を受けません。 
_ じぐんこく どうめいこく たてもの ほきゅう う どうよう 

□自軍国のユニットは同盟国の建物または補給を受けることはできません。同様に、 
どうめいこくぐん Uこくぐん たてもの ほき•>う ほき！*う う 

同盟国軍のユニットも自国軍の建物、補給ユニットから補給を受けるこはで吉ませ 
ん〇 

_どうめいこくぐん たてもの せん9ょう ばくげき 

S同盟国軍の建物を『占領』『爆撃』することはできます。ただし、そのコマンドを 
おwな どうめい はき yうめいこ/ぐ/ てき，く 

行った結かこん、S?を懸繇ことになり、同盟寅軍は_となり考為，く(も专 
5ん、同盟国軍の葛都も辨目龄な怒す土宇た、ミンピュータが同盟iの瑜 
合、コンピユータ側から裏切り行為（爆撃、占領）を汚うことはありません。 

S同劈圉軍ユニットには『i女撃』をすることができません。この毳答、輦はki 

に敵国とはなりません。 

nゲームにかかる時間はマップによって壺わってきます。證いもので〗南®1後、关 
きなマップでは数1〇時間を費やすかもしれません。ですから、マップをいくつもi 

けて行5キャンペーンモードでは数日から数週間の時_がS縫となるでしょ5。で 
も安心してください。ゲームの途中でデータを保存しておけるよ5に、セーブは3 

ヶ所もできるようにしました。 



キャンペーンモードの特例 
キャンペーンモードには、基本ルで説明した他にも独自の決まりがあります。 

U才の開始日 

シナリオがされる自?ぜは、iのシナリオがiyしたs付によって多岁変わります。 
きほんて炎 らんひようひようじ ひづけ 

基本的には、スタンダードモードのシナリオの一覧表に表示されている日付になりま 
まえ しゅうりょうおく ばあい あ つぎ かいし おく 

すが、前のシナリオの終了が遅れた場合、それに合わせて次のシナリオの開始も遅れ 
はゃ つぎ し》う1)ょうひづけせいげん 

ます（早まることはありません)。また、次のシナリオの終了日付（制限ターン）もそ 
れにつれて遅れます。 

シナリオ『サンプル】』からシナリオ『サンプル2』へ移行する場合。 
わい らんひょう ねん がつ 

jfiii (シナリオ『サンプル2』はスタンダードモードの一覧表では〗939年10月2 

日開始予定とする） 

Iシナリオ『サンプルT7]1シナリオ『サンプル£』1 
ねん がつ にちしゅうりょう ねん がつ にちかいし 

1939年9月25日終了_1939年10月2日開始 
ねん がつ にちしゅうりょう ねん がつ にちかい■し， 

1939年10月4日終了-H939年10月5日開始 



U才間の回j复 

Dシナリオが終了し、次のシナリオが始まるまでにユニットは補給（補充、修理を 
含む）を受け回復します。（軍事費の消費はありません。） 

B量は、シナリオのfe了日から次のシナリオのUte日までの1さに&琬します。 
補給は1日に対し1回分行われます。 

前述のよ5に9月25日で終了し、次のシナリオが】0月2日から始まるまで7白陶 
、 ほきゆうさかん ばあいすべ たい かい ほきゅう ほじゅう しう 

^の補給期間がでぎます。この場合、全てのユニットに対し7回の補給（補充•修 
理を含む）が行われたことになります。 

(ですから9日間あればどんなユニットも完全な状態になります。） 
厂^ .,,.一1} しゅうりょうせいげんぴ 

終了制限日 

[シナリオ2j 6/22 
10/4 

かい■しぴ 

開始日_ 
10/2 

6/22_ 9/25---^]〇/2' 
かかんほきゅう 

8日間補給 

B/ee- 10/4«M0/5i 
にちかんほきゆう 

1日間補給 

軍事費の持ち越 

1つのシナリオが終了し、次のシナリオが始まったと吉に所有している軍事費は次の 
ようになります。 

キャンペーン籍7畚の叢緩ターンでの(烏っている#isではありません)+ 
基本軍事費（スタンダードモードで始めたとき、最初に持っている軍事費） 

ですから、なるべく都市などは占領するよろにした芳が、衮のシナリオの岸_で誓ゐ 
になるでしよ5。 



モデムモード 
はじ まえ 

始める前に 

基本的な接続図 n メガモデムと各機器が正しく接続 
かくにん 

してあるか確認してください。 
モデムは本体後部のEXT.端子 
に接続します。 

カートリツジを差し込み、テレビ、 
をONにして メガドライ 

ください。 

電話機 

コントロールバッド 
(メガドライフ <3厲品> 

モジュラー■ケーフル 

う わた おこな ばあい 

すでにセーブしてあるデータの受け渡しを行5場合〇 
メニュー画面で『MODEM』を選び、モデムモードに入り 

ます。 

と 
しゅうりょうじ たいせんあいて おく ばあい 

シナリオの終了時に対戦相手にデ4を送る場合。 
モデムを接続した状態でスタンダード（STANDERD) 

モードを行5と自分のフェイズが終了すると吉に右のよ5 
なコマンドが現れます。このとき『送信』を選ぶとデータ 

はい 

をセーブし、モデムモードに入ります。 



そうさ でんわき 

モテムモードでの操作一電話機 
始めてモデムモードで行5方にはこちらの方が分かりやすいので、電話機で電話を 
かけることをおすすめします。 

1.電話をかける 
普通に電話機で相手に電話をかけます。ゲームをする相手と話をし、モデムで^ 

ぶことが決まったら、電源がONになっているか確認してください。（まだ婆話器 
を置かないでください。） 

E.モデムモードを選ぶ 
かけた側もかけられた側も、メニュー画面で『MODEM』を 
選び、モデムモードに入ります。 

3. iiliiがっながっているかの 
つながっているのなら『はい』を選んでください。 
(『いいえ」を選ぶとこの始めの方でスタートできなくなります。） 

4. ゲームを行5かを決める 
対戦相手とのゲームデータの転送を行5のなら『はい』を選 
んでください。 

5. かけた！、かけられた翻の 
電話をかけた側は『あなたからかけた』を、かけられた側は 
『相手からかかってきた』を選んでください。 

6. iiiiを#< 
『受話器を置いてください』のメッセージが表れたら、かけ 
た側もかけられた側も受話器を置いてください。 

そう じゅしんがわ にゅうりょく 

7. 送•受信側の入力 
電話回線が通じたら、自分がセーブデータの『送信側』か『受 
信側」か選んでください。 



——cniiigia— —■Knorai;—— 

一一 •— 

せんたく 

I、データの選択 
そうしんがわ おく しゆしん 

送信側はどのデータを送今かを、受信 

側をどこにデータを書き込むのかを選 

んでください。 
そうしんしゆうりよう 

、データの送信11►終了 
i芳のデータを杳iしiわると、データの妾け渡しが始まり 

ぶじ しゅう*)よう みぎ がめん か 
あす。無事に終了すると、右のよ5な画画に変わりスタート 

お がめんもど 

ボタンを押すとタイトル画面に戻ります。 

モデムモードでの操作ーモデムでをかける4答一 
でんわ 

1、 電語をかける 
そうしんがわ じゅしんがわ そうしんがわ 

送信側も、受信側もモデムモードにしておきます。送信側は、 

_觀を！^し、『。コ乂ビし』を_びます。蔓議は、齡 

観がかかるまでそのままお待ちください。『CALL』を選ぶ 
お かいせん しゅるい えら と 

ときにCボタンを押すと『と回線の種類を選ぶ』を飛ばす 

ことがで吉ます。 
かいせん しゅるい えら そうしんがわ 

2、 回線の種類を選ぶ（送信側） 
送信側の人を使用レている回線がダイヤル回線か、デジタル 

回線を選びます。通信を開始します。 
そう じゅしんがわにゅうりょく 

3、 送•受信側の入力 
でんわかいせん つう じぶん そうしんがわ じゅ 

電話回線が通じたら、自分がセーブデータの『送信側』か『受 

信側』か選んでください。 

せんたく 

4、 データの選択 
送信側はどのデータを送令かを、受信 

側はどこにデータを書き込むかを選ん 

でください。 
そうしんしゆうりよう 

5、 データの送信蛉終了 
ふたほう してい お う わた けじ 

双方のデータを指定し終わると、データの受け渡しが始まり 
ぷU しゅうりょう みぎ がめん^_ , 

ます。無事に終了すると、右のよ5な画面に変わりスタート 
お がめん もど 

ボタンを押すとタイトル画面に戻ります。 



こんなと吉は/ 
でんわ 

■電話がつながらないと吉 

•相手が通話中◊しばらくしてからかけ直してください。 

のがちがのilfe、ちろゴAMび讀してから•け蟹して 
ください。（モデムでかけた場合） 

•電話番号がちがろ#正しい電話番号をk力し、もろ一度かけ直してください。 

■電話回線の種類がわからないとき（モデムからの邊1) 

•天気予報『177』を聞いてみましよ5。 
でんわばんごう にゅうりよく かいせん えら でんわ つう 

#電話番号を『177』と入力したあとで、ダイヤル回線を選んでください。電話が通 
てんきよほう き でんわかいせん かいせん 

じて、天気予報が聞ければ、その電話回線はダイヤル回線です。 

★プッシュ式の電話機でも、ダイヤル回線を使)^していることがありますので、莲4 

してください。 

メガモデムを—用したときの注意✓ 
★モデムで遊んでいるときは、メガドライブ本体のリセットボタンを押さないでくだ 
さい。電話が切れてしまいます。 

★ゲーム中に、モデムからツーツーという『話し中の音』が聞こえたときは、最初か 
らやり直してください。 

★ご使用にナょる電話機、iiife方kに!!しましては、言iしくはメガモデムの取i説 
明書をご覧ください。 



ュレーシヨンゲームです。そのため、 

このジャンルのゲーム用の特殊な用 

語がいくつか用いられています。 

結にi本用語として、下の12種類は 

覚えておいてください。 
くに ちけい 

国 5.マップ 9.地形 
フェイズ6.ユニット10.天候 

さくてき ざひょう 

ターン 7.索敵 11.座標 
けいけんち ぐんじひ 

ヘックスB.経験値 12.軍事費 

園 
かっこく あお あか 

爸•国は青、赤、 
みどり き しよく いろわ あお あお 

緑、黄の4色に色分けされており、またさらに、青K青2と 
いったぐあいに1色につき2国まで指定することグできます。つまり、プレイヤ 
一は、コンピューター、人間、あわせて最大8力国（シナリオ、キャンペーンと 
もに実際に8力国のマップは現れませんが）まで遊ぶことができます。ただし、 
国の色は4色までしかないので、できれば4人位までで行うことをお薦めします。 

■イズ 
くにさくせんこうどう じゅんばん つぎ くにし>んばん 

ある国に作戦行動の順番がまわってきたときから、次の国に順番をまわすまで 
あいだ よ 

の間をフェイズと呼びます。 
あお あお あか 

それぞれ（青1、青2、赤1 
どう いどう こうげき せいさん おこな ばん じぶん じゅん 

動（移動、攻撃、生産……）を行ろ番がまわって吉ます。プレイヤーは自分の順 
ばん さくせんこうどう おこな 

番のときのみ、作戦行動を行えます。 

あか みどり みむ き き じゅん さくせんこう 

赤2、緑1、緑2、黄1、黄2〕の順に作戦行 

補1から美をまで、マップ主のすべての論のフェイズが辭して、1する 
までをターンと呼びます。このゲームでの1ターンは1日です。 



こうせい かくけい め 

ビューマップを構成している6角形のマス目のことです。1つのへックスには、1 

つの地形が描かれています。 

この地形によってユニットの行動に影響を与えます。1つのへックスには、1つのユ 

ニットを置くことがで吉ます。（搭載を除吉ます） 

•ヘックスについて 
ヘックスとは、ウォーゲームで使ろ戦場を区 

切る手法として考案されたものです。ヘックス 

が考え出されるまでは、おもに正方形のマス目 

で区切っていましたが、これpは斜めの移動の 
と縦横の移動で距離的な差が出てしま5といろ 

欠点がありました。この欠点をなくしたのがへ 

ツクスです。 

•ZOC (ゾーンオフコント□ール) 

支配地域ともいいます。ユニットのいるへッ 

クスのまわり6へックスがZOCとなります。 
いどうち!?う てSゾプクない はい 

移15中のユニットが敵zoc内に入るとそこで 
移動を終了しなければなりません。ユニットを 
ぃどう ばあい ちけい えいきょう 

移動させよ5とした場合、地形による影響と、 

このZOCによる影響があります。また、ZO〇 
たい こうげ#かのう ばあい は， 

はそのユニットに対して攻撃可能な場合のみ発 
せい 

生します。 
いどう おこな ばあい じどうてき ゾック 

ゲームで移動を行ラ場合は、自動的にZOC 
はんべつ いどうかのうはんい ひようじ 

を判別し移動可能範囲を表示します。 



ゲームのA笞$なる戦場をマップと南びます。 
マップには、-つかの種類があります。 

ビューマップ 

現在の年月日（ターン数)一 
ぐんじひ 
卓睾費• -   •一--，，，，，一，.r 

雛、行動している_名' 

力ーソルのY座標（上：⑴〜62: 

カーソルのX座標（左： 01-62 : 
めい 

ユニット名— 

ユニットの経験値 

ユニット機数（耐久力) 

ユニツトタイプ(冰32ページ)、 

現#の天候一-一-——1 

現¥の地形の耐久度； 

ガーソルの置かれた地形- 

地形効果（ぽ79ページ)一一 

ダーみの基本画面です。この画面上で主な行 
動を行ないます。 

■フルマップ 
ビューマップ上のCボタンを】回押すと 
フルマップが現れます。 

せんぜんたい Xii： !>ii V 

フルマップは、戦場全体を大まかに表示: 

します。 ... ... 
フルマップカーソルを方向ボタンで動;^ 
し、ATfCタンを押すと、フル7ップで囲 
まれた地域が、ビューマップ上に表示さ 
れます。 



[ビューマップ!£でのボタン操作] 

Aボタン 
ころどろまえ うえ 

① 行動前のユニットの上にカーソルをあわせ 
お こうどう あらわ 

て押すと、4行動コマンドが現れます。 
こうどうご うえ 

©行動後のユニットの上にカーソルをあわせ 
お せいのうひよう あらわ 

て押すと、4ユニット性能表が現れます。 
せいさんかのうちてん お 

② 生産可能地点で押すと 
せうさん あらわ 

=0生産コマンドが現れます。 

PzKwiT 丁dfu纽Mp 

「“ 31沭：;£:，，J: 
m 5f$KWP14.|糖嚇 
賴 XlJ 咖:2 5 !_ 2h 

W f?l 

Bボタン 
①1回押すと巳ボタンコマンドが現れます。 
このと吉—— 

Aボタンを押すと#行動していないユニツトの上に、カーソルが移動します。 
巳ボタンを押すと#巳ボタンウインドウが消えます。 

cボタンを押すと#自国の生産可能な首ーソルが移動します。 

Cボタン 
① 1回押すと# 

フルマップが現れます。 
② 2回押すと# 

図表•全自動コマンドが現れます。 
②3回押すと# 柳 

オプシヨンコマンドが現れます。 

■H.Q. (へッドクオーター)マップ【筌择in 
フルマップよりさらに細かく戦場全体を表示します。 

図袠•圣自toコマンドで圣钵図を1 

ぶと現れます。 ；V 
てんめつ あお あか みどり さ てん ' 

点滅するf、赤、緑、黄の点は、そ. 

れそれの国のユニットです。. ’ 
Cボタンを押すと現在の索敵状況を '5 

表示します。(明るい部分が索敵領域 
です。） 



3EEBQ|^^IH 
マップ主でそれぞれの国が操るi (部隊）のこぐを 

ユニットと呼びます。ユニットは兵器や兵員の集団を 
表しており、同じ種類の兵器（兵隊）によって構成さ 
れています。 t ， 
ユニットは種類によって移動や攻撃にさまざまな特 

徴を持っています。基本的には、地上ユニット、航空 
ユニット、艦艇ユニット(こ大別され、1つのユニット 
は通常1D機（台、人）で構成されています。ただし、 
大型航空機（巳、Cユニットなど）は6機、艦艇、鉄 
道ユニットは〗隻（両）で構成されています。各ユニ 

ットの詳しい特徴は兵器カタログをご覧ください。 
くろこa 

參航空ユニット 
空を飛んで移動する兵器で構成されているユニット 
とくちょう いどう さい ちけいとくせい えいきょう 

特徴：移動の際、地形特性の影響を5けない。 
燃料がなくなると消滅（墜落）する。（ただし、 
空母などに搭載されている場合や、自国の空港 

うえ ばあい のぞ 

の上にいる場合は除く。） 
せんとうじ たいくう ぼうぎょち しよう 

•戦闘時に『対空』の防御値を使用する。 

航空ユニットには次の種類があります 
せんと*3 S 

F :戦闘機 
せんとうばくげささ 

F巳：戦闘爆撃機 
tjせんとうさ 

FD:局地戦闘機 
かん1：ようせんとうさ 

FC:艦上戦闘機 
こうげささ 

A :攻擊機 

かんうこうげさ# 

AC:艦上攻擊機 
料うこうかばくげifさ 

.D :急降下爆擊機 
らいげさ$ 

V :雷擊機 
かん14うらいげきさ 

VC:艦上雷擊機 

H :ヘリコプター 

c : iii 
ばくげささ 

巳:，寧機 

巳U:巡航ミサイル 



ちじょう 
•地上ユニット 
りく cょう いどう へいき へいたい こうせい 

陸上をおもに移動する兵器（兵隊）で構成されているユニット 
とくちょう いどう さい ちけいとくせい えいきょう う 

特徴：移動の際、地形特性の影響を受ける。 
关きく芬けるとTの2タイプに分けられる 

•装甲タイプー戦闘時に『対甲』の防御値を使用する。 
ひそうこう せんとうじ たいじん ぼうぎょち しよう 

籲非装甲タイプー戦闘時に『対人』の防御値を使用する。 
※兵器タイブの記号(下記)が小文字で表されているも 

ひそうこう おおもじ あらね そう 

のは非装甲タイプ。大文字で表されているものは装 
串タイプ。 

地上ユニットには次の種類があります 

s :装甲車 
けいせんし令 

L :軽戦車 
せんしや 

P :戦車 
CoXこうせんし， 

PC:巡航戦車 
ほへいせんし令 

pI:歩兵戦車 
くちくせんし. 

JP:駆逐戦車 
PJ : 

:火炎放射載輋 
じそうDiうほへいほう 

:自走重歩兵砲 
I：そう ほう 

:自走カノン砲 
じそう 

:自走ロケット 
たいくうせんしゃ 

:対空戦車 

---そうほう 
対戦車自走砲 

PF 
UG 

U 

UR 

R 

RU：自M蒿射趟 

装甲タイプ 
そろころ 

装甲タイプ 
そラこ*5 

装甲タイプ 
そラころ 
装甲タイプ 
そろころ 
装甲タイプ 
そラこづ 
装甲タイプ 
そろころ 

装甲タイプ 
そ:5こ今 
装甲タイプ 
そろころ 
装甲タイプ 
そうこう ひそうこう 
装甲タイプ/非装甲タイプ 
そうこう ひそうご*5 

装甲タイプ/非装甲タイプ 
そうこう ひそうこう 
装甲タイプ/非装甲タイプ 
そうこう* ひそうこう 
装甲タイプ/非装甲タイプ 

T :輸送車 

TH:補給車 
こうさぐしゃ 

TK:工作車 
けんぃんたいせんいほう 

QP:牽引対戦車砲 
けんいん ほう 

QU:牽引カノン砲 

QN:牽引ロケット 
けんぃんこ巧し♦ほう 

OR:牽引高射砲 

E 
EP 

I 
巳R : 

G 

列車 
そうこケれっし♦ 

装甲列車 

暴i 
戦略ミサイル 

卜ーチカ 

装甲タイプ/非装甲タイプ 
そうこう ひそうこう 
装甲タイプ/非装甲タイプ 
ひそうこう 
非装甲タイプ 
ひそろこう 
非装甲タイプ 
ひそうこう 
非装甲タイプ 
ひそうこう 
非装甲タイプ 
ひそうこう 
非装甲タイプ 
ひそうこう 
非装甲タイプ 
そ*5ころ 

装甲タイプ 
ひそうこ*5 

非装甲タイプ 
そ今こづ 

装甲タイプ 
そ3こづ 

装甲タイプ 

かんてい 
•艦艇ユニット 
かいじょう かいちゅう いどう へいき こうせい 

海上および海中を移動する兵器で構成されているユニット 
特徴：1ユニットが1隻単位。ただし、耐久力を持ち、 

$すうひょうじ たいきゅうりょく しめ 

機数表示はその耐久力を示している。 
大きく分けると下の2タイプに分けられる 

せんとうじ たいかん ぼうぎょち しよう 

_Wタイプー戦闘時に『対艦』の防御値を使用する。 
せんとうU たいせん ぼうぎょち しよう 

• Zタイプー戦闘時に『対潜』の防御値を使用する。 

艦艇ユニットには次の種類があります 
すいじょうかん 

W :水上艦 
(1 Mうかん 

WH:補給艦 
WC：航空母艦 

せんすいかん 
Z :潜水艦 

WT:揚陸艦 
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索敵モード（赏—ジ）のレベルをi：け号と、味方の 
-物やユニットから、索敵範囲内にいる敵の姿しか見えな 

くなる。 

みかたてきさくてき 

味方も敵も索蒯Hレを 
さいぶろ 

採用しないのでユニット 
ぜんぶ すがた み 

全部の姿が見える0 

みかた てき さくてき 

味方も敵も索蒯U-ルも 
採用するので見える範囲 
に制限がで$る。 

みかた てきてき _いよう 

味方は索敵JU-ルを酬 
てき さいよう 

するが敵は採用しない。 

自国フェイズと 
どうよう こうどうて 

同様に、行動手 
じゅんみ 

川斬見える0 

たてもの さいてきはんい 

(1) 建物の索_囲は1へックスです0 
へいき さくてきはんい せVめうひよう らん 

(2) 兵器の索敵範囲は1強錶(蜇—ジ)をご覧くださU 

他国フェイズの 
あいだ てき こうどう 

間は、敵の行動 
が見えなU 

| Hu Iflll I IfHii M—— _本用語 
けuナんち せんとう おこな じょうしょう つぎ 

⑴経験値(EXP)(纖闘を行うと上昇します。ただし、次のユニットはそ 
ほか とくしゅ こうどう けWナんち じょうしょう 

の他に特殊な行動をすることでも経験値が上昇します。 
ほきゅう 

臟ユニ'■: 
ゆそう 

輸ぬ二': 

イ也の二 
ほか 

イ也の二 
ニットに補給させると糸 
ニットを輸送すると糸 

㈣上昇する0 
，ち じょうしょう 

値が上昇する0 

&ZLZ：ット¬ 

ニ ツ ト- 
こうさくしゃりょう こうさく おこな けいけんち L-iUin 

工作車両:！ニットーエ作を行うと経験値が上昇する0 
ばくげきき ばくげき おこな けWナんち じょぅいぅ 

爆撃機ユニット-爆撃を行うと経験値が.上昇する。 
ほへい せんりょう おこな けいけんち L-iUin 

歩兵ユニット-占領を行うと経験値が上昇する0 

〇経験値^MAX (250)に達すると進化することができます。ただし、進化 
先のユニットが生産ラインにのっていなくてはなりません。 



9地形 
ない えが ち.けい さ_ほ_んて® し!*るい ばく 

ヘックス内に描かれている地形は基本的には2_類あります。しかし、爆 
げきてんごう へんか 

撃、天候などによって変化します。 

たてもの 
❿建物 
ちけい どし くうこう みなと しゅと しゅるい とぐ たてもの よ 

地形のうちで都市、空港、港、首都の4觀のことを特に建物と呼びます。 
ちけい くに おな いろ ひようじ くに りようど な 

これらの地形は、その国と同じ色で表示されており、どの国の領土でも無い 
ばあい はくしよぐ ひようじ 

場合は白色で表示されます。 

■M都一叢も■餐な匿縫です。その-の莘にあるすべての首都を占領、 
はかい くにせW く 

または、破壊されるとその国拥EMされたことになります。 
地上ユニットに®gまたは補充をすることがで杏ます。 

たいきょうど ぶん ぐんじひ え 

また、耐久度の分だけ、軍^が得られます。 
こく しゅと かぎ せいさんかのう しゅ 

1国につき首都が1つとは限りません。ただし、生産可能な首 
とこく せいざんかのう し硌と 

都は〗国につき1つしかありません。また、生産可能な首都の 
まわ て3 .さっとう し，と あや ばあい..どうてS ばんちを 

回りに敵が^Uし、首都が危うくなった場合、自動的に一番近 
くにある首都が生産可能となる場合があり、それまでの首者Pは 
せいさん ふかのう 

生産が不可能となります。 
と b くに けいざUfん たいきゅうど ぶん ぐんUひ え ち•じょう 

■都市一国の経滴原です。耐久度の分だけ、軍事費が得られます。地上 
ユニットに補給または補充をすることができます0 

くつこつ こうぐう ほれう ほじ也う 

■宰港一航空ユニットに補給または雛をすることができます。 
■港——艦艇ユニットに補給または修理をすることができます。 

ほか ちけい 
籲他の地形 

て0きょう はし かわ か うみ か 

•鉄橋と橋には、川に架かってし、るものと海に架かってし、るものがあります。 
てつどう さどう きどう しゅるい さどう 

癱鉄道にはヨーロッパ(ユーロ)軌道とロシア勒道の2種類があり、ロシア_ 
_.ぐんれっしゃ きどうほか しょこくぐんれっ 

はソビエト軍の^車のみが、ヨーロッ八。*動は他のヨーロッパ諸国の軍の^ 

車のみが移動できます0 



■ 

天候モード（逆76ページ）をONにすると天候が変化し、それによ 
こうどう.. ちけぃ へん■か えぃ幻う あた てんこう 

ってユニットの行動や、地形の変化に影響を与えます。また、天候 
Sせつ Sこうたぃ さゆ'う 

は季節と気候帯によって左右されます。 
てんこう ぃか しゆるぃ 
天候には以下のB _があります。 
かく こうぞうせぃげん 

_各ユニットへの行動の制限はありません。 
あめ ゆさ ち■けぃ..へ.ん■か もと し*ょうたぃ も，.’ 

•雨、雪による地形の変化を、元の状態に戻してぃさます。 
るぃせSど へんか るぃせsど ぃuょう 

•累積度の変化 一〗（累積度は、0以上にはなりません。） 
こうくう こうどう せぃげん 

#航空ユニットの行動に制限ができます。 
さくてきはんぃ 

1.索敵範囲が1ヘックスになる。 
らじょう かんてぃ ゾワク き こうげさ 

と地上、艦艇ユニットへのZOCが消え、攻搫できなくなる。 
bけぃへんか お げんじょう 

•地形変化は起ぎません。現状のままです。 
るぃせさど へんか 

•累積度の変化 ±0 
こうくう ■こケどう：せぃげん 

I _航空ユニットの行動に制限ができます。 
さく.てきはんぃ . 

1.索敵範囲が〗ヘックスになる。 
ちCxう かんてぃ ゾック き こうげき 

S 2.地上、艦艇ユニットへのZOCが消え、攻撃で吉なくなる0 
ばくげきさ UTくげさ 

3. 爆撃機は爆撃ができなくなる。 
ざんだん こうしゃ 

4. グライダーの残弾があるユニットからは降車ができなぃ。 
るぃせさど ちけいへん_か お 

•累積度によって地形変化が起こります。 
るぃせさど へんか 

•累積度の変化 +1 
こうくうこケどう せぃげん 

#航空ユニットの行動に制限ができます。 
さくてきはんぃ 

1. 索敵範囲が1ヘックスになる。 r 
ゾック さ こつげき 

2. すべてのユニットへのZQCが消え、攻撃できなくなる。 
ばくげきS ば.くげS: 

3. 爆撃機は爆撃ができなくなる。 
ざんだん こうしと、 

4. グライダーの残弾があるユニットは降車かでをなぃ。 
かんてぃ こうどうせぃげん 

春艦艇ユニットの行動に制限がで古ます。 
かんてぃ ゾ7ク S こうげき 

1.すべての艦艇ユニットはZOCが消え、攻搫でぎなくなる。 
ようりくかん £:しや,. ふかのう 

揚陸艦は、『降車jが不可能になる。 
こうくうぽかん はつしん ふかのう 

3. 航空母艦は、『発進』が不可能になる。 
ほSl>うかん ■ばか.',かんせん. ほう ふ.か_0う 

4. 補給艦は、他の艦船にf補給』をさせることが不可能になる。 
かんせつこうげ3じ めぃう'I)つ てぃ■か 

•間接攻撃時の命中率が低下します。 
るぃせきど ちけぃへんか 

❿累積度によって地形変化がおこります。 
るぃせ$ど へんか 

春累積度の変化 +2 



雨、雪が何日も続くと地上に水や雪がiもり、地形に変化を造こします。 
この、現在どの程度積もった（溜まった）かを表すのが累積度です。 

ゅさ あめ 
雨 

るいせさど 
累積度 3 6 9 3 6 
ちけいへんか 

地形変化 
ちC2う 
地上 

かわ 

川 
うみ 
海 

へいち 

平地 
どうろj 

道路 

-ソルが、現在マップ上でどこにある 
、るのが座標です。マップの左上が1 

みぎ したほうこう む たて 

で、右、または下方向に向かい62まであります。縦 
ほうこう ワイ よこほうこう エックス ひょうじ 

方向は『丫=〇』、横方向は『x=o』と表示されま 
す。 

m mk 
ュニットを笙iしたり、金琴ゃ編輯をiliすると$ 

に使5存金のことです。軍事費は、各国のフェイズ 
の一番最初に、自国の都市および首都から自動的に 
加算されます。加算される金額は、その国の持つ都 
し かず たいSゅうど へんか つか 

市の数や耐久度によって変化します。また、使わな 
かった軍事費は次のターンに繰り越されます。 



このゲー今ではユニットの污動はもとより、ゲニ会の基本システムの変寅まで 
コマンドで行います。ここではコマンドについて説明します。 

(頃78ページ) 

(ぼ78ページ) 

(蜇53ページ） 
(免54ぺ_ジ） 

im 
どケさい 

搭載 
こうしゃ 

降車 
はJLしん 

発進 
せんりよう 

占領 
ほく*け 

補給 
ごうりゅう 

合流 
ばぐげ3 

爆擊 
こうじ 

ぶそう 

武装 
しょぶん 

処分 
こうぐん 

行零 
裎1 
しんか 

進化 
かv *_4う 

ソ)配置 [贫即ペーシ， 

ジ） 

S 
次部隊（澄64ページ： 

⑽ブスクリー'> 

操作 
ざくてさ 

索_ 
てんこう 

(贫50ベ—ジ）隊㈣4ページ)隸⑻6ページ;)中止 

(則〇ぺ-ジ）首都(則4ペ-シ錢⑻8ペ-ジ) 
(贫52ページ） 

(®73ページ）涘檯 
(@74ページ）防 

(贫75ページ） . 入'.'.-.'ふ.0找ぐ：说 

(蜇75ベージ） 

(頃76ページ）wし 

.(蜇78ページ) 

全自動（⑧B6ページ） 

で==3 ■函(則7ページ) 

ベ:ジ;!is (_ペ-ジ) 

(約9ベ-ジ）(則9ページ） 
(贫60ページ）収入表（贫7〗ページ） 

(贫61ページ）開発表（頃72ページ） 



芳震 幽乃ドゥィンドゥt 

ビューマップ上で行動剪の自国ユニットにカーソルをあわせ 
Aボタンを為すと、行動コマンドウインドウが現れます。 

ゲー厶画面1でユニットを祛ftさせるコマンド 

_G (卜ーチカ）ユニッしを勝いた、航空.地上.艦嗤の全てのュニット 

そうさほうほう 

■操作方法 

D行動コマンドウインドウから『移動』を選びます。 

Bゲー厶画®のiが壺わり、尜iできるはiるいiで、 
いどうふかの-5 ばしょ くら いろ.ひょうじ 

移動不可能な場所は暗い色で表示されます。 

0移動させたいヘックスに、ヘックスカーソルを移動させA 
ボタンを押します。 

_空機などの移動距離の長いものを移動させるときは、 
移動先を決めるときにCボタンを押して、フルマップス 
クリーンf表示し、大まかな移動先のビューマップを表 
杀すると便利です。 

(フルマップスクリーン：ぼ66ページ） 

0ュニントダビューマップ上で目的地净に向かって移動しま 
す。目的地点まで移動すると、_び行動コアンドがi糸され 
ます。移動のみの場合は『決定』を、他の行I)を待いたいと 
きは、そのコマンドを選んでください。 



— Mil (ぼ39ページ）…鎊y後、直接攻擊を锷3(駆逐戦車（JP)および、蓽 
引砲ユニットは除く）。 

(贫46ページ）•..輸送可能なユニットを輸送用ユニットの上に移動させ、 

搭載する。 

(贫48ページ）…移動後、搭載しているユニットを回りのへックスに 

1%ろす。 

-♦苫嶺（贫50ページ）…占領する建物の上に歩:^ユニットを移動させ、占領 

を^1ろ〇 

(贫53ページ）…爆擊する建物の上に爆擊機ユニットを移動させ、爆 

擊を行ろ。 

—S讅（甞52ページ）…合流するユニットの癀に移動し、爸流を行ろ〇 

—性能（贫59ページ）…そのユニツトの性能を見ます0 

『決定』を選ぶと、そのユニットは行動終了となります。 
動終了したユニットシンボルの横に『E』のマークが表示さ 
れます。 

移動のルール 
■移動力について 
マ いどう りんせつ すす ちけい 

(1) すべての移動できるユニットは、隣接したへックスに進むたびに、その地形によっ 
さだ いどう*)ょく いどう しょうひ 

て定められた移動力（移動コスト）を消費します。 
(例一〗）移動コスト .. 

例えば、择動力8のデマグD 7 (対空車両）は、道路、平 
地の移動gは1の移動コストしか消費しないため、8へ 
クスの移動ができるが、森では3、泥地では2の移動力 
を消費するため、図のよ5にしか移動で吉ない。 

いどうりょく こ いどう いどう〇ょ< 

(2) ユニットはその移動力を越えて移動できません。移動力 
が0に満たなくなる場合、その地形には進むことがでぎ 
ません。（ちょ5ど0ならば入れます。) 

(3) ZOGを持った敵のいるへックスに入ったり通過することはできません。また、敵 
ゾック はい いどう しゅうりょう 

ユニットのZOGに入ったユニットは、そこで移動が終了します。 
(4) 齡ilii荈にいるiとiiしたi答、ちしも、そのiュニットが移fe中のュニット 
にiしてMU奇1な彘矗を為っていた的にMiを蠱け、移動はそこで終了 
し、ユニットは自動的に汚動終了となります。 、. 

(5) 自国または_盟国のユニットの上を、琿pすることはできますが移動終了時に同じ 
ヘックスにいることはできません。（『搭載：贷46ページ』を除く） 

(6) ユニットは進入不可能な地形には入れません。（地形一覧：窗79ページ） 



かく ねんりょう Uうひ いどう いどう1)ょく つか ねんりょう 

⑴各ユニットは燃料を消費することによって移動レます。移動力を1使うと、燃料も 
1消費します。燃料が0になったユニットは移動で去ません。 
こうぐう れいがい 

(2)航空ユニットの例外 
こうくう いどう ひ乂う いどう1U く はんふ•ん しょうすうてんいか 

•航空ユニットは、移動しなくとも飛行しているため、移動力の半分（小数点以下は 
しゃごにゅう ねんりょう しょうひ さいていねんりょうしようひりょう 

四捨五入）の燃料を消費します。これを最低撚料消費量といいます。 
じこく くうこうじょ-】 とケ3い ねんりょう U.うひ_ 

ただし、自国の空港上にいるか、搭載されているものは燃料を消費しません。 
れい ねんOiHょうひりょう 

(例一3)撚料消費量 
いどうりょく こうくう いどう ねん0ょうしょうひりょう 

移動力〗5の航空ユニットが3へクス移動したときの燃料消費量 
,しゃ に♦パ さいていねん0ょうUうひりょう 

(15+2=7.5) *4四捨五入8 (最低燃料消費量） 
いどう1U く くうこう いどう ねんりょう1ょうひりょう 

移動力〗5の航空ユニットが10へクス移動したときの燃料消費量 
つうでょう ねんりょHょうひりょう 

•M0 (通常の燃料消費量） 
こうぐう ねんりょう， Uう1U'うどき，ついらく 

•航空ユニットは、燃料がなくなるとフェイズ終了時に墜落します。 
ついらく ほか とうさい ばあい と'5さい 

墜落した、他のユニットを搭載していた場合は、搭載されていたユニットもいっし 
うしな 

ょに失われます。 



そうさほうほう ■■操作方法 

n行動コマンドウインドウから『攻撃』を選びます。 
0武器選択ウインドウが表示されます0 

、’ン；.せん::屬鑼’ —— 

■武器選択ウインドウ 

搭載しているS器とその性能、残弾数が表示されます。 
ただし、4段目の武器は反撃専用で、攻撃コマンドによる攻撃をすることはで 
吉ません。 

④ ② 

⑧ 
ぶさせんたく 

武器選択ウインドウ 
とうさいぶきめい とうさい ぶさ めいしよう 

① 搭載武器名……そのユニットに搭載されている武器の名称。 
ざんだんすう ぶS げんざい ざんだんすう 

② 残弾数.その武器の現在の残弾数。 
めいちゅうりつ かんせつこうげきぶさ ばあい ちてん めいちゅう かくりつ 

②命中率.間接攻撃武器の場合は、その地点(ヘックス）に命中する確率。 
ちょくせつこうげきぷき ばあい こうげ51：ゆんい すうち おお ほう 

直接攻撃武器の場合は、その攻撃順位（この数値の大吉い方 
さき こうげ3 おな ばあい どうじこうげS 

が先に攻撃をする。同じ場合は同時攻撃となる)。 
しゃてい ふ* 5 こうげさ さいだいはんけい ,_ . 

④射程.その武器の攻撃できる最大半径（H :へックス)。 
ぶきいがい ちょくせつこうげきぶき かんせつこうげきぶ$ 

0 H:武器以外のもの 1H:直接攻撃武器 2 H〜：間接攻撃武器 
こうげ3ようぶきらん こうげき しようかのう はんげきじ しようかのう 

⑮攻撃用武器欄…攻撃コマンドによって使用可能。もちろん反撃時も使用可能。 
はんげさようふ*さらん はんげ3 しよう こうげさ しようふかのう 

⑬反撃用武器欄…反撃すると吉のみ使用。攻撃コマンドでは使用不可能。 

0力ーソルを使用する武器にあわせ、Aボタンを押します。 



0ヘックスカーソルが、攻撃対象となるiユニットのいる 
ヘックスに現れ、画面にその敵ユニットの能力表が表示 
交れます。 • 

攻撃する敵ユニットに力ーソルが合わさっているのを確 
認してAボタンを押してください。 

奇1なMがぃるi答には、どの®にMiをする 
かを選びます。選んだ武器で攻撃可能な敵ユニットの上 
[こへックス;^—ソルが現れるので、方向ボタンの▲▼で 
與撃する相手にあわせ、aボタンを押してください。戦 
闘が始まります。 

のう〇ょくひよう 

■ユニットの能力表 
② ③ 
i f 

najdj X Y mm 
_:，. 

N 

■明 m HJ] 

こうげきせいこうりつ 

攻撃成功率 

へいき めい 

① ユニット（兵器）名 
よこ ざひょう たて ざひょう 

② x(横)座標@丫 (縦)座標 
こうげさせぃこうりつ Sすう 

@攻撃成功率 ⑮機数 

こうげきせいこうりつ なか■さ かいこうげS てさ はかい せいこう かく 

攻撃成功率は、ユニットの中の〗機が〗回攻撃して、敵の破壊に成功する確 
りつ じぶん てき こうげ5りょく ぼうぎょ1)パ ちけいこうか けい 

率です。これは自分のユニットと敵ユニットの攻撃力•防御力•地形効果•経 
けんち へんか 

験値によって変化します。 
こうげきりょく ぶき も いりょく 

攻撃力……その武器の持つ威力 
ぼうぎょょ < へいき そんがい かいひ ちから 

防御力……その兵器の損害から回避する力 
ちけいこうか ちけい ぼうぎょりょく すうじ おお こうげき 

地形効果…その地形の防御力（この数字が大吉いぼど攻撃を受けたとぎの 
そんがい ちい 

損害が小さくなります。） 
けいけんち こうげさ せいこう てS こうげき かいひ えいきょう あた 

経験値……攻撃の成功や、敵の攻撃からの回避に影響を与える 
こうげきせいこうりつ けいさんほうほう 

攻撃成功率の計算方法 
こうげきせい_こ.うりつ 

攻撃成功率（％)二 
こうげ30よく ■じぶん けいけんち て在 けいけんち 

(『攻撃力』+自分の『経験値』一敵の『経験値』4-2) 
てき ぼうぎよりよく てき らけいこうか 

X (100—敵の『防御力』）X (100—敵の『地形効果』） 



せんとうがめん 

■戦闘画面 
ぼうぎよがわ 

防御側 攻咖 /J' 〜 -のつ，ノ 
①ユニットが画面に現れます。 

狀时vtr 

..说 ^ 冰す 

a 

|n^^niHnKno^H&a||RgCTM|g 

1 

—i 

ュニット名 
ユニットの部隊数 
INTIATIVE 

せんこうこうげ#けん 

-先行攻擊権 
•このマークのついているユニ 

ットは先に攻撃をすることが 
できる0 

.どちらのユニツト(こも付いて 
いない場合は同時攻撃となる。 

ATTACK——辟-力 
DEFENCE——防御力 
TERRAIN一一地形効果 
EXP -値 
TOT Aし"一総合値 

©攻撃が開始されると地形効果に変 
けいけんち ちネうじ 

わって経験値が表示される。 

回 
こうげき いう*)よう こうどう 

攻撃の終了したユニットは、行動終了となります。 

こうげき 
攻撃のルール 

うげき 

攻擊について 
こうげき たい おこな いし•ようこうげ$ もくひよう 

⑴攻撃は、1ユニット対1ユニットで行われます。2つ以上攻撃できる目標 
があっても1つしか選ぶことはで吉ません。 

…こうげS りんせつ てき たい UCit ちよくせつ:；:-うげき はな あいて ■.たい 《こな かん 

(2)攻撃には隣接した敵に対して行う直接攻撃と、離れた相手に対して行う間 
iMiとがぁります。は#iのIでも锷ぇますが、i接攻撃を行 

きは移動で吉_せん。 仰 

⑶鋈武器には铵鉍回数とい5のがあります。これは攻撃のとさに、その武器 
が何回敵ユニットを攻撃するかを定めたものです。 

あたい き ど こうげさ ^ てさ はかい かの么せい 

つまりこの値がEだと、『〗機が1度の攻撃で2機の敵を破壊する可能性か 
こうげざかいすうへいさ らん 

ある。』とい5ことです。（攻撃回数：便兵器データー覧〗91ページ） 



⑷藏ユニットに鮮しての攻撃成功率が0となる義4では攻撃しても破壊すること 
はでさません。 

① できる 
② i文擊できない 

ちょくせつこうげS 

直接攻撃 
りんせつ てき たい おこな こうげさほうほう 

⑴隣接している敵に対して行ろ攻撃方法です。 
ちょくせつこうげ5 おこな ぶき しやてい 

⑵直接攻撃を行える武器は射程1のものだけです。 
⑶謹をされた辭翻1ユニットは反撃を行えます。 

ちょくせつこうげき めいちかうりつ たか ほう こうげさ かいし 

⑷直接攻撃のときは、命中率の高い方から攻撃を開始し、 
ばあいどうじこうげきかいし 

場合は同時に攻撃を開始します。 

うげき 

間接攻撃 
いじょうはな てき こうげ5 

2ヘックス以上離れた敵に攻撃することができます。 
かんせつこうげき おこな ぶさ しやてい いじょう 

>間接攻撃を行える武器は射程2以上のものだけです。 
>間接攻撃をされた防御ユニットは反撃を行えません。 

移動の後にはで吉ません。 一 

し令てい かんせつぶき こうげき移んい 

射程4の間接武器の攻撃範囲 
こうげ:S こうげさ 

①攻撃で吉る②攻撃で去ない 
めいちゅうりつ もぐひょう あ かくりつ 

ノI印:J3Cルス孕^ノC-きの命中率は、その目標となっているユニツトに当たる確率です0 

もし外した場合は、その目標となるへックスの周囲6ヘックスのいずれかに命 
ちう ばあいてきみかたかんけい こうげき 

中します。また、そこにユニットがいた場合、敵味方関係なく攻撃されます。 
ひょうじ めいちゅうりつ はな ばあい あたい かんせつこうげ!5 ■こうげき 

⑹表示されている命中率は、2ヘックス離れた場合の値です。間接攻撃は、攻撃 
あいて さょり とお めいも.く&ょう はな 

する相手との距離が遠いほど命中しづらくなり、目標ユニットが〗ヘックス離 
/tH:ント めいちゅうりつ ていか 

れるごとに5 %ずつ命中率が低下します。 
かんせつこうげS—ぶき りんせつ てき こうげき 

⑺間接攻撃武器では、隣接した敵ユニットを攻撃することはできません。 
はんげきぶき 

反擊武器 
•巧rせん〈こぐ だんめ びょうじ ぶき はんげきぶさ 

⑴武器選択ウインドウの4段目に表示してある武器は反撃武器です。 
はんげさぶ$ じふ•ん こうどう こうげさ えら 

反撃武器とは、自分の行動フェイズの『攻撃』コマンドでは選ぶことができず、 
iさ こ之き！L はんげき てき たい こうげきりょく も ば 

敵の攻撃時に、反撃するときのみ（もちろん敵に対して攻撃力を持っている場 
合に限りますが）使用することがで吉ます。 

反擊豉磊 

攻擊における例外 
⑴牽引砲（Q)ユニットと駆逐戦車（JP)ユニットは、移動後に攻撃をするこ 
とはできません。 

⑵火炎放射機タイプの武器による攻撃は、地形効果を無視します。 



ゆそう 

輸送について 
輸送とは、$動力の低！^ユニットをiんだり、移動できない地形を越えて、 
ユニットを運ぶと吉に行われます。 ， 
基本的には、搭載コマンドでユニットを載せ、目的神まで移動させて降車コ 
マンドでユニットを降ろします。ただし、空母から航空機を降ろす場合は、 
発進というコマンドを使います。 

mmm 輸送したいユニットを、輸p用ユニットに載せるコマンド 
です。搭載コマンドは、移動の後でのみ行えます。 
てつどう のぞ ちじよう ぜんぶ かんさいこうくうき 

E - EP (鉄道）を除いた地上ユニット全部と、艦載航空機ユニット 

0輸送用ユニットの上までく今と、行動コマンド 
が表示されるので、搭載を選んでください。 
輸送用ユニットに搭載されます。 

そうさほうほう 

■操肪法 
n搭載するためには、輸送用ユニットの上に載せ 
たいユニットを『移動』コマンドを使って動か 

します。 

日搭載されると搭載されたユニットも搭載したユ 
こ5どういうりょう 

ニットも行動終了となります。 

のルール 
とうさいかうへいi 

可能^ 
⑴真矗の_liによって、MSできるユニットのタイプと機数が決まっています0 

その芮iはlii (⑥59ページ）に續載さています。 



の へいき しゅるい 

■載せられる兵器の種類 

礁 

■■■■■■■■■Mi 

小型地上ユニット■■1 
晒画 

おおがたちじょう ■■■■■■■ 

大型地上ュニット 

艦載機ユニット 

歩兵（丨）ユニット 
牽引対戦車砲(QP)ユニット 
牽引カノン砲(QU)ユニット 
牽引ロケット（QN)ニット 

-牽引高射砲(Q闩)ユニット 

ti の蛀h 
令型•歩兵.牽引砲•鉄道（E、EP)以外の全 
地上ユニット 
艦上戦闘機(FC)ユニット 
かんじようころげさき 

艦上攻撃機(AC)ュニット 
艦上雷撃機(VC)ュニット 

グライダー 

(1)搭載武器にグライダーを持つユニットは、グライダーの残量〗機につき、#の 
搭載置が加算されます。 . 

Iタイプ、Tタイプ、（？タイプのいずれか1ユニット分 
(3グライダーは搭載ユニッh有降車した後、消費します。， _ 

(3)グライダーを持っている航空機にユニットを搭載する場合は、搭載武器のグラ 
イダーに残量があることを確認してから行ってください。 
とうさん 

搭載制限 

(1) 戦闘などで輸送中のユニットが減少した場合、搭載されていたユニットの-も 
鮮します。 

(2) 輸送車などの地上ユニットへの搭載は地形によって行えない場所があります。 
(地形一覧表：穿79ページ） 

(3) 地上ユニットを輸送艦に搭載する場合は、港でのみ行えます。 
(4) 艦載機を航空母艦に搭載する場合は、どこでも行うことができます。 
(5) 地上ユニットを航空機（輸送機の類）に搭載する場合は、空港でのみ行えます。 
れい ほへい けんいん 

◄歩兵ユニット.牽引ユニット. 

小型地上ユニット•大型地上ユニット 
のいずれかを3ユニット搭載で吉る。 

搭載S3 .糊 



" ^ ュ―—一 

こう しや 一- 

降車_ 輸送しているユニットを、降ろすコマンドです0 
こうしゃ いどう まえ あと おこな 

降車コマンドは、移動の前、後どちらでち行えます。 

箜每を除く輸送用ュニット。 
こうしゃほうほう 

■降車方法 
D行動コマンドウインドウから『降車』を選びます。 

ゆそ今 まわ Aらゎ 

Q輸送ユニットの回りにヘックスカーソルか現れるの 
で、ifc&Mを芳筒ボタンのx(左右）で選び、 
Aボタンを押してください。 
とうさい お 

搭載されていたユニットが降ろされます。 

B降車を行5と、輸送ユニットも降ろされたユニツト 
こうどうu-)>)ようじようたい 

も行動終了状態となります。 

□また、降車したとき、輸送用ユニットが敵と隣接し 
ばあい じどうてき こうげさ うつ えんごしゃ 

ていた場合、自動的に攻撃コマンドに移り、援護射 
1/¢ tiZi えんごしゃげき，しゅうりょう こう 

撃を行5ことがで吉ます。援護射撃が終了すると行 
どうUうりょう“うたい 

動終了状態とな 

「 10^4ぅ らてん こうしや ばあい 

(1)輸送ユニットのいる地点によっては、降車できない場合があります。 
地形一覧表（ぼ79ページ）をご参照ください。 
こうしゃさき ちけい こうしゃ ばあい • 

(E)降車先の地形によっては、降車できない場合があります。 
ちじょう きほんてき やま ゆさやま こうしゃ 

地上ユニットは基本的に『山』、『雪山』には降車で吉ません。 

クライダー 
(1) グライダー（ゲー厶卫はグライダーに乗せているユニット）を降ろすことがで 

杏る地形は、次の地形のみです。 
黎4『1桑』『_』rMij『ァゥトバーン』 

(2) グライダーは降車後消滅（残置が減ります）します。 



『発進』コマンドは、空母（WG)しか持うことができません。 
rii』コマンドは、のiにしか释えません。 
発進するまでは、Miの荇iコマンドですが、iiしたiはMi感のコマンド 
となります。 

はつしんほうほう 

■発進方法 

D空母の行動コマンドウインドウから『発進』を 
魅びます。 

0搭載されている鑑載#が表示されます。 
『発進』させる機を方向ボタンの上下で選んで 
ください。 

jつゥf i( 
NOT ( 

^inv: NOT ( 

B『発進』した鑑載機は、『移動』『補給. 

『処分』『性能』の5つのコマンドを選べます。 
かぐ えら あと い，ばん上うくう$ 

各コマンドを選んだ後は、一般の航空機がコマ 

□ 
ンドを選んだときと同じ操作となります。 
かん生いき こうどう う .ベくうぼ こうどうUうリょうじょう 

鑑載機の行動を終了しても、空母は行動終了状 
態にはなりません。 

はつしん 
発進のルール 

1，. #.綠 ■画.：1’ 

はつ しん 

発進# 空母に鑑載している航空ユニットを、堯邊させるコマンド 
です。発進コマンドは、移動の前にしか行えません。 

空母ユニットのみ 

⑴(3(3) 



せん りょう 
てさこく ち峰うりつこく たてもの とし くうこう し？」： み社ン 

_ , 敵国、または中立国の建物（都市、空港、首都、港）を占 

領します。占領することで他国の建物を自国のにすること 
がでぎます。 

歩兵（1)_ュニットのみ 

せんりょうほうほう 

_占領方法 

D r^i』コマンドを彳 1って、占領目葯地に移iしま 
す。 

0 _的油の上に移動すると再び行動コマンドが現れ 
るので、『占領』を選んでください。 
※すでにfiiM祕Aにい令：i合は、そのまま行動 
コマンドから『占領』を選んでください。 

たでもの たいきゅうどへ たてもの 

H建物の耐久度が減り、【〇】になると、その建物は 
占領され、自国の建物となります。 
せんりょう Uこな こうどうぃぅ|)ょル‘ようたい 

『占領』を行ったユニットは行動終了状態となりま 
す。 

⑴を替えるのはI (歩兵）ユニツトだけです。 t ^ 

e)觸できる鱗はiもK癌強の關(赫だ3 
す。また、破iされた_物は占領できません。同盟国の建物も占領するしとは 

せん1)ょう どうめいこく て声こ〜 

できますが、占領したとたんに、同盟国は敵国となります。 
いどう あと せんりょう か 

(3) 移動した後*^夸『占領』は可能です。 
(4) SiされたB後のB芡虔はr20』になります。 

Iま きH•ラ 

補給春 
iいで驗した鼸ゃ■を織し、騷いで鍛したュ5 

*すう ほじ！>う てつどう かんせん Vll 
ットの機数を補充します。また、鉄道•艦船ユニットは修 

0 おこな 

理を行います。 
ぜん 

全ユニツト 

ほきうほうほう 

■補^©方法 
n持動コマンドから『補給』を選びます。 

(『補給』は、移動の前にしか行えません。） 



B Si韶にiiが荇われます。 

※ゴ羞にIての補給可tiなユニ之卜に^11』をするm答は『1麁1』を6心 

にして『全自動』のコマンドを使うとよいでしよう。（ぼ66ページ） 

ぐんy ひ しょうひ 

軍事费による消費 

0補給車は、搭載兵器の給物資』を使うことで他のユニットにをさせる 

ことができます。『補給物資』が『〇』になると補給はできません。 

(3) ユニットがいる地形によっては、たとえ補給車に隣接していても補給できませ 

ん。許.しくは地形一覧表（蜇79ページ）をご覧ください。. 

(4) 『補給物資』1の：]ストは〗0$です。つまり、補給馬車（補給物資を30載せられ 

る）からは300$分の-給をすることができるわけです。 

搭華されているユニットについて 
⑴搭載されているユニットは補給されません。ただし、空母（WC)ユニットに 

搭載されてい灸艦載機は、『補給』を使うことで補給を受けられます。 

、(ただし、機数の補充は受けられません。） 

mm 

(1)艦船•鉄道ユニットは、-給と同時に修理が行われます。修理によって回復す 

る耐久力は、元の耐久力を越えることはありません。 

,、 ¥な み.あ ぐん_じひ uうひ’ 

⑴補給を行うと、それに見合った軍事費を消費します。 
ほきゆうかのうちけい 

補給可能地形 

(1)補給のできる地形は次の通りです。 

.地上ュニット¬ 

書 航空ユニッ ト- 
かんせん 

❿艦船ュニット- 

-『首都』『都市』 
ほさゆうしや りんせつ 

『補給車の隣接 

へツクス※』 

-『空港』『空母』 
みなと ほきゅうせん 

-『港』補給船の 

隣接へックス5^ 

で ※『補給車(船)の隣接へツクス』 
ねんりょう だんやく ほiisiう 

は、燃料.弾薬の補給はできてもユ 

ニットの補充（修理）はできませ/yp 

⑴顏峯とは、『廳■•腿トラI： 
ツク•補給八ーフトラック』のこ 

とを指します。 

unjo 

ほswばし♦ 

補給馬車 補給:！ニヅト 補給/ \ーフトラック 



V 
ごう りゅう 

合流⑩ 
機数が減少して弱体化したユニットを合流させ、 
強くします。 

すべ かんせんてつどう ぶ ■ ^ , 

全ての艦船•鉄道ユニットと一部の卜ーチカユニットを除く全ユニット 

糖 
攻撃 

ごうりゅうほろほう 

■合流方法 

D吾流したいユニット 
の隣のへツクスに、 
移動します。 

0現れた行feコマンドから『合流』を選びます。 

0合流で吉るユニット名が表 
示されるので、方向ボタン 
を使って、合流したいp二 
ット選び、Aボタンで決定 
してください。合流画面に 
変わります。 

行動中の 
ユニツト 

のこ たまかず 
残りの弾数 

^ ノしノ 〇 tv ノ «. * c y 

0方向ボタンの41> (左右）でユニットを移動させます。 
はいぶん しゅうりょう お 

0ユニットの配分が終了したらAボタンを押してください。 
ごうりゅうい> う0ょうご ほう ほう こうどうUう*)ょうじようたい 

回合流終了後は、した方も、された方も行動終了状態になります。 
ごうりゅう 

合流のルール 
—特ぅと顯• _i •，驛Aiそのgをもとに苹職されます。 
⑵そのユニットの最大構成機数を越えて合流をすることはでさません。 
⑶合流は同じ種類の兵器でなくては行えません。 
⑷搭載中のユニットは『合流jでぎ‘ません。 
(5)『合流』は、移動の前•後共に行えまずが、行った後は行動終了状態となりま 

fo, 
⑹攀道（E) •艦船（W.Z)ユニットの全てと卜ーチカ（G)ユニットの一部は 
合流できません。 



ット（巳U、BRユニットをMむ) 

ばく げき 

爆撃 

たてもの はし たいSゆうど 

浓『建物（貧35ページ）や橋』などの耐久度の 
たか ちけい .ど ばくげき はか“： ば 

高い地形は、】度の爆撃では破壊できない場 
合ちあります。 

ばくげきほうほう 

■釋擊方法 
II行動コマンドから 

げんざい ちけい たい ばくげき おこな 

0現在いる地形に対してのみ、爆撃を行います。 
その地形の耐久度が『0』になると破壊され 
たことになります。 

めいちゅう9つ 

PERCENT一 命中率 
BOMBING一命中数 
EXP — 

TOTAL 
-経験値 

たいきゆうど 

-ダメージ耐久度 

爆擊機の能力 

ばくげき 

爆撃のルール 

(1) ilは『巳1鐘』でしか待えません。またr日.■は、iiの『M撃』には 
使えません。 . 

(2) 『爆撃』によって変化しない地形には、爆撃を行うことができません。 
(『爆撃』によ今地形の変化は地形一覧表（發79ページ）をご覧ください。） 

⑶『爆撃』は移動の後でも行ろことができます。 
もくてき ほか’.’ はい ばあい 

(ただし、目的のへックスに他のユニットが入っている場合は、そのヘック 
_しんばくげ？ ふかのう 

スに進入できないため、爆撃は不珂能となります〇) 
ちけい たいれうど あた りょう 

⑷地形の耐久度に与えるダメージ置 
たいれうど きすう めいちゅうすう 

DMP (ダメージ耐久度）=20x機数x 2 x命中数 



mm 、漏_ mm # 9191Bt 
こうじ 

工事修 建物の耐久度を上げたり、要塞を設置したり、建物や橋の 
修理を行5などの地形の補修をするコマンドです。 

丁ユニットの工作部隊のみ_ 

■工事方法 
D行勢コマンドから『工事』を選びます0 

(『工事』は、移動の前にしか行えません。） 
B .『工事内容クインドウ』が表示されますので、 
行ろ工事を選んでください。 

B『工事』の終了したユニットは行動終了状態 
となります。 
こうじ かくこうじ ほうほう 

工事のルールS各工事の方法 

(1)『工事』を行5ためには、武器表の『資材』がないと行えません。 
こうじ かいおこな しざい つか 

『工事』を〗回行5と、資材をn】使います。 
こうじ かいおこな ねん*)2う し』うひ ねん1)ょう いか 

⑵『工事』を1回行うと燃料をno】消費します。（ただし、燃料がno】以下になつ 
ても工事を行3ことができます。 

<ぐんし♦ひ たいれうど あ ひつよう ぐん，じひ 

磨物_軍事費：10(耐久度を10上げるのに必要な軍事費） 
じこく たてもの しゅと とし くうこう みなと はし てつどうきょう たいきゅうど あ 

自国の建物（首都•都市•空港•港)、橋•鉄道橋の耐久度を上げ 
ます。 

•増築する地ポの上で『轉物増築』を選ぶと、琴物増築ウインド2 

が現れます。ここで費用をいくらかけるかを選びます。建物が増 
築されます。 

⑴耐久度の上限は250で、それ以上は上昇しません。 
かい こうじ き たい たいきゅうど 

(2)1回の工事でTKタイプのユニット1機に対し、耐久度を5あげ 
ることができます。（つまり、10機そろった状態だと1回の工事で 
耐久度を50ずつ上げることがで吉る。） 

ようさいせつち ぐんじひ 

wsim軍事費：4〇〇 

要塞を設置します。 
•要塞を設置する平地へックス上で『要塞設置』を選ぶと要塞が現れます。 
(1) 設置p吉る地形は平地だけです。,^ 

(2) この工事はTKタイプユニットの数に左右されません。 
ようさいてつきょ ぐんじひ 

. 軍事費：100 

襄塞を撤去し、平地に戻します。 
秦要塞ヘックス上で『要塞撤去』を選ぶと要塞が消え、平地が現れます。 

▼建物増築 
ヴインドウ 



⑴i丢したあとは平地へックスに戻ります。 
こうじ_ かずさゅう 

⑵この工事はTKタイプユニットの数に左右されません。 
てつどうしゅうふくぐんじひ 

mmmu軍事費：150 

_された騸を_します。_のゲ-ジ（縫_編）を■のiへと菱 
更で吉ます。 
ほうかいてつどう じこくいがい てつどう うえ てつどうしゅうふく えら 

•崩壊鉄道または、自国以外のゲージの鉄道へックスの上で『鉄道修復』を選ぶ 
と鉄道が修復されます。 
し•♦うふく てつどう くに せいさんたいけい てつどう 

⑴修復された鉄道は、その国の生産体系の鉄道となります。 
つまり、ソ連軍が修復すれば、ソ連軍の列車しか走りませんし、ドイツ#が_ 

復すれば、ドイツ軍の列車しか走りません。 
こう匕 かずさゅう 

⑵この工事はTKタイプユニットの数に左右されません。 
てつどうてっき 

wmii 軍事費：100 

鉄道を撤去します。 
てつどう. うえてつどうてフきょえ6てつどうてつ/きょ 

•鉄道へックスの上で『鉄道撤去』を選ぶと鉄道が撤去されます。 
てつきょ ほうかいてつどう 

⑴撤去したあとは崩壊鉄道になります。 
⑵この工事はTKタイプユニットの数に左右されません。 
はし しゆうふく ぐんじひ 

橋ms軍事費： 300 
はかい はし しゅうふく 

破壊された橋を修復します。 
^かい はし はし しゅうふく えら つぎ い，うふく はし 

_破壊された橋のとなりのへックスで、『橋修復』を選びます。次に修復する橋 
えら はし しゅうふく 

へックスをヘックスカーソルで選ぶと橋が修復されます。 
はししゅうふく おこな こわ てっきょう てほうかい し''' はし か 

⑴橋修復を行うと、「壊れ鉄橋」は「鉄橋」へ、「崩壊橋」は「橋」へと変わります。 
■こうじ:_ かず■さゆ-う 

⑵この工事はTKタイプユニットの数に左右されません。 

道路修復mmm:ioo 
はかい はし しゅうふく 

破壊された橋を修復します。 
ほうかいどうろ うえ どうろし》うふ，ぐ:，えら どうろし》うふく 

•崩壊導路へックスの上で『道路修復』を選ぶと道路が修復されます。 
⑴この工事はTKタイプユニットの数に左右されません。 
たてものしゅうふく ぐんじひ 

建物修復軍事費： 500 
は4かい たてもの し》>と とし ぐうこう みなと しゅうふく 

破壊された建物（首都•都市•空港•港）を修镡します。 
•破壊された建物のへックス上で『i物修復』を選ぶと建物が修復されます。 

しゅうふく たてもの じこく たてもの 

⑴修復された建物は自国の建物となります。 
し#うふぐ ちょくご たいき》うど 

⑵修復された直後の耐久度は『50』になります。 
こうじ かず' さゆう 

⑶この工事はTKタイプユニットの数に左右されません。 



-£l，a士 , >宾矗ユニットは、舄論こあわせて義矗を変更してする 
IEv^k ことができます。 

___ 全ユニット _ 
ぶそうほうほう 

■武装方法 
D行動コマンドから『武装』を選びます。 

(このとき補給をできるヘックスに前もって移しておく必要があります〇) 

B 『武装交換表』が表示されます。 

{%) 

①兵器（ユニット）名 ②搭載武器名 ⑧武器パック 
ぶS まんさいだんすう 

④ その武器パックの満載弾数 
たいくうりょく こうくう こうげきりょく 

⑤ 対空力-航空ユニット（ぼ32ページ）への攻撃力 
たいそうこうりょく そうこう こうげきりよく 

⑥ 対装甲力-装甲ユニット（贫33ページ）への攻撃力 
たいひそう；：うりょく ひそうこう こうげきりょく 

⑦ 対非装甲力一非装甲ユニット（ぼ33ページ）への攻撃力 
たいかんりょく すいし•ょうかんせん こうげき1)ょく 

⑧ 対艦力-水上艦船ユニット（贫33ページ）への攻撃力 
たいせんりょく せんすいかん こうげきりょく 

⑧対潜力-潜水艦ユニット（贫33ページ）への攻撃力 
しゃてい こうげき はんい ちょく甘つこうげき かんせつこうげ# 

⑩射程-攻撃で吉る範囲（1:直接攻撃2 :間接攻撃） 
めいちi♦う1)ょく ちょくせつこうげSじ あたい おお ほう こうげき かいし 

⑪命中力-直接攻撃時：この値が大吉い方から攻撃を開始する。 
かんせつこうげきじ もぐて 

げんざい まんさいだんすう 

⑫現在の満載弾数 

武器交換表 

]} m^z> ^ 

NOT 命 

m方向ボタンで装備したい武器パックを表示し、aボタンを押します。 
□選んだ武器パックが装備され、同時に補給も行われます。 



武装のルール 

ふ*そう;：うかん un ほ■ う ぱ.しょ 

(1) 「武装交換jを行5ユニットは「補給」できる場所にいなくてはなりません。 
(2) 生産時のユニットは武器パックの1にセットされています。 
⑶ 「武装交換」を行ろと「「知給」も同時に行われ、今までの装備と新しい装備の 

差額分だけ軍事費を使います。また、「武装交換_J後は変更した武装によって「補 
れう 打こな • 

給」が行われます。 
ぶそうこうかん おこな あと ほか じっこう 

⑷ 「武装交換」は行った後も、さらに他のコマンドを実行できます。 
とくしゅ ぶそう 

特殊な武装 
つぎ ぶそ:う こうげき つか 

次の武装は『攻撃』コマンドでは使えません。 
ねんりよう ぞうか じどうてき しょうひ 

タンク-〗つにつき燃料が『15』増加します。タンクは自動的に消費さ 
れます。 
こうをくぶたい こうじ おこな つか 

-工作部隊が『工事』を行*5と吉に使われます。 
ほきゅう ほか ほ扣う つか 

-補給ユニットが他のユニットに補給させるとをに使われます。 
ちし*ょうへい3 ゆそう 

•地上兵器を輸送できるようになります。（ぼ47ページ） 
ばくげ$さ ばくげきおこな つか 

•爆撃機が爆撃を行5と告に使われます。 

いらなくなったユニットを取り除くと吉に使用します。 

筌ュニット — 
しょぶんほうほう 

■処分方法 
_ ごケどう しょぶん …えら：. 

D行動コマンドから『処分』を選びます。 
一かくにん'■ひょ:うじあらわ しょ.ぶん_ ばあい じ？;：う おこな 

0確認の表示が現れるので、「処分」する場合は「実行」を、行わな 
ぱあい M t えら，： お 

い場合は「中止」を選びAボタンを押してください。 

⑴処分はユニット単位で行われます。ユニットの一部の機数だけを取り除くこと 
はできません。 

⑵なにかIのユニットをiiしている叢串のiiユニットをM芬すると、ii串 
のユニツトも処分されます。 



V 、’V _ぜんいどう もくひょうちてん せってい しょうきょ かくにん fc；4 

『全移動』コマンドの目標地点の設定•消去•確認を行い 

鉍iの荇ぇる筌ュニット _ 

(1)行軍ウインドウから『確認』を選びます。 
げんざいせ7てい こうぐんもくひょうちてん 

⑵ヘックスカーソルがそのユニットの現在設定されている行軍目標地点に 
いどう かくにんご ’ご.ケぐん もど 

移動します。確認後しばらくすると行軍ウインドウに戻ります。 

いどうまえ こうぐん えら 

⑴移動前のユニットしか『行軍』コマンドは選べません0 
げんざいも ねん9ょう いどうかのう さょり ちてん こうぐんもくひょうちてん せっ 

(2)現在持っている燃料で移動可能な距離の地点には、行軍目標地点としr設 
定で吉ません。 
ぜんじどう ぜんいどケ おこな こうぐんもくひょうちてん せつてい 

⑶全自動コマンドの『全移動』を行うことで『行軍目標地点』を設定してある 
ユニットは一斉に目標地点に向かって移動を開始します。（全自動逆66ページ） 

ぜん！；どう いどう ，いどうごこうどう.し〇うりょう| 

(4)全自動で移動させられたユニットは、移動後行動終了となります。 
こうぐんもくひょうちてん しょうめつ こうぐんもぐひょうちてん とうち❖ぐ 

⑸行軍目標地点の消滅は、ユニットが行軍目標地点に到着レたときと、命令 
で『消去』を選んだときに消えます。 

そうさほうほう 

■操作方法 
行動コマンドから『行軍』を選ぶと、行軍ウインドウが表 
示されます。 
こうぐんもくひようちてん せってい 

行軍目欏地点の設定 
(1) 行軍ウインドウから『設定』を選びます。 
(2) 移動可能な地点が明るく表甲されるの 

Z?sヘックスカーソルを目標地点まで移 
動させ、Aボタンで決定してください。 

(3) 最短で移動した場合の最低使用燃料を 
表示してコマンド状態に戻ります。 

こうぐんもくひょうちてん しょうきょ 

行軍目標地点の消去 
(1) 行動ウインドウから『消去』を選 
びます。 

(2) 『行軍目標地点消去』のメッセー 
ジが現れ、污動目標地点はキャンセ 
ルされます。 

こうぐんもくひようちてん かくにん 

行軍目欏地点の確認 

PzKwlH 10u J7%ホ亡Iノ47 

行軍目標地点;_r 



mm 12_防御4 01移動 
飄:144|_11纖飄 

画I : 腳職逢誦 
I , 

せいさんじ 3ほんせいのう &ょうじ 

そのユニットの生産時の基本性能が表示されます。 

ぜん 

全ユニット 
せいのうひょう ひょうじほうほう 

■性能表の表示方法 
■こうどう せいのう えら 

行動コマンドから『性能』を選びます。 
基本性能が表示されます。 
A〜Cボタンのいずれかを押すと、行動コマンドに戻ります。 

①拜桑（ユニット）茗②1ユニットの②ユニットのliii 
mmrnt},(窗46ページ）⑤iターンに®iで吉る备 
⑮満載時の燃料 

たいくうぼうえいりょく 

⑦対空防衛力一 
_たいちぼうえい0ょ< 

⑬対地防衛力一 
いどうしゅべつ 

⑨移動種別—— 
さぐてきはんい 

-航空機からのに対しての另 
.ち•し*子う す•い！^うへいき こうげさ たい ぼうえい*)ょく 

-地上•水上兵器からの攻撃に対しての防衛力 
ちけい らんひょう 

-(地形一覧表ぼ79ページ） c ヽ w a- v-* 

⑩索敵範囲（h: 
たいぐうりょく 

⑫対空力- 
たいそうこうりょく 

⑬対装甲力—— 
、たいひそうこうりょく 

⑭対非装甲力—— 
_たいかん*)ょく 

⑮対艦力- 
_たいせんりょく 

⑯対潜力- 
しゃてい 

⑰射程- 
_めいちゅうりょく 

⑬命中力- 

まんさいだんすう 

⑲満載弾数 

=へックス） ⑪搭載武器名（ぼ19〗ページ） 
う .， こうげきりょく 

一航空ユニット（贫32ページ）への攻撃力 
1?—2 , こぅげき9ょく 

一装甲ユニット（贫33ページ）への攻撃力 
たいひそうこう こうげきりょく 

-対非装甲ユニット（ぼ33ページ）への攻撃力 
すいじようかんせん こうげき9上く 

-水上艦船ユニット（霞33ページ）への攻撃力 
せんすいかん こうげきりょく 

-潜水艦ユニット（窗33ページ）への攻撃力 
こ21£交 ！£么い_ ちょくせつこうげs かんせつこうげき 

-攻撃で吉る範囲U :直接攻撃2:間接攻撃） 
ちこ之きH あた“おお ほう こうげき かいし 

i赁歷r雜麵大きい方?:I麫を開始する。 
間接攻撃時：目的へックスへの命中率（光） 

「きほんせいのうひょう 

^華本性能表 



経験値が!^axxになったユニットをi花させて、Sじタイ 
XslLJブのさらユこットにします。 

H 進化可能なユニット_ ___ 
しんかほうほう 

けいけん仁 さいだい しんかかのう ちてん いうどう 

DIあらかじめ、経験値が最大（250)のユニットを進化可能な地点に移動させてお 

$ます。 

■ 0_コ2ド5:ら「■」镑びま％…こ…々ば-「とり^ 
0確認の表示が現れるので、「進化」する場合は「実行」を、行わない場合は「取消」を 
選びAボタンを押してください0 

iif ltjms it)u r 
1111111111111111111111111 

しんか 

進化のルール 

⑴“験倫が最大（250)のユニツトのみ「進化」でちます。 L/ y 
⑵i花丰雈のが、まだnm对〇ページ)に镜れていない場合は進化させ 
ることがで吿ません。 

⑶「ilを稃ったiS、鏟iAは〇になります。 ぐ 

⑷■%馘^ J歡マん浐32ベ:邊艇為<卜に限岑槪温, 
(5)逢化を行ろと、現在の兵器と進化させる兵器の生産金額によって軍事費を消費し 
ます。消費する軍事費は、次の式で求められます。 

■■-■碰パ=_«するi*会 

⑹i茺（适51ページ）IriiなA点でのみ「進化」をさせることができます。 
⑺「■」を彳!うとi_に「織」■われます。 
⑻ri<Lコマンド_荇彳iは柃iiyiiとなります。 
⑼移動後はこのコマンドを実行できません。 



かいりよう 

改良# 

_■ 

そのュニットと筒じi採mmをliした1の_iのi 
器に改良します。 

改良可能なユニット _ 
かい1)ようほうほう 

改筋法 
Dあらかじめ、改良したいユニットを改良化可能な地点に移動させてお吉ます。 
_こうどう かいりよう えら 

日行動コマンドから「改良」を選びます。 
_かいりょうがめんか ほうこう. かいりょう 人い，ひょうじ 

0改良画面に変わるので、方向ボタンで改良したい兵器を表示させてください。 

けいけんち さいだい ひつよう かぃりょうご まえ おな けぃけんち (, 

⑴経験値が最大である必要はありません。改良後も前と同じ経験値を持ちます。 
■かい1)ょうよていへいさ かいはつが.めん あらわ ばあい 

⑵改良予定の兵器が、開発画面（贫20ページ）に現れない場合もあります。 
(3) 改良を行うと、現在の兵器と改良した後の兵器の生産金額差によって軍事費を消 
-します。 
ほじゅう かのう ちてん かいりょう おこな 

(4) 補充（穿51ページ）可能な地点でのみ「改良Jを行5ことがでぎます。 
⑸「改良」を行ろと自動的に「補給」も行われます。 

かいりょう じっこうご こうどうUうりゅうし•ょうたい 

⑹「啤専」コマンド実行後はp動終了状態となります。 
⑺移動後はこのコマンドを実行できません。 



そうさほうほう 

■操作方法 
Dユニットのいない、生産可能地点でAボタンを押すと、 

せいさん あらわ 

生産コマンドウインドウが現れます0 

0生産されたユニットが行動終了状態で現れます。 

せいさん 

生産のルール 

せいさんかのうちてん 

■生産可能地点 
地！hユニットは、生産可能な首都（穿35ページ)_とその首都に隣接した6へッ 
クスおよび、その首都から5ヘックス以内の自国の都市で生産できます。 
ただし、その地形によっては生産できない場合もあります。 

(地形一覧表：蜇79ページ） ■ 
ットは、室_iな鼬から5へ 1?ズ9“ムぶ从コ孤 

ックス]^の自iの空港で生産で吉ます。 jr^VxS1:とxS^x 
■ユニットは、なMiから5へ’ 

内の自国の港で生産できます。 穿 
(1)スタンダードモードでもキャンペーンモードでも1国が配置または生産で吉る 

ユニットは、マップ（シナリオ）ごとに異なります。 

(2) 

⑶ 



はい ち 

配置# 前回のシナリ讦でSつたユニットをマップ±に璧編させる。 

症置可能な全てのユニット（キャンペーンモード日|)_ 
はいちほうほう 

■配置方法 
nュニットのいない、箪騎で 

Aボタンを押します。 

Bliコマンドウィンドウから『|_』 
を選びます。 

.鼸 

# 

釋% J 

„ ■ 从V•り妒のん ひよつじ はいち 

B配置画面が表示されるので、配置するュニットを 
選んでください。 
監齒されたュこットが■で_れます。 

L_ t 

⑴配置は、生産岢能地点で行えます0 

⑵配置を行5場合、軍事費は消費しません。 
(3) 配置はキャンペーンモードのとぎのみ行えます。 
(4) 必ずしも配置しなくてはならないわけで^;ありません。 

未配置のユニットは次のシナリオへ為ち越せます„ 

⑸未配置のュニットを処分したい4答は『部ii』 
(硬68ページ）をご覧ください0 



そうさほうほう 

■操㈣法 
〇ビューマップ!£で巳ボタンを押すとビューマップ 
卡部に操作コマンドが表示されます。 

0次部隊 
ここでAボタンを岛すとr次部隊』、つまりまだ行 
ftiiしていないユニットの上にヘックスカーソルが 
移動します。 

0已ボタンを#すとコマンドは消え、元のビユ 
ーマップに戻ります。 

Q首都 
cボタンを#すとの笙鐘奇籠な昝俞にヘック 

いどう 



mmmmm 
そ'$さ 

ポタン操作コマンド 

コマンド名 フルマッブ 図表•全自動 オプション スタンターKモードフツブ読み込み時 
フルマップ • 

全自動 • 
全体® • 
部隊表 • 
状況表 • • 
収入表 • 

開発表 • 
記録 • 
サウンド • • 
操作 春 • 
索敵 • • 
天候 • • 
システム • •(ぼ15ページ） 
□ー ド •(贫15ページ） 

そうさほうほう 

■操作方法 
aビューマップ上でcボタンを1回押す 
と『フルマップスクリーン』が表示さ 
れます。 

0も5〗誇辱すと『織,筌iiコマン 
ド』が表示されます。 

0さらに、もう〗.亭押すと『オプション 
コマンド』が表示されます。 

mmmmm 

コマンド 
オプション 

コマンド 
ヂひ欠うぜんじどう 

図表•全自動 

スクIV-ン 
フルマツプ 



8MHGH JK1 ,j>f：i 

- _ ____ 

フル7ップスクリーン 
マップ全土を表した小さなマ 
ップを表示します。 

フルマップスクリーン 

そうさほうほう 

勞辑ボタンでフルマップカーソルを移動させAボタンを 
お かこ 

押してください。フルマップカーソルで囲まれたエリアか、 
ビューマップ上に現れます。 

ぜん じ どう ^ 

全自動# 
ぜんいどうぜんほ料うぜんせんりょう 0こう」;こな 

全移動、全補給、全占領、全工事を行います。 

図表•全自動コマンド 
そうさほうほう 

■操作方法 
動』を選びます。 

ぜん._vVどう ぜんほS»>う ぜんせん0よう：ぜん.こうせ，てと. 

■全移動、全補給し全占領、全工事の設定カーソ 
ルを変更したい項目にあわせAボタンを押すと 
変更されます。 

■『全自動開始』にカーソル李あわせAボタン 
を押すと、ONになっている項目をいつせいに 
Ifいます。 

コマンドウインドウから 

ぜんいどう こうぐん してい 二うぐんもくひょうちてん む いどう かいし 

全移動——『行軍』コマンドで指定された行軍目標地点に向かって、移動を開始しま 
とちDう てS そうぐう ばあい こうどう 切うりょう こうぐん 

す0途中で敵ユニットに遭遇した場合は、行動を終了します0 (行軍：す 
58ぺージ） 
ぜんいどう い.どう こう.，どうUlOiうじょうたい 

^.. 全移動で移動したユニットは行動終了状態になります。 
^ ほさゆうかのう ほきゅう かいし 

全補給——補給可能なすべてのユニットが補給を開始します。 
ぜんほきゅう あと こうどう 

&. 全補給した後でもユニットは行動できます。 
¥せ•んW せん*uうかのう じょうたい ほへい せんりょう おこな 

全占領——占領可能な状態にあるすベての歩兵が占領を行います。 
ぜんせんりょう むこな こうビうしゅうりょうじょうたい 

^ „ 全占領を行ったユニットは行動終了状態になります。 
せ▲んしつt 、■.こうじた■てものぞうちく かのう' こうさくしや こう.じおこな 

全工事——工事(建物の増築のみ)可能なすべての工作車ユニットが工事を行います。 
ぜ人こうじ おこな こうどう切うりょうし’ょうたい 

全工事を行ったユニットは行動終了状態になります。 



nSMWINHil 
ぜんたいず 

全体図_ マップの全体図を表示します。 

ずひよう ぜん！；どう 

図表•全自動コマンド 

そうさほ5ほろ 

■操作方法 

nコマンドウインドウから『全体図』を選びます。全 

抹函が縣されます。 ^ 
てんめつ かっこく さくて3 * - 〇 

点滅しているのは各国のユニットです。索敵モード 

を入れてある場合は、見える範囲のユニットしか表 

不されません。 

0さらに、cボタンを押すと自国の索敵範囲が衾示されます。 
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部隊表 現在自国の保有しているユニットの一覧表を表示 
します。 

ill.11 ■コマンド 
そうさほうほう 

■操作方法 
Dコマンドウインドウから『部隊表』を選ぶと、部隊表が表示されます0 

|M)' ?^\®,. ©皆廉’ ©f； ® ①ュニット箸舊 
② ユニツトタイプ 

レ-32ページ） 

③ ユニツトレベル 

④ ユニツト名 

⑤ 紐 
よこ ざひょう 

⑥ X (横）座標 

®Y m m 
ねん1)2う 

⑧ 燃料 
と令さいじょうたい 

⑨ 搭載状態 

(ユニツト種別： 

^46ページ） 
ごうどうCようたい 

⑩ 行動状態 

⑪ユニット名 ⑫ユニットの移動力 

⑬ユニットの燃料_©ユニットの武装 

-現在カーソルのいる:！ニットの状態表示 
こうどうじようたい 

■行動状隊 
Tm=輸送中GO二行動可能END=行動終了 Spl=捕給済 
Alt=配置前 

0-(1)力ーソルをユニット名にあわせAボタンを押すと、ビューマップに戻り、その 
ュニットにヘックスカーソルが移動します。 

0-(2)また、Alt (配置前）のユニットにカーソルをあわせ、Aボタンを押すと、処分 
ウインドウが現れます。 
処分するときは『実行』を、しないときは『中止』を選んでください。 

EO8nw9Bo^o^l01ot^447 4343L;>(i(>333(>44L1)po 

K524LoLi):ill(>(>(>lLoL'o33L;) 
>■- ... . - ■ '■ -- 

gsssssssg(•)ssc2ssg0sg 0 
1111111111111111 



0轉Cボタンを#すと『齑i艤岸ウインドウ』がI善されます。芳 
向ボタンとAボタンで選んでくださぃ。 _願 

ユニットの笙i膽（ユニット#§1)にMベmぇる一 mmm 
ユニットのタイプIIに並べ換える_ 

タイブ順 
粂荇iのユニットのみをHiiにfiべ螽ぇi杀する一 

' ゾ<4 ' ン'、• し-•..ベ.，-ン、，尸：Vv‘rいつ，'^ r:、 . ' 、 ： • 
未行動順 

芗ょぅ きょぅ ひょぅ 

マップの■をi杀します。 

_ .製 
そうさほうほう 

Dコマンドウインドウから■編をiベます。 
— 」さくせんIM.うきょうひょう £4うIT 

B『作戦状況表』が表示されます。 

① 一-現在（ゲーム開始時）の癸_ 

② 一ii (ゲームItei)の窠Mi 
③ ーマツブの気候 

④ —m (i-i) mo^wmS 
⑤ 一B2 (宵-2)国の占有建造物 

◎ — R1(i-1) ®(7)£#iSi 
か*、こく せんゆうけんぞうぶつ 

一R2 (赤-2)国の占有建造物 
^ 烏-こく せんゆうけみぞうぶつ 
⑧ 一G1(緑-1)国の占有建造物 

⑨ 一G2 (i-2) ioSiiSS 
⑩ 一yi(黉-1)iiのgiiig 
⑪一Y2 (A-2)-のSSiiS 
⑫ーマップ上の全てのjiS物 

このマツブの制限ターン（このターンまでにMをSeします） 
$ぐせんt くひパ せん》Ui(i くひiう し♦!上 いり 
作戦目標•占領目標の首都の位置 

(ゲーム開始時はすべての首俞の位置） 

ずひょう ぜんぶどう じ 夂くせんもくびょうじょう ぁらゎ 丨Ti 
図表.全自動コマンド時には力ーソルが作戦目標上に現れますので、これを南.して 
Aボタンを押すとその首都の上にヘックスカーソルが备齡します。 



お べつ$すうひよう ひようじ 

g cボタンを押すと『タイプ別機数表』が表示されます。 

ットの 

タイプ飼 

F F, F巳，FC 

A A, AC, D, V, VC 

C C 

巳 巳，BU, BR 

P S, L, P, P 1 , PC, JP, PJ, PF 

U U, UG, UR 

R R, RU 

T T, TH, TK, E, EP 

〇 QP, QU, QN. QR 

G G 

1 1 

W W, WC, WT, WH 

Z Z 
お もと.がめん もど 

Q A〜Cボタンのいずれかを押すとと元の画面に戻ります。 



55馳I 
B23(i 

?)84f5 
35)47 
2«f)l 

3355^ 
3$)?54 

lV>ryi> 
B25>8 
40B(i 

m>i 

Mm 

isn^jn 
3im2 
G(KM 

34?) 
1 f)4B 
244B 
554^1 
23r>2 
(> 1533 
55 55跳 
2«而 

2卵 
3B1 

1抓1 :Mim 
42(52 
■纖 

軍事費収入$ T5*,Din 
X Y ])m> NAJm Mi l X iァ »M> NA1UI 

しゆう にゆう ひよう 

収入表⑩ げんざい じこく Uうに〇うし*ようたい ひょうじ 

現在の自国の収入状態を表示します。 

図表•全自動コマンド 
そうさほうほう 

■操作方法 
Uうにゅうびょう ひょうじ 

nコマンドウインドウから『収入表』を選びます。収入衾が表示されます。 

① 1ターンに入る軍 
C 0- 

② X •丫（横•縦） 
,, ざひi*} 

座標 

③ その都市（首都） 
しょぞぐこく 

の斩厲国 

0カーソルをX•丫座標にあわせAボタンを押すと、ビューマップにり、そのへ 
ツクスにヘックスカーソルが移動します。 

ュ L : 一 •• r [: r I: I •• r r r rl:IL •• I 
:\卜卜卜卜卜卜卜卜トトトトトトトト 

£ rj:JL»:lr,1L»LI:lr7r.TI:J::-LI= l-LIrrrll 

™ :.fhhhhhhhhhhhhhhh 



かい はつ ひよう 

開発表 
げんざい かいはつし•ょうきょう ひょうじ 

現在のユニットの開発状況を表示します。 

ずひょう ぜん！；どう 

I表•全自動コマンド 

■操作方法 ㈣⑽ぇら も 
nコマンドウインドウから『開発表』をJiびます。開発表か表不されます。 

0Aボタンを押すとユニットの開発状況が表示されます。 

げんざいせいさんかのう 
現在生産可能なユニツト 

生産したュニットが次に進化した型 

M化1のユニットが進化しだ型 

m&2のュニットがさらに進化した型 

0Bボタンを彝すとビューマップil麓に震ります。cボタンを押すとも3—度開発表に 
... .へ...：'::'..ぐ' .. . .• :： ■: yw.'■: ^ , ...:' .. .... . 

もど 

戻ります。 



_ f —ほろほう 

■操作方法 
IIオプションコマンドウインドウ 
から『記録』を魅びます。『記録 
ウインドウ』が表示されます0 

行うコマンドを選んでください。 

h現在のデータをセープ（保存）します。 

h以前セーブしだデータを読み込みます。 

[-降伏します。 

_現在しているゲームを中止します。 

■セーブ 
⑴『記録ウインドウ』から『セーブ』を 
選びます。 

⑵セーブする：！:リアを選びます。 

※セーブは全部で3力所声でできます。 
⑶セーブするのなら『実行』を取り止めるのなら『敢消』を蘧んでください。 

■ロード 
⑴『記録ウインドウ』から『口ード』を鐘 
びます。 

⑵ロードするエリアを寧びます。 
⑶ロードするのなら『実行』を取り止める 
のなら『取消』を選んでください。 

■紐 
⑴/辱録ウインドウ』からr降伏』を選びます。 
⑵降伏するのならr実行』を取り止めるのなら『鼓I』を鐘んでくださ 
い0 

ちゅうし 

⑴『記録ウインドウ』$、ら『中止』を選びます。 
⑵中止するのなら8■実行』を取り止めるのなら#1を鐘んでください。 
⑶中止するとメニュー画面へ戻0ます。 
⑷現在までプレイしていたゲームは失われてしまいます。 



_-- - - —— ---- 

サウンド ゲーム中のBGMを変更します。 

オプションコマンド 

そうさほうほう 

■操作方法 , 
nコマンドウインドウからrサウンド』を選びます。 
0サウンド変更画面が表示されます。 

ターン時の 
アーラムの* 

なる驗 

——巳GMの設定 
ON 

BGMを鳴らす 
OFF 

巳GMを鳴らさない 

BGM名 

0污向ボタンで力ーソルを変更したい項目に移動させ、Aボタンで変更します。 
0Bボタンを押すと元の画面に戻ります。 



i杂するプレイヤーの 

オプションコマンド 

操作 
そうざほうほう 

■操作方法 
〇コマンドウインドウから『操作』を選びます。 

:ぃどう 

S面が表:^されます。方向ボタンで変更する国の右側にカソールを移動さ 
ジンで変更します。 

USER—!X間が操作します。I 

COM—コンピュータが操作します。 
NOT一一戦いに参加させません。この場合、 

その国のユニットは消滅し、建物は 
中立になります。また、この設定は 
スタンダードモードでゲームをロー 
ドしたときのみ設定できます0 

操作設;E 
NAJD2 I 

NOT 
am 
NOT 
COJl 
NOT 
COM 
COM 

トイツ子吖コク 
NOT 

イギリス 
NOT 

フラ:Jス 
NOT 

:=tラニJ•す 
ベ:ルギー 

〇巳ボタンのいずれかを押すと元に画面(こ戻ります。 
※キャンペーンモードでは変更がネ可能 

索敵レベルの設定 

■ Aボタンで変更します。 
じょうきゅう がわ さくてさ しよう 

上級ーコンピーター側は索敵ルールを使用し 
'にんげんがわさぐてさ さいよう 

ないが人間側は索敵ルールを採用する。 
ちゅう如うにんげん さくてき .し•よう 

中級一人間もコンピュータも索敵ルールを使用する。 
しょ如う にんげん さくてさ しよう.， 

初級一人間もコンピュータも索敵ルールを使用しない< 

お もと がめんむ,ど 

0日ボタンを押すと元の画面に戻ります。 



IIコマンドウインドウから『システム』を選びます。 

0システム設定画面が表示されます。 
ほうこう へんこう こうもく 

方向ボタンで変更する項目にカーソルを 

移動させ、Aボタンで変更します。 

①戦闘画面速度——戦闘シーン 
せつてい へんこう 

の設定を変更する。 .. 

REAL —すべての戦闘を 

スーパーリア 

ル•フアイテイ 

ングモードで表示します。 

AUTO—自国の戦闘のと吉のみスー 

パーリアルフアイテインク' 

モードで表示し、他の戦闘 
:.:W 
iei 名 

FAST- 

は全て省略されます。 
ゼんとうがめん しょうりゃく 

-戦闘画面は省略されます。## 

てん こう 

天候⑩ 天候ルールの設定 
オプションコマンド 

そうさほうほう 

■操作方法 

IIコマンドウインドウから『天候』を選びます。 

0癸がi杀されます。 

■aボタンでします。on—天候ルールを採用 

します。 . , 

OF F—天候ルールを採用しません。 

E1巳ボタンを押すと元の画面に戻ります。 

赢■■■■ M がめん せってい 

/ "3T" f、_:酬システムの設定 

オプションコマンド 

■ i 

シスチム 

◄ス—パ—リアル.ファィ 

ィング.，シーン 



④茛誠龠を觀一■夕-ンBし寺に藤されたとき、譏！^を艱することが 
で吉る。 そ 

ONの場合——敵ユニットが攻撃をかけてくると、画麓,に魬ユニットのウイン 

ドウが表示されます。なに 
かボタンを押すと、武器選 
択画面に変わり_す。方向 
ボタンで武器を選びAボタ 
ンで決定してください。 

OFFの場合一そのまま自分のフェイズがくるまでゲームが篷转します。晨藝 
三ミmく ‘らI ,1*°.かいすぅ あたぃなか もっとたかすぅちへい3 

は,勢的に仃い、攻撃力に地（空）回数をかけた値の中で、最も高い数値の兵器 
はんげきしよう 

が反搫に使用されます。 



START 
0▲.券のフェイズを 
7Fタン野するときにsいます。 

しゅう. 〇 i n 

フェイズ終了コマンド 
そうさほうほう 

■操作方法 

暴ビューマップ|j_でスタートボタンを押すと現れます。 
_-棼のフIィズをiTするi答、『緩？』を鐘んでください。 
Iのプレ找-にフIィ！移諕す。か そぅしん 

•モデムが接鑰されている場合は終了の変わりに『送信』といろコ$ 
ンドがIれます。『i_』をiぶとモデムモード（钟4ページ）に入 

Dます。 

その荇動を_ぶ場合またはキャンセルする場合に選びます。 

その行toを終了させる場合『決定』を選んでください。 
iSの串のコマンドを持わないi合『车止』を選んでください, 

お ちゅうし どうよう 肋ら 

Bボタンを押しても『中止』と同様の働きをします。 



ち けい いち らん ひょう み かた 

地形一覧表の見方 
ちイナいばんごう Bぼんて嘰 ちけい 

地形番号一〗〜24までが基本的な地形 
25〜40までが天候によって変化した地形 

.ばくげ3. へんか ちけい 

4]〜50までが爆撃によって変化した地形 
• ばくげさてんこう へん■か ちけい 

51〜55までが爆撃と天候によって変化した地形 
せんりょう ほへい せんりようかめう ちけい 

占領-〇:歩兵ユニットによって占領可能な地形 
ほきゅう ほきゅう とうさい こうしゃちけい 

辑給一厂補給•搭載•降車がでぎる地形 
搭載一空一•航空ユニット地一地上ユニット艦一•艦船ユニット 
こラしゃ 

降i- 
せいさん せいさん_かのう ちけい 

生産-生産可能な地形 
ら せいさんかのう しゅと いない ちじょうへい# へい | 

地——生産可能な首都から5ヘックス以内であれば、地上兵盏や兵 
たい せいさんかのう ちけい 

隊が生産可能な地形 
そら せいさんかのう しゅと いない こうくう 

空——生産可能な首都から5ヘックス以内であれば、航空ユニット 
せいさんかのう ちけい 

が生産可能な地形 
かん せいさんかのうしゅと いない かんせん 

艦——生産可能な首都から5ヘックス以内であれば、艦船ユニット 
せいさんかのう ちけい 

が生産可能な地形 
むじるし せいさんかのう しゅと せつ ちI；ょうへいさ せいさん 仁せい 

無印一生産可能な首都に接していれば、地上兵器を生産で吉る地形 
せいさんかのう しゅとう せっ せいさん ちけい 

x一一生産可能な首都に接していても生産がでぎない地形 
_ ちけい たいd•げど 

耐久度-〇：その地形に耐久度があるもの 

地形効果-Aiの备っ另 
爆撃にょる地形変化——爆撃にょって菱花した通_の遙蒞_4 

雨にょる地形変化-請にょってi花したiiの： 
ゅさ ちけいへんか ゆき へんか ちけい ^けいばんごぅ 

雪による地形変化-雪によって変化した地形の地形番号 
いどう いどう せいのうひょう 

移動パターン-ユニットの移動パターン(性能表：穿59ページ) 



地形番号 I1I Hi 3 4 I 5 I 6 B 9 10 11 12 13114115 ；16 17 18 19 eo 2B 23 24 

- 
3称 

首 都 港 道 鉄 ア 橋 橋 鉄 鉄 平 森 荒 砂 湿 山 ill 浅 海 要 力 ボ 中 
※只抓が同じでも 都 市 港 路 道 ウ j 道 地 地 漠 地 瀬 塞 ツ 力 立 
天候によってク* J[l 却 ll'o 橋 帯 夕 1 地 
ラフィックが変 八 .1, X ラ ジ 帯 
化し、地形効果 1 

7 年 
凹 二 

がかわる場合が ン 地 
あります0 

占領 〇 〇 〇 〇 

空 〇 

補給•搭載•降車 地 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

艦 〇 〇 〇 〇 

生産 地 地 空 海 X X X X X 

耐久度 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

地形効果 50 40 10 20 0 0 0 0 0 0 0 5 30 20 5 0 50 0 5 0 50 25 20 

爆撃による地形変化 41 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 16 12 

雨による地形変化 25 85 25 

雪による地形変化 38 P6 34 35 36 37 26 87 28 33 29 30 39 31 38 40 

|| 航 空 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 一 

装軌 基 1 i 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 3 2 3 — — — — — 1 — 

装軌 浮 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 3 2 2 — 3 4 5 2 — 1 — 

装軌 潜 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 3 2 3 一 5 — — — 1 — 

装軌 弱 1 1 I 1 1 1 1 1 1 E 1 3 — — — — 一 — — — 

半装 軌 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 E 1 3 3 2 3 - — — — — 3 — 

移 半装 弱 1 1 1 1 1 1 1 1 1 E 1 3 3 2 4 — — - — 8 — 3 — 

動 装輪 路 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 4 4 4 — — — — — E — 4 — 

パ 装輪 不 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 2 3 4 3 — — — — 2 — 3 — 

夕 装輪 浮 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 2 3 4 3 3 — 3 4 5 — 3 — 

1 牽 引 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 - — 一 — — 1 — 1 — 

'ノ 鉄 道 2 2 2 E - 1 

歩兵 基 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 — 2 — 1 — 

歩兵 雪 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 P 3 E 3 3 — — — 3 — 8 — 

歩兵 騎 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 — — — — — 2 — 

歩兵 特 :1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 1 2 — 2 — 1 一 

固 定 

艦 艇 



■趣题题圏疆回函■■■131111咖■■關■!!!眼^]纽题關题疆 
天候によって変化した地形 破壊された地形 
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— — — — — — — — — — — — — - — — — 二 T - — — - T 二■ 8 - 二 二. - - 



i#!こiいて、やはり〖，アドバンスド失ife彳にiiするユニッ 
卜の簡単な説明を掲載します。卜一タルで500を越えるこのゲームに 

ぶ こうりやく 

おいてはホンの一部でしかありませんが、ゲームの攻略、.またゲー 
厶を彩どる主役たちの戦場での姿を思い浮かべるのに役立ててくだ 
されば幸いです。 

CONTENTS 

ドイツー 
イギリス 
フランス 

ァメリヵ- 

イタリア- 



•ドイツ空軍# 83 

ドイツ軍 
ルフトヴァッフエ（大ドイツ空軍）と無敵の機甲軍団を持ち、ヨーロッパを恐怖の嵐に巻き込 

んだ大ドイツ帝国。このドイツ帝国の強力な兵器群を紹介しよ5。 

メッサーシユミットBfl09 
Messerschmirt Bf 109 

第2次世界大戦を通し、ドイツの空を守り続けた巳fiogは、メッサーシュミッド社 

の前身であるバイエリッシュ航空機社によって1935年に完成した。1938年に初の量産 
型であるE型が生産されてから、終戦まぎわに作られたK型まで、大戦全期に渡って 

作られ続けた。ドイツ本国での総生産数は、30,500機以上にのぼり、派生型も最初の 

量産型のE型を始め、エンジンをより強力なものに換えたF型、さらにエンジンと武 

装を強化したシリーズ中最多（全巳flogの70%)を誇るG型、最終量産型であるK型 
と多く、その他にも数多くの少数量産型や試作型が存在した。 

■戦闘機/Fタイプ 
「大空を制するものは戦いを制する！」これは、第2次世界大戦において 

証明された一つの真理である。空を制する力、すなわち「制空権」を持つ者 

こそ勝敗の鍵を握るとい5のである。その「制空権」をとるために作られた 

飛行機、それが戦闘機である。高速性、対空戦闘力、機動性に優れ、大空の 
王者たる戦闘機。その最大の敵も、やはり戦闘機であった。第二次世界大戦 

中を通して、いやその後も各国は挙って高性能な戦闘機の開発を続けるので 
ある0 
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メッサーシュミットMe2B2シュツル厶フオーゲル 
Messerschmirr Me 262 ^trumvogel 

本機は1944年6月の連合軍の北仏進攻作戦の時に爆撃機として初出撃し、史上初の 
実用ジエツト機としての栄誉を得た。ジエツト機としての初飛行は1942年であり、 
ドイツ防空の切札として開発が進められた。だが、ヒツトラーはこれを爆撃機として 
開発を命じ、戦闘機型の生産を禁止したため、量産計画は大幅に遅れることとなる。 
戦局の変化とともに戦闘機型の開発も認められ、少数ではあるが戦争末期に活躍した。 
生産型は、戦闘機型A-laを始めとして、爆弾総計1000kgを搭載した爆撃機型 
A-2a、写真偵察機型：A-5a、複座型：巳-1aなど多数におよぶが総生産数は1443 

機にすぎず、第1線には更に僅かな機数しか届かなかったが、ノボトニー少佐の率い 
るJG7とガランド中将率いる超エース部隊のJV44にて、モスキートや巳-17の迎 
撃に活躍した。また、本機の設計図は日本海軍に渡り、「橘花」の参考資料になった。 

ドルニエDo335ブファイル 
Dirnier Do 33*> Pfiel 

胴体の前後に発動機を配置し、機首に装備した牽引式のプロペラと機尾に付けた推 
進式のプロペラを回す、といった変形の双発単座戦闘機である。ドルニエ社はかねて 
から推進式の飛行機の研究を行っており、このDo335は〗944年秋に完成し、ジエツ 
卜機に劣らぬ高性能を示した。最大速度760km/h (高度6.400m)、30關機関砲1門、 

20刪機関砲2門を装備した高性能機として、期待されたが、その実力を発揮されるこ 
となく、唯一の量産タイプであるA-1型が〗1機完成し、駆逐機の巳型がラインを出る 

前に工場を米軍に占領された。 

[(□0335A-1型データ>| 

全幅：13.8m、全長：13.85 m、最大速度： 760km/h、基本武装： 30mmxl、20刪X2 
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フォッケ•ウルフFW190 
Focke-Wulf Fw 19U 

1939年に登場したフォッケウルフFW190は、巳flogにまさる性能をもってドイツ戦 
闘機の主力となった。第2次世界大戦中は、巳fl09と共にイギリス軍のスピットファイ 
アとわたり合い、数々の名戦闘を演じた。また、優れた基本設計を持つ本機は戦闘爆 
撃機としての派生型（F，G型など）も多数作られている。最初の量産型はA型で、 
大戦末期に活躍した□型は、「長ッ鼻」のアダ名を持ち猛威をふるった。□型以降は、 
Ta152の形式名で開発が行われ、各部の操作系が電動から油圧に替わり、性能および 
信頼性が向上した。しかし、その実戦配備は遅すぎ、極一部がMel62の離着陸時の援 
護に使われたに過ぎない。FW190は、派生型やTa152型も含め200000機以上が生産さ 
れた。 

八インケルHe162サラマンダー 
Heinkcl He 162 Salamander 

実用ジエツト機による初飛行こそメツサー社に取られたものの、ジエツト推進機の 
開発においては八インケル社の方が先輩であった。世界最初のジエツト飛行の栄誉も 
八インケル社のHel78によって1939年8月によってなされたが、優秀な性能にも関わら 
ず、政治的な弱さのため軍にはなかなか採用されなかった。1944年夏、独空軍省は八 
インケル他数社に対し、『木材などの非戦略物資を素材とし、未熟練パイロツトにも乗 
りこなせるフォルクスイエーガー（国民戦闘機）の1945年1月1日までに生産準備を 
完了せよ。』という過酷な要求を出した。だが、八インケル社技術陣はその要求をみご 
とにクリアした。背負い式のジエツトエンジンを1機装備した独特の外見を持つこの 
戦闘機は、終戦までに240機が完成、JG1に配属されて3月31日に実働体制に入った 
が、2機撃墜の戦果が確認でさるだけである。 

[〈He 162データ > 1 

全幅： 7.20m、全長： 9.25m、最大速度： 838km/h、基本武装： 20mmx 2 
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■戦闘爆撃機yFBタイプ 
戦闘爆撃機とは爆撃能力（爆弾搭載能力）を持った戦闘機のことを総称してこう呼 

ぶ。やはり純粋に航空機同士の戦いのために作られた戦闘機には、攻撃力防御力ともに 
一歩譲ることになるし、攻撃機に比べてもやはり対地攻撃力は劣る。だが、戦闘機以外 

の攻撃機や爆撃機のたぐいならば、まず問題なく撃破でき、地上兵器に対しても大きな 

驚異を与えられる。この『戦闘機でありながら爆撃能力も持っている！』ということは 

戦場では大変有利であると見てよいであろろ。 

メッサーシユミットBfl10 
Messerschmitt Bf 110 

Bfl10の試作開始は〗935年からバイエリッシュ社で行われた。原型1号機が飛ん 
だのが1936年の5月12日のことである。最初の大量生産型はC型で、ポーランドに進 
入した1939末までに537機作られた。続いて両翼下に落下型の増槽をつけた□型が作ら 
れ、爆弾搭載能力を向上させたE型、エンジンを強化したG型などが作られた。パト 
ル•オブ•ブリテンでは、もはや駆逐戦闘機としては使用できず、巳fl09の護衛が 
ついた有様であったが、開戦時から敗戦のときまでドイツの空を飛び、特にその夜戦 
型は本土防空に活躍、総生産数は5700機以上に昇った。 

[<Bfl TO EM データ〉] 

全幅：16.27m、全長：10.65 

m、最大速度： 548km/hv基本 
武装： 20111x 2、7.9111x 6 

(内2門は旋回砲座） 

メッサーシユミットMe410 
Messerschmitt Me 410 

Bfl10の後継機として開発されたMeEl0が期待された性能を発揮できずに少数 
の量産（352機）で終わり、さらに改良型のMe310も計画のみで終わった。だが、 
戦術上どうしても大型の戦闘爆撃機、もしくは高速爆撃機の必要に迫られたドイツ空 
軍は、Me21〇の主翼平面形を変更、エンジンを強化したMe410を開発した。1942 

年より生産が始まったこの機は合計1003機が作られた。胴体両側面にある回転ブリス 
ターに1門ずつ装備された、遠隔操作式のMg131機銃が特徴的である。最初の量産 
型のA-1型は高速爆撃機として、さらにA-l/U2型は重武装の重戦闘機として、A-1/ 

U3型は爆弾倉に4門の20甽砲を持ち、A-2型は爆弾倉に2門の30酬砲を持ち、A-1/ 

UT型はレーダーを付け夜戦用に、と多種多様な用途で使われた。 

I_<Me41◦ A-1型データ〉_| 

全幅:16.33_、全長:12.75刪、最大速度:620km/h、基本武装:20_x 2、7.9_x 2、13mmx 2、爆弾500kg 
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■局地戦闘機，F□タイプ 
警戒ラインを抜け、都市の上空に群がる敵機群。都市上空に殺到した爆撃 

機の編隊に向かって何機もの戦闘機が上昇していった……。 
第二次世界大戦では拠点攻撃の多くを航空機に頼っていた。そのため、大 

戦中期以降になると、敵の来襲に際して直ちに反撃ができる戦闘機が必要と 
なってきていた。そのため、航続距離は短いが、上昇時間（ズーム上昇能力） 
に優れ迎撃能力の長けた戦闘機の開発が急務となった。こうして作られたの 
が局地戦闘機である。 

メッサーシユミットMel63コメート 
Messcrschmitc Me 163 Komet 

Mel63は、それまでの戦闘機の常識をはるかに超越した性能を持ち世界最初の実 
用ロケット戦闘機として1941年春にメッサーシュミット社において完成した。だが、 
その滞空時間は8分間に過ぎず、大きな効果を上げるには不十分すぎ、また、着陸方 
式に問題があり、着陸時に残存燃料に引火し、爆発を起こすことも少なくなかった。 
それでも1943年より作られた最初の量産型の巳-1型は、大口径の30關機関砲2門を武 
装し、時速950km/h、9000mまでの上昇時間2.6分と驚異的な性能を示し、1944年5月 
よりJG 400に配備、連合軍兵士を恐怖のどん底に落とし、その配備基地を避けて飛ぶ 
ようになった。量産型の巳-1型が364機作られ、後に滞空時間を12分に延ばしたC型が 
3機作られたが、大戦末期には本土猛爆撃のため身動き不可能な状態であった。 
なお、本機は日本の「秋水」（キ200)の原型機となった。 

丨〈Me163巳-1型データ)] 

全幅：9.32m、全長： 5.9、最 
大速度： 953km/h、基本武装 

: 301111n x 2 
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■攻撃機/八タイブ 
攻撃機(Attacker)はその名の通り敵部隊を攻撃するための航空機である。ただ 

し、攻撃相手は地上部隊が主で、まちがっても他の航空機（特に戦闘機）などは相手に 
してはいけない。武装も強力な対空用の機関砲を持つものはあまりなく、機体の割りに 
大量の爆弾を持つものが多い。形状、攻撃方法はいくつかあるが、ここでは水平爆撃を 
行う小型の航空機にことを呼んでいる。 

アラドA「234ブリッツ 
Arado Ar 234 Blitz 

A「234は、アラド社による世界最初の実用爆撃機として不滅の足跡を残した機体 
である。1940年秋、当初は双発偵察機として研究が開始され、1943年に試作シリーズ 
であるA型が完成した。1944年には当初から問題のあった、ドリーと橇の降着装置が 
3輪式に改良され下面がクリアになったため、最大150Ok呂の爆装が可能な爆撃機型 
の巳型が完成した。6月にはm./KG76部隊に引渡しが始まったが、実働体制に入っ 
たのは12月となり、バルジの戦い（ラインの守り作戦）が実質の初陣となった。後に 
レマゲン鉄橋爆破にも參加したが、高速飛行での爆撃は当時の照準機では問題があり、 
戦果は乏しかった。巳型は210機生産され、後継のC型が完成した時点で終戦を迎え 
tこ。 

厂〈A「234日-1型データ>1 

全幅：13.5m、全長：10.1m、 
最大速度： 400km/h、基本武 
装： 20mm x 2 > 7.9mmx 2 
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ヘンシェルHS123 
Hcnschel Hs 123 

本機は、複葉戦闘機として1935年に設計されたが、完成当時にはすでに複葉機は時 
代遅れとなりつつあり、単葉機に切り替わりつつあった0そしてそれは、テストとし 
て投入されたスペイン内乱で証明された。そのため、軽快な操縦性を生かし、攻撃機 
として使用されることになった。しかし設計思想の古さから、1937年頃より順次JU-已7 

と交代されて第一線から退いてゆき、大戦中に姿を消していった。このため実戦での 
使用は少数だが、初期のポーランド、東部戦線でのソ連戦車隊への攻撃に出動し、1944 

年中頃まで活躍した。 

I_ <Hsl23データ〉 | 

全幅：10.5m、全長： 8.33m、最大速度： 341km/h、基本武装： 7.9mmx 2、爆弾50kgx 4 

ヘンシェルHS1E9 
Henschel Hs 129 

ソ連軍の対戦車作戦に猛威をふるったイリューシン11-2型シュツルモヴイク地上攻 
撃機に匹敵する、重武装•重装甲の単座双発機である。大戦初期の対戦車作戦におい 
てドイツ軍はju日7に大口径機関砲を搭載し使用していたが、超低空強襲作戦のため 
にはその防御力の弱さは致命的なものとなり、1940年代には本格的な対戦車攻撃機を 
望まれていた。その設計は1938年には始まっており1939年初頭には試作機も完成して 
いた。だが、その後のテスト結果が芳しくなかったためその量産は1941年より始まる 
事となった。最初の部隊はクリミア戦に參加し、北アフリカでも使用されたが、砂塵 
に敏感なエンジンのため整備には困難を伴った。基本型は爆弾による地上攻撃のため 
に作られた巳-1型であるが、爆弾の代わりに大口径の機関砲を載せた巳-2型もある。 

<Hsl29日-1型データ〉 

全幅：13.5m、全長：10.1m、最大速度： 400km/h、基本武装： 20mmx 2、7.9mmx 2 
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■輸送機/Cタイプ 
第2次世界大戦において、航空機による大量輸送が可能になったことで戦略上の考え 

方が大きくかわった。特に大型機の登場とともに、人員や、小型の野砲だけではなく、 
車両の類まで輸送できるよ5になったのは大きく、補給物資の輸送はもちろん戦線を維 
持するための部隊の補充などを迅速に行えるよろになった。一見地味に見えるため、忘 
れがちになるが、この輸送機というものは使い方によっては戦況を大きく変えるかもし 
れない。とはいえ、皆無に近い防御力のため戦闘機の護衛なしで飛ぶのは危ないかもし 
れない。 

メッサーシユミットMe323 
Mcsserschmirt Me 323 

第二次世界大戦で現れた機体の内で、最も奇怪な形の飛行機の1であるMe323輸 
送機は、同型のMe321グライダーを動力化した物である。Me321の動力化は1941 

年から始められ、1942年から1944年までの間に約200機生産された。1943年頃よりチユ 
ニジア戦でシシリー島から北アフリカへの空輸に使用され始め、東部戦線でも補給用 
に活躍した。Me323の輸送力は当時としては驚くベさもので、兵員60〜80人、分解 
した戦闘機2〜3機、車両まで機種の観音開きの扉から搭載することがでさた。なお、 
本機に付けられた「ギガント」とい5名前は、正式名称ではない。 

|_<Me323 E-2型データ〉 | 

全幅： 55m、全長： 28.56rris最大速度： 285km/h、基本武装：13_xi8 

ユンカースJu52 
Junkers Ju52 

Ju52の第1号機が飛んだのは実に1930年代の初頭であり、1935年にドイツ空軍再 
建が世界に公表されたときの主力機の〗つであった。そして驚くべきことに1945年に 
ドイツ空軍が潰滅したときも、なお量産が続けられた史上第二位の生産量を誇る輸送 
機である。この機体は優れた離着陸性能と信頼性、頑丈な構造によって好評を博し、 
装備できるエンジンにも融通性があるためルフト八ンザを初め諸外国計29力国にも輸 
出された。1935年に新生ドイツ空軍が生まれると、Ju52/3mg3eと呼ばれる爆撃 
機型が採用され、スペイン内戦に活躍したが、すでに旧式であることが分かり、以後 
輸送機型の生産が続けられた。戦時中小規模な改良が加えられながら、貨物輸送、兵 
団輸送、グライダーの曳航と活躍し、「おばさん（タンテ)」の愛称で親しまれた。 

[<Ju52/3mg8e データ>] 

全幅： 29.25m、全長：18.90 
m、最大速度： 264km/h、基本 
武装：13mmx 1、7.9mmx 2 
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■急降下爆撃機/Dタイプ 
急降下爆撃といろ攻撃方法は、第2次世界大戦において新たに使われた攻撃方法であ 

る。爆弾を抱き急降下し、投下し急上昇にて飛び去る。だが、この攻撃方法を行うには 
充分な強度を持った機体と、強力なエンジンが必要であった。そのため、この攻撃を行 
える機体は限られている。急降下爆撃を行う攻撃機を特に区別して急降下爆撃機と呼ぶ 
のはこのためである。 
ダイブブレーキの異様な音を放ちながら急降下してくる攻撃機の姿は、まるで自分に 

向かってくるみたいな錯覚を与え、地上にいる全ての兵士はその恐怖に震えるのだっ 
た。 

ユンカース Ju87シュトゥーカ 
lunkers lu 87 Stuka 

独特なサイレン音と共に現れる、電撃作戦の空の主力としてのJu日7の活躍は、シ 
ュトウーカの名を急降下爆撃機の代名詞のようにしてしまった。頑丈な機体とすなお 
な操縦性、そしてエアブレーキによる安定した急降下性能に優れた爆弾命中率は、ス 
ペイン内戦に参加した試作機で証明された。しかし、本機によるイギリス本土空襲は、 
出撃の度に全滅に等しい損害を受け、その後もっぱら東部戦線と北アフリカで使用さ 
れた。最初の量産型は巳型で1938年より生産が始まった。戦争後期にはエンジンが換 
装され、爆弾搭載量も1800kgと大幅に増加した□型が登場した。その他にも、空母グ 
ラーフツェッペリン（未完成）の艦載機として作られたC型、巳型の主翼下に落下型 
増槽をつけたR型や、エアブレーキを外し、37剛砲を装備したG型は戦車•装甲車合 
計1300両以上の戦果を挙げた、ルーデル大佐の乗機としても有名であった。 

[<Ju87 D-1型データ> 1 

全幅：13.8m、全長:11.13 
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■爆撃機巳タイプ 
爆弾を搭載する航空機を呼ぶ場合、小型のものを攻撃機、大型のものを爆撃機と呼 

ぶ。前者の代表機には、Hsl29やシユツルモヴイクなどがあり、後者の代表機に 
は、あの空の要塞巳-17、巳-24などがある。ゲーム中では、都市や空港などの建造 
物を攻撃できる日爆弾を持つ航空機を爆撃機と呼び、地上ユニットに対して爆弾などで 
攻撃する航空機を攻撃機と呼ぶ。 

八インケルHelll 
Hcinkel He 111 

ルフト八ンザの高速双発輸送機として有名な機体から発達した爆撃機であることは 
よく知られているが、もちろん最初から爆撃機にすることが予定され、開発されたも 
のである。A型はルフト八ンザ用の輸送機として生産され、日型からは爆撃機として 
就役した。輸送機としての面影を残していた機首が、特徴ある太く短い全透明式の機 
首になったのは、P型からである。その後やや後退角を持つ直線的な主翼のH型が量 
産され、爆撃隊の主力となった。H型は、さらに細かい種類に分かれ、雷撃機のH-B 
夜間爆撃機のH-21、落下傘部隊用のH-23等、23種類ある。フランス侵攻戦までに 
JU日日への機種転換が始まったが、1944年まで生産が続けられ、総生産数は約7300機 
と言われる。 

[〈Helll H-5型データ〉I 

全幅： 22.6m、全長:16.6m、 
最大速度： 435 km/h、基本武 
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ドルニエDo17 
Dornier Do17 

特徴ある細長い胴体のため、'空飛ぶ鉛筆〃の異名をとった本機は、もともとルフト 
八ンザ社からの発注によって高速郵便.旅客機として試作されたものである。旅客の 

乗降に不便という理由で落第したが、その高性能を買われ軍用機として採用された。 

民間機としての試作は]934年に完成し、1935年には爆撃機として公開された。]g37东 
から初期量産型のE型が配備され、当時の最高速爆撃機として賞賛された。その後少 

数生産型を多数生み出しながら、1939年にはこのシリーズの代表的存在であるz型の 
量産が始まった。しかしこの頃には速度、搭載量、航続距離全ての面で陰りが見えて 

きて、同年12月の時点では、バトル•オブ•ブリテンの頃には、ju日日やDoEl7Eへ 
と機種転換が進められた。残余はクロアチア空軍やグライダー曳航機として使われた。 

ドルニエDo217 
Dornier Do 217 

Dol7ZおよびDo215から発達した機体で、特に搭載量、航続距離、速度、武 
装を強化することを狙って造られた。最初の量産型の口〇217Eシリーズは1941年か 
b軍L引き渡された。当初は、水平爆撃の他に急降下爆撃を行えるよろにと、エアブ 

レーキを装備していた。だが、このエアブレーキには欠陥があり危険なため、やがて 
廃止されることになる。その後、機首に固定武装をほどこした戦闘機型のj型や機 

首の形状を変更し武装を強化したK型が作られた。1942年には再びエンジンを換装し 
たM型が作られ総合的な性能が向上した。大戦末期には夜間戦闘機不足によって、M 
型より改造され機首に武装したN型が作られた。量産型の総生産数は〗730機に達した。 

|_^0〇日1フ|\/1-1型データ〉 ] 

全幅.19.8m、全長：17.85m、最大速度： 560km/h、基本武装: 20mm x 2、13mmx 2 7.9刪x 2、爆弾1800kg 
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ユンカース Ju日日 
Junkers Ju88 

第二次世界大戦を通し、ドイツ軍用機中で最も多用された機体であり、その生産数 
は他の全ドイツ爆撃機の総生産数より多い。その改造機種は戦闘機、偵察機、輸送機 
など、ほとんどあらゆる機種におよぶが、その総生産15000機の内、9000機以上が爆撃 
機として使われた。代表的な型式をあげてみよ5。1939年末から急降下爆撃機として 
A型が就役を開始し、その後、性能向上型として巳型が製作され、製作数は10機だが 
Jul已日シリーズの原型となったものである。さらに戦闘機型のC型、Jul日日の試 
作的要素の強いE，F型、リヒテンシュタインレーダーを搭載し、本格的夜間戦闘機 
のG型、胴体を延長し燃料槽を増設した長距離型のH型、極力軽量化簡略化したS型 
などがある。また各型も細かく分かれ、初期生産型のA-1型、対英攻撃後の戦訓を活 
かし武装や搭載量を高めたA-4型等多くの任務毎に分かれた変型が存在する。 
[〈Ju日日A-4型データ〉j 

全幅: 20.0m、全長:14.4m、 
最大速度： 472 km/h、基本 
武装：13111x 2 7.9mmx2、 
爆弾300Ok吕 

ユンカース Ju188 
Junkers Ju 188 

Ju日巳の項であげたよろに、Ju日日巳がその母体で、実際の原型となったのは 
Ju巳巳E-□である。この原型は最初Ju日日V-27と呼ばれ、1940年末に初飛行し、 
生産は1941年から行われた。Jul1已はJu日日よりも主翼が伸びて、翼端が鋭くとが 
り、キヤビン付近は曲面ガラスを多く使った卵形のスマートなものとなり、垂直尾翼 
は逆に角張った形で、水平尾翼も大きくなった。量産に入った最初の型はJu1日日E-0 
と呼ばれた。翌年には偵察型のF型や爆弾最大積載量3 tのE-1型などの生産が始ま 
った。さらに遅れて、エンジンをユモ213Aに強化したA型や、偵察機型の型、尾部 
に機関砲塔を付け胴体下の爆弾槽を張出型にしたG型、ユモ213Eエンジンを搭載した 
3座高速爆撃型のS型など多種多様な機種が作られたが、生産が遅れ総生産数は、1000 
機にとどまり、大戦末期にはその生産に終止符を打った。 

I_ <Jul日日E-1型データ〉_| 

全幅:22.0m、全長:14.96m、最大速度:506km/h、基本武装:20_x 1、伽x 2 7.9_x 2、爆弾3000kg 



•ドイツ空軍• 95 

八インケルHe177グライフ 
Heinkel He 177 Greif 

1937年初頭、空軍省による4発重爆撃機試作命令によって誕生したのが、この 
He177であった。本機はエンジンを2基併列してギアボックスにより結合し、1個 
のプロペラを駆動する双子式発動機を採用したところが大きな特徴で、思い切った軽 
量化をはかっていたが、これらの設計方針が実用機としての命取りにもなった。1942 

年9月には〗02機完成したものの、故障続出で33機しか受領でさず、無理な急降下性能 
は役に立たなく改造や装備変更を繰り返し、悲惨な状態なまま1944年10月に約200機で 
生産中止となった。戦線参加は1942年のスターリングラード攻防戦に輸送機として一 
部隊参加したのが最初で、1943年頃から大西洋にUボートと協力して出撃したり、1944 
年1月には英本土空襲に参加した程度で、およそ期待にそむいた結果に終った。 

〈Hel77A-5型データ〉| 

全幅:31.46171、全長:21.帅、最大速度:4721<111/|1、基本武装:20鬮><213刪X 3〜5、7.9_x1、爆弾6000kg 
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■装甲車 Sタイプ 
第2次世界大戦初頭におけるドイツ機甲師団軍の成功のかげには、装甲自動車部隊の 

活躍があったことを忘れてはならない。軽快な機動性と快速を利用して、偵察、連絡、 
警戒任務などにあたったこれら装輪装甲車群は、ドイツのみならず、他国の軍において 
も文字通り機甲師団の目であり耳であった。 

ダイムラ—•ベンツ/ビューシング.NAG/マギルスSdKfz232[B-Rad] 
Daimler-Benz/Bussing-NAG/Magirus Sdkfz232(6-Racl) 

ダイムラーベンツ、ビューシング、マギルスの3社において、1920年代後半に極秘 
に開発された8輪、10輪の試製装甲自動車は、ソ連カザン地方における運用試験で、 
要求された性能を満足させた。しかし量産化するには高性能ゆえに生産コストも高く、 
新たにドイツ陸軍兵器局は3社に民間用の〗.51 6輪輸送車両をもとに、6輪重装甲車 
の開発を依頼した。1928年に試作1号車が、1930年には生産型であるSdkfz231が 
ドイツ国防軍最初の本格的装甲自動車として完成したが、3社それぞれの車台を流用 
したために、別々の仕様になっている。Sdkfz232(6輪）は、このSdkfz231 

の車内に忉〇ワットの遠距離通信用無線機を搭載したものである。これら6輪装甲車 
は、フランス戦までは使用されたが、路外行動能力の低さなどのため第一線を退き、 
訓練や警備任務に回された。 
「<SdKfzg3g[BRad〕装甲車データ >1 

全長:5.57m全幅:1.82m路上最高速度:70km/h武装:20圆機関砲x1、7.92機関銃x1 

アイゼンヴエルク•ヴエゼルヒュッテAG SdKfz22E 
Eisenwcrke Wescrhuctc AG Sdkfz222 

戦車師団、機械化師団の偵察部隊軽装備中隊用主力装備車両として開発されたドイ 
ツ陸軍の代表的4輪装甲自動車。外見のよく似た機銃装備のSdkfz221に代わり、 
1938年より部隊配備され、終戦まで使用された。最大仰角をかけると対空射撃も可能 
な20晒砲を装備し、最高速度85km (後期型では90km)の高速でヨーロッパやアフリカ 
の戦場を駆け巡った。だが、装輪数が少ないため、雪、泥などの悪路では使用が制限 
され、東部戦線では本車の砲塔を流用したSdkfz250/9八ーフトラックや、8輪重 
装甲車にその座をゆずることになった。そ 

れでも総生産台数は989両と装甲車の中では 
非常に多かった。 

[(SdKfz222装甲車データ> 1 

全長:4.8m全幅:1.95m、路 
上最高速度:85km/h武装:20 
刪機関砲xl、7.92機関銃XI 
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ビューシング• NAG Sdl<fz232[8-Rad] 
Bussing-NAG Sdkfz232(8-Rad) 

Sdkfz231(6輪）が民間用のトラックを元に作られたため、軍用としては路外行 
動能力に限界があった。そのため、これを上回る路外行動能力とより車内スペースの 
広い大型の装甲車の開発を命じた。そこで作られたのがSdkfz231(8輪）である。 
名称こそ同じ型式を持っているが、8輪駆動8輪操向のGS型シャーシ、前後部それ 
それに2組の操縦席、エンジン、武装に到るまで新設計となっている。Sdkfz232 
( 8輪）は指揮官用に中距離通信用の無線機を搭載したタイプである。その他バリエー 

シヨンに長距離用無線を搭載したSdkfz2B3、火力支援用に短砲身75圓砲を搭載し 
たSdkfz233がある。総生産数は231,232( 8輪）あわせ607両で、1942年に生産終了 
したが、終戦まで活躍している。 

[<SdKfz232〔日Rad]装甲車データ> I 

全長:5.85m、全幅:2.2m、路上最高速度:85k(H/h武装:20圆機関砲x1、7.92圆機関銃x1 

ビューシング• NAG SdKfzE34 
Bussing-NAG Sdkfz234 

陸軍兵器局は、熱帯地域での作戦に用いる新型の8輪重装甲車の開発をビューシン 
グ社に対して命じた。補給の困難な砂漠を長距離行動するため、エンジンを空冷ディ 
ーゼルに変更、その行動距離は10001に及んだ。また、隠密性を増すため、低姿勢の 
モノコック•シャーシを採用した。1943年9月よりこのシリーズの原型ともいうべき 
Sdkfz234/2の生産が始まった。通称プーマ（Puma)と呼ばれるこの車両は、対 
戦車戦闘を重視しており、レオパルト偵察戦車（計画だけ）に搭載する予定の60口径 
50mni砲塔を搭載していた。この他に、Sdkfz231の損耗を補5ため作られた20圓機 
関砲を装備するSdkfz234/1、24口径75圆砲を搭載したSdkfz234/3、さらに 
46口径75酬砲を搭載したSdkfz234/4などが作られた。全シリーズあわせても500 
両程度しか作られなかったが、これら車両を配備された装甲偵察大隊は、最も自動車 
化の進んだ部隊となった。 

|<SdKfz£34/gプーマ装甲車デ-夕al/ 

全長:6.8m全幅:2.4m、路上 ’ 

最高速度:80km/h武装:50mm 

砲x 1、7.92mm 
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■軽戦車/Lタイプ 
大戦初頭における軽戦車の役割はおもに偵察と主力戦車などの攻撃補助な 

どであった。だが、戦争が激しくなるにつれ、その装甲や攻撃力では力不足 
となり、戦争中期以降は、より強力な中型以上の戦車や航空機にその役割を 
奪われ、自走砲などへの改造が盛んに行われた。 

クルップ•グルソンヴエルケAG I号戦車 
Krupp*Grust)nwcrkc ACi Pzkpfw ] (SdkfzlOl) 

1920年代後半ベルサイユ条約によって、ドイツは戦闘用装甲車両などの保有を禁止 
さていた。だが、これらの研究は密かに続けられ、農業用トラクターとして戦車用の 
シャーシが開発されていた。1933年についにその第】号であるPzkpfw I (I号戦車） 
の試作車両が完成した。7.92m機関銃2門を装備したこれはA型と呼ばれ、そのまま 
量産に入った。その後エンジンを2倍近く強力なものに載せ換えて全長が伸びた巳型 
が量産され、その総数はA、巳型あわせて2500両近く作られた。元々は訓練用の暫定 
的な戦車であったため、除々に実用から外されていったが、1941年6月の時点でなお 
74両も第一線戦車連隊に配属されていた。この旧式化した車体を流用した派生型とし 
て、指揮戦車や自走重歩兵砲、対戦車自走砲等が作られている。 

[JPzKpfwl B型軽戦車データ》| 

全長:4.42m全幅:2.06m、路 
上最高速度:40km/h武装:7. 

92圆機関銃x 2 
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MAN/ダイムラー•ベンツII号戦車 
M AN/Daimlcr-Benz Pzkpfw II (Sdkf/ 121) 

この戦車も、本来の目的は訓練用であった。I号戦車があまりにも非力すぎ、山、 
IV号戦車の配備が遅れていたため、そのギャップを埋めるべく戦車師団に装備された。 
しかし信頼性の高い本車はフランス戦までに90咍以上配備され、ig39年〜〗940年の電 
撃作戦では機甲師団の主力として活躍した。42年末に生産中止されるまで（ルックス 
は除く）1600両を越える台数が生産され、増加試作型のc型と大差無いものの、改良 
型も数多く誕生した。ただし、1938年製造のD〜E型は別で、騎兵用の軽戦車として 
開発され、速度は55kfn/hも出たが、度重なる故障により路外性能は散々であった。こ 
のため、1940年5月には回収され、火炎放射戦車に改造された。1943年9月には、偵 
察用軽戦車として全く新規に作られたL型ルックスが登場するが、時代はすでに軽戦 
車を必要としてなく、この13〗両がドイツにとって最後の軽戦車となった。 

[(PzKpfwn F1軽戦車データ〉」 

全長:4.81m全幅:2.82m、路 
上最高速度:40km/h武装:20 
圃機関砲x1、7.92關機関 
銃x1 

スコダ 3 5(t)式戦車 
Skoda Fzkpfw 35(f) 

3 5 (t)式戦車は、1939年3月のドイツによるボヘミア•モラビア併合時に、しt 
VZ35戦車としてチェコ陸軍の主力を占めていた。当初、この戦車は複雑な機構を 
持っていたため、信頼性が低く、後にはこの問題が解決されたものの、その悪評は後々 
まで尾を引いた。しかしその複雑な走行装置は不整地で抜群の安定性を発揮し、車体 
はきわめて堅牢であった。本車はチェコより219両接収され、開戦時は第1軽師団に、 
後に第6戦車師団にも配備された。フランス戦•東部戦線北部戦区を戦い抜き、ig4l 
年末にそのほとんどが全滅している。また、本車の特徴である空気圧作動式の変速機 
構は、その時期に最大の弱点となった。なお、本車はルーマニア、スロバキア、ブル 
ガリア各陸軍でも使用された。 

f <PzKpfw35t軽戦車データ〉] 

全長:4.9m、全幅：2.1m、路上最高速度:35km/h武装:37圓砲x1、7.92圆機関銃x 2 
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BMM 3日[t]式戦車 
BMM Fzkpfw38(r) 

この戦車を手に入れたことは、ドイツにとりチェコスロバキアという国を占領した 

以上の価値があったと言われるほどの、大戦開戦時における最優秀軽戦車の〗つであ 
る。この戦車はチェコのCK□社で開発されたもので、1939年3月にはLtVz3巳とし 
て、チェコ陸軍に引き渡し寸前であった。ドイツ軍は、同社を巳MM社へと改組、 
LtVz3日を改良してPzkpfw3日[t]A型として採用し、更に量産を続行した。開戦 
時には第3軽師団に、後に第6、7戦車師団、また対ソ戦に向けて新編成された戦車師 
団にも配属され、111、IV号戦車が戦力化するまでのつなぎの役を果たした。A型以降、 
装甲を強化したE型、スウェーデン向けのS型、最終量産型のG型まで1400両余り作 
られた。大戦当初はまさに主力戦車並みの活躍をしたが、東部戦線においては37圆砲 
でば歯が立たず、そのため大戦中期以降はその車体を利用した派生型が数々生まれた。 

[(PzKpfw38t AI軽戦車データ> 丨 

全長:4.61m、全幅:2.14m、路 
上最高速度:km/h、武装:37m 

m砲x 1、7.92111機関銃x 2 
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■戦車/Pタイプ 
ドイツが初期に行ったブリッツクリーク（電撃作戦）の主役が戦車ならば、 

連合軍の反撃もやはり中心は戦車であった。空の主役の戦闘機に対し、陸上 

戦の王者は常に戦車だったのだ。敵の砲弾を直接受けても破壊されないよ5 

に作られた頑丈なボディ。どんな敵の装甲車両でも一撃で撃ち抜くべく据え 

られた主砲。地上を移動するものにとって戦車ほどの脅威はない。しかし、 

強力な装甲を持ち、陸上でどんなに無敵を誇ろ5とも、やはり航空機の上方 

からの攻撃には弱い。戦車は、大戦略攻略には重要なカギを握るだけに、慎 
重に、また効果的に運用するように気をつけたいものである。 

ダイムラー•ベンツIII号戦車 
Daimler-Benz Pxkpfw HI (Sdkf2141) 

1930年代にグーデリアンたちによって構想された戦闘車両群の主力戦車となるべく 

して作成は開始した。特筆すべき点は、乗員を5名として車長を指揮に専念できるよ 

5にした点である。初期の川号戦車は、走行装置の改良が続ぎ、卜ージョンバー式の WM 
E型へと発展していった。この画期的な懸架装置により機動性を発揮で吉た。このE 
型より量産が始まったが、ポーランド戦までに完成したのは96両にすぎなかった。そ 
の後量産が進むに連れて戦車師団の主力となっていったが、武装の改良は遅く、まず 

42口径50刪砲（F型後期より）、そして60口径50酬砲（J型後期）と改装、装甲も強化 

されていった。それでもT-34やKV-1には威力不足で、長砲身75麵砲を搭載したIV 

号戦車が生産開始すると第一線から消えていった。最終生産型はN型で、IV号で不用 

化した24口径75圆砲を搭載し、主に歩兵部隊の火力支援にあたった。この後も突撃砲 

の生産は続ぎ、1945年までに15000両におよ 
ぶ戦車型とその派生型が作られた。これは 

ドイツが生産した装甲車両の中で最高の数 
字である。 

[(PzKpfwHi E型中戦車データ> 1 

全長:5.38m、全幅:2.9im、路 
上最高速度:40km/h、武装:37 
圆砲XI、7.92麵機関銃x 3 
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クルップ•グルソンヴエルケAG IV号戦車 
Krupp-Grusonwcrke AG Pzkpfw IV (Sdkfzl61) 

第二次世界大戦のドイツ戦車中で、終戦まで主力戦車として最も活躍した代表的な 
戦車である。ni号戦車と共に開発され、戦車および歩兵部隊の火力支援を任務として 
設計され、1937年にA型が誕生した。ポーランド戦にはC型までが完成し、24口径75 

咖砲を搭載していた。ロシア戦開始までには、装甲強化したE型が登場し、各大隊の 
第4中隊に装備されるのが標準であった。1942年、T-34の出現で急きよ長砲身の43口 
径75圓砲を搭載したF 2型が開発され、一部は北アフリカにも送られて英軍はこれを 
「Mk.4スペシャルjと呼び恐怖した。さらに武装の強化と装甲の増加は続吉、48口径 

75哪砲を搭載し、側面にシュルツエンと呼ばれるバズーカ避けをつけたH型へと移り、 
そして砲塔を手動にし燃料タンクを増設したJ型を終戦まで作り続けた。すでにティ 
ーガーやパンターが現れていたが、数的には最後まで主力の地位にあったIV号戦車は、 
約8500両以上が生産されて多種多様な派生型装甲車両のベースにもなり、猛威をふる 
った。戦後、シリアに移譲され、1967年の対イスラエル戦にも使用されている。 

[(PzKpfwIVH型中戦車データ〉丨 

全長:7.02m、全幅:2.88m、路 
上最高速度:38kni/h、武装:75 
mm砲x 1、7.92mm 機関銃x 2 
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MAN/ダイムラー•ベンツ V号戦車パンター 
MAN/Daimler-Benz Pzkpfw V (Sdkf2l71)Fancher 

ソ連の誇るT-34の出現により、主力だった111、IV号戦車はきびしい戦いを強いら 
れることになった。ドイツ陸軍は、1941年末、早急にこの強敵を一撃のもとに葬るこ 
とのできる強力な戦車の開発を、ダイムラー•ベンツとMAN社に要求した。大吉な 
傾斜をつけた装甲と、大出力のエンジン(70C)hp)、初速の大吉い70口径75圓の新型砲 
を搭載し、大型転輪をつけたMANのプランは、1942年9月よりテストに移され、v 
号戦車パンターと命名された。初期生産型は□型と呼ばれ〗942年1〗月から量産が始ま 
り、1943年7月クルスク戦が初陣であった。しかし、大きな欠陥があり第1〇戦車旅団 
に配属された200両の内、稼働数40両といろ有様であった。その後、細かい欠陥を改修 
したA型が、さらに装甲を強化したG型が量産され、大戦中における世界最優秀の戦 
車と言われる能力を発揮、IV号戦車に代わって各戦車連隊の第1大隊に配属された。 
パンターの総生産数は5282両で、大戦末期の装甲戦力の要として活躍、戦後も1940年 
代末までフランス軍の戦車部隊で使用されていた。 

[<PzKpfwV G 型中 _ データ〉] 

全長:8.66m、全幅:3.4m、路 
上最高速度:46km/h、武装：75 
111砲x 1、7.92_ 機関銃x 2 
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ヘンシェルVI号E型戦車テイーガーI 
Henschcl Fzkpfw VI Ausf E (Sdkfz l81)Tiger I 

すでにフランスの戦闘において、シャール巳型やマチルダ戦車と戦ったドイツ戦車 

は、武装と装甲が敵よりも劣ることが明らかになっていた。そのためヒトラーは重戦 

車の必要性を認め、これは独ソ戦の開始と共にさらに拍車をかけた。当時、ポルシェ 

の試作したVK4501が実用化に近かったが、テストの結果その砲塔のみを利用した 
ヘンシェル型の車体が採用された。その無骨ともいえる角張った大型の車体に、56口 
径の88哪戦車砲を装備した姿は無敵の重戦車を思わせたが、561もの重量はその強力 

な火力•防御力と引換えに弱い足回りを与えることになる。1942年8月、テイーガー 

Iはレニングラード方面で始めてその姿を現した。以来、主に独立重戦車大隊に配属 
されて、チュニジアやクルスク、北フランスでの数々の防衛戦で活躍し、138両撃破の 

ミ八エル.ビットマンを始め、数々の戦車戦エースを誕生させた。1300両以上が生産 

されたが、最後まで生吉残ったのはわずかだった。 

[(PzKpfwvia重戦車テ-夕》] 

全長:8.45m、全幅:3.7m、路 
上最高速度:38km/h、武装:88 

關砲xl、7.92圆機関銃X2 



•ドイツ陸軍# 105 

ヘンシェルVI号巳型戦車テイーガーII 
Hcnschcl Pzkpfw VI Ausf B (Sdkfz 182) Tifcr H 

頑強な装甲と、71口径88圆砲とい5巨大な砲身を備えた、ドイツ最強の戦車として 
連合軍からは『キングタイガー』の名で呼ばれた。ティーガーの系列となっているが、 
設計は全くの新規で、車種統一のためパンターIIとの機構やパーツの共通化が取られ 
たので、パンターの車体を大きくしたような形状をしている。初期のティーガー1150 
両は、ヘンシェル社の砲塔の完成が遅れ、試作に終ったポルシェ社の前面を曲面で構 
成した砲塔を搭載している。実戦への参加は、東部戦線で1944年5月、西部戦線では 
同年8月であったが、車重6Btが引き起こす機動性の悪さは、トランスミッションの 
故障と共に本車のネックとなった。しかし、戦局はすでに防勢一方に傾いていたため、 
重大な問題にはなり得なかった。生産台数は500両に満たず、その大半がティーガーI 
の後継として、陸軍およびSSの独立重戦車大隊に配属された。そして東西両戦線で 
無敵を誇り、アルデンヌ攻勢や八ンガリー、ベルリン市街戦と活躍したが、その数は 
余りにも少なすぎたのであった。 

[(PzKpfwvib重戦車テ-夕〉| 

全長:10.3m、全幅:3.76m、路 
上最高速度:25km/h、武装:88 
_砲x1、7.92mm機関銃x 2 



106 •ドイツ陸軍# 

アルケット III号突撃砲 
Alkcrt SruG | HI (Sdkfzl42) 

ill号突撃砲は、1936年6月に提示された『75mmの砲を搭載する歩兵直協支援用装甲 
車両を速やかに開発すべし。』といろ命令によって開発された。車高が人間の平均身長 
を越えないことを条件とされたため、回転砲塔を除外した低い独特のシルエットを持 
つことになった。1940年〗月、最初の量産型である24口径75圓砲を搭載したA型が完 
成し、その後、駆動•走行系、戦闘室形状など小改良した巳〜E型が生産された。し 
かし対ソ戦が始まるとT-34やKV-1に苦戦し、装甲を強化し長砲身を搭載したm号 
突撃砲の生産が命じられ、43口径75麵砲を搭載したF型が誕生した。以後駆逐戦車と 
しても本格的に使用されようになり、さらに強力な48口径75圆砲を搭載するF/巳型、 
戦闘室形状を変更した最終生産型のG型が完成した。これらは、最初にフランス戦で 
中隊編成で使用され、1941年には独立突撃砲大隊、1943年に突撃砲旅団となって、常 
に不足していた戦車を補った。戦争中期以降は、111号戦車の生産ラインを突撃砲用に 
順次置き替え、生産は終戦まで続き、最終的な生産数は9000両(73%はG型)を越えた。 

[_〈StuGiiiG型突撃砲データ》」 

全長:6.77m、全幅:2.95m、路 
上最高速度:40km/h、武装:75 
mm砲xl、7.92m機関銃xi 

曰MM/スコダ3日[t]式駆逐戦車ヘッツァー 
BMM/Skoda Jagdpanzer 38(r)Hetzer 

ヘッツァーは定評のある381戦車の部品を流用することを前提に開発された駆逐戦 
車でありながら、設計はすべて新規である。1943年3月機甲兵総監グーデリアンの要 
求より開発され、主砲は後期型のIV号戦車と同じ48口径75酬砲を搭載し、狭い戦闘室 
と砲の射界が限定されるとい5欠点はあったが、安価である程度強力な武器と強固な 
ボディを持つ理想的な小型駆逐戦車となった。1944年7月より、あらゆる編成形式の 
戦車駆逐大隊に逐次配備され、戦後もスイス陸軍やチェコ陸軍でしばらく使用された。 
アルデンヌ攻勢作戦時には火炎放射戦車の必要が叫ばれ、約20両が火炎放射器を搭載 
型として改造された。ヘッツァーの総生産数は約2500両以上である。 

|〈ヘッツァー駆逐戦車データ〉 

全長:6.38m、全幅:2.63m、路上最高速度:42km/h、武装:75麵砲x1、7.92圓機関銃x1 
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フォマーグIV号駆逐戦車 
Vomag lagdpanzer ]V (Vomai; Ja>;dpanzer IV (Sdktz 162) 

1943年末、独立突撃砲旅団の主力であった1U号突撃戦車シリーズの後継型として、 
当時の戦車師団の主力であったIV号戦車の車体を流用して作られたのが、このIV号駆 
逐戦車である。当初は4号H型のシャーシをベースに48口径の75圆砲を搭載したタイ 
プが作られ、1944年3月から戦車師団の戦車駆逐大隊に配備された。イタリア戦線で 
HG戦車師団が使用したのが最初で、東西両戦線に投入された。1944年8月、パンタ 
一に優先的に回されていたため搭載の遅れていた70 口径75關戦車砲を搭載したタイプ 
が作られた。『ラング』のニックネームを持つこの型は、重心が前寄りになってしまっ 
たため前2組の転輪が鋼製になり、名称も『IV号戦車70』に変更された。戦車大隊 
や突撃砲旅団にも配備され、1944年12月アルデンヌの攻勢で初めて大量に使用された。 
生産台数は、両タイプ合わせ、約20(]〇両が生産され戦線に投入された。 

[(JagPzIV L/70駆逐戦車データ> | 

全長:8.5m'全幅:3.17m、路上最萵速度:35km/h、武装:75111砲x1、7.92mm機関銃xi 

MIAG/MNHヤークトパンター 
MIAG/MNH Jagdpanther (Sdkfz 173) 

1942年10月、パンターの車体に71口径8Bmm対戦車砲を搭載した駆逐戦車として開発 
された。これはソ連戦車の防御力や火力が向上し、またそれまでの対戦車車両は、防 
御力や火力、機動力のバランスに問題があるためであった。その構造は車体と一体化 
した上部構造物を持つが、パンターの車体上部前面および側面装甲板をそのまま上に 
伸ばす形で作れている。そのため従来の突撃砲•駆逐戦車に比べ、非常に被弾経始の 
良いデザインとなった。生産開始は、1944年〗月からで1945年3月に生産終了するま 
でに約400両が生産された。これらは対戦車戦闘の切札として、戦車駆逐大隊へ配属さ 
れ、最も大量に投入されたのは1944年12月のアルデンヌ攻勢時であった。また、戦車 
の代用として戦車大隊等にも配属され、圧倒的な連合軍相手に善戦し、最も優れた駆 
逐戦車とい5評価を受けている。 
[(JagPzvヤークトパンター陡逐戦車データ〉| 

全長:9.9m、全幅:3.42m、路上最高速度:46km/h、武装:88mm砲x1、7.92mm機関銃x1 
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ニーべルンゲンヴエルケエレフアント 
Nibelungenwerke Elcfant(Sdkfz 184) 

テイーガーI用にポルシェ社が開発したVK4501戦車のシャーシ100両が使用さ 
れなくなったため、これを流用して作られた重突撃砲がフェルジナンドである。主砲 
には71口径88刪砲を装備し、前面装甲の厚さは200晒といラ、かつてない重防御の車体 
が開発された。本車の特徴は、駆動装置に電動モーターを使用していることで、理論 
上は無段階変速で杏る利点があったが、実用性が低くこの重突撃砲化による重量増加 
は、機動性に重大な障害となった。結局90両が改造され、第653、654戦車駆逐大隊に 
配属、1943年7月クルスク戦に投入された。しかし、機銃を標準装備してなかったた 
めに、歩兵との白兵戦で苦戦、また少々の坂道でもオーバーヒートし満足な戦果は孥 
げられなかった。そのためフェルジナンドは回収され、車体前面に機銃を装備、細部 
を改修後、新たに『エレフアント』と名を変え、イタリア戦線へ投入された。ェレフ 
アントとしての改装を受けたのは48両であった。 

[〈エレフアント駆逐戦車データ〉 丨 

全長:8.14m、全幅:3.38m、路上最高速度:30km/h、武装:88111砲x1、7.92機関銃x1 

ニーべルンゲンヴエルケVI号駆逐戦車ヤークトティーガー 
Nihelungenwerkc Jagdpanzcr VI Jagdtiger (Sdkfz 186) 

テイーガーiiの車体を延長したシャーシに、55口径128mm対戦車砲を搭載し、その装 
甲は側面で80111in、前面では250mmに達する、陸上軍艦とも言えるドイツ最後の重駆逐戦 
車である。だが、これら強力な攻撃•防御力と引換えに重量過多のため速度•機動性 
は格段に悪く、そのため多くは後退戦、拠点防御などで使われることとなる。総生産 
量は77両と少なく、第560、第653戦車駆逐大隊と第512重戦車大隊にのみ配備され、第 
560、第653戦車駆逐大隊は1944年〗2月アルデンヌ攻勢に投入され、その後ルール地方 
防衛戦等、本国での戦闘に使われた。特に1945年3月10日のレマーゲン鉄橋の橋頭堡 
攻防戦が有名である。 

厂 < ヤークトティーガー駆逐戦車テータ> 1 
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■自走砲/PJ Uタイプ 
戦車との最大の違いはその装甲にある。戦車がその厚い装甲で敵と真向か 

ら戦5のに対し、自走砲はある程度距離をおいて戦5のである。だから対戦 
車自走砲にしても攻撃力こそ戦車以上のものをもっていたとしても、その使 
用はあくまでも戦車の補助的なものでしかない。まして、遠距離の敵を攻撃 
する自走榴弾（カノン）砲や自走ロケットなどはその最たるものだ。しかし 
これら自走砲の多くは強力なパンチカを秘めているものが多い。つまりこの 
車両を使いこなすことこそが、戦いを有利に導く道なのである。 

FAMO/MAN/ダイムラー•ベンツII号対戦車自走砲マーダーII 
FAMO/MAN/Daimler-Benz Pan?.erjager H Marder II (Sdkfz 131) 

独ソ戦の開始後、T-34、KV-1に対抗し5る新型戦車の開発が始まった。しか 
し、その配備はまだ先のことで、早急に対抗可能な装甲車両の開発が必要となった。 
そこでドイツ軍は、旧型車体を流用した対戦車自走砲の量産に乗り出した。これは、 
II号戦車の車体に対戦車砲を搭載した物で、旋回可能な砲塔は無くなり、前方と側方 
を厚さ30〜1Ommの装甲板で囲んだオープントップの戦闘室を持っていた。19犯年4 

月このタイプで最初の自走砲が作られ、これは初戦で大量に捕獲されたソ連製の76.2 

圆野砲をII号火炎放射戦車の車体に載せた改装車であった。次に、75咖PaK4□対戦 
車砲を搭載した本格的な対戦車自走砲が生産を開始した。これは、II号戦車F型をベ 
—スにし、マーダーIIと名付けられた。本車は1942年7月から、対戦車、戦車駆逐大 
隊に配備され、PaK40の威力と高い信頼性などから、数力月で実戦化された車両と 
しては期待を上回る活躍をした。1943年2月II号戦車車体をヴエスべに回すために生 
産終了となったが、総計57B両が完成、終戦まで活躍した。 

|=<マーダーII対戦車自走砲データ 

全長:6.36m、全幅:2.82m、路 
上最高速度:40kni/h、武装:75 
mm砲x1、7.92m機関銃x1 
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ドイッチエ•アイゼンヴエルケII1/1V号対戦車自走砲ナスホルン 
Deucche-Eisenwerke Panzerjager II /IV Nashorn(Sdkfz 164) 

中口径砲として75關PaK40対戦車砲は、優秀な砲であったがT-34やKV-1を一 
撃で撃破するには、問題が残った。そこで1942年2月のヒトラーの命令により、71口 
径88圓PaK43を搭載する、対戦車自走砲の開発が始まった。しかし、38(t)やn[号戦 
車の車体には大吉すぎて搭載不可能なため、IV号戦車の車体を基本にm号戦車のパー 
ツを組み合わせた、illIV号戦車が開発された。外観はiv号G型の後部を延長した格 
好で、この上部後ろよりに四方を10圓の装甲板で囲んだオープントツプの戦闘室が設 
けられた。本車は、当初ホルニツセ（スズメバチ）と呼ばれていたが、ヒトラーが虫 
の名前をつけることを嫌い、ナスホルン（さい）と変更された。1943年7月クルスク 
攻防戦に間に合わせるべく100両が生産され、第655重戦車駆逐大隊に配備、終戦まで 
に500両弱が生産され、軍または軍団直轄で運用される重戦車駆逐大隊に配備された。 

[〈ナスホルン対戦車自走砲データ〉1 

全長:8.44m、全幅:2.86m、路上最高速度:42km/h、武装:88酬砲X1、7.92麵機関銃x1 
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BMM 3日[t]式対戦車自走砲マーダー111 
BMM Panzerjafer 38(t) Mardcr HI (Sdkfzl39,l39) 

本車は、マーダーIIと同じ目的のために作られた、38(t)式戦車の車体を流用した対 
戦車自走砲である。開発はこちらの方が早く1941年秋に始まり、マーダーIIと全く同 
じコンセプトとで改装された。やはりこちらも最初の生産型は、ソ連製の76.2圆野砲 
を、車体から砲塔だけ外しその部分に鋼板をボルト止めした物に搭載したという、急 
こしらえのものであった。しかし、前面装甲は厚く50圆あった。本車はSdkfzl39 
の車両番号を振られ、1942年7月に、マーダーIIと同様な配備が行われたが、そのろ 
ち計66両が北アフリカに急送されている。次に75酬PaK40を搭載する本格的なH型 

(Sdkfzl3日)が完成する。この車体には38(t)G型のエンジン出力を向上させたH 
型が使用され、戦闘室の装甲板は大吉くなり乗員の安全が高まっている。1942年7月 
にヒトラーは3B(t)式戦車の全生産量を自走砲に転用せよと命令、この結果できたのが 
次のM型で戦闘室が後部に移動しているのが特徴である。結局へッツアーの完成まで 
マーダーillは生産され、Sdkfzl39が約380両、Sdkfz13日が約975両と記録され 
ている。 

[ <マーダーni(Pak36)対_自走砲デ-夕〉] 

全長:5.85m、全幅:2.16m、路上最高速度:42km/h、武装:76.2mm砲x1、7.92mm機関銃x1 

巳MM 3日[t]式自走重歩兵砲グリーレ 
BMM sIG 38(t) Grille (Sdkfzl38/1) 

ドイツは大戦中の国の宁gも、歩兵砲と分類される大砲を重用した国である。これ 
は通常後方に配置される榴弾砲と違い、歩兵部隊に配属され、前線で歩兵が直に使用 
できる強力な火力として、運用された。しかし、150圆クラスの重歩兵砲は重すぎるた 
めに、歩兵砲本来の柔軟な運用はできなかった。そこで、これを戦車の車体に搭載し、 
機動性の向上させることが計画された。この重歩兵砲SIG33を搭載した自走砲の5ち 
一番有名な車両が、『グリーレ』（こおろぎ）である。これは、38(t)式戦車の車体を利 
用した自走砲であるが、そのまま搭載するには多少無理があるので、M型車体の完成 
後作られるはずであった。しかし、1943年2月その完成を待たず、H型車体に搭載し 
生産に移された。これが、グリーレH型で生産数は約90台であった。その後、当初の 
予定通りM型車体を利用したのが完成し、グリーレK型となった。こちらは280両近く 
作られ、両型とも機甲擲弾兵連隊の重歩兵中隊に配備されて、ロシア、チュニジア、 
イタリア、フランス戦線などに投入された。 

-I 〈グリーレH自走重歩兵砲データ〉 

全長:4.6im、全幅:2.16m、路上最高速度:35km/h、武装:150刪砲x1、7.92mni機関銃xi 
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ドイッチエ•アイゼンヴエルケIV号突撃戦車ブルムベアー 
Dcutsche-hiscnwerke Srurmpanzcr IV Brummbar (Ssktz 166) 

少数作られたin号突撃歩兵砲は有効な兵器であったが、その車体には限界があり様々 
な問題が発生した。そこでより大型なiv号戦車の車体に、12口径150刪榴弾砲を搭載し 
た重突撃砲の開発が決定された。当時、スターリングラード戦で都市攻撃にこのタイ 
プの兵器が有効な事が分かり、開発は促進された。iv号E〜G型のシャーシを流用し、 
前面装甲100隱の箱型戦闘室を載せた突撃戦車が完成し、ブル厶ベアーと名付けられ 
た。1943年5月までに作られた60両で、第216突撃戦車大隊が編成され、クルスク戦に 
投入後、サボロジェ防御戦でも活躍、さらにイタリアへ投入された。その後、本車は 
しばらく生産を中止され、1943年11月より再開後、終戦まで作られ続けた。総生産台 
数は、約300両で突撃戦車大隊に配備され、東•西部の両戦線での市街戦やイタリアで 
の山間部で活躍した。 ； | 

[〈ブルムべアー突撃戦車データ）I 

FAMO II号自走榴弾砲ヴエスべ 
FAMO PzA II Wespe ( Sdkfz 124 ) 

ヴエスベは1II/IV号戦車の車体を用いた、本格的な自走砲までのつなぎとして作ら 
れた。II号戦車の車体を少し延長し、その上に28口径105圓I日FH1巳軽榴弾砲を、才 
ープントップの砲塔に搭載した自走榴弾砲である。当初はテストも兼ね、少数ずつが 
前線に投入され、最初に大量使用されたのは、1943年7月のクルスク戦でそれ以降全 
戦線に投入されていった。ヴエスべは、暫定的に作られた自走砲としては非常に評価 
が高く、1943年2月には『II号戦車用のシャーシは全てヴエスべに壊用せよ』との命 
令が出され、終戦までに700両近くが生産された。戦車および機甲擲弾兵師団の機甲砲 
兵連隊の自走砲大隊に配備され、終戦まで全ての戦線で活躍している。 

〈ヴエスべ自走砲データ〉 
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アルケット/ドイッチェ•アイゼンヴェルケI11/1V号自走榴弾砲フンメル 
Alkert/Deursche-fiisenwerke PzA IH/lV Hummel (Sdkfz 165) 

フンメルは、150關sFHl日重榴弾砲を搭載した、ほぼナスホルンと同型の自走榴弾 
砲である。兵器局の計画では、当初105mmleFHl日軽榴弾砲を搭載する予定であった 
が、同砲はII号戦車にも搭載可能であったため、重榴弾砲搭載の計画に変更された。 
1942年10月、ナスホルンともども試作型が完成した。なお、開発計画としてはこのフ 
ンメルの方が先に立てられていた。この車両もクルスク戦で始めて実戦に投入され、 
それに間に合わせるべく1943年5月〗2日までに100両が造られ、数個師団に配備され 
た。その後、戦車師団の機甲砲兵大隊の重中隊に配備される（他の2個中隊はヴエス 
ベ）のが標準編成となり、650両以上のフンメルが造られ、第一線に投入されていっ 
た。また同じ車体を使用した弾薬運搬車も150両ほど造られた。 

酬砲x1、7.92晒機関銃XI 

オベル42式機甲化ロケット砲マウルティア 
Opel Panzerwerfcr 42 Maultier ( Sdkfz 4/1 ) 

1942年に、それまで生産していたオペル社•フォード社.KH□社製の3 tトラッ 
クの後輪をキヤタピラに改装する命令がくだった。その後、オペル社のマウルティア 
に関しては『車体に装甲を装備し15cmロケット砲を搭載した自走砲を製造せよ』との 
命令を受け、10砲身の15cmロケット砲を搭載した簡易装甲車両として製造された。終 
戦までに約300両が生産され、ロケット砲旅団へ配備された。ロケット砲は、発射時に 
相当量の噴煙が上がるため、敵部隊からその位置を発見されやすく、すぐに反撃を受 
けるおそれがある。そのため素早く迅速に移動できるこの車体を使用することで、そ 
れまでのロケット砲兵にスピードと防御力を与えることになった。 
[〈マウルティアロケット砲搭載自走砲データ〉j 

全長： 6 m、全幅:2.2m、路上最高速度:40km/h、武装:150圆□ケツト砲x1、7.92mm機関銃x1 
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■対空車両Rタイプ 
地上兵器は、一般に航空機からの攻撃に弱い。そのため航空機からの他の 

地上部隊を守るために対空車両は造られた。その構造は、単に八ーフトラッ 
クに対空機関砲を搭載した簡易的なものから、戦車のシャーシを流用し、対 
空用の砲塔に大口径、または、他連装の高射砲（機関砲）を搭載したものま 
で多様に存在する。特に航空機による攻撃が激しくなった戦争後期になると 
その数も種類も増えることになる。 

デマーグ SdKfzlO/4 D7 
Demag Sdkfz 1〇/4 D7 

デマーグ□ 7は、それまでトレイラーで牽引していた軽対空火器を、初めて車載化 
した簡易的な対空自走砲である。これは、1t八ーフトラックの後部ボディをプラッ 
トホー厶にして、20圆Flak30高射機関砲を搭載している。搭載されている砲は全周 
旋回型で、旋回時には車体上部の側板および後板を倒して行5。その構造の簡易さか 
ら1938年から1944年まで製造され、総数にして600両を越える台数が造られた。搭載砲 
は途中より新型のFlak3日に変更され、簡単な増加装甲や高射機関砲用の防盾などが 
つけられるなどの細かな改装されたタイプも数多く造られた。主に国防軍の高射砲部 
隊に配備されたが、空軍にも相当数配備された。 

[〈デマ_グ〇7 対空自走砲データ〉] 

全長:4.75m、全幅:1.93m、路上最高速度:65km/h、武装:20圆機関砲x1 

巳MM 3日[t]式対空戦車 
BMM Flakpanzer 38(t)( Sskfz 140 ) 

1943年10月15日対空戦車の緊急の必要性から、暫定的ではあるが生産可能な38( t) 
式戦車の車体を流用し、20圆機関砲を搭載した対空戦車の製造を命じた。これは、開 
発中のIV号対空戦車が生産•使用可能になる、1944年初頭あたりまで生産される予定 
であった。その数は150両と予定されたいたが、テストの結果は火力不足で芳しくな 
く、実際に生産された台数は140両強であった。そのほとんどは第1SS戦車師団や戦 
車教導師団等の戦車連隊付対空小隊に配備され、西部戦線に投入された。 

[〈FPZ3已t対空自走砲データ〉 

全長:4.6im、全幅:2.15m、路上最高速度:42km/h、武装:20圓機関砲x1 
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ドイツチェ•アイゼンヴェルケIV号対空自走砲メーベルワーゲン 
Dcutsche-Hiscnvverke PzFlak IV Mohelwagen (Sdkfz 161/3) 

大戦半ば頃、すでにドイツ軍は制空権を失いつつあり、戦車に随伴でさる戦車師団 
の防空車両の開発が必要とされた。IV号戦車の車体をベースに起倒式の4枚の装甲板 
で戦闘室を設け、その中に20關4連装Flak3已機関砲を搭載する試作車を作った。し 
かし、1943年10月ヒトラーの前に展示されたが、生産許可は降りず搭載砲は37圆 
Flak43機関砲に変更になった。これが、メーベルワーゲン（家具運搬車）で、その 
四角い独特な形からニックネームをつけられ、これが正式名となった。1944年3月よ 
り生産に入ったが、この型も実は暫定的なもので、より強力な潜水艦搭載型30晒連装 
機関砲を装備するクーゲル•ブリッツの生産開始までのつなぎであった。ところがこ 
の開発は遅れ、ますます対空車両の必要性が高まったため、1945年3月まで生産が続 
行となり合計240両作られ、戦車連隊付対空小隊に配備された。 

I〈メーベルワーゲン対空自走砲データ>| 

全長:7.02m、全幅:2.88m、路上最高速度:38km/h、武装:37mm機関砲x1 

オストバウIV号対空戦車ヴィルベルヴィンド/オストヴィンドI 
Ostbau Flakpanzer ]V Wirbelwind/Ostvvind \ 

ヴィルベルヴィンド（つむじ風）は、修理のために前線から送られてきたIV号戦車 
の車体に、4連装20隱iFlak3日高射機関砲を回転砲塔として搭載したものである。元々 
はメーベルワーゲンの数量不足を補うために作られた物で、本車はIV号戦車の車体上 
部構造物を改造する事なく生産でぎた。上面がオープントップの全周旋回型砲塔を備 
え、一見、機能的な形態をしているが、砲塔旋回が手動のために遅く戦闘機の速度に 
追いつかないこともあった。また、4連装20圆機関砲は低空での火力こそ大きかった 
が、射程が短く1発の破壊力が低いため、ヴィルベルヴィンド試作車完成後2力月で、 
37圆Flak43高射機関砲を搭載したオストヴィンドが登場した。これも主に改装のみ 
で作られ、新たに生産されたのは末期にクーゲル•ブリッツ用車体を利用した7台だ 
けである。総生産量は、ヴィルベルヴィンドが90両弱、オストヴィンドが50両弱で、 
メーベルワーゲンと共に使用された。 

[{ヴィルベルヴィンドmmテ-夕> I 
全長:7.02m、全幅:2.88m、路 
上最高速度:40km/h、武装:20 
刪機関砲x 4 
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クルップ/ダイムラー•ベンツSdKfz日 
Krupp/Daimler-Benz SdkfzS 

SdKfz日は、ダイムラーベンツ製の□巳1□型121牽引八ーフトラックに56 口径昍 
mm高射砲を搭載した車両で1939年のポーランド侵攻の際に10両ぼど生産された自走対 
戦車砲である。高射砲を搭載していながら、敵戦車や卜ーチカなどを破壊するための 
対戦車用戦闘車両としても使用された。第8駆逐戦車大隊に配備され、初頭のポーラ 
ンド•フランス戦線などで使われた。 

〈SdKfz日対空自走砲データ〉 

全長:7.35m、全幅:2.5m、路上最高速度:50kni/h、武装:88_高射砲x1 

■輸送車両/Tタイプ 
機甲部隊に付随して歩兵部隊を素早く移動させるために、高速で移動でき 

る輸送部隊の必要性が生じ、それによって輸送車両の開発も活発になった。 
もちろん、兵員の輸送だけが目的ではなく、実際には砲の輸送などにも使用 
された。比較的道路状況のよい西部戦線ではトラックによる輸送が主であっ 
たが、道路事情の悪い東部戦線では後輪をキヤタピラに換えた八ーフトラッ 
クが重用された。だがこちらは生産が間に合わず、八ーフトラックを配備で 
ぎたのは砲の牽引用か一部の機甲師団だけであった。 

オペル 3 tトラックオペル•ブリッツ670OA 
Opel Lasrklafwaccn 3r Opel-Blirz 6700A 

1939年においては、ドイツが車両化した部隊を持つことなどは望むべくもなかった。 
ドイツ軍が保有していたのは全馬匹軍とも言えるもので、通常の歩兵師団は5375頭の 
馬と942台の自動車両を所有していた。また、百種類にもおよぶ商業トラックが配備さ 
れ、しかもその性能には信用でぎないものがあった。そこで、可能な限り標準化した 
軍用トラックとして採用されたのが、このオペル•ブリッツである。6700Aは4輪 
駆動のためある程度の路外性能は期待でき 
た。しかし、需要には程遠い数しか生産さ 
れず、部隊にはほぼ同型で4 x 2の3BSも 
数多く配備されたが、結局終戦まで馬匹の 
状態は改善されなかったのである。 
|<オペルブリッツ3BS輸送車データ)] 

全長:6.02m、全幅:2.26m、路 
上最高速度: 60km/h 
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クラウス•マツフアイSdKfz7 
Krauss-Maffei Sclkfz7 

1932年末、兵器局は88mniFlakl巳高射砲、150mmsFH1已重榴弾砲が牽引でき、そ 
の砲兵15〜18名が乗車可能な中級八ーフトラックの開発を命じた。1934年試作車が完 
成し、その完成度は高くすぐ量産に移された。これが、Sdkfz7で一般には8 t八一 
フトラックという名前でも呼ばれている。ドイツ軍の八ーフトラックはステアリング 
方式に特徴があり、前輪を左右15以上に切るとその側の履帯の起動輪にブレーキがか 
かり、旋回がしやすくなっている。本車は、総生産台数11，000両をほこりドイツ軍の 
中核的八ーフトラックとして使われた。八ーフトラックとい5車種は後部の座席を取 
り外すことでいろいろな改良を行われる場合が多く、この車種も20圓4連装対空機関 
砲を載せたSdkfz7/1、37圆対空機関砲を搭載した7/2を初めとして多種多様な 
車両に改良された。 
[(ScJKfz7躬I餸A-フトラックデ-夕〉I 

全長:6.85m、全幅:2.4m、路 
上最高速度:50km/h 

八ノマーグ SdKfz251 
Hanomae Sdkfz 251 

1935年初頭、軍内部に機甲師団による戦力の運用が考えられ、戦車に随伴できる装 
甲兵員輸送車の必要性が叫ばれた。この装甲兵員輸送車は、小火器弾や砲弾の破片等 
に対する軽装甲、戦車と同程度の路外行動能力を持ち、1個分隊の兵員が乗車で吉る 
仕様であった。兵器局は、早期にこの要求を実現すべく 3 t八ーフトラック（Sdkfzl1) 
のシャーシを基本に開発されることにした。これがSdkfz251である。1939年6月 
から生産が開始され、総生産台数は基本型であるA〜□型だけでも〗5,000両を越える。 
しかし機械化歩兵にとっては常に不足気味で、通常3個大隊編成の機甲擲弾兵連隊に 
おいて、1個大隊のみが本車を装備するにとどまり、この状態は終戦まで続いた。こ 
の車種は多様な改良型を持つことになる。装甲兵員輸送車とい5ことで基本型は12名 
の兵員を搭乗させることができるが、さらに武装をほどこし、火炎放射器やロケット 
ランチャー（ヴェルフラーメン）を搭載し攻撃力を持たせたタイプも造られた。 
[(SdKfz251齡八-フトラックデ- 

全長:5.8m、全幅:2.im、路上 
最高速度:53km/h 
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■装甲列車EPタイプ 
列車は決まったコースしか移動できない関係上、防御のしようがないよう 
に思えるが、その列車自身に防御力と攻撃力（とい5より防衛力）を持たす 
ベく造られたのがこの装甲列車である。戦線のある程度安定していた西部戦 
線ではそれほどでもなかったが、多くのパルチザンや敵戦車が出没し、また 
制空権でさえ一定ではなかった東部戦線においては、ある程度の役割を担っ 
ていた。装甲列車には、様々な武装•装甲のものがあり、中には戦車の車体 
をそのまま列車の台車に載せたものさえあった。 

クルップ2日CMK5CE]シュランクべルタ 
Krupp 28CM K5(E) Schlanke Bertha 

ドイツの列車砲の歴史は第一次世界大戦から始まり、100km以上離れた距離からパリ 
に撃ち込んだ21cmベルタ砲によって評価は確固たるものとなった。通称パリ砲と呼ば 
れたこの砲は、パリっ子の度肝を抜吉、第一次大戦後のヴェルサイユ条約でドイツの 
軍備を制限する際に長距離砲の禁止をしっかりと加えてあった程である。1935年、ド 
イツは再軍備を宣言し、このべルタ砲の後継としてさまざまな列車砲が造られたが、 
一番威力を発揮したのが口径28cm級で、特に76 口径28cmカノン砲を搭載したK5CE]が 
主力列車砲として有名になった。K5CE]は1934年からクルップ社で秘密裡に計画さ 
れ、1941年2月から25両が実戦につき、第7〗2、713、765砲兵中隊に配備された。その砲 
弾は60kmにおよぶ射程を有し、連合軍の砲の射程の外からねらい打てるため、海岸や 
海峡などで敵の艦船を砲撃する海岸砲として、岸壁の横まで地下壕を堀りレールを敷 
いて列車砲を配置し使用された。特に1944年のアンツィオ上陸作戦では、K5[E] 2門 
が、トンネル内に隠れながら上陸地点を砲撃、米軍を悩まし続けアンツィオ•アーニ 
—、アンツィオ•エクスプレスとあだ名をもらった。この内1門が米国のアバディー 
ン展示場にあり、「レオポルド」の名称をつけられている。 
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イギ1Jス軍 
『世界に冠たる』の言葉は大英帝国つまりイギリスに与えられた冠詞であった。全世界に植民地 

を持つこの国は、戦争当初、確かに最も強力な国の一つであった。フランスとともにドイツのポー 
ランド侵攻に対し宣戦布告を行い、そして第2次世界大戦を通してドイツと最初から最後まで戦い 
抜いたのもやはりイギリスであった。 

グロスターグラデイエイター 
uioscer Vjladutor 

空中格闘を伝統とする英空軍最後の複葉単座戦闘機で、ゴーントレット戦闘機にか 
わって正式となった。1937年7月、八リケーンに先立つこと7力月前イギリス空軍に 
就役したが、最大速度が405km/hでは八リケーン•スピットファイア出現までのつな 
ぎ役にすぎなかった。イギリス本土の他、中東英国基地に配備され、第二次大戦が始 
まるとフランスに派遣され、英本土防空戦でも一部がプリマス港防空のため配備され 
た。また、ノルウェー、ビルマでも活躍し、特にマルタ島に配備された3機のグラデ 
ィエイターの働きは有名である。1940年4月まで生産は続き、計311機が引き渡され 
た。派生型として、英海軍最後の艦上戦闘機としてシーグラディエイターが作られて 
いる。ただ、艦載用の装備が増えただけで大きな違いはない。1939年2月から配備が 
始まり、空母イーグルやグロリアスで運用され、ノルウェーや地中海で活躍した。〗940 
年末には、ワイルドキヤット（マートレット）と交代し退役している。 

〈グラデイエイターIデータ〉 

全長： 8.23m、全幅： 9.76m、最大速度: 405km/h、武装: 7.7_x 4。 

■艦載機FC(艦上戦闘機)• AC(艦上攻撃機)• VC(艦上雷撃機)タイプ 
開戦時にヨーロッパで空母を実戦に投入できたのは、海軍国イギリスだけであった。 

もちろんフランス、イタリア、ドイツなどの列強国においても、開発、もしくは建造を 
行っていたが、歴史上、実戦には參加したものはなかった。そのため、艦載機に関して 
も、イギリスのものがほとんどあった。ドイツも艦載型にしたJu已7Cや巳fl09T 
などを作ったが、終戦まで艦載機として使われることはなかった。また、艦載機でも、 
艦上戦闘機に関しては普通の戦闘機に着艦フック、カタパルト射出装置の装着などを行 
った改造、改良によるものが多いが、艦載攻撃機は艦船をその標的とする場合が多いた 
め魚雷を搭載する場合も考慮され新規で開発されたものが多い。 
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ホーカー八リケーン 
Hawker Hurricane 

ホーカー社が、次期戦闘機要求仕様書F.36/34に基づき設計した機体である。1937年 
末に第111中隊が初めて八リケーンの引渡しを受けたが、これはスピットファイアより 
B力月早かった。しかし、主翼は1939年の大改造で金属製になったものの、胴体は鋼 
管骨組羽布張りという複葉機構造から脱却していない古い設計であった。それでも性 
能はまずまずで、イギリス空軍初の低翼単葉戦闘機として量産された。開戦後直ちに 
フランスへ派遣され、1940年イギリス本土航空決戦ではスピットファイアと共にドイ 
ツ空軍を撃退した。性能の上では日f109に劣っていたので、おもに爆撃機を迎撃を 
したが、撃墜数ではスピットファイアを越えている。しかし、この戦いで戦闘機とし 
ての限界が分かり、以後地上攻撃を主として改良が加えられた。特にMk. II □は両翼に 
40哪対戦車砲を搭載、北アフリカで活躍した。その後のM k. IVは必要に応じた装備を搭 
載できる翼に変更、チュニジアやイタリアで地上攻撃に猛威をふるった。1944年9月 
に生産終了になるまでに12780機生産された。本機はまた、シー八リケーンと呼ばれ 
る艦上戦闘機としても改造された。最初の型は、カタパルト発進のみの着艦不可能な 
使い捨て機であった。Mk.il以降は、艦上機として作られ、マルタ島補給作戦や卜ーチ 
作戦で活躍した。 

I 〈八リケーン2 Cデータ〉] 

全長： 9.45m、全幅:12.2m' 

最大速度： 546km/h、武装： 
20mmx4 _ :112.5kgまだ 
は225kgX 2 

グロスターミーティア 
Gloster Meteor 

1940年末イギリス空軍はターボジエットの将来性を見抜吉、早くも高々度迎撃用の 
実用双発ジエット単座戦闘機を計画し、グロスター社に試作を命じた。これがミーテ 
ィアである。イギリス空軍も本機に対する期待度は絶大で500機を1943年春までに生産 
するという計画をたてた。しかしジエット•エンジンが技術•行政上のごたごたや夕 
ービン翼車の技術的困難のため遅延、実戦参加は1944年7月となった。この実戦部隊 
は616中隊と呼ばれ、その活動はV1号撃墜から始まった。しかしドイツへの秘密漏洩 
を恐れ、実際の作戦行動は遅く、1945年4月16日ヨーロッパ大陸で初出撃を行った。 
その内一部は、新型の最大速度が765km/hとなったMk.mであった。実戦に参加したミ 
_ティアは少なかったものの、終戦後も活躍したジエツト戦闘機である。 

[_ _〈ミーティアF.1データ〉_」 

全長:12.59m、全幅:13.im、最大速度： 656km/h、武装： 20刪x 4。 
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スーパーマリンスピットファイア 
^UDermarine Spitfire 

1936年3月、イギリス空軍最大の傑作戦闘機スピットファイアは、八リケーンに遅 
れること4力月で初飛行を行った。テスト飛行では、八リケーン同様の口ールスロイ 
ス•マーリンエンジンを搭載しながら、八リケーンよりも56km/h速く、イギリス空軍 
の虎の子となった。機体構造は完全な全金属製応力外皮となり、空力面でも八リケー 
ンをしのいでいた。これはスピツトファイア主任設計者J•ミッチェル技師の天才的 
な設計に他ならない。しかし、皮肉にも彼はこの機体完成を見ずに急逝してしまった。 
最初の量産型Mk.lは、1938年6月より引渡しが始まり、開戦時には307機就役してい 
た。1940年英本土航空戦で独空軍を八リケーンと共に撃退したのは、このMk. Iで英国 
の救世主と言われた。この戦いで好敵手Mel09Eと性能を争ったが、旋回性能では 
勝り、上昇力•高高度性能では劣っていた。その後、エンジンを強化したMk.v、 
Fwl90Aに対抗するためマリーン61エンジンを搭載したMk.lX、同D9に対抗する 
ためグリフオン65エンジンを搭載したMk. xiv等、改良を続け終戦まで英軍の主力戦闘 
機として活躍した。ただ、常に航続力は不足気味で、大戦後期反攻が始まるとそれが 
顕著になった。この艦載型はシーファイアと呼ばれ、1942年末までに6個中隊が編成、 
1943年9月のサレルノ上陸や南仏上陸、1945年には極東へ進出スマトラの製油所攻撃| 
等にも参加、戦後も朝鮮戦争に参加し、1954年に退役している。 

〈Mk.1データ〉 
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ウェストランドワールウインド 
Wesrland Whirlwind 

イギリス空軍初の双発単座戦闘機として開発され、1940年戦線に登場した。一時期 
は夜間戦闘機として使用されたが、エンジンの故障が多く、メンテナンスに苦労し、 
さらに着陸速度が速いため飛行場が限られるなどの問題点も多かつた。そして肝心の 
高々度性能が悪いため、迎撃には不適当であつた。しかし、比較的長い航続距離を生 
かしブレニム軽爆撃機の援護などを勤め、1942年には戦闘爆撃機として英仏海峡を越 
え、ドイツ占領下のフランス地区の船舶、機関車、橋、港の攻撃に活躍した。総生産 
数は112機と少なく、1943年タイフーンにその席をゆずつた。 

〈ワールウインド1データ〉 

全長： 9.98m、全幅：13.7m、最大速度： 576km/h、武装： 20111砲x 4、爆弾： 225kg。 

ホーカータイフーン 
Hawker fyphoon ■ 1938年、八リケーンの設計者シドニー•カムが迎撃戦闘機として設計したもので、 

エンジンの不調その他の不備にかかわらず、戦局の圧迫により強引に生産に入った。 
そのため、1941年9月実戦部隊に配備されると、パイロットたちの苦情はすさまじく、 
エンジンの信頼性のなさ、高々度性能の悪さ、上昇力の貧弱さ、離昇中に右に泳ぐこ 
と、尾翼構造の欠陥などが原因で、就役9力月間は戦闘で失われるよりも機体の不調 
で失われることのほろが多かった。しかし、関係者の努力により不備を改良、性能も 
向上し、低空侵入してくるFwl90Aの撃退し、その低空性能をしらしめた。その結 
果1944年には同機は戦闘爆撃機として見直され、特徴を延ばすため爆弾搭載量も900g 
と増え、ロケット弾も装備し、地上攻撃に活躍した。その総生産数は約3300機にのぼる。 
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ホーカー テンペスト 
「1 empest 

タイフーンは8001<m/hの急降下で主翼が空気の圧縮性の影響を受け、機体に縦ゆれと 
機首下げを起こさせることが判明した。これらの不備を改良すべく、翼厚比を上げ、 
薄い層流翼をつけたタイフーンIIが開発された。試作機は主翼が楕円形となり、面積 
も増え、燃料タンクのため胴体を長くし、さらに機体の安定のため、垂直尾翼に大き 
なヒレを付けた。このようにタイフーン11は原型機と大幅に変化したため、テンペス 
卜とい5新しい名前が与えられたのであった。最初の量産型はテンペストvで、1944 

年初めより引渡しが始まった。だが、発動機事故などで就役が遅れ、実戦の參加は同 
年6月になり、おもに列車等の地上目標攻撃に使用された。本機を有名にさせたのは 
VI号迎撃である。このv1号迎撃は、機銃を使用すると爆発して危険なため、翼の 
先で押し、方向を変えるといろ手段を使用したのであった。大戦に間に合った型は、 
唯一このテンペストVだけで、1945年8月までに800機が生産されている。 

I_〈テンベスト5データ〉 

全長：10.06m、全幅：12.49m、最大速度： 678km/h、武装： 20mmx 4、爆弾： 900kg、または□ケツト弾。 

ボールトン•ポールデフアイアント 
Boulton Paul Defiant 

一切の火力を背部砲塔に集中して、前方固定銃がないといろ変わった単発複座の迎 
撃戦闘機である。1940年5月、ダンケルク撤退作戦に初登場。自慢のボートン•ボー 
ル式動力銃塔（7.7圓銃x 4)の威力で、ドイツ爆撃機の昼間迎撃に成功した。しか 
し、時速484km/h、という鈍速の上、前方機銃が無いことが敵に分かると、それが決定 
的な弱点となって敵単座戦闘機のえじきとなるため、1941年迎撃用のA.I.レーダーを付 
けて、夜間戦闘機に転向した。最初の型は、約720機生産されている。 

[_〈デファイアント2データ〉 I 

全長:9.14阳、全幅:12.0阳、最大速度:5401<(11/11、武装：ボールトン•ボール式動力銃塔1基(7.7kmx 4 )。 

フェアリーフルマー 

有名な陸上軽爆撃機の流れをくむ複座の艦上戦闘_爆撃機。当時フルマーの存在に 
関しては固く秘密が保たれ、1940年英国議会で取り上げられるまでは一般には知られ 
ていなかった。1941年2月、ソードフイシュ雷撃機の護衛として、同年3月には地中 
海のマタパン岬沖海戦で、空母フォーミダブルから発進、イタリア戦艦群を攻撃した。 
フルマーは、地中海でところ狭しと活躍しただけでなく、大西洋では商船のカタパル 
卜から発射、船団護衛にあたった。 

| 〈フルマー2 データ〉 

全長：12.24m、全幅：14.12m、最大速度： 448km/ho 
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フェアリーバトル 

1930年代後半のイギリス近代化の一翼をになって出現した、最初の低翼単葉引込み 
脚の軽爆撃機である。部隊配属は1937年3月から始まり、第二次大戦開始とともに、 
フランスの基地へ前進し、ジーグフリード線の昼間偵察などに活躍した。しかし、同 
機の性能はすでに時代遅れとなっており、ドイツ戦闘機のよいえじきとなっていたの 
で、偵察機としての使用は1939年9月いっぱいで中止された。しかしほかに適当な単 
発軽爆撃機がなかったため、損害を覚悟で攻撃機としての使用を継続した。その中で 
も有名な作戦として、1940年5月14日セダンでの独軍の仮橋の爆撃がある。これは出 
撃したバトル71機中40機以上を失うという（ただし損害のほとんどは高射砲による)、 
英空軍史上でも悲惨な作戦として知られている。英本土撤収後は、大陸の港湾攻撃に 
も使用されたが、モスキート等の配備が進むにつれ、練習機に転用された。本機は1941 
年までに計2419機生産されている。 

〈パトル1データ〉 

全長:15.87m、全幅:16.46m、最大速度:388km/h、武装：ブ□ーニンク7.7mmx1(固定)ビツカース7.7_x1(後方旋回)、爆弾： 450kg。 

ブラックバーンスキュア 
Blackburn Skua 

英海軍航空隊としては、初めての急降下爆撃機である。最初の量産型6機は、1938 
年11月ニムロッドおよびオスプレイ戦闘機と交代して、空母アーク•ロイアルの800中 
隊に配備された。これは大戦勃発時までには、さらに2個中隊増加していた。1939年 
9月25日スキユアは、ドイツのDo1日飛行艇を撃墜した。この戦果は第二次大戦で英 
国機による初の撃墜機だといわれている。1940年には独軽巡ケーニヒスベルクを沈め、 
ダンケルク撤退の際には、戦闘機としても活躍した。だが、結局190機しか生産され 
ず、1941年シー八リケーンやフルマーの就役後、練習機に転換された。 

[ 〈スキユアデータ〉 

全長：13.5m、全幅：16.2m、最大速度： 651km/h、武装： 20_x 4 〇 

ブリストルボーフオート 
Bristol Beaufort 

沿岸航空隊の機種改変計画の一つとして、ブラックバーン•ボーザ、サロー•ラー 
ウィックと並び試作された機種の中でもっとも成功した機体が、このボーフォートで 
ある。同機は1939年12月にソーネイ島の22中隊に就役し、以来1943年まで、沿岸航空 
隊の標準型雷撃•爆撃機として使用された。ボーフォートIは955機作られ、主に、北 
海、英仏海峡、大西洋、地中海で活躍し、中東にも4個中隊派遣されている。 

[ 、ボーフォート1—夕〉 ] 

全長：13.58m、全幅：17.6m、最大速度： 427km/h、武装: 7_7刪x2 (機首下面)'7.7nx 2 (後上方)、爆弾： 680kgまたは18インチ魚雷x1。 



•イキ1Jス空軍# 125 

デ•八ビランドモスキート 
Dc Havilland mosquito 

1938年10月、全木製爆撃機として開発された、スピットファイア、ランカスターと 
並ぶイギリス軍用機3大傑作機のひとつである。1940年11月の初飛行では、双発機と 
しては異例の高速度を出し、戦闘機並の身軽さであったため参列者を驚かし、戦闘機 
型、偵察機型といくつかのタイプが生産された。1941年9月、ノルウェーのゲシュタ 
ポ本部爆撃で華々しいデビューを飾り、爆撃機型である巳.IVは、1942年5月よりブレ 
ニムの代機として105中隊に配備された。そして第1回の出撃以来モスキートの快速 
は、ドイツ迎撃戦闘機を完全にしのぐことが証明され、続々とモスキートの中隊が編 
成されていった。これらは配備から1年間で100回以上の白昼爆撃に成功し、その戦法 
は主として編隊急降下爆撃と超低空水平爆撃であった。また、1943年〗月にはゲーリ 
ングが主催するベルリンの軍事パレードを蹴散らした。このよ5な「いやがらせ爆撃」 
はB.xVIが完成すると、軽夜間攻撃隊を編成して頻繁化した。この型は大戦に参加し 
た最終型である。派生型は数多く作られ、戦闘爆撃型のF.B.V1や夜間戦闘機のN.F.XD 

等、幅広い活躍がで吉た点も注目される。英空軍省の記録によると、モスキートの投 
下した爆弾総量は27,000 tに達するが、あらゆる爆撃機中で最低の被弾率だったとい 
う。また、定点攻撃における命中率は、連合国の爆撃機中でも抜群の精度であった。 
戦後も生産は続吉、爆撃機型は1952年キャンベラ爆撃機へと置吉換えられた。 

[〈モスキート巳.XX VIデータ〉 丨 

全長：12.66m、全幅：16.5m、最大速度： 669km/h、爆弾： 600kg。 
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ブリストルブレニム 

1935年4月、全金属製沈頭錤使用の双発高速輸送機ブリストル142Mが、試験飛行 
した。この機は予想をはるかに越えた性能を出し、当時の英空軍制式戦闘機ホーカー• 

フュリーより160km/hも速い494km/hの速度を記録した。そのため、爆撃機型仕様とし 

て試作機なしでい$なり150機の発注された。これがブレニムIである。1937年には最 
初のブレニムIの中隊が編成され、イラクやインドの部隊にも送られた。1939年には 

機種を延長し、航空•爆撃手席を設けたブレニムIVが生産に入り、大戦勃発時本国の 

部隊はすでにこれと交替していた。ブレニムは1942年8月にボストンやモスキートと 

交替するまで、本国はもとよりイラク•インド•中近東やギリシャで爆撃機や偵察機 
として活躍した名機である。ただし、北アフリカ戦線に参加したブレニムVだけは、 

最終生産型にも関わらず改良の結果重量が過大になり悪評だった。他に夜間戦闘機型 

のブレニム1Fが作られ、英戦闘機初のレーダーを搭載した機体となった。 

|_〈ブレニム1データ〉 _| 

全長:12.12m、全幅:17.17m、最大速度:418km/h、武装:7.7mmx1(前方固定)、7.7圓x1(後上方旋回)、爆弾:453kg。 

ブリストルボーファイター 
Bristol RcauhelucT 

ボーフオートの主翼•後部胴体•尾翼に、新しく設計した前部胴体と空冷エンジン 

を付けたのがボーファイターである。ボーファイターIは〗941年秋以来、沿岸航空隊 

に所属、対船攻撃や味方の船舶の護衛に当たり、またアフリカ戦線では燃料タンクを 
増設し、長距離戦闘機として使用された。1942年の初めにはMk.viが出現した。特にこ 

の中のV1C型は、爆弾x 2またはロケット弾x 8、一部は魚雷を搭載して北海から地 
中海まで対艦攻撃に威力を発揮し、インド•ビルマでは日本軍とも相対した。この雷 
撃型V1Cを元に、本格的な雷撃機T.F.Xが作られた。これはエンジンが低空用に改良 

され、機種にレーダーアンテナを持っていた。ボーファイターの生産は1945年9月21 

日に終了し、その総生産数は5562機であった。 

〈ボーファイター6 Fデータ〉 

全長:12.59m、全幅:17.62m、最大速度:532km/h、武装:20mmx 4、7.7mmx 6。 
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フェアリーアルバコア 
rairev AI ha core 

ソードフィッシユの後継機として設計された雷•爆撃機。数字上の性能はソードフ 
ィッシュを上回っているにもかかわらず、総合的にはほぼ同じと判定された。このた 
めソードフィシュの機数を増加したことと同じ結果となり、むしろ旧型のほ5が優れ 
ていたというパイロットもいる。ただし利点としては、ソードフィッシュの吹きさら 
しの風防から密閉式となり、しかもワイパーとヒーターが付き快適な乗り心地となっ 
た。そしてイギリス軍複葉機としては珍しく、全金属性モノコック胴体となり、油圧 
式フラップを急降下時のブレーキとして使用した。さらに、プロペラを雷撃機として 
初めて可変ピッチプロペラにして、離陸距離を短く、航続距離を長くした。1940年3 

月初めてアルバコアで編成された部隊が誕生し、5月末初めて作戦に参加した。以後、 
夜間爆撃や船舶護送に使用され、〗943年11月ソードフィッシュより先に第一線より退 
いた。その総生産数は、約800機であった。 

| 〈アル八コアデータ〉_ 

全長:10.81m、全幅:15.24m、最大速度:269k!ii/h、武装：77晒x1(固定)7.7刪x 2 (後方銃座)、爆弾:227kg x 4、まだは730kg魚雷x1。 

フェアリーバラクーダ 

アルバコアの後継機として設計された雷•爆撃機。戦局悪化のため発注が遅れ、生 
産型の初飛行は予定より2年遅れた1942年4月となった。主翼後縁のヤングマン式フ 
ラップ(30下げると急降下時のブレーキになる）、珍しい引込みかたの着陸装置、高い 
水平尾翼、広い視界など多くの特徴を持ち、レドーム、レーダー•マスト、ロケット、 
爆弾、機雷、魚雷、救命ボートなどを組み合わせて搭載することができた。ただし、 
大きな馬力,荷重と積載量のため、経験の少ないパイロットには操縦が難しかった。戦 
時中における最終生産型Mk.mは、対潜哨戒が主任務であったため、胴体後部下面のレ 
ドー厶にA.S.V.Mk.l〇のスキャナーを装備している。また、最大速度と航続距離が 
向上していた。Mk.m型までの総生産数は2572機にのぼる。 

[〈バラクーダー3データ》] 

全長:12.12m、全幅:14.99m、 
最大速度:3851<(11/11、武装:7.7 
圆x 2(後方銃座)、爆弾:113 
kg機雷x 4まだは713kg魚 
雷x1。 
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フェアリーファイアフライ 
Fairey Firefly 

単発複座式艦上戦闘•偵察機として、フルマーの後継用に設計された。外観は空力 
的に洗練された以外はフルマーに似ているが、主翼が楕円翼になったことと、エンジ 
ン•武装が変わり、最大速度も向上した。しかし大きな特徴としては、完全引込み式 
のフェアリー.ヤングマン式フラップで、ほとんど垂直近くの角度まで下げることが 
できる。その結果、低速での揚力が増大し離着艦時の機体の角度を小さくすることが 
できた。また、低速での操縦性もよくなり、離着艦が容易となり、巡航性能と運動性 
能がよくなった。主翼は後方に折りたたむことができる。本機は、1943年6月に初め 
て空母に搭載され、1944年7月ノルウェー沖で、独戦艦テイルピッツ攻撃に初めて使 
用された。1945年初めには、空母インデイファテイガブルに搭載され東南アジアに進 
出、製油所に攻撃を行った。しかし、戦闘機としての価値はなく、おもに攻撃機とし 
て使用され、1945年8月までに658機のフアイアフライが引き渡された。 

I〈ファイアフライFJデータ〉 

全長:4.12阳、全幅:11.46阳、最大速度:5051((11/11、武装:20酬砲父4、爆弾:450kgx 2まだは27kg□ケツト弾x 8。 

フェアリーソードフイッシュ 
raircv Swordfish 

英海軍航空隊不滅の雷撃機としてその名を知られているソードフィッシュは、その 
数々の戦果のみならず、その寿命の長さでも知られている。ソードフィッシュMk.i 
は、1936年7月フェアリー•シール偵察機に交替して825中隊に配備された。その後ブ 
ラックバーン.バフィンやブラックバーン•シャークと交代し順次配備され、大戦勃 
発時には計13個中隊のソードフィッシュが攻撃隊の主力を占めていた。しかし、海戦 
と同時に船舶.艦隊防衛についたため、その戦闘参加は1940年のノルウェー作戦が初 
めてとなった。本機を有名にした戦いは、マルタ島での船団攻撃や、1940年〗1月わず 
かに21機でイタリア艦隊主力を壊滅させたタラント港での作戦である。1943年には、 
下側主翼を強化しロケット弾を積めるよろに改良したMk. IIが誕生し、最終生産型のMk. 

Illでは胴体下面にレーダーを積んでいる。第一次大戦末期の戦闘機と速度が変わらず、 
複葉固定脚羽布張りの雷撃機が、第二次大戦まで留まっていたのも驚異的といえるが、 
その秘密は素晴らしい操縦性と取り扱いやすさにある。特に旋回半径は当時のどのド 
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ブUストルボンベイ 
Bristol Bombay 

1935年、兵団輸送•爆撃機として開発された、固定脚•全金属製の高翼機である。 
武装は、機首と尾部の銃座に2 丁の機銃を持つ。爆撃機としては907kgの爆弾を搭載で 
き、輸送機としては、24名の兵士を輸送できる。生産の遅れから任務を開始したのは 
1939年になってからで、主として中近東で輸送機として使われたが、1940年9月より 
ベンガジ夜間爆撃を行い、またノルマンディー上陸作戦の際にも英本土からの輸送に 
使用された。その総生産数は、50機である。 

[ 〈ボノへイ—丁一夕〉_| 

全長:23.9171、全幅:31.1[11、最大速度:4801<[11/11 

アームストロング•ホイツトワースアルビマール 
Armstorong Whitworth Albemarle 

アルビマールの特徴は、構造が木と鋼管の骨組みに合板張りで、それは中小工場を _ 

下請け生産に動員して生産を早め、しかも軽金属材料を節約するとい5狙いがあった 
からである。これにより性能が悪く鈍重になり、第一線の爆撃機としては、到底使い 
ものにならない失敗作になってしまった。その結果、爆撃機としてではなく、グライ 
ダー曳航機および特殊輸送機として使用されることとなった。グライダー曳航機とし 
てのアルビマールは、1943年7月のシシリー上陸作戦に初参加し、またノルマンディ 
一上陸作戦ではパラシュート部隊の降下やホルサ輸送用グライダーの曳航に使われた。 
1944年12月までに総計600機が生産され、少数がソ連にも供給された。 

〈アルビマールMk.1データ〉_| 

全長:18.28m、全幅:23.46m、最大速度:426km/h、武装:7.7mmx 2。 

アブロ ヨーク 
Avro York 

第二次大戦中、イギリスは戦闘機•爆撃機の生産に専念するため、アメリカとの協 
定で輸送機の供給をアメリカに頼っていた。そのため、輸送機の開発は行なわなかっ 
たが、本機はその例外として当初より輸送機として開発され、ランカスター爆撃機と 
同じ翼、尾部、着陸装置を使い、ランカスターの2倍の容積を持つ胴体を付け、垂直 
尾翼を改良したものであった。ただし、アブロ社がランカスターの生産に全力を孥げ 
ていたため、量産機が登場したのは1944年5月、部隊編成が完了したのは翌1945年の 
事であった。このため、ヨークが真に活躍したのは、1948年ベルリン封鎖の時である。 
また、戦時中からも民間機として使用され、戦後日本でも時折見かけられたといろ。 

[ 〈ヨーク1データ〉 | 

全長:23.8111、全幅:31.1171、最大速度:4801<111/卜。 
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ビッカースウェリントン 
Vickers Wellingron 

「ウインビー」という愛称でイギリス国民から親しまれ、第二次大戦の開戦直後か 
ら4発爆撃機群がそろろまで、長期間イギリス爆撃航空隊のバックボーンとして活躍 
した。独特な大圏式構造が有名で、金属の細い部分をカゴ上に組み上げた上に羽布を 
張った複雑巧妙な構造は、量産向きではなかったが、頑丈で軽量、そして空戦による 
損害でも大きな破壊を免れるといろ利点もあった。1938年10月に最初の部隊配属が行 
われ、開戦時には6個中隊が編成されていた。1939年9月4日14機のウェリントンが 
初のドイツ本土空襲を行い、独艦隊を爆撃した。だが同年末、出撃機の半数を失う損 
害を出し、これを機に夜間作戦へと切り換えた。本機は中東にも派遣され、ギリシア 
や北アフリカでも活躍、1942年にはインドでも作戦を開始した。なおI型の標準型は 

1Cと呼ばれる型で、II型、IU型と続くにつれェンジンを強化されている。その後も 
多くの改良型が生まれたが、爆撃機としての生命は1943年秋に終わり、それからは沿 
岸航空隊で活躍した。総計11,461機生産された本機の最後の機体が工場を出たのは、 
1945年10月13日の事であった。 

〈ウェリントン3データ〉 

全長:18.55m、全幅:26.25m、最大速度:410kfn/h、武装:7.711x 2、(機首)、7.711x 2 (後下方)、7.711x 4 (尾部)、爆弾:1980kg。 

八ンドレー•ページ八リフアツクス 
Handley Page Halifax 

イギリス4発爆撃機の2番手として、スターリング（八リファックス•ランカスタ 
一と違い、この機だけは当初から4発機として開発された。）に3力月遅れて登場した 
のが、この八リファックスである。後のランカスターとともに戦略爆撃機の双璧とし 
て、1941〜45年にかけて大活躍した。八リファックスの開発当初は、バルチヤー発動 
機2基の重爆撃機としてマンチェスターと並んで計画されたものである。だが同発動 
機の不足を見越し、マーリン発動機4基装備に変更されて寸法•重量とも増大した。 
1939年10月、処女飛行した本機は急ピッチに量産が開始され、1940年12月初の八リフ 
ァックス中隊が誕生した。翌年3月には初陣し、6月にはキール軍港に対して昼間爆 
撃を行った。しかし、同年末ブレスト港の独巡洋戦艦爆撃を最後に、夜間爆撃専門と 
なった。八リファックスはMk.iiで重量が増加し、Mk.niでは航続距離が伸びる等改良 
が続けられ、爆撃機として作られた最終型のMk. viとvnでは更に航続距離が伸びたほか 
対日戦用に熱帯地用の装備を施している。総生産数は6176機におよび、ランカスター 
は爆撃一本やりであるのに対し、本機はグライターセ航、沿岸航空隊の偵察などとし 
ても使用され、1952年に退役している。 

〈八リファックス1データ〉 
全殷1._、全亂慨最大速勤27_、武鼸首7.7_X2、部尾7.7刪x4、(费首7.71XI、後上方厂7哪><4'部尾7.75^わ'爆羝.9_(最大)5 
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シヨートスターリング 
Shore Srirnnc 

本機は、開発当初からイギリス空軍初の4発爆撃機として開発されたが、イギリス 
空軍の標準格納庫の使用を前提に造られたため、全幅が制限され、爆撃機としては異 
例の低いアスぺクト比になった。そのため窮屈な設計となり、実用上昇限度の低下、 
搭載爆弾量の制限、大型爆弾の搭載不可能などの弊害を起こし、寿命を縮める原因と 
もなった。1940年8月英軍初の4発重爆中隊が、本機によって編成され、1941年2月 
に初出撃、4月には昼間爆撃も行うよラになった。1942年にはエンジンを強化し後方 
銃座を新型にしたMk.niが誕生したが、〗943年には時代遅れとなり、1944年9月からは 
グライダー曳航機に転換された。Mk. Iが756機、Mk.niが875機生産されている。 

[ 〈スターリング3〉 」 

全長:26.6阳、全幅:30.2111、最大速度:3671<111/11、武装7.7[11\1(固定)、7.7111 x 1(旋回）爆i:900kgo 

八ンドレー•ページ八ンプデン 
Handlcv Pace Hampden 

第二次大戦直前、イギリスの新鋭爆撃機として登場。特異な外形から「空飛ぶフラ 
イパンの柄」と呼ばれた。動力銃塔は持たないが、ブレニムと比べぼぼ同じ速度なが 
ら2倍の爆弾搭載量を持つ手ごろな中型爆撃機だった。1938年末には爆撃航空隊に36 
機配備され、大戦勃発時にはB個中隊が第一線にあ0、大戦初期における爆撃航空隊 
の主力であった。しかし機銃配置に死角が多く、胴体が狭いため乗員の疲労が激しい 
ため1939年12月には昼間爆撃機から夜間任務へと転換することになった。これが効を 
奏し成果をあげた。1940年8月にはベルリン初空襲に參加、1942年9月まで活躍を続 
けた。また、沿岸航空隊の雷•爆撃機としても活躍、総計500機が生産されている。 
[ 〈八ンブデンIデータ〉 」 

全長:17.32(11、全幅:21.8阳、最大速度:4091(111/(1、武装:7.7_\2 (機首固定)、7.711X 2 (後上方)、7.7關>< 2 (後下方)、爆弾:1,800kg(最大)。 

アームストロング•ホイツトワースホイツトリー 
Armstorng Whirworth Whitley 

厚い中翼単葉の主翼と、前後端に砲塔を持つ、特異な直線的胴体で有名なホイツト 
リーは、ドイツ本土空襲、ベルリン初爆撃を行なった機体として不朽の名を残してい 
る。最初の生産型ホイツトリーIは1936年8月に発注され、I〜IV型まで少数ずつ生 
産されている。1939年、各型中最も多い1476機生産のV型が登場した。g月3日の開 
戦第一夜、111型はドイツ上空にて宣伝パンフレツトをばらまさ、その後も緒戦におい 
て活躍を続けたが、1942年4月をもって爆撃隊から退役した。また爆撃機以外にも、 
グライダー曳航用や長距離レーダーの搭載し沿岸航空隊で、対潜哨戒に使用された。 

〈ホイツトリーvデータ〉 

全長:21.48阳、全幅:25.6^1、最大速度:35.71<111ル、武装:7.7(11(1^4(機尾)、7.7[1111^1(機首)、爆弾:3.175kg(最大)。 
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アブロランカスター 
Avro Lancaster 

スピットファイア、モスキートと並び、第二次大戦イギリス空軍機の3大傑作機の 
ひとつが本機である。発動機不調のアブロ•マンチェスターを救5ため、その2基の 
バルチャー発動機を4基のマーリン発動機に変更し、機体を改造、新型爆撃機として 
誕生したのがランカスターである。生産型のランカスター丨は1941年10月に初飛行し、 
1942年3月には初出撃したが、本格的な作戦は、同年4月のUボートのディーゼルエ 
ンジンを作るMAN工場への白昼低空攻撃である。これは護衛無しの特攻作戦であり12 

機中5機しか帰還しなかったが、目標は完全に破壊され、英空軍史上の花として記録 
されている。その後1942年から44年にかけて数々の爆撃が行われたが、独戦艦ティル 
ピッツを5 t爆弾で沈めたことは、特筆に値する。ランカスターの優れた特徴として、 
超大型爆弾が搭載でぎることで、最大のものは10t爆弾「グランド•スラ厶jである。 
また、水面を跳ねて目標に向かうスピニング弾は、ダム破壊用に使用されその搭載機 
は「ダム•バスター」と呼ばれた。Mk.lは大幅な改良無しに終戦まで使用され、Mk. 

IIやillが登場したがマーリン発動機の入手難に備え、他の発動機を積める用にしただ 
けである。続いてMk.ivとvが現れたが、リンカーンとして戦後の主力爆撃機となっ 
た。ランカスターの第二次大戦中の出撃回数は156,000回、爆弾投下量608,6121にも 
上り、八リファックスの2倍以上である。 

|_〈ランカスター1データ〉 | 

全121.狐编1.帆馱驅162_、纖.7mx2 (接首)雕扰)雕下方肪に取り除かれる)、7.7隨><4 (腿)臃3概まだは10トン靡x1。 
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カリアー•モータース八ンバー装甲車 
Carrier Motors Humber Armoured Car 

八ンバーはイギリスの連邦諸国共通の装軌式装甲車開発計画に基づき1g30年代末に 
完成した車両である。同計画では他にガイ、ダイムラー、AECなどの装甲車も同時に 
開発されており、それぞれパーツを流用で$るよろに造られていた。基本的には、独 
装甲車の装備する20麵機関砲に対抗できるように開発され、カリアー《丁4野砲牽引車 
のエンジンを後部に移し、ガイ社のボディーを上に載せた構造になっている。武装は 
Mk. I〜IIIまでは15晒と7.92哪機関銃を1丁ずつ、Mk.vでは37刪砲と、同軸に7.92刪 
機関銃を1丁搭載している。また、べサ7.92酬機銃4 丁を搭載した対空型も造られた。 
各型合計5400両以上が造られ、本国を始め、イギリス連邦諸国に多数供与された。 

「〈バンバ-Mk.i型装甲車データ> 1 

全幅:2.6m、全長:4.5m、路上最高速度:72kdi/h、武装:15mm砲x1、7.92刪機関銃xi。 

曰SA•ダイムラーダイムラー装甲車 
BSA-Daimler Daimler Armoured Car 

本車はダイムラー.スカウトカーの車体に、テトラーク軽戦車とほぼ同じ砲塔を搭 _ 

載した装甲車である。外形はフェンダーに丸味があるが、ガイ、八ンバー装甲車に似 
ている。主砲の2ポンド砲は、対戦車戦には時代遅れだったが独装甲車には十分対抗 
できた。また、当時としては画期的であった流体変速機を採用し' 完成当初は困難と 
思われた砂漠での走行で予想に反し高い性能を披露。1941年の北アフリカでデビュー 
を果たし、1943年のシシリー島上陸作戦から本格的に実戦に投入された。194〗年には、 
Mk. Iの装甲および走行系を近代化し、Mk.iiとして登場、また、近接支援用に3 i n 
榴弾砲に換装したMk. I CSも作られ、Mk. I II合わせて2694両が生産された。 

[〈ダイムラーMk. I型装甲車データ> I 
全幅:2.44^1、全長:3.96阳、路上最高速度:801<(11/[1、武装:40酬砲父1、7.92晒機関銃XI。 

AEC AEC装甲車 
AEC AEC Armoured Car 

開発時に陸軍は興味を示さなかったが、軍事パレードで本車を見た首相の命令によ 
り194〗年6月から生産開始された。マタドール4X4野砲牽引車の部品を流用し、バレ 
ンタインII歩兵戦車の砲塔を搭載、最大57mmの装甲を持つ重装甲車である。改良型の 
Mk.ilは、発動機を強化し、6ポンド砲を備えた新砲塔を搭載、内少数がチトー.パル 
チザンに供与された。最終型のMk.niは75咖砲を搭載、乗員を3名から4名に増加し 
た。実戦は1942年チュニジア戦からで、八ン八一軽装甲車の支援などに使用。1976年 
レバノンでも若干数が活躍ジュニーズマタドールズとも呼んだ。総数629両。 

「<AEC Mk. I型装甲車データ〉 

全幅:2.74m、全長：5.18m、路上最高速度:56kfn/h、武装:40晒砲x1、7.92mm機関銃x2。 
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ピッカース•アームストロングMk_n〜vi軽戦車 
Vickers-Armstrong Lighc Tank Mk. II~ VI 

Mk.ii軽戦車は、売行きの不調であったMk. i軽戦車をベースにエンジンとトランス 
ミッションを改良し、角錘型の砲塔を搭載した。これは英軍やインド軍に採用された 
が、その数は極少数で安定性も悪いために、主に訓練用に使用された。次のMk.niとiv 

では、傾斜したスプリングを持つホルストマン•サスペンションを使用し、路外性能 
を向上させた。他に変更はほとんどせず問題点も残っていたが、外国からの注文に応 
じ改造型が次々に登場した。例えばベルギーのT-15は、この車体に円筒型の砲塔を搭 
載している。1935年、Mk. Iが登場した。これは走行装置と砲塔を—新し、エンジ 
ンを車体前部の操縦席の脇に移したので安定性が向上した。また0.303in機関銃の他、 
0.51inビッカース機関銃が並列配備された。そして' 無線装置を後部に移す等の多少 
の改造を加え、このシリーズの最終型であるMk.viが登場する。特にこの中でも、Mk. 

vieは、搭載機銃を7.92酬、と15酬べサ機銃に変更し、火力が向上した。Mk.viはシリ 
ーズ中一番多く生産され、1942年までヨーロッパや北アフリカ、シリア、ジャワで活 
躍した。 

[ 〈Mk.vi軽戦車データ〉_] 
全幅:2.97111、全長:3.95111、路上最高速度:561<[11/11、武装:0.5111機関銃父1、〇.303in機関銃x1。 

ビッカース•アームストロングMk.vn軽戦車A17テトラーク 
Vickers-Armstrong Light Tank Mk.VII A17 Tctrarch 

Mk.viにかわる戦車として1939年に完成したのが、このMk.wテトラーク軽戦車であ 

る。従来のホルストマン•サスペンションにかわり、クリステイー型サスペンション 
となり、起動輪を含む大型4輪が装着された。このため、速度が向上し機動性が高ま 
った。また、主砲は2ポンド砲を装備し、同軸に7.92圓機銃を搭載した砲塔を持って 
いた。当初は、この複雑な新機構を持つサスペンションの生産に手間取ったり、工場 
が爆撃されたために、生産は遅々として進まなかった。1941年、やっと完成した約20 

両はロシアへと送られ、1942年5月にはマダカスカル島作戦に投入されたが、戦果は 
はかばかしくなかった。しかし、大型グライダーの八ミルカーが完成すると、空挺戦 
車として再び第一線に復帰、1944年のノルマンデイー上陸作戦の際、第6空挺師団に 
配備されたc生産数は177両で、派生型に3in砲を積んだテトラークICS、改良型のMk. 

mj\U--ポプキンスがある。戦後もグライダー部隊の廃止される1950年まで使用さ 
れた。 

[ 〈Mk.vu軽戦車デー^_| 
全幅:2.3im、全長:4.30m、路上最高速度:64km/h、武装:40刪砲x1、7.92刪機関銃x1。 
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ビッカース/八ーランドSウォルフMk, I，II巡航戦車A9，l0 
Vickers/Harland & Wolff Cruiser Tank Mk.MI A9，10 

Mk. i，n中戦車の後継型として、A已中戦車が開発されたがコストの問題等により 
キャンセルされた。そのため、騎兵隊にも歩兵隊にも配備でさる仕様の戦車として、 
新たに中戦車を開発した。最初の試作戦車A9E1は、1936年騎兵戦車として完成し 
た。コイル•スプリングつぎの単列3輪のボギー機構2組からなるサスペンションを 
採用し、リベット接合式の砲塔に2ポンド砲とビッカース機関銃の他に操縦席の両側 
に2つの機銃装備の補助砲塔を装備した。同時にA1□と歩兵支援用の戦車が開発され 
た。これは、増加装甲をボルト接合し、補助砲塔を無くして操縦席の右側に車体機銃 
を装備した。このため重量が増加し、最高速度は25km/hに低下、重巡航戦車として完 
成している。なお、この後期型では空冷式のべサ機銃に換装している。また、火力支 
援用に3.7in榴弾砲に換装したA9CS、A10CSが作られた。A9は125両、A10 
は175両生産され、より高性能戦車が登場するまで活躍した。 

(Mk.i A9巡航戦車データ》 I 

全幅:2.55m、全長:5.79m、路上最高速度:37km/h、武装:40圆砲x1、7.92晒機関銃x 3。 

ナツフイールド•メカニゼーシヨンSアエロ Mk.ni，iv巡航戦車A13 
Nuffield Mechanization & Aero Cruiser Tank Mk.III,IV Al3 

従来のA9、A10巡航戦車に比べ、クリステイー•サスペンシヨンを持つソ連の巳T 
戦車は、非常に速い速度で走行で吉た。この結果に影響され、英国はアメリカのクリ 
ステイー戦車を元に、新しい巡航戦車の開発を始めた。この結果作られたのがA13E2 
であった。これは、A10とほぼ同型の砲塔を載せ、高いパワー•レシオを持つため速 
度は速かったが、全体の性能には問題があった。そのため、Mk.in巡航戦車(Al 3Mk. 

I)として採用されたものの、生産数は65台であった。次に装甲強化型であるA13Mk. 
IIが、開発された。車体の前部と砲塔の前面と側面に20〜30剛の増加装甲がボルト接 
合され、砲塔側面はVの字型にとび出ていた。この型はMk.iv巡航戦車として194〗年ま 
でに計305台生産され、その後期型Mk.ivAは空冷式のべサ機銃に換装している。その 
他、火力支援用に3.7in榴弾砲に換装したMk.ivCSも作られている。これらは、先 
のA9、A10と共に〗941年一杯まで第一線で英軍戦車師団の主力として活躍した。 

[<Mk.ni a13巡航戦車データ〉1 

全幅:2.90m、全長:6.00m、路上最高速度:48km/h、武装:40圆砲x1、7.92關機関銃x1。 
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レイランド•モータースMk_vui巡航®車A27Mクロムウェル 

イギリスが火力強化を押し進める上で、6ポンド砲を搭載するに十分な新型戦車を 

開発していた。その結果、足回りがクルセイダー方式で、溶接構造のフラット型車体 

を持った、AE4キャバリエ巡航戦車が誕生した。しかし、エンジン•走行装置は評判 
の悪いクルセイダーの物と変わらず、Mk.vn巡航戦車として採用されたが6両の生産に 

終りすベて訓練用に回された。そこで、スピットファイア用のロールスロイス/ミー 
ティア.エンジンの戦車用に搭載し、重量増大に対する機動性を確保しようとしたMk. 

VIII巡航戦車が開発された。ところが、同エンジンの供給が間に合わず、従来のリバテ 
ィ•エンジンを搭載した、A24とぼぼ同型のA27Lセントーが生産されることとな 

った。この型は、つなぎとして950両生産されたが、戦場に出る事なく後にクロ厶ウェ 

ルMk.mとなった。なお、95酬榴弾砲を搭載したセントーIV日〇両だけは、海兵隊に 

てノルマンディーで使用されている。1943年よりやっとミーティア•エンジンが搭載 

されるようになり、A27Mクロムウェルとして正式化された。この新型戦車は信頼性 
がずば抜けて高く、当初は6ポンド砲であったが、1943年末75酬砲に換装されたMk.iv ■が登場した。その後も改良型や近接支援型が製造され、戦車旅団や戦車師団装甲偵察 

連隊に配属され、その機動性で大活躍を収めた。 

[(Mk.vniA24クロムウェル巡航戦車データ〉] 

全幅:2.47阳、全長:2.90阳、路上最高速度:641<111/11、武装:75圆砲父1、7.92圆機関銃X 2。 

レイランド•モータースA34コメット巡航戦車 
Levland Morors A 34 Comer Cruiser Tank 

砂漠での戦いにおいて、強力な主砲を備えた巡航戦車が必要とされた。しかし、基 
となる車体はクロムウェル巡航戦車のため、最大の問題はその主砲の選択にあった。 

先に完成したチャレンジャーは強力な17ボンド砲を備えていたが、この砲は大きすぎ 

たため、完成した車両は欠陥だらけであった。このため、新開発の17ポンド砲を車載 
用に改造し、薬莢を太く短くしたHV75酬砲が選択された0 口径は実際には76.2刪だ 

が、他の兵器と混同しないように「77nifnQF」と呼ばれた。しかし、同時に威力は減少 

し、これが本車の限界を決定している。コメットと呼ばれた新型戦車は、全体的には 

クロムウェル後期型を踏襲したが、前面に大型防楣を持ち、クリステイー型から上部 

支持輪を持つ通常型に変更されている。コメットの部隊引渡しは、1944年12月より始 

まり、ドイツのアルデンヌ攻勢のため一時中断された後、再び1月より開始した。実 

戦ではやはり火力不足が問題になったが、もはやドイツ戦車の姿はなく、その命中精 
度とHE弾の高い破壊力が十分発揮された。1949年にはセンチユリオンと転換される 
が、ベルリン駐屯軍では1957年、香港駐屯軍では1959年まで配備されていた。 

[〈A34コメット巡航戦車データ〉j 
全幅：3.97m、全長:7.65m、路上最高速度:51.5kin/h、武装:77刪砲x1、7.92(ii機関銃x 2。 
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八—ミンガム•レールウェイ•キャリッジSワゴンA30チャレンジャー巡航戦車 
Birmingham Railway Carriage & Wagon Cruiser Tank A30 Challenger 

砂漠でのロング•レンジにおける戦車戦の結果、ドイツ戦車との戦車砲の格差を解 
消する新型戦車を開発を行った。このため、主砲には17ポンド砲が選ばれ、それを装 
備する砲塔には、砲の反動重量に耐えるT.O.G.II重戦車の大型砲塔を流用し、開発期 
間を短縮した。この大型砲塔を載せるため、クロムウェルの車体を元に、車体幅を広 
げ小型の転輪6輪にして安定性をよくした車体が開発された。しかし、重量をクロム 
ウェルの車体許容範囲内に抑えるため、防御力が著しく低下した。また、早急に開発 
したために多くの問題点を残したまま約200両生産され、1944年8月からクロムウェル 
と同じ装甲偵察連隊に配備されて、第二次大戦末期まで第一線で活躍したが、ファイ 
アフライの脇役にまわされていた。 

[〈A30チャレンジャー巡航戦車データ〉I 

全幅:2.90阳、全長:8.15阳、路上最高速度:451<111/卜、武装:76.2圆砲父1、7.92刪機関銃X1。 

ナツフイールド•メカニゼ-シヨンSアエ□ Mk.VI巡航戦車A15クルセイダー 
Nuffield Mechanization & Aero Cruiser Tank Mk.VI A15 Crusader 

Mk.iii、iv巡航戦車の後継として作られたMk.v巡航戦車カピナンターが失敗した 
後、防御力を向上させ新しい冷却装置を付けた、新設計の戦車が開発された。その足 
回りは従来通りクリスティー型であったが、荷重の分散を良好にするため転輪が1つ 
増えて5組になった。また、2ポンドを搭載する主砲塔の他に、車体前部の操縦席左 
側に機銃を搭載する補助砲塔を備えていた。テストの結果、装甲40圆は十分では無い 
とされ、前面を50關に増加したMk. IIが並行して生産されることになった。またMk. II 
では、窮屈で換気も良くなく、緊急時の脱出も難しかったので、補助砲塔が取り除か 
れた。1940年末、フランスでの戦訓から貫徹力の高い6ポンド砲が搭載された、Mk.m 
が開発された。その結果、砲塔乗員は2名となり、車長は戦闘に専念でぎなくなって 
いる。本車は機動性が高かったが、カピナンター以来の技術上の欠点が数多く残され 
た。だが、戦車の不足する英国は部隊配備を進め、194〗年6月バトルアクス作戦開始 
に向けて北アフリカへと送られ、その後チェニジア戦まで使用された。だが戦果は芳 
しくなく、戦車不足を補った程度であった。派生型には、3in砲の近接支援型、対空 
戦車、指揮戦車等が存ぞ 

[〈Mk.vi A15クルセイダー巡航戦車〉 

全幅:2.76m、全長:5.98m、路 
上最高速度:43.5km/h、武装： 
40酬砲x1、7.92酬機関銃x 2。 
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ウィリアム•ファウラー他Mk.ii歩兵戦車A12マチルダn 
William Fowler & etc. Infantry Tank Mk.II A12 Matilda 

ドイツの再軍備化によって、1936年一層強力な歩兵戦車の開発を始めた。このA12 

計画には、陸軍側に秘匿の意図もありA11と同じ「マチルダ」のコードネームが与え 
られ、外注せずに軍の自主開発となった。同計画では試作に終ったA7中型戦車をベー 
スに、2ポンド砲を装備し' 路上速度20km/h以上、エンジンはデイーゼルで軽油以外 
の燃料でも動くよろ要求されていた。マチルダnと正式に命名された新型戦車は、最 
大厚78麵の強力な防御装甲を持つ、動く卜ーチカとして完成した。初陣は、1940年5 
月北フランス、アラスの戦いで本車18両とマチルダ158両を持ち、ロンメルの第7戦 
車師団を混乱に陥れた。当時の独軍戦車主砲では本車の装甲を撃ち抜けず、損害はマ 
チルダI 7両のみであった。その後北アフリカやクレタ島で使用されたが、砲塔が狭 
く主砲を強力な6ポンド砲に換装できないため、1941年夏には限界を見せ、エルアラ 
メインの戦いを最後に第一戦を退いた。その後、投光車など何種類かの特殊車両に改 
造された。なお、オーストラリア軍ではニューギニアやブーゲンビル島、ボルネオ島 
などで終戦まで使用し続けた。総計3000両近く生産され、一部はソ連にも供与された。 

[<Mk.ii A12マチルダn歩兵戦車データ〉」 

全幅:2.59171、全長:5.6仰、路上最高速度:241<111/[1、武装：2ポンド砲x1、7.92酬機関銃x1。 

ビッカース•アームストロングMk.ni歩兵戦車バレンタイン 
Vickers Armstrong Infanrry Tank Mk.III Valentine 

A12歩兵戦車が生産され始めた頃、ビッカース社にもこの増産の依頼があった。し 
かし、A10巡航戦車の投資が無駄になるため同社は、至急A1□をベースにした歩兵 
戦車の計画を、陸軍省に提出した（この日が1938年のバレンタイン•デーの前夜だった 
ので、「バレンタイン」と名付けられたとも言われている）この戦車は、定評あるA10 
のシャーシに最大60關の装甲を施し、シャーシの車重限界が161のため2名用の2ポ 
ンド砲装備の砲塔を載せていた。機動性に乏しかったが、不整地上での走行性は抜群 
で、堅牢で信頼性があった。1940年5月最初の量産車が完成し、1941年6月北アフリ 
力に実戦配備となった。しかし、2名用の砲塔は車長が指揮に専念で吉ないため、3 

名用に改良して側面装甲を薄くしたMk.niが開発された。1942年には6ポンド砲が採用 
されたが、再び2名になり、戦闘効率の問題は再発した。1943年3月には、75酬戦車 
砲の実験として最終型Mk.xiが登場する。戦車型の総生産数は8000両以上に達し、シャ 
—マン戦車到着まで中継ぎ役をつとめた。なお、ソ連にも供与されおもにコーカサス 
戦線で使用' 太平洋戦域でも使用されている。派生型には25ポンド砲を搭載するビシ 
ョップ、車体の前後を逆に利用した17ポンド砲搭載のアーチヤーなどがある。 

[〈Mk.mバレンタイン歩兵戦車データ> 1 

全幅:2.62171、全長:5.91111、路上最高速度:241<111/(1、武装:57晒砲父1、7.92圆機関銃x 2。 



•イギリス陸軍• 7.奴 

ボックスホール•モータースMk.iv歩兵戦車A22チャーチル 
Vauxhall Motors Infanrrv Tank Mk.IV A22 Churchill 

1939年9月、第一次大戦と同様な塹壕戦を見越し、低速で塹壕を越えられる重装甲 
の新型歩兵戦車が開発された。だが完成したA£0戦車は性能に問題があり、ダンケル 
ク戦後の本土防衛用に急遽手直しされた。1940年1〗月には試作が完成、急ピッチの生 
産が行われた。錶造型砲塔に2ポンド砲を搭載し、車体前面に3in榴弾砲を装備、11 

組の2列に並んだ小型転輪をコイルスプリングで懸架した走行装置を持ち、最大101酬 
の前面装甲を持つこの戦車はA22チャーチルと呼ばれた。1942年8月19日実験的な上 
陸作戦がディエップで行われ、初めて実戦に投入されたが作戦は失敗に終り、全て失 
われている。また、北アフリカにも送られ始め、最初の6両はエルアラメインの戦い 
に参加した。また、Mk.ii以降、3in榴弾砲は射界が限られ1人操作などの問題から機 
銃に変更された。6ポンド砲、次に75麵砲搭載と改良が続ぎ、Mk.vnでは最大装甲152 

麵に強化されたが、機動性は全く無かった。また派生型も多く、火炎放射戦車のクロ 
コダイル、工兵支援のAVRE、架橋戦車等が作られノルマンディー上陸作戦で活躍し 
た。総生産数は5460両で、戦後も朝鮮戦争で使用され1965年まで配備されていた。 

AECディーコン戦車駆逐車 
AbC Deacon 1 ank Destroyer 

1942年、ディーコンは北アフリカでの使用を目的とした、機動性に優れた対戦車用 
の装甲車両として開発された。マタドール野砲牽引車のシャーシを基礎に、その荷台 
部分に前面と側面を覆5四角い装甲板を備えた、 6ポンド対戦車砲を搭載していた。 
この砲は、前方右にある運転席ボックス方向を死角とするが、全周方向に射撃でさた。 
実戦では十分使用でぎたが、背が高いため隠密性に欠け、また不整地走行には適して 
いなかった。合計176両生産し、1組ずつ対戦車連隊に機動予備として配備された。砂 
漠での作戦は一応の成功を収めたが、後に回収され、トルコに売却された。 

[〈ディーコン戦車駆逐車データ〉 ] 

全幅:2.43m、全長:6.55m、路上最高速度:40km/h、武装:57mm砲x1。 



MO •フランス空軍# 

フランス軍 
ドイツ帝国のあまりにも早いブリッツクリーク（電撃戦）のまえに、あえなく降伏したフラン 

ス。だが、フランス軍は決して弱い国ではなかった。いや、むしろ当時世界有数を誇った陸軍を 
始め、当時第一線級の力を持った国であった。 

モラン•ソルニエMS406 
Moranc-Saulnier MS 406 

1934年7月フランス航空省の空軍近代化計画によって、新ししヽ単座戦闘機の仕様が 
提示された。モラン•ソルニエ社ではMS405を試作、これを候補とした。1936年7 
月のテストの結果、D153、M巳150、Nil61、ロワール250などの候補機から 
本機が採用された。1938年3月、量産型としてMS40Bが誕生、1939年4月には配属 
が始まった。1939年12月からD520への転換が始まったが、1940年5月10日の独軍の 
フランス侵攻時には、仏軍単座戦闘機の半数以上を占めていた。同時期に開発された 
スピットファイア、巳f109と比較すると、設計が旧式で、武装も貧弱だったが、優 
れた運動性能により格闘戦では巳fl09と互角に戦え、休戦までに269機を撃墜した。 
また7.5miii機銃4 丁に強化したMS41□への改造計画もあったがその前に休戦となり 
った。MS40Bはフランス以外でも多用され、スイス（改造型:D3800等)、トルコ、 ■ フィンランドで活躍し、休戦までに1052機生産された。派生型も幾つかあるが、中で 
も興味深い型は、フィンランドで作られた、捕獲したLaGG3のエンジンを取り付け 
たラグ•モランである。 

I_(MS40B データ〉 I 

全長:8.15m、全幅:10.71m、最大速度:486km/h、武装:20111x 1、7.5mmx 2。 

ブロックMB152 
Bloch MB 152 

1934年7月の単座戦闘機の仕様に対し、マルセル•ブロッシュ社ではM巳150の製 
作を開始したが、採用されたのはMS405だった。同社ではM巳15□に改良を加 
え、1937年のテスト結果により25機のM巳150を受注したが、大量生産に適してない 
ことから、改良型のM巳151を生産、並行して高出カエンジンを備えたM巳152も 
生産した。1939年独軍のポーランド侵攻開始時には完成していた約120機の大半が使用 
不能状態だったにもかかわらず、この2タイプは無制限生産を命じられ、10月のGCI/ 
1部隊を皮切りに、フランス侵攻までに7つの戦闘大隊に配属されていた。休戦までに 
613機が引き渡されたが、プロペラや照準機の無いまま地上で撃破されたものも多く、 
航続距離を倍にし、最高速度520km/hの改良型M巳155も生産したものの配属直前に 
占領されてしまった。これら3機種は、休戦後ビシー政府にてそのまま使用されたが、 
M巳151、152は、一部ルーマニア空軍へ移譲し、M巳155はビシー政府軍解体 
後、独空軍へ移譲した。 

〈ブロッシュ巳Ml52データ〉] 

全長:9.10m、全幅:10.64m、最大速度:515km/h、武装:7.5mmx 4または20111 x 2、7.5_x 2。 



•フランス空軍# 

ドボワチンD520 
Dewoitine D 520 

□52□は、MS406の後継機として作られた、第二次世界大戦におけるフランス 
最優秀の戦闘機である。ドボワチン社はD500、510シリーズを生産し、大口径機 
関砲装備の全金属製戦闘機には多くの経験を持ち、1935年には楕円翼を持つ低翼引き 
込み脚のD513を製造したが、テストの結果MS405に破れた。しかし1937年航空 
省はMS405の後継機の仕様を提示、同社はD513の胴体を伸ばし新しい主翼をつ 
けたD520を開発した。1939年3月テストは成功裡に終わり、生産型はプロペラ軸に20 
圃機関砲、翼に機銃4 丁を搭載し、12月には実用化試験のためGCI/3部隊に配属され 
た。独軍のフランス侵攻時、D520を配属していたのはこの部隊だけであったが、す 
ぐに他3部隊にも配属、約150機が独軍を迎え撃った。D52□は最大速度と上昇力で 
巳f109 Eに劣っていたが、運動性を始めとする総合性能で圧倒し、その敵機撃墜数 
は1M機確認されている。休戦後はビジー政府の標準戦闘機として生産が再開され、レ 
バントの英軍と交戦、ジブラルタル爆撃に參加、同政府軍解体後は独伊の練習機や、 
ブルガリアとルーマニアで第一線機として使用された。また自由フランス軍でも使用 
された。生産数は約600機。 

[〈ドポアチキンD520データ〉丨 

全長:8.75m、全幅:10.20m、 
最大速度:450km/h、武装:20mm 

xl、7.5mmx 4〇 

ブレゲーB「B93 
Brguet Br 693 

1934年10月フランス空軍は20哪機関砲2門をもち、長距離援護、爆撃機迎撃、戦闘 
指揮などに使用できる3座戦闘機の仕様を提示。それに基づき、ブレゲー社は巳「690 
を開発、1938年3月初飛行をしたものの、フランス空軍はポテーズ63を採用してしま 
った。しかし巳「69□は公式テストで、脚の弱い点をのぞいては優秀な成績をおさ 
め、1938年複座式の支援爆撃機、巳「691として採用されることとなった。しかしイ 
スパノイザ•エンジンが入手できなくなり、同機は78機で生産終了、代わってノーム 
ローン14M6/7エンジンに換装した巳「693が量産された。機体は全金属モノコッ 
ク構造で、機首に20mfn砲1門、7.5國機銃2丁と偵察カメラを装備、後部上面と下面に 
7.5圆機銃を各1丁づつ装備していた。日「691は1939年10月、翌年3月にはB「693 
も配属が開始され、5月の独軍フランス侵攻時までには約80機が戦線にあった。エン 
ジンの故障や脚の弱さに悩まされながらも、頑丈な機体と素晴らしい低空運動性を活 
かし、進撃する独軍に攻撃を加えたが、損害も多く 5月12日には出撃機全11機を一度 
に失うなど、全部で47機を損失した。休戦で生産が中止されるまでに224機作られた。 
その後もビシー政府軍で使用し、同軍解体後はドイツ軍が接収し、イタリア軍でも使 
用された。 

〈ブレゲー日「693データ〉__I 

全長:22.55m、全幅:15.37m、最大速度:470kfn/h、武装:20111x 2、爆弾:500〜1,500kg。 



142 •フランス空軍# 

ポテーズ631 
Potez 631 

1934年10月3座戦闘機の仕様に基づきポテーズ社は630の設計を開始、1936年4月原 
型1号機が初飛行した。本機が、第二次世界大戦中フランスでもっとも多く生産され、 
戦闘機ばかりではなく、偵察機、観測機、攻撃機として広く使用されたポテーズ63シ 
リーズの初代であった。2号機はエンジンを換装し631と改称し、低出カエンジンのた 
め速度が比較的遅かったが、優れた操縦性と運動性を持ち、単純な構造で整備しやす 
い長所を備えていた。1938年末、配属が始まり、1940年5月にドイツの侵攻が始まっ 
たときには、各戦闘機大隊に2〜5機が連絡および戦闘指揮機として配備され、また 
夜間戦闘機中隊にも配備されていた。しかし戦闘機としては性能不足で、おもに地上 
攻撃に使用されていた。休戦までに214機生産されている。 

L 〈ボテーズ631データ〉 

全長:11.07m、全幅:16m、最大速度:443km/h、武装:20_x 2、7.5_x 8。 

ポテーズ63.11 
Potez 6311 

ポテーズ63シリーズは種々の派生型作られた。1938年末には攻撃機型の633が完成、 
仏空軍の他ギリシア、ルーマニアにも輸出され、合計125機が生産された。1938年10月 
には胴体下にガラス張りの観測手席用の張り出しをつけた観測型の637が初飛行した。 
この胴体下の張り出しを廃して、機首にガラス張りの観測手席を設けた戦術偵察•地 ■ 上支援型が63.1〗である。同機は、戦闘機型とほぼ同じ運動性を有したため、1939年11 
月より旧式化した偵察部隊と交代し、続いて観測部隊も改編された。標準装備である 
偵察カメラを外し、外翼のパイロンに50kg爆弾を4つ搭載することで地上支援も行っ 
た。独軍のフランス侵攻時には、阻止攻撃に活躍。総生産数は63シリーズ最高の717機 
と言われ、休戦後もビシーや自由フランス軍、ドイツ軍でも使用された。 

[ 〈ボテーズ63.11データ〉 

全長:10.94m、全幅:16m、最大速度:423km/h、武装:7.5mmx 3、またはx 7、まだはx 9。 

ブロックMB174 
Bloch MB 174 

フランスの傑作機の1つであるM巳174は、1938年に製作された3座高速偵察機か 
ら発達したもので、原形は1939年に完成した。1940年3月には戦略偵察大隊への配属 
が始められたが、6月20日までに引き渡された機体は61機に過ぎなかった。全金属製 
で、ノー厶ローン14N48/49エンジン2基を装備、高度4,000mで530km/hを出す 
ことができた。このため、低速のボテーズ63.11に代わる偵察機として、配備開始され 
ている。前線に配備されたM巳174は、昼間強行偵察に使われ、さらに爆弾を搭載し直 
協機としても用いられた。休戦後は、ビシー政府のもとで使用されたが、北アフリカに 
配置されたM巳174は、1942年〗】月7日の連合軍の北アフリカ上陸以降、連合軍に加 
わり、東チュ；ジアの偵察•独軍に対する爆撃に使用された。このMB174から、海軍 
仕様の3座軽爆撃機M巳175も少数作られ、戦後再生産し80機が海軍に採用された。 

〈ブロックM日174データ〉_ 

全長:12.43、全幅:17.96m、最大速度:400km/h、武装:7.5mmx 4、爆弾:400kg。 



•フランス空軍• 

アミオ143 
Amior 143 

1928年、昼•夜間兼用爆撃機として開発された開戦時の主力爆撃機である。140M 
として1931年に初飛行したが、戦闘機、偵察機としての使用も考慮、改良して143と 
して生産された。1935年7月に納入開始、開戦までに5個爆撃機大隊60機が第一線に 
あった。開戦から数力月は、ドイツ国内に宣伝用ビラを投下していたが、独軍のフラ 
ンス侵攻後、爆撃任務を実行した0この固定脚の双発単葉機は、低速で操縦の難しか 
ったが、武装は良く、いくつかの重要な作戦に従事。しかし新型のドイツ機に対して 
は無力で、1940年5月14日セダンの仮橋に対する爆撃では、參加12機の内1機のみの 
帰還であった。178機作られ、休戦後残存した10機はドイツ軍が輸送機として使用した。 

[_〈アミォ143データ〉 1 

全長:18.26m、全幅:24.51m、最大速度:310km/h、武装:7.5111x 4、爆弾:1,300kg 

ア5才354 
Amiot 354 

1936年のパリ航空サロンに展示されたアミオ341単座長距離郵便機が原型となり、 
美しい姿と高性能で注目された爆撃機がアミオ350シリーズである。空軍の要請によ 
り、341を3座爆撃機に改造することとなり、双垂直尾翼に改めたアミオ351と呼ば 
れる爆撃機が1938年末100機の量産を命じられた。この351をさらに改良し、エンジ 
ンを強化した353、単垂直翼に戻した354も生産が開始された。1939年9月開戦と 
共に285機のアミオ351、353、354が発注されたが、生産が遅れ翌年4月までに引 
き渡されたのは5機であった。それでも独軍のフランス侵攻までにはG巳I /21とII/ 
21に配属され、他2個部隊も改編中であった。132機が作られたが、地上で撃破された 
ものも多く、残りも訓練や旧式機の援護にあたり、大した活躍もせずに休戦を迎えた。 

|_〈ァミオ351データ〉 」 
全長:14.50m、全幅:22.83m、最大速度:480km/h、武装:7.5nmx 2、20刪x 1、爆弾:1,200kg。 

リオレ•エ•オリビエLe0451 
Lior]-et-Olivier LeO 451 

Le0451は当時の世界水準をいく高速中型爆撃機で、フランス爆撃機群の中で主 
力として活躍した。原型となった1_日045は、1936年に作られ当時世界で最速の爆撃 
機であった。生産型はエンジンを換装し、Le0451と呼ばれ、1939年9月から部隊 
への配属が始まった。しかし1940年5月までに完成していたのは132機で、第一線にあ 
ったのは僅か54機であった。後にその数も増加し優勢な独軍相手に活躍した。5月14 
日には、フランス空軍は稼働できる全てのLe0451をアミオ143とともにセダン 
の高度800mからの大規模昼間爆撃作戦に投入したが、40機撃墜、35機破損と失敗に終 
わった。本機は休戦までに360機をこえる生産が行なわれ、その後もピシー政府軍のも 
とで使用され、同軍解体後はイタリア空軍で地上攻撃に使われたり、ドイツ軍の輸送 
機LeCD455として使用された。大戦後も偵察や各種試験、ミサイルの母機などにも 
利用されている。 
|_<Le0451データ〉 」 
全長:17.17m、全幅:22.52m、最大速度:470km/h、武装:20酬x 1、7.5_x 3、爆弾:2,000kg<> 



144 •フランス陸軍# 

パナールAMD17日装甲車 
Panhard AMD Panhard Mle 1935 

AMD17日は、1933年10月に試作車が完成、その後フランス軍に『AM□パナール 
1935年型』として正式採用された。AMD17已は当時仏陸軍近代化の第一歩を担い、 
車体はリベット接合で、前後2力所に操縦席を持ち、旋回砲塔には25晒砲と7.5圆機銃 
を装備、不整地走行のため4輪駆動の大型車輪を採用など様々な先端技術を取り入れ 
ていた。1940年5月10日、独軍のフランス侵攻開始時には480両のAMD17日が配 
備。休戦後、ドイツはこの優秀性を認め、1941年より偵察中隊に配備、東部戦線で活 
躍した。ビシー政府は、25圆砲を外したAMD17已の配備を許可され、そのままある 
いは1丁機銃を増設し使用した。1944年8月パリが解放されると、フランスは連合軍 
と共闘するため、AMD17巳の再生産に入り、EBR8X8装甲車が登場するまで製 
造が続けられた。これは47111砲SA35を搭載し、AMD17已巳と呼ばれ、戦後も北 
アフリカ、ベトナムの仏植民地に配備された。残存した車両はジブチに送還され、1960 
年代初期に退役している。 

I_〈AMD 17日データ〉_| 

全長:4.79阳、全幅:2.01171、路上最高速度:721<(11/11、武装:25圆砲><1、7.5刪機関銃x1。 

ルノー AMC35軽戦車 
Renaulr AMC Renault MIc 1935 

ルノー社は、AMRの要求を満たす車両を製造する一方で、これを支援する戦闘用機 
銃搭載車(Autoniitrailleuse de Combat)を満たす戦車を開発した。最初のモデルは 
AMR33を基本にしたYR型、AMC34軽戦車で、これを引き継いだ形で1935年 
ACG1型、AMC35軽戦車が完成した。サスペンシヨンは水平スプリングを持つ八サ 
ミ型、旋回砲塔に47(11111砲と同軸機銃を装備(25腳対戦車砲装備車両もある)。本車は初期 
を除きAMX社で約100両生産され、その内12両はベルギーが購入し、騎兵隊用機銃搭載 
車(Automitrailleuse de Corpsde Cavaleire)と名称変更、47圆対戦車砲と13.2111機銃 
装備のベルギー製新砲塔を搭載した。休戦後、ドイツに若干数接収され使用されている。 
1_ 〈AMC35データ〉 | 

全長:4.55阳、全幅:2.20(11、路上最高速度:421<(11/11、武装:47酬砲父1まだは25酬砲x1、7.5mm機関銃x1。 

地中海鉄工•造船所FCM3B軽戦車 
Forges et Chanticrs de la Mediterranc] Char l]cer Mle 1936 FCM 

1934年、FT-17の後継として軍に設計を提出、1935年に試作車が完成した。重量 
など軍の要求に合わない点もあったが、火災の少ないディーゼル•エンジン、溶接接 
合の装甲、保護された足回り等革新的な要素も多く、1936年、改修の後『FCM1936 
年型軽戦車』として採用、100両を受注した。自社製の砲塔に37刪砲SA1日と機銃を 
装備し、1940年には37圆砲SA3已に換装する予定だったが1両行われたにすぎない。 
完成した100両は1939年3月より配備が行われ、2個大隊が編成された。実戦では特に 
戦果をあげる事なく休戦を迎え、ドイツ軍に接収された。ドイツはこれを元に75哪対 
戦車砲と105關榴弾砲を載せた2種の自走砲を作成、フランスで使用している。 

I_(FCM3B軽戦車データ〉 I 

全長:4.46m、全幅:2.14m、路上最高速度:24km/h、武装:37mm砲x1、7.5mm機関銃x1。 
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ルノー FT-17軽戦車 
Renault Char FT 17 

1917年2月、FT-17の試作車は完成し、ルノー他多数の会社が量産を開始、1917 
年9月には最初の量産車が完成した。当時における本車の最大の特徴は、世界で初め 
て全周旋回できる砲塔を装備したことにある。また、装甲板は最大16圆で、車体はリ 
べット接合であった。車体後部には、特殊なテールを設け塹壕を越える能力を高めて 
いた。最初に配備された型は、8圆機銃のみの装備で、次の型では37咖砲を装備して 
いた。この他にも多くの派生型が登場している。1918年5月3〗日、FT-17は初めて 
実戦で使用された。この時参加したのは21両で、レッツの森にて歩兵部隊援護につい 
たが、ドイツ軍の反撃で敗北している。その後負けることは少なくなり、第一次大戦 
終了までに3000両以上完成し、その後しばらく生産が続いた。大戦間は、ほとんどの 
仏植民地で活躍している。その間多くの改良が行われ、1940年5月10日の時点でまだ 
1600両のFT-17が存在していた。休戦後、多くはドイツに接収され、国内治安用や 
装甲列車等に積載されたり、旋回砲塔のみが沿岸防御施設で設置されている。なお. 

多数のFT-17が大戦間に輸出され、多くの国ではそれが第一号戦車として配備され 
ている。また、本車をライセンス生産または原型にして作られた戦車も多く、米の 
6tM1917、ソ連のKS、伊のフイアット3000 (改良型）等がある。 

[ 〈FT-17データ〉 

全長:5.00171、全幅:1.74〇1、路上最高速度:7.61<111/11、武装：8刪機関銃父1まだは37mm砲x1。 

ルノー AMR35軽戦車 
Renault AMR Renault Mle 1935 

1930年代、フランス陸軍は近代戦において、馬が戦闘任務を果たすことはないとを 
認識し、騎兵部隊に装甲車を配備しつつあった。しかしこれらは不整地での機動性に 
問題あるため、193〗年3種類の装甲車両を必要とした。まずAMD17日装甲車が登場 
し、次に機銃装備のAMR、そしてAMRを重装備で支援するAMCが開発された。ル 
ノー社はAMRの要求に応えるべく小型の装軌車VMを開発した。なお、AMRとは偵 
察用機銃搭載車（Automitrailleuse de Reconnaissance)を示し、実際の外観とは披 
関係に、運用用途に応じて分類されていた。1933年この装軌車は、『AMRルノー1933 
年型（AMR33)』として採用された。車体はリベット接合で、操縦席左にエンジン 
を搭載し、やや左寄り配置された旋回砲塔に機銃1丁を搭載する2人乗り豆戦車であ 
った。当時は耐久性は劣るものの、高速で操縦性が良いと評価された。これが123両生 
産された後、1935年エンジンを変更しサスペンションを強化したZT型が『AMRルノ 
一1935年型（AMR35)』として採用され、これは前型と同じ装備の他、13.2甽機銃 
または25圆対戦車砲搭載型等4型式200両生産された。前型に比べ、走行性能は向上し 
たものの、速度は低下し大した進歩とは言えなかった。休戦後、両型とも独軍が接収 
している。 

〈AMR35データ〉| 

全長:3.84m、全幅:1.76m、路上最高速度:55km/h、武装:7.5刪機関銃x1。 
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ルノー R-35軽戦車 
Renaulr Char l]ger Mlc 1935 R 

1934年、フランスの歩兵師団に配属されている、旧式となったFT-17軽戦車に変 
わる歩兵部隊用軽戦車の開発を要求した。この要求に応じて設計図を提出した4社の 
内、ルノーのZM型が選ばれ、1935年5月最初の300両が発注された。サスペンション 
はAMR35軽戦車のものを基本として作られ、5つの転輪で構成されていた。砲塔は 
円筒形で、37刪砲SA1日と同軸機銃を装備した1人用砲塔であった。これはフランス 
のどの戦車にも共通する欠点であるが、戦車長の任務は本来の指揮活動の他、砲の射 
撃や装塡をしなくてはならなかった。後期型で無線が設置されると、この問題は更に 
増加した。また、後期では長砲身の37刪砲SA3日を装備している。車体後部には、多 
くの車両が塹壕を越えるための、特殊なテールをつけていた。1930年代末、R-35の性 
能向上を図ったR-40CAMX-40]が作られた。これは、AMX社設計を元にする12 
個の小型車輪からなる新しいサスペンションを持ち、2個大隊に配備された。R-35 
ii、1940年までに1600〜1900両生産され、1940年5月の時点で945両のR-35、45が 
主に歩兵師団直協の戦車大隊に配備された。また、ポーランドやルーマニア' ユーゴ、 
トルコにも輸出された。堅牢で耐久性に優れると評価されたが、機動性の低さと武装 
の貧弱さとい5欠点をもっていた。休戦後、ドイツとイタリアでも使用され、対戦車 
自走砲等にも改造されている。 

L 〈ルノー闩35戦車データ〉 | 

全長:4.02m、全幅:1.85m、路上最高速度:20km/h、武装:37mm砲x1、7.5晒機関銃x1。 

ホチキスH-35,39軽戦車 
Hotchkiss Char l]ger Mle 1935 H , modifi] 39 

1934年騎兵部隊を元に最初の軽機械化師団（DLM)が編成された時、フランス陸軍 
はSA-35中戦車と行動する軽戦車を必要としていた。この要求に応じホチキス社は 
FT-17と同じ37聊砲SA1日を搭載した2人乗り軽戦車H-35を開発した。その 
後、歩兵部隊にも本車の提案をしたが、低い出力重量比を理由に断わり、R-35軽戦 
車を採用した。しかし、大戦直前には戦車師団(DC)用に採用している。H-35の 
車体は、錶造した各部品をボルトで固定し、R-35故事と同じARX-R錶造砲塔を装 
備していた。サスペンションは三つのボギーから成立ち、6つの転輪を装備している。 
R-35と比較すると、少々大吉いがよく似た外観で、戦闘力•性能もほぼ同等であつ 
た。この後、エンジン出力を向上したH-3已や39が登場した。これは、装甲の一部 
が強化され、エンジンデッキの傾斜がほとんど水平に変化している。またH-39の多 
くは、長砲身の37mm砲SA3日に換装した。本戦車系列は約1000両が生産され、1940年 
5月の時点で800両以上が主にDLMや騎兵師団に所属して前線にあつた。休戦後は、 
相当数がドイツに接収され、1941年夏以降東部戦線、ノルウェー、バルカン半島等に 
も配備されている。また、自走砲にも改造し、1944年6月ノルマンデイー戦で活躍し 
ている。戦後、イスラエルの建国時、少数の本車を対アラブ戦に使用している。 

[ 〈ホチキスH.39データ〉__| 
全長:4.22111、全幅:1.85171、路上最高速度:341<111/11、武装:37圆砲父1、7.5mm機関銃x1。 
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ルノー DE中戦車 
Renault Char D2 

1926年、歩兵連隊戦車計画により、FT-17にかわる歩兵部隊支援用軽戦車とし 
て、ルノー社はNC2日型を開発した。これはD1戦車として】931年より150両生産さ 
れ、1937年リビアのイタリア軍と対峙するフランス軍補強のためチュニジアに送られ 
た。1930年、次に歩兵部隊は対戦車砲に耐える装甲を持つ、新型戦車を要求した。し 
かし、予算が限られていたためD1戦車の諸機構を流用し、1932年UZ型と呼ばれる試 
作車が完成した。これは、D1によく似ているが、ひと回り大きい。また最大装甲厚は 
40圆とD1より5 mm増加した。このため重量超過は5 t強の19.71となり、装甲装置の 
低性能と共に機動性の低下を招いた。武装は47刪砲SA34 (後にSA35に換装）と 
機銃をAPX31錶造砲塔に搭載し、車体前面にも機銃を装備していた。テストの結果 
は好ましくなかったが、1937年には50両が第19戦車大隊に配属された。当時ではフラ 
ンス戦車の中で実戦に配備で吉る最も近代化された戦車ではあった。第二次生産分50 
両が納入されたのは〗940年である。休戦後、ドイツが接収したが、使用の形跡はない。 

[ 〈シャール匚)2データ〉 J 
全長:5.46171、全幅:2.22111、路上最高速度:221<[11八1、武装:47圆砲父1、7.5刪機関銃x 2。 

ルノー 巳1重戦車 
Renaulr Char Bl 

仏の戦車先覚者エティエンヌ将軍の構想に基づく1921年計画の151戦車に端を発し、 
新型戦車の開発が始まった。1924年比較テストの結果、シュナイダー社とルノー社の 
試作車SR巳を基本に、巳型戦車として更に開発が進められた。大型の履帯とその側面 
を保護する大型の装甲板、戦闘室から入れるよ5後部左寄りおかれたエンジン室が特 
徴的な構造である。武装は、車体前面に短砲身75■砲SA35と機銃を装備、更に旋回 
可能なAPX1錶造砲塔には、47酬砲SA34と機銃を装備していたが、搭乗員4名で 
は多すぎる武装であった。1936年より部隊配備された型は、巳1戦車と命名され最大40 
哪の装甲をボルト接合していた。不整地での走行性能は悪く、複雑な大型走行装置のた 
め整備性も優れず、履帯のピン1本まで注油する必要性があった。B型戦車は中•重 
戦車計画の第一段で、その後巳2、巳3、巳巳といラ重戦車の開発が進められたが、軍縮 
会議の方針で放棄されると、最大装甲厚を60甽に強化した巳1bisが開発された。ま 
た、装甲強化されたAPX4錶造砲塔に長砲身47miii砲SA35を装備していた。さらに 
最大75哪厚に装甲強化した5名乗りのBiterも開発されたが、量産されていない。1940 
年6月までに400両近く生産されて戦車師団 
に配備された本車は、実戦では故障が多く、 
機動性に欠け標的になりやすく、中口径砲 
弾1発で砲塔を吹き飛ばされる事も多かっ 
た。休戦後、これらを主に訓練用として使 
用し、一部を火炎放射戦車に改造した。 

I〈シャールBIbisデータ〉j 

全長:6.52刪、全幅:2.50圆、路 
上最高速度:28k(n/h、武装:75 
111砲X 1、47111砲X 1、7.5_ 

機関銃X2。 
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ソミュアS-35中戦車 
Somua Char 1935 S 

1930年代初頭、騎兵部隊のAMC仕様に基づき、ソミュア社が開発を引き受けた。そ 
して性能テストの後、『AMCソミュアAC3』として制式化された。1935年、この戦 
車を仏軍の標準型中戦車として使用することが決まり、『S-35戦車』と名称が変更さ 
れた。装甲は全錶造製で、最大60mmの厚さがあった。車体はこの錶造製の部品3つよ 
り成り、これをボルト接合して組み上げていた。これがこの戦車の欠点の1つで、接 
合部に直撃弾があると、戦車がバラバラになってしま5危険があった。サスペンシヨ 
ンは装甲され、47咖砲SA35と同軸機銃をD2戦車や巳1重戦車とほぼ同様の 
APX1CE錶造砲塔に装備していた。なお同軸機銃は主砲とは別個に左右10動かせ 
た。しかし1人用砲塔の欠点は、本車でも解決されていなかった。これら2つの大き 
な弱点はあったが、当時はいかなるドイツ戦車よりも優秀であった。だが、用兵上の 
問題一騎兵部隊は偵察任務のために薄く散開したため、その壊滅は不可避であった。 
フランス休戦までに約500両生産された。また1940年にはエンジンを強化したS-4□が 
作られたが、ほとんど完成していない。ドゴールの第4戦車師団にも若干配備され、 
5月16日モンコルネの反撃戦で活躍している。休戦により、独軍に接収され、H-39 
軽戦車部隊の指揮車として使われたほか、ルーマニア、イタリアなどに移譲された。 

[ 〈ソミュアS.35データ〉 」 

全長:5.3811\全幅:2.12阳、路上最高速度:401<(11/11、武装:47咖砲\1、7.501機関銃X1。 

地中海鉄工•造船所2C重戦車 
Forties ct i>hanners de la Mcditerran]e Char 2C 

仏で最初の戦車サン•シャモンとシュナイダーは、いずれも塹壕を通れない欠点を 
持っていた。1916年、FCM社が開発を始め翌年試作戦車が完成した。これは1A戦車 
として知られ、最高速度6.4km/h、75哪砲装備であった。次の1巳戦車では、105圆砲を 
装備していた。これらは試作に終り、進歩した2C戦車に継承された。この戦車は1919 

年までに、300両の生産が予定されていた。しかし第一次大戦の終結により、完成は10 
両のみとなり、1921年第51戦車大隊に配属となった。本車は車体の前後に旋回砲塔を 
持ち、75哪砲を前部、8圓1機銃を後部にそれぞれ装備、さらに車体両側面前方に8圆 
機銃を装備している。エンジンはドイツ製で、当初200hpのメルセデス•エンジンを 
搭載していたが、後に250hpのマイバッ八に換装された。しかし車重681ではアンダ 
_パワーのままであった。ただ、当初の予定通りの塹壕戦ならば十分な速度ではあり、 
超壕能力も長大な車体のため、6.25mと優れていた。1939年にはこれらはまだ使用可 
能な状態にあったが、貨物列車で輸送中ドイツ空軍にほとんど撃破されている。 

[ 〈2C重戦車データ〉 J 
全長:10.27m、全幅:2.95m、路上最高速度:12km/h、武装:75圆砲X1、8画、機関銃x 4。 
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ソビエト軍 
冬将軍とともにドイツ帝国の前に圧倒的な物量で大きく立ちはだかったソビエト軍。強力な機 
甲部隊と、堅牢な航空機をもつその実力は、ドイツ軍と対峙しても引けをとらなかったという。 
ここでは、ソビエト軍兵器の真の姿について語ろう。 

ポリカルポフ 1-15/153 
Polikarpov I -15/153 

1-2以来、ソ連制式単座戦闘機の全てを設計してきたニコライ，问•ポリカルポフ 
は、1933年夏、当時の制式戦闘機[-5の後継機として複葉機のTsK巳3、単葉機の 
TsK巳12を開発した。そのうちTsK日3は1933年10月原型機が完成、木金混合構造 
の片持式I型翼間支柱を持っていた。性能も操縦性も優れていたため、直ちに制式採 
用され、1-15として量産された。スペイン内戦では550機以上が政府軍に供与され、 
1939年11月30日に始まった冬期戦役（ソ連•フィンランド戦争）では、すでに旧式機 
であったが相当数が参加、独ソ戦開戦当初にも少数が地上攻撃に参加している。一方 
1934年には、エンジンを強化し、パイロット防護装甲をつけた1-15bisが開発さ 
れ、前型と同様な活躍をしたほか、ノモン八ン事件で日本の97式戦闘機相手に奮闘し 
た。また、本機は第二次大戦勃発時におけるソ連の第一戦機で、1941年末まで活躍し 
ている。その後、本機は世界最速の複葉機として知られるI -153へと発展した。こ 
れは1-15の方のイメージを多く残し、エンジンをさらに強化、主脚を引込み式に変 
更し空気抵抗を減らしている。本機はノモン八ン事件で97式戦闘機に対し最も善戦し 
たといわれ、独ソ戦初期でも多数使用されていた。総生産数は1-15/ I -153合わ 
せ6000機以上におよんだ。 

[_ 0-15 3 データ〉 | 

全長:6.35m、全幅:10.2m、最大速度:430km/h、武装:7.62mmx4 

ポリカルポフ 1-1B 
Polikarpov I -16 

1-1Bは、制式機として世界最初の引込脚低翼単葉機で、1933年12月31日、本機の 
試作機であるTsK巳12が初飛行したと吉、全世界が目をみはった。木金混合構造で 
脚は手動式引込み装置を持ち、量産開始後、さまざまな改良が行われながら約20,000 
機が約10年の間作り続けられた。実戦の初參加はスペイン内戦で、1937年秋から參加 
し約480機政府側に送られて、モスカ（蝿）やラタ（鼠)等のニックネームをつけられた。 
また1939年夏のノモン八ン事件では、日本の97式戦闘機と外蒙上空にて空前の大空中 
戦を展開、その9晒の防弾装甲板と重武装で、日本機を悩ませた。しかし、日本側の 
評価は、急降下性能が優れる反面、空戦性能が非常に劣るとい5ものであった。その 
全盛期は第二次大戦直前で、1941年6月没日独ソ戦開戦時にはすでに旧式化していた 
が、その後も地上支援や対地攻撃機として1943年の夏まで前線の任務についていた。 
[_ U-1已10型データ〉_| 

全長:6.07m、全幅:9.oom、最大速度:464km/h、武装7.62圍x 4 
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ラボーチキンLaGG-3 
Lavochkin LaGCr-3 

ソ連空軍の1938年計画に基づき、セミヨン•アレクセイビツチ•ラボーチキンは、 
これまでの協力者アレクサンドル•ヤコブレフと分かれて、1-22を開発した。これ 
は、ソ連軍用機名称の変更により、LaGG-1と名を変え、1940年より量産が始まっ 
た0しかしこの初期型の引渡し以前に、一連の構造上の変更を行いLaGG-3として 
量産ラインにのせられた。量産機は1941年初頭より引渡しが開始されたが、本機の特 
徴は、操舵面が金属骨組みといろ以外全木製で、外板は木と羽布張りであった。本機 
は対フィンランド戦争と初期の独ソ戦に活躍し、特に独ソ戦開始後、約9時間で約1200 
機のソ連軍機が破壊（内800機は地上で撃破された）され、その後も大きな打撃を受け 
続け、軍用機が無く窮地に追い込まれた所に、短時間に多量に投入され戦線維持に貢 
献した。1942年初頭にはソ連軍主力戦闘機となり、主として低空作戦や地上支援に使 
用され、生産は1942年夏のLa-5に切り換えられるまで続いた。ソ連航空機の共通の 
特徴である単純な構造と頑丈さをかねそなえた優秀な戦闘機であった。 

[_ 〈LaGG-3データ〉 」 

全長:8.86阳、全幅:9.80阳、最大速度:5601<[11/11、基本武装:20圆\1、12.7mmx 3 

ミコヤン•グレビッチMiG-3 
Mikoyan-Gurevich MiG-3 

有名なアルテム•ミコヤンとミカエル•グレビッチのwミグ〃チー厶の第1作MiG-1 
を原型とする飛行機で、本機の設計によってミグ•チームはスターリン賞を得た。本 
機の原型機MiG-1は、当初I -巳1という名で1940年3月第1号機が完成し、低空戦 
闘機LaGG-1に対し高空戦闘機として量産が開始された。MiG-1は木金混合の構造 
で、速度性能に優れていたが、縦安定が悪く離着陸は非常に難しかった。このため2100 
機も生産されたが、それほど活躍せず改良型MiG-3 [卜200]に移行した。前型と 
の最大の相違は、エンジンを1350hpの高性能な物に換装し、補助燃料タンクを付け航 
続距離を増したことである。また、開放型キヤノピーを密閉型に変更し、後方視界も 
向上させ、上反角を増し安定性の向上を行っている。1941年後期に任務につぎ、5000 
mあたりの高度で最もよい性能を発揮したが、低空ではドイツ軍戦闘機に比べ、操縦 
性も速度も劣った。そのため、より優れた丫ak-1に地位を譲り、高高度域での戦術偵 
察機などに使用され、1943年末には後方の部隊へと転属していった。数千機が生産さ 
れた後、1941年後期にはすでに他の優秀な航空機を生産するために終了していた。 

〈Mig-3データ〉 

全長:6.07m、全幅:9.00m、最 
大速度:655km/h、基本武装: 
12.7_xi、7.62_x2、爆弾 
:200kg。 
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ヤコブレフYak-1/7 
Yakovlev Yak.1/7 

アレクサンドル•ヤコフレフの第1作で、LaGG-K M1G-1と同じ計画に基づき 
設計された。原型機I -2Bは、1940年夏に初飛行、Yak-1として制式化された。1941 
年6月に生産が開始され、わずか9力月後には戦線に配備された。構造は主翼が木製、 
胴体が鋼管と木の混合に合板外皮でできていた。その後キャノピーを突出型にした 
Yak-1Mや、エンジンを強力なものに換装し、初期型とは相当異なり、丫ak-9との 
中間的機種に近い色合いを持つYak-7Bなどが作られた。他にYak-1を複座化した 
練習機であるUT卜2巳を、戦闘機に改装して量産したものは丫aK-lUと呼ばれ、こ 
のエンジン強化型はYak-7Uとして知られる。丫ak系列は総数30.000機を越す生産 
数で、非常に操縦性が良く、高速、武装も優れ、第二次大戦中通してソ連戦闘機隊の 
主力のとなって活躍した。 

[_ (Yak-1データ〉_| 

全長:8.55171、全幅:10.03阳、最大速度:586咖/11、基本武装:20刪父1N12.7(nnix 2 

ラボーチキンLa-5/7 
Lavochkin La-5/7 

1941年末、LaGG-3の弱点であった非力さを補うため、シュべツォフM-日2系の 
空冷エンジンに換装しテストしたところ、低空では独の日f109Fより約40km/h以上 
も速く、上昇力、運動性も良好なため、新型低空迎撃機LaGG-5として組立ライン 
上のLaGG-3にこのエンジンを装着し生産を開始した。これは急場しのぎのつなぎ 
的存在で、まもなく突出型キャノピーに改められたLa-5の生産が開始され、1942年 
秋スターリングラード戦線に登場した。同機は対地攻撃に威力を発揮し、低空での速 
度と旋回性能は独戦闘機を凌駕した。1943年に入ると更に出力の向上したエンジンを 
積むLa-5FN (馬力向上型の意）が就役を始めた。また構造も胴体貫通材が金属に改 
められ、木金混合となり、燃料容量も増加している。同機は、1943年7月クルスク戦 
に大量出撃し、多くのエースを生んだ。約10,000機が生産され、Yak系とともに大戦 
後期の主力戦闘機となり、各戦線に送り込まれている。La-5FNの造られた1年後に 
は、同機と同じM-日2FNエンジンだが出力を強化し、20圆機関砲を1門増設したLa-7 
が開発された。機体形状もより空力学的に進化させ、航空性能が向上していた。同機 
はソ連のトップ.ファイターの位置を占め、ソ連最高のエースイワン.コジェドゥフ 

(62機撃墜)の乗機としても知られている。La系成功の要因は、木材を主体とした素 
朴頑丈な構造が、東部戦線では実用性に富み、量産も容易であったことで、また、そ 
の操縦性能の良さ、安定性の高さからソ連のエースパイロットたちから好んで使われ 
た。 

I_ <La-5データ〉 __| 

全長:8.86m、全幅:9.80m、最大速度:560km/h、基本武装:20mmx 1、12.7mmx 3 
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ヤコブレフYak-9 
Yakovlev Yak-9 

丫ak-lおよび7巳の航続距離を向上させるため、翼桁を金属製にし翼内燃料容積を 
増加させたYak-9の開発が始められた。コックピットが後方に移動し、ラジェターを 
やや前方に移動させた以外、ほぼYak-7巳と同じである。本機は1942年8月より配備 
が開始され、10月スターリングラード戦線でデビューを飾った。引続ぎ改良は行われ、 
12.7圆機関銃を1丁追加したM型や600kgまで爆装可能な巳型、軽量化をぼどこしたL 
型など派生型も登場した。だが、特に重要な派生型は、T型と□型である。Yak-9丁 
は、地上攻撃用に37圓砲を搭載したタイプで対地、特に装甲車両に対してその威力を 
発揮した0 丫ak-9□は、20剛機関砲1門と12.7圆機銃1丁と武装を減らし、かわりに 
燃料を6001増加した。その最大航続距離は1420kmに達し、英本土ーソ連ーイタリア間 
往復爆撃、ルーマニア油田爆撃等の米爆撃機隊の護衛にあたり好評であった。またソ 
連において戦闘中の様々な外国部隊に配備され、ポーランド人の第1ワルシャワ戦闘 
機連隊やフランス人のノルマンデイ•二ーメン戦闘機大隊では、供与のP-39や八リ 
ケーンより好んだ。丫ak-9は、第二次大戦で生産されたYak系の大部分を占め、特 
に低空での軽快性によりパイロットに好まれた。 
[ <Yak-9D データ> I 
全長:8.5517\全幅:1〇.〇3阳、最大速度:6〇〇1<111/11、基本武装:2〇01父1、12.7mmx 1 

ヤコブレフYak-3 
Yakovlev Yak-3 

丫 ak-3は、低高度戦闘のために開発された単座戦闘機である。基本的には丫 ak-1M 
の機体にM-l05PFエンジンを載せたものだが、運動性能、特に中低高度（3000m 
前後）では非常に優秀な性能を見せ、例えば、スピットファイア、Bf-1 09Gs 
Fw-190Aといった他国の第一線級戦闘機に対しても上昇力、操縦性で優ったと言 
われている。丫ak-9より全幅•翼面積とも小さく、合板張りの機体表面は厚い塗料で 
ピカピカに磨き上げられていた。丫ak-9と同時期に設計され、1943年6月より実戦に 
投入、5000機近くが造られた。主として地上攻撃に使われたが、低空での迎撃、爆撃 
機•輸送機の護衛など広く使われた。またソ連内の外国部隊も大戦末期に本機を使用 
している。 
[ <Yak-3データ〉 I 
全長:8.50m、全幅:9.20m、最大速度:648km/h、基本武装:20mmxl N12.7111mx 2 _ 

スホーイSu-2 
Sukhoi Su-2 

1936年、ツポレフの開発チームは高速偵察および軽爆撃機として、単発中翼の 
ANT51の開発を始めた。しかし性能が悪く1939年再設計することとなり、チームの 
一員であるパペル•スホーイが担当することとなった。完成した機体は全金属性複座単 
発機巳巳1で、翼は低翼に変更、エンジンを強化し引込脚としたため最高速度も50km/h 
向上した。同機は1940年より生産が開始され、1941年にSu-£と改称された。当初エン 
ジンは950hpのM-日日エンジンをつけていたが、100機余りが生産された後、急遽1400hp 
のM-巳2エンジンに換装された。しかし速度は向上したものの、重量増加から他の性能 
が犠牲なった。本機は爆撃機を軽視する軍部と、試作における試行錯誤のため4年以上 
を設計に費やした。そのため、独ソ戦が始まったとき■にはすでに旧式化し、損害を多く 
だした。そのため、1942年には11-2にその座をゆずり、前線任務から消えていった。 
[ <Su-2データ> | 
全長:10.25m、全幅:14.30m、最大速度:485km/h、基本武装:7.62mx 5、爆弾:600kg 
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イリューシン 11-2 
Ilvushin I 1-2 

I1-2、通称「シユトルモビク」攻撃機は、第二次大戦におけるソ連機の中でも最も 
有名なひとつである。1938年、イリユーシン開発チー厶はTsK巳55[巳Sh2]の開発 
を始めた。これは複座の木金混合機体で、前部胴体および各要所に計700kgにおよぶ装 
甲板をつけていた。この原型機は縦方向の安定やエンジン出力に問題があったので、 
根本的な改設計を行ったTsK巳57を作成、これはI1-2と改称し、1940年10月に採 
用された。本機は、乗員は1名となり、航続距離•速度が増加したが、その最大の特 
徴は、航空機とは思えぬほどの頑丈さと、強力な武装であった。その装甲は平均4〜8 
圓、胴体後方では13咖に達し、20圆以上の砲火でなけば撃墜できなかったと言われる。 
キヤノビーも防弾され、厚さB5mmもあった。また20圆機関砲x 2、機銃x 2となり、 
爆弾搭載量も増加した。I1-2は1941年夏より配属開始され、独戦車隊に対し大吉な 
戦果を上げ、特に9月から10月におけるモスクワ方面のめざましかった。このためス 
ターリンは工場に「赤軍はパンと同じくらいにI1-2を必要としている！」と電報し 
たという。しかし、I1-2は後上方よりの攻撃に弱かったので、複座化し後部機銃座 
を設けた。また武装も23圓機関砲になり、エンジンも強化された。この新型は〗942年 
7月に就役した。後には、ティーガーやパンターの重装甲を貫通でぎるよ537miii砲P 
門を搭載する機体も開発されている。総生産数は36,000機を越え、独軍からは『黒い 
死』と恐れられ、ソ連軍からは『空飛ぶ戦車』と呼ばれ、対独戦線、全域で使用され 
た。なお、本機の設計によりセルゲイ•イリューシンはソ連労働英雄の称号を受けた。 

<11-Em3データ〉 

全長:60.7111、全幅:9.00111、最大速度:4041<[11/11、基本武装:23111ズ2、7.62_父3、爆弾:6001^ 

イリューシン 11-10 
Ilyushin 1 1-10 

1-1□はシュトルモビクの最終型として、I1-2をもとに発動機をより強力なミクリ 
ンAM42液冷エンジンに換装し、主翼および水平尾翼の構造が根本的に改造され、主 
脚の変更、尾輪の引込式、武装などに改修をぼどこした地上攻撃機である。新規に取 
りつけられた3門の20圆キヤノン砲は、装甲車両の上面を撃ち抜くには充分であった。 
試作機が完成したのが1944年の夏と遅く、量産機が登場したのはすでに戦争の勝敗が 
見えてからであった。だがテストの結果は良好で、すぐに量産へと移行し大戦末期に 
任務についた。1945年設計者のイリューシンは、本機によってスターリン賞を得た。 
1950年まで生産は続けられ、ソ連とその衛星国で長年任務につき、朝鮮戦争でも北朝 
鮮機として活躍した。 

〇1-1◦データ〉_I 

全長:11.30m、全幅:13.54m、最大速度:500km/h、基本武装:20_x 3、7.62mmx 2 
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ぺトリヤコフPe-2 
Petlyakov Pe-2 

ウラジミール•ぺトリヤコフが設計した、第二次大戦中のソ連機の中で、最も多用 
途性のあった機体である。1938年、設計当初は高高度双発重戦闘機VII00として開 
発が進められたが、途中で高高度爆撃機に仕様変更され、1939年原型機が初飛行した。 
しかし、高高度照準装置が不十分と判明したので、ターボ過給機を外して今度は急降 
下爆撃機として1940年6月量産が開始され、Pe-2と改称した。本機は垂直尾翼2枚 
の全金属製低翼単葉機で、特徴的な構造に、18個以上にのぼる操縦装置系への大幅な 
電気式サーボの使用がある。Pe-2の急降下性能は優秀で、操縦性も優れていたが、 
操作が不適当だとスピンに入り易かった。着陸が容易なことも長所の1つである。次 
に迎撃戦闘機型のPe-3bisが1941年冬に生産に入ったが、大した戦果を挙げれず少数 
の生産に終っている。1942年初頭ごろから独のBfl09Gの登場により、本機の損害 
が増大し、これに対抗するためFT上方銃塔が開発され、同年6月から前線のPe-2全 
機に現地で装着され、さらに1943年には機体構造を改良し、M-105PFエンジンを 
を装着している。他にも、長距離偵察機や練習機等あるが、1944年に量産に入った迎 
撃戦闘機型Pe-2 Iは、3 tもの爆装も可能であった。本機は1944年に設計者ぺトリ 
ヤコフがPe-2の事故で死亡した後も、徐々に改良されながら1〗，000機以上が生産さ 
れ、I1-2とともにソ連軍戦術爆撃機隊の主力となったのである。戦後もソ連とその 
衛星諸国で長期に渡り使用されていた。 

[ <Pe-E データ〉 I 

全長:12.66m、全幅:17.16m、最大速度:540km/h、基本武装:12.7_x4 

イリューシン 11-4 
Ilyushin I 1-4 

第二次大戦中、ソ連軍で最も多方面にわたり使用された爆撃機がこのI1-4であ 
る。この最初の原型機□曰-3は、1933年より開発が開始され、1937年より生産が開始 
された。これはソ連長距離爆撃隊の主力となったが、まもなく徹底的に改修され、1939 
年□巳-3Fが完成した。胴体前部は完全に再設計され、ガラスの多いすんなりした流 
線形となり、全金属性の低翼単葉双発機であった。頑丈で強力な武装を持ち、非常に 
優秀な性能を持っていたので、直ちに生産開始され、1940年には部隊配備となりI1-4 
と改称した。本機は独ソ戦開始と共に空軍と海軍で使用され、1941年8月8日にはソ 
連軍初のベルリン空襲を行った。だが、当時ソ連軍は、戦闘機の生産を優先させてお 
り、しかも工場の疎開が重なり、生産量はほとんど停止してしまった。特に金属など 
の戦略物資は不足し、そのため木製部品を多用で吉るよ5に設計し直し、1年後生産 
産は再開され順調に行われ、後期にはエンジンを強化した改良型も作られ、1944年に 
生産を終了するまでに6000機以上が生産された。海軍では本機を雷装したり、偵察、 
機雷投下等に使用し、戦後も数年間現役にあった。また、1950年代まで練習機やグラ 
イダー曳航機としてソ連や衛星諸国で使用された。 

<11-4データ〉_ _| 

全長:14.82m、全幅:21.44m、最大速度:410km/h、基本武装7.62mmx 3爆弾:2500kg 
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イソルスキー自動車製造所BA-B装甲車 
Izhorsk Motor factory BA-〇 Aromured Car 

1932年、巳A-27装甲車の後継型となる重装甲車の開発が始められた。最初のタイ 
プは巳A-1と呼ばれ、フォード•トラックのシャーシをベースに作られたが、性能的 
には優れたものとは言えず、試作のみの製造に終った。このため、1934年今度はGAZ- 
AAAトラック（BX4)の車体を流用して巳A-3装甲車が作られた。この砲塔には 
T-26M1933軽戦車の砲塔と全く同じ物が使用され、火力は当時の戦車と同等であ 
った。しかし、機動力不足が明らかになり、新型トランスミッションを搭載し、軽量 
化した車体を持つ巳A-已が誕生した。この巳A-Bは、砲塔の形状が違う派生型も存在 
し、スペイン内戦で使用されたぼかトルコにも輸出され、この後継型の巳A-1□と共 
に独ソ戦中期まで標準的な装甲車として活躍した。 

| (BA-B装甲車データ〉_| 

全長:4.694m、全幅:1.999m、路上最高速度:56km/h、武装:37刪砲x1、7.62圆機関銃x1 

GAZ自動車製造所BA-B4装甲車 
GAZ Motor Factory BA-64 Aromured Car 

独ソ戦中、ソ連では戦車•火砲•航空機の製造が優先されたため、ジープやトラッ 
クの類の生産には力を入れていなかった。装甲車も同様で、この巳A-64が新型装甲 
車として唯一開発されたのみである。巳A-已4は、武装は機銃1丁のみ、乗員も2名 
だけの装甲車で、GAZ-已4 (ソ連版ジープ）の車体に、独の4輪装甲車を模倣した 
スタイルの装甲ボディーをつけた物であった。しかし、独の4輪装甲車と違い、生産 
性を考慮して前部にエンジンをおいていた。これは本車に限ったことではなく、1960 
年代後期巳RDMの登場までソ連装甲車に共通の仕様であった。1942年、指揮官用の偵 
察車や連絡用として採用されたが、生産は少数に終っている。これはGAZ-B4の方 
が優先されたこと、また同車にも技術的な問題があったことによる。1943年になると、 
改良型のGAZ-67が開発され、これを元に巳-64巳が生産された。前型との違い 
は、銃塔を搭載したことであるが武装に変化はない。この武装は一部の車両で12.7圃 
重機関銃や対戦車ライフルに変更されている。本車は大戦中3500両作られて、戦後 
巳T闩-40の配備と共に退役した。また、北朝鮮や中共軍にも供与され、1950年代東 
ドイツでは、これを元にSK-1という近代化型を製作した。 

[_〈B^-已4装甲車データ〉 | 

全長:3.66m、全幅:1.53m、路上最高速度:80.5m、武装:7.62圓機関銃x1 
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八リコフ機関車製造所BT-5/7高速戦車 
Hharkov Locomotive Works BT-5/7 Fast Tank 

偵察用戦車としてT-27偵察戦車、歩兵部隊直協支援用にT-2巳琴戦車と配備され 
る一方で、1931年、ソ連軍は機動戦の中心となって縦深突破作戦を行兰' -兵$援用 
の高速戦車の開発に着手した。同年初頭、米のクリスティーM1931高速戦車か輸入 
された。これにソ連製砲塔を搭載したのが巳丁シリーズ原型の巳丁-1であった。lg32 
年、37删砲Ml930を装備した巳T-2が量産を開始した。車体構造は前型と大差な 
く、最大装甲は13mmと高速性を重視したため当時と比較してもやや薄めの装甲である。 
サ7ペンションはクリスティー式で、不等間隔に並ぶ大型転輪4個からなり、履帯を 
外すと装輪走行が可能であった。その路上速度は100km/hに達したが、ソ連の道路事情 
から、この状態で走ることはまず無かった。1933年、45酬戦車砲Ml932を装備する 
T-2Bと共通の砲塔を搭載した已丁-5が完成した。しかし日本軍と戦闘した丁-26の 
報告から、リベット接合の欠点が明らかになり、1935年溶接接合車体の巳T-7か制式 
化された。だが、初期型巳T-7-1はBT-5と同じ砲塔を搭載し、新砲塔を載せた 
巳T-7-2まで暫定的に作られた。最終型巳丁-日は、エンジンを強化する等系歹嘬優秀 
であるが、T-34中戦車登場により少数生産に終った。1941年まで巳T-7を最局に系 
列約7000両が生産され、各戦車部隊、騎兵戦車連隊等に配備、ソ連機械化部隊の主力 
としてノモン八ン事件から独ソ戦初期まで活躍した。 
[ 〈巳T-7M軽戦車データ〉 1 

全長:5.66m、全幅:2.29m、路上最高速度:86km/h、武装:45晒砲x1、7.62關機関銃x1 

ボルシェビク/キーロフ製造所T-2B軽戦車 
Bolshevik and Kirov facrories T-26 Light Tank 

ソ連の赤軍機械化局は、戦車自国開発の遅滞からライセンス生産を計画した。1930 
年英のビッカースBtMk.E戦車が輸入されると、これに自国仕様の改造を施し生産を 
開始した。これは1931年、2基の機銃塔を持つ歩兵直協戦車丁-2巳M1931(A型） 
として完成し、武装が7.62酬機銃x 2に変わった点以外原型と大差ない。1932年同局 
は45刪戦車砲を搭載する旨を指示し、翌年騎兵戦車M1933 (B型）か誕生した。 
同型は、45鬧1が戦車砲搭載のため砲塔を1基とし大型化している。しかし速度か遅い 
ため騎兵戦車には不適とし、戦車部隊に装備された。本車は1934〜35年にかけての戸 
本軍との小戦闘から、装甲強化とリベット接合の危険性を認識した。そこで被弾経始 
を向上させるため、装甲に傾斜をつけ溶接接合に改めたM1937 (CまたはS型）か 
開発された。また主砲にスタビライザーを採用している。この後1犯9年のどモン八と 
事件では、日本軍相手に大戦果を収めたが、対フィンランド戦では対戦車ライフル寺 
で被害が増大し、応急の対策として増加装甲をボルト止めした。最大50刪厚となった 
このE型は、もはや丁-26の限界をしめし、1939年に生産終了となり、総生産台数は 
火炎放射戦車など多くの派生型を含め約12,000両生産された。1941年独ソ戦開始時に 
は、全戦車の46%を占め最大生産型のM1933を初めほぼ全型が、初期の戦車部隊の 
中核として使用された。 
[ <T-EBM軽戦車データ」_| 
全長:4.88111、全幅:3.41111、路上最高速度:321<111/11、武装:37圆砲><1版、7.62mm機関銃XI 
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オルジョニキーゼ製造所T-37軽戦車 
Ordzonikidzi Facrorv T-37 Licht Tank 

丁-37は、丁-27の後継型として、英のビッカースA4E11型水陸両用戦車を模^ 
倣したT-33をベースに開発された水陸両用の偵察戦車で、1933年に採用された。こ 
の戦車は、フオードのライセンス品であるGAZ-AAエンジンを搭載し、仏のAMR 
軽戦車の足回りを組み込み、水上を浮航の際には、後部のスクリューで推進した。全 
体の配置は、A4 E11型とぼぼ同じであるが、砲塔の位置を左から右寄りに変更 
約2400両生産の後、1937年には後継のT-3已へと切り替わった。T-3日は砲塔を左寄 
りに変更し、全高が下がっているのが特徴で、後期型では新型のエンジンとトランス 
ミッションに変更されている。同車は約1300両生産された。これらは大戦勃発時、狙 
撃、騎兵、機械化部隊の偵察戦車として配備され、対フィンランド戦、独ソ戦1941年 
末頃まで実戦に参加した。 

|_ (T-37M軽戦車データ〉 | 

全長:3.75171、全幅:2.10111、路上最高速度:351<111/11、武装:7.62111機関銃父1 

オルジョニキーゼ製造所他T-40,60軽戦車 
Ordzonikidzi Factory and others T-40,60 Light Tank 

1938年、丁-3日に代わる偵察戦車の試作が指示された。このため浮航型のT-30A 
と非浮航型のT-3□巳が作られ、1939年に前者がT-40偵察戦車として採用された。 
水密構造の車体を持ち、12.7咖重機関銃が装備されたが、エンジンが低出力なため水 
上では5km/hしか出せず、装甲も14圆しかなかった0装甲を強化し20晒機関砲を装備 
したS型も計画されたが、生産には至らなかった。一方、T-30巳は車体上部が小さ 
くT-40よりもコストが安かったため、1941年7月よりT-60として、T-40と並行 
し作られた。主に水陸両用機能の不要な部隊に配備する予定だったが、独ソ戦初頭の 
ソ連軍被害は凄まじく、工数のかかるT-4□は約230両で生産中止され‘ T-日〇士け 
に絞り量産を優先した。その後、転輪がスポーク状で無くなり、エンジンが強化され、 
装甲が最大35圆まで強化された改良型の丁-60M1942 (A型）が登場、1942任9 
月までに6022両生産された。 

|_ (T-40軽戦車データ〉 ] 

全長:4.43m、全幅:2.51m、路上最高速度:45km/h、武装:12.7mm、機関銃x1、7.62mm機関銃x1 

ゴーリキー自動車製造所T-70軽戦車 
Gorki Aucomoror Factory T-70 Light Tank 

T-2Bの後継として作られたT-50は優秀であったが、高価すぎて63両で終わり、 
T-已〇も、遅い速度、薄い装甲、貧弱な火力など問題が多かった。そこでこれら倬察. 
軽戦車を統合し、45酬の前面装甲を持ち、45圆戦車砲を装備したT-70軽戦車ぶ誕生 
した。本車は1941年11月より試作を開始したが、1人用砲塔に45剛砲を装備したため、 
車長は指揮の他、砲手の任務も負い、射撃速度が遅くなった。後期型では、砲塔形状 
を曲面から装甲強化された平面構成に変更し、2基のエンジンを直列構成にした丁- 
70Mが作られている。1943年〗0月までに、合計で8226両作られ戦車部隊の偵察戦室と 
して配備されたが、すでに軽戦車の活躍し5る状況ではなく、T-34の増加と共に1944 
年初頭には戦車旅団からは外された。また、後継の丁-日〇も120両しか作られなかった。 

[ <T-70M軽戦車データ〉 ] 

全長:5.00m、全幅:2.52m、路上最高速度:51km/h、武装:45111砲x1版、7.62圆機関銃x1 
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キーロフ製造所T-S日中戦車 
Kirov factory T-28 Medium Tank 

1932年、英のビッカースABE1中戦車をベースに作られた、ソ連での最初の多砲塔 
型中戦車が丁-2日中戦車である0低初速の76.2哪砲と独立して動く機銃を装備した主 
砲塔の他、敵陣突破行動のための機銃を装備した2つの補助砲塔を搭載していた。1938 
年、主砲を16.5111口径から26口径76.21111砲L-10に換装したMl93日（巳型)が登場 
した。ノモン八ン事件に初めて投入され、対フィンランド戦でも使用されたが、対戦 
車ライフルによる被害により装甲強化を迫られた。この結果、M194CKG型もしく 
はE型）が開発され、砲塔周囲と車体前面を中心に増加装甲を取り付け、最大80删厚 
となっている。各型合わせて約600両が生産され、開戦時には独立戦車大隊及び独立重 
戦車旅団に配備されていた。 

|_〈T-2日M軽戦車データ〉 」 
全長:7.44阳、全幅:2.81111、路上最高速度:371<111/11、武装:76.2圆砲父1、7.62麵機関銃X 3 

コミンテルン製造所T-34/7B中戦車 
komintern Factory T-34/76 Medium Tank 

ニックネーム「ロジーナ（祖国)」を持つ、大祖国防衛戦争（独ソ戦のソ連名）の勝 
利をもたらした第二次大戦中最優秀と言われる戦車が、このT-34/7日である。1938 
年、本車の原型となるBT系列と同様の走行装置を持つA-日□試作戦車が完成した。 
しかし結果は芳しくなく、新たに装軌走行のみのT-32中戦車を作成した。これは5 
個の大型転輪からなるクリスティー式のサスペンションを持ち、接地圧の低い幅広な 
履帯と共に走行性能を高めていた。また被弾経始の良好な傾斜装甲を持ち、テストの 
結果は抜群の成績を収め、1940年6月T-34M194□中戦車として制式化された。一 
般的にはT-34/7巳Aと呼ばれるこの型は、主砲に30.5口径76.2酬砲を搭載し、最大 
45圆の傾斜した圧延装甲板を溶接接合していた。1941年2月からはMl941(B型） 
に改良され、主砲を42.5口径76.2圓砲に変更、火力を強化している。1941年12月から 
は錶造転輪を一部持つM1942 (G型）に改良、最大65關まで装甲を強化している。 
次のMl943は最終生産型のF型まで細かく分かれるが、大吉な変化は砲塔が丸型八 
ッチ2つが特徴的な、居住性の向上した新型に変わったことである。また、速度も向 
上し、さらに装甲も強化されている。この戦車は、T-2巳中戦車の後継として、独ソ 
戦開戦までにA•巳両型627両が西部国境地帯の機械化軍団に配属されたが、初戦では 
独軍を驚かせもののバラパラの投入で各個撃破されている。しかし、その後集中運用 
が始まると敗色濃かった戦局を挽回し、ベ 
ルリン攻防戦までソ連軍主力として活躍、 
多数の製造所で生産され、その総生産台数 
は35,000両以上に昇っている。 

I CT-34/7日日型戦車データ》] 

全長:6.68m、全幅:3.00m、路 
上最高速度:53km/h、武装:76. 
2mm砲x 1、7.62mm機関銃x 2 
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クラスノヤ•ソロモフ製造所T-34/85中戦車 
Krasnoya Solomov Factory T-34/85 Medium Tank 

牌sき您』艮a頃卜丁ィアカ-1、知ぃてハンタ-を投入したため、-時的に 
ヂ車，にて優位に！^つた。このため、ソ連軍はT-34中戦車の武装強化の開発を始め 
た。武装には新型の54.6口径85關戦車砲ZIS-53が開発され、このため従来の2名用 
の砲塔から3名用の新型砲塔が採用され、砲塔前部の装甲は9〇關厚に達している。ァ 
の結果、車長は作戦指揮のみに専念で吉るよろになり、また同級の独戦車に対抗でぎ 
るよ5になつた。しかし、初期型ではこの砲が間に合わず、SU-巳5と同じ53口径85 
m爪戦車砲D-5Tが搭載されていた。1943年末から1945年までに3万両近く量産さわ 
その生産は戦後も続けられた。また、ワルシャワ条約機構を始め第三世界諸国にも広 
く供給され、朝鮮戦争•中東戦争等で活躍、最近では1982年レバノン侵攻の際、PLO 
か実戦で使用、現在もなお配備する国が残っている。 

L (T-34/B5戦車データ〉 ] 
全長:8.15m、全幅:3.00m、路上最高速度:55k(n/h、武装:85刪砲x1、7.62圆機関銃x 2 

キーロフ製造所T-35重戦車 
Kirov factory T-35 Heavv Tank 

1930年、敵戦車との戦闘と堅固な防御陣地の突破を主任務とする重戦車の開発を開 
始した。最初に作られたT-32重戦車は、英のA1E1インディペンデント重戦車のコ 
ピーで、機動性能が低く高速走行時は射撃できなかった。このため、1933年には後継 
型として、T-35重戦車が開発された。このT-35は、T-2日軽戦車の主要部品を流 
用し、主砲塔に76.2甽短身砲と機銃を装備し、巳T-2とT-37の生産ラインで作られ 
た補助砲塔を2組ずつ装備一37刪砲と同軸機銃の砲塔を主砲塔の右前と左後、機銃装 
備の砲塔を同じく左前と右後と計5つの砲塔を搭載、1〗名の乗員で動かす多砲塔戦审 
であった0なお、後に37麵砲は45圓砲に換装されている。しかし多砲塔により重量が 
赁るので、30晒厚と装甲は薄くせざるをえなく、37圓砲も防げなかった。また補 
助砲i合の射界は互いが射線を塞ぎ、死角が多かった。本車の総生産数は61両で、独立 
第5戦車旅団に配属され、開戦時国境での戦いに参加した。 

〈T-35M重戦車データ〉 

全長:9.72阳、全幅:3.20阳、路上最高速度:301<(11/11、武装:76.2圆砲父1、45mm砲x 2、7.62mm機関銃x 6 
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キーロフ/チエリヤピンスク•トラクター製造所KV-I重戦車 
Kirov/Chelyabinsk Tractor Factory factory KV-1 Heavy Tank 

丁-35重戦車の後継としてSMK、T-1□□の多砲塔型重戦車が試作されたが、大 
型化するため機動性の低下や装甲が薄くなることを解決できなかった。このため、SMK 
を基本とし、単一砲塔に30.5口径76.2圆砲を装備、最大75圆の装甲を持つトーション 
バー.サスペンションの重戦車を開発した。この重戦車は、国防相クリメント•ヴォ 
ロジロフ元帥にちなみ、KV-Iと命名され、1939年末より生産が開始された。この試 
作型は対フィンランド戦で実戦テストを受け、耐弾性が優れることが実証されたが、 
反面軟弱地や雪上での機動性は貧弱であった。その後41_5口径76.2mm砲を装備するA 
型、最大装甲1〇〇圆に達する錶造砲塔を持つ巳型、初期型に増加装甲をボルト止めし最 
大110圓となっているE型、そして1942年にはKV中最大の装甲厚130圆を誇るC型か作 
られている。なお、資料により分類の差が多少出ている。この結果、装甲が厚くなる 
度に重量増加を続け、C型では471となり機動性は著しく低下した。そのため次のKV- 
I Sでは軽量.高速化を計り、最大装甲82刪まで減らしその分被弾経始を良好にした。 
またエンジンの出力を高め、動力伝達系を一新している。最終量産型のKV-巳5は、 
僅かしか作られずJ S重戦車へのつなぎであった。1943年末まで合計4300両余り生産さ 
れ、独ソ戦開戦時には508両が戦線にあり、1942年7月以降では重戦車連隊に配備、JS 

キーロフスキー製造所KV-II重戦車 
Kirovskiy Factory KV-II Heavy Tank 

重戦車の登場まで活躍した。 
[<KV-1B型重戦車データ〉] 
全長:6.75m、全幅:3.32m、 
路上最高速度:35km/h、武装： 
76.2mm砲XI、7.62_機関銃 

1939年、76.2画榴弾砲を装備する巳T-5/7 A砲兵支援戦車よりも強力な火力支援を 
行える戦車の開発が行われた。これはKV— I重戦車の車体に20口径152圓溜弾砲を装 
備したもので、KV-nとして同年1〜2月に生産された。この戦車は溶接接合で作ら 
れた大型の箱型旋回砲塔を載せ、121もする砲塔を手動で旋回していた。このため、 
操作は困難、機動性は重量過大のため極端に低下したが、1940年2月対フインランド 
戦でマンネル八イム線突破に使用、その圧倒的火力で好成績を収めている。しかし、 
高いシルエットや用兵上の問題点も露出した。後の巳型ではさらに装甲が増加され、 
1941年までに計334両生産、一部の機械化軍団に重砲兵支援用として配備されている。 
<KV-n重戦車データ〉 」 
全長:6.80阳、全幅:3.32阳、路上最高速度:261<111州、武装:152[11砲\1版、7.62圆機関銃X 4 



•ソビエト陸軍# J幻 

タンコグラード•キーロフスキー製造所JS-II/IIIS1車 
Kirovskiy Factory in 丁ankograd JS-H/m Heavy Tank 

1943年〗月、レニングラード近傍ラドガ湖畔で、ティーガー1が捕獲された。この 
調査結果から新型重戦車の開発が始まった。新戦車の主砲には54.6 口径85刪砲D-5T 
が選ばれ、車体はKV-13試作戦車の錶造車体を元に改良が行われた。完成した新戦 
車はヨセフ•スターリンにちなみ、JS-IまたはJS-日5と呼ばれ、1943年8月採用 
が決定された。しかし、7月のクルスク戦において独軍は更に新型のパンターを投入、 
早急に新戦車を必要とする前線のため、砲塔のみ量産しこれを既存のKV戦車に搭載、 
9月よりKV-巳5として130両生産した。これは暫定的な車両なため同年末には回収さ 
れている。一方JS戦車の方は主砲の見直しが行われ、56口径100圓砲と46口径1没圆 
砲が検討されて、前者の方が貫徹力は優れたが総合的な理由で後者を採用、最大装甲 
160mfnのJS-IIとして量産が始められた。なお、少数作られたJS- Iは後にJS-IIに 
改修されている。JS-I1は1944年2月コルスン包囲戦に初めて現れ、ティーガーやパ 
ンターを長距離より簡単にしとめた。以来、「アニマル•キラー」と異名を取る活躍を 
し、独軍はこの戦車との直接戦闘を避けるようになった。さらに1944年春、車体の形 
状が滑らかになり被弾経始の向上したJS-llmが開発された。これらJS戦車は終戦 
までに約3500両生産され、丁-34の後方500mに位置する独立重戦車連隊に配備されて 
いる。なおIII型は、200鬧1を越える装甲を持つが大戦での活躍は無く、戦後T-B2の配 
備と共に退役した。 

L <js-ii重戦車データ〉_| 

全長:9.90m、全幅:3.09m、路上最高速度:37kd!/h、武装:122圆砲x1、12.7刪機関銃x1、7.62mm機関銃x 3 

第37/第3日/GAZ自動車製造所SU_7B対戦車自走砲 
No.37 and No.38,GAZ Motor Factories SU-76 Light Self-Propelled Gun 

1942年後半、ソ連軍の反攻が始まると、その進撃に追随できる機動性が兵器に必要 
となった。このため、T-70軽戦車の車体を流用した76.2mni砲Ml 942C21 5-3] 
を搭載する軽自走砲を開発した。T-7□の車体は、76.2圆砲搭載のため全長が長くな 
り、転輪が〗個追加されて6個となっている。上部構造物は、上方と後方が開放され 
た固定型の戦闘室を車体後方におき、前•両側面を薄い装甲板で保護していた。独軍 
の対戦車自走砲と全体の構造は良く似ている。1942年12月、本車はSU-7Bとして制 
式に採用され、量産が始まった。1943年5月には、初期型のエンジン構造の欠点を改 
良したSU-7已Mが開発され、これは初期型の製造終了と共にSU-7Bと呼ぶように 
なっている。この後いくつかの武装強化型が開発されたが、すべて試作に終り、1945 
年までに総計12,600両生産され、軽自走砲連隊に配属、おもに対戦車戦闘に従事して 
いる。なお、この車体を元に37隠!対空砲を搭載したZSU-37が開発され、限定生産 
されている。戦後、朝鮮戦争にも使用され、北朝鮮は現在でも保有している。 
「(SU-7B対戦車自走砲データ〉] 

全長:5.00m、全幅:2.74m、路上最高速度:44km/h、武装:76.2圆砲x17.62刪機関銃X1 



162籲ソビエト陸軍籲 

ウラル重機械工具製造所SU-日5/100駆逐戦車 
Uralmashzavod Tank Combine SU-85/100 Medium Self-Propelled Gun 

SU-7B自走砲が、独重戦車群の登場で有効性が低下したため、丁-34/フ6の車体 
を利用した駆逐戦車が開発された。85酬対空砲KS-12から改良された54.6口径^|5； 
対戦車砲D-5闩を、力ーゼマット式の固定砲塔に搭載したこの戦車はSU-已5と名付 
けられた。1943年8月から生産開始され、1943年後期ドニエプル川流域での-い三f刃 
めて現れた。以来、軽.中自走砲兵連隊戦車駆逐大隊に装備、対戦車戦闘や歩兵巧g 
などで活躍、1944年までに2050両生産されている。1944年9月になると、今度は対戦 
車戦闘を主任務とする56 口径100晒対戦車砲口-1CDSを搭載するSU-B5とほぼ同型 
のSU-100が開発され、1945年までに約1600両生産された。1944年12月より配備か 
始まり、親衛自走砲旅団や重自走砲兵連隊に配備、1951年頃まで生産か続けられた。 
またワルシャワ条約機構を始め、共産圏諸国にも輸出され、北朝鮮、ベトナム等では 
現在も装備されている。 

I <SU-已5駆逐戦車〉 
全長:8.15171、全幅:3.00阳、路上最高速度:471<111/1"1、武装:85圆砲><1 

タンコグラード.キーロフスキー製造所JSU-12E/152重突撃砲 
Kirovskiy Factory in Tankograd JSU-122/152 Self-Propelled Gun 

JSU重突撃砲シリーズの原型となったのは、SU-152である。この車両はJS- 
II重戦車と同様に、1943年1月にできる限り短期間で新型突撃砲を作製せよとの要求 
に応えたものであった。KV戦車の車体を流用し、たった25日間で152刪榴弾砲ML20 
を搭載するKV-14自走砲を開発、これがSU-152として採用されている。同車(そ 
1943年7月のクルスク戦に初めて投入され、十分な戦果を収め「ズウエルボイ（猛獣 
殺し）」のニックネームを得た。同年10月この後継としてJS-Iの車体を流用した 
J8U-日4日が開発、年末にはJSU_1として量産化が始まった。これは、SU- 
152の上部構造物とほぼ同じ六角形の密閉型戦闘室を設置しているが、砲の操作向上 
のため全高を高くし、装甲も強化され、最大90見たなっていた。またJSU-122 
は、砲を46口径122甽砲加農砲A-l9Sとしたこと以外JSU-152とほとんど 
ある。だが使用用途は異なり、JSU-122は重戦車駆逐車として使用され、JSU- 
152はその曲射弾道を利用し防御陣地や後方の歩兵攻撃に威力を発揮した。1945年ま 
でに4075両生産され、重自走砲兵連隊•旅団に配備され、終戦後もワルシャワ条約機 
構軍の主要装備ともなった。 

(JSU-152重突擊砲データ〉1 
車体^^77(11、全幅:3.07阳、路上最高速度:371<111/〇1、武装:122〇1砲><1、12.7酬機関銃x1 

I <日U-15£駆逐戦車データ〉1 

全長T8.95m、全幅:3.25m、路 
上最高速度:43km/h、武装:152 

mm砲xi、12.7刪機関銃x1 



•アメリカ空軍# 163 

アメリカ軍 
大戦後期、西部戦線での主役は確かにアメリカであった。その巨大な工業力に支えら 

れた物量はドイツ軍を圧倒し、ノルマンディー上陸、フランス開放、と各地で星条旗は 
翻った。だが、その技術力も、当時最高レベルにあったことを忘れないでほしい。 

ノース•アメリカンP-51マスタング 
North American P-51 Muscane- 

世界の航空史家がw第二次世界大戦最高の戦闘機"として評価した傑作機。1940年 
4月、英国は、ノース•アメリカン社に対しP-40□のライセンス生産を依頼した 
が、同社はP-4□□と同じエンジンを使用して、より性能のよい戦闘機を120日以内に 
完成すると提案した。NA-73と呼ばれた本機の特徴は層流翼の採用と、冷却機を後 
部胴体下に最も抵抗の少ない形で装着したことであった。英国はマスタングIと命名 
し620機を発注、他のどの米戦闘機より優れているとして1942年4月より戦術偵察の任 
務につけた。一方米陸軍では英空軍での評価にも関わらず、P-51亡して50機を写真 
偵察用に発注しただけであった。しかし1942年9月より急降下爆撃機型A-36Aが納 
入が開始され、続いてP-51A型も310機発注された。やがて英軍はロールス•ロイス 
社マーリン61エンジンを装備し、米軍でも同様の改造を試みた。この新型機は711km/ 

hという驚異的な能力を示し、P-51巳として初の本格的量産が始まった。同機は、〗943 

年12月より作戦を開始し、連合軍随一の長足を活かし日-17や巳-24を援護し初のベ_ 
ルリン往復に成功した。1944年には突出型キヤノピーの□型が登場。数字的な性能は 
前型よりやや劣るが、万能戦闘機として最も生産され、ほとんど全戦域の空を制した。■ 
最終量産型のH型まで生産数は約15,000機で、戦後米陸軍から米空軍に改編後も朝鮮 
戦争で奮戦し、また世界20数力国でジエット機に改編されるまで主力として使われた。 



164 •アメリカ空軍# 

ベルP-39エアラコブラ 
Bell P-39 Airacobra 

P-39は、機首に大口径37刪機関砲を収容することを前提に設計されたため、エン 
ジンを胴体中央に配置、延長軸でプロペラを駆動するとい5画期的な機体であった。 
開発当初、エンジンが重心に近いため、優秀な運動性を示したが、軍の命令により予 
定していたタービン過給機を外し低高度戦闘機として開発されたため上昇力•高高度 
運動性能などが極端に悪化した。1号機は、1940年9月に完成。最初の量産型20機は 
C型で、次の□型では防弾燃料槽をつけ、武装強化した。また英国型のP-400は、 
37圓機関砲が20關に変更された程度でほぼ□型と同じである01942年4月ポートモレ 
スビーの□型が初めて実戦出撃し、ヨーロッパでは同年7月に英本土より作戦を開始 
した。しかし戦果の割に損害が多く、成功を収めたのは1942年11月北アフリカ戦線で 
地上攻撃に使用されたときぐらいである。連合軍では不評であったが9500機以上造ら 
れ、最多生産型のQ型を初め約半数がソビエトに供与された。ソビエトでは重武装と 
低空性能のよさから対地攻撃機として使用され大いに成果を上げている。 

[ 〈P-39Q データ〉 I 
全長:9.2m全幅:10.4m、最大速度:620km/h、武装:37111x 1、12.7刪X 4、爆弾:225kg。 

リパブリックP-47サンダーボルト 
Republic P-47 Thunderbolt 

1939年8月リパブリック社はAP-10軽戦闘機の計画を提出したが、陸軍はもっと 
大型の機体を求めた。そこでヨーロッパでの戦訓から重火力と防御装甲を重視し、こ 
れを重戦闘機へと発展させた。5760kgとい5単発機としては空前の重さを持つこの機 
はXP-47巳と呼ばれ、1941年5月に進空、1942年3月にP-47巳として量産が始ま 
り、1943年4月、英本土の第56戦闘機大隊に配備、巳-17を護衛して初の作戦を行っ 
た。しかし、巨大なため運動性は悪く、低高度では少々鈍重であった。続いて爆装ま 
たは増槽可能なC型が就役、そして最も生産数が多い□型が登場した。これはソ連、 
イギリス、ブラジル、メキシコ、自由フランス軍の部隊に最初に供与した型でもある。 
末期のヨーロッパ戦線で猛威を奮った型は、1944年以降現れた突出型キヤノピーを持 
つ□-£5型以降で、高高度での性能が大幅に上がり、地上攻撃用に450kg爆弾2個を積 
載できた。またD-30型以降では翼下にロケット弾を10発も積載でさた。最終生産型 
はN型で、太平洋戦専用の長距離護衛戦闘機として開発された。総生産数は15,600機 
とアメリカ戦闘機史上最多を誇り、大戦$の単発戦闘機では最も重く、最終型で9t 

を越えている。 

[〈P-47D-25データ> 1 
全長:lim、全幅:12.4m、最大 
速度:60km/h、武装:12.711imx 
8、爆弾:900kg(最大)。 



•アメリカ空軍# 

ロツキードP-3日ライトニンク 
Lockheed P-38 Lightning 

P-3日は、双胴双発単座戦闘機という大胆なデザインを持つ第二次世界大戦でもっ 
とも有名な戦闘機の一つである。本機は〗937年度陸軍仕様に基づく高高度迎撃機とし 
て設計され、要求を満たすために2基の排気タービン過給器付エンジンを装備し、主 
脚などを収容するためナセルを延長し2つのテイル.ブームとした設計で、これに挟 
まれた小型の胴体にコックピットと武装を装備した。完成した機体は当時の爆撃機を 
上回る重量であったが、米陸軍は増加試作を発注し、その後量産に入った。戦闘基準 
になった最初の型は□型で、次のE型で量産が開始された。F型は、大規模な戦闘に 
参加した最初の型であり、1942年中期にヨーロッパ方面で、11月には北アフリカ戦線 
で登場した。その後改良は続けられ、1943年には航続力の増加したJ型が、戦争後期 
には、爆撃観測用の透明な機首をつけたL型が造られ小型の爆撃機としても使用され 
た。本機は、合計9300機以上が製造され、米軍機で最も多く日本機を撃墜し、山本五 
十六提督の乗機も撃墜している。また、ドイツでは「尻尾のさけた悪魔」と呼んでいた„ 

<P-3日Lデータ〉] 

全長:11.6m、全幅:15.9m、最 
大速度:66.71<111/11、武装:12.7 
圆機銃X4、20mm機関砲xi、 
爆弾:1,450kg(最大)。 

カーチスP-40ウォーホーク 
Curtiss P-40 Warhawk 

性能的には主力になれなかったが、米•英•仏•豪•ソ連•南ア.ニュージーラン 
ドなど第二次世界大戦の連合軍側でもっとも広く使われた戦闘機の一つである。1938 

年10月、P-36を液冷エンジンに換装したXP-40として初飛行後、P-40として1940 
年5月より生産が開始、最初に500以上の量産発注を受けたが、内フランス分324機は 
同国の降伏によりトマホーク1(A型）としてイギリスが引き取ることになった。米 
陸軍の配属は巳型からで、続いて武装を強化したC型が米英両軍に配備された。太平 
洋戦争開戦時、八ワイで73機を破壊されたが、シェンノート将軍率いる中国昆明の義 
勇飛行隊はP-40日〗00機で1942年7月までに286機の日本機を撃破したといわれる。 
194〗年機体に大幅な改造を加えた□型が開発され、ほとんどを英空軍で使用しキティ 
ーホーク】と呼んだ。この武装強化型E型を米陸軍が中東および北アフリカで使用し、 
高高度性能改善型のF型から米陸軍はウォーホークと名付け、この名は後にP-40系 
全機に適用されることになる。1944年〗2月までに最終量産型N型まで12の型が造られ、 
総生産数は合計〗4，000機近くに達し、アメリカの戦闘機としては三番目の数である。 

|_ 〈P-40N—日◦データ〉 ] 

全長:10.1m、全幅:11.4m、最大速度:563km/h、武装:12.7iiix 6、爆弾:225kg(最大)。 
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•アメリカ空軍* 

ダグラスA-20八ボック 
Douglas A-20 Havoc 

ダグラス7巳を原形として作られた軽攻撃.爆撃機である。肩翼片持単葉の構造で、 
双発機としては軽快な運動性能と高速性を特徴としていた。初期原型の□巳-7は〗938 
年12月に完成したが、最初に注文したのはフランスであった。しかし、フランスの休 
戦により、このほとんどはイギリス空軍に渡り、爆撃機型を「ボスドン」、黒色塗装し 
た夜戦型を「八ボックjと命名した。1940年10月、この輸出型に小改良を加えてアメ 
リカ陸軍の正式攻撃機として生まれたのがA-20Aで、おもに練習機として使用され 
た。これはイギリスにも送られ、ボストンIIIとして北アフリカで活躍した。また米陸 
軍のA-20Aは真珠湾にて犠牲になったほか、南太平洋戦線で活躍した。1942年6月 
からは、米陸軍のA-20Cが英国本土より出撃を開始し、ソビエト•オランダにも若 
干送られた。そして最大生産型のG型が1943年2月に出現した0この型はエンジンを 
強化し、防弾装備を強固にしたため機首風防がなく、そこに機銃を6 丁増設していた。 
再びJ型で機首風防は復活し、これは英国でボストンIVとして使用された。最終型は 
K型で、1944年9月に生産を打ち切られるまでに各型合計で7000機以上が造られた。 

[ 〈A-20H データ^_| 
全長:14.62m、全幅:18.68m、最大速度:536kin/h、武装:12.7mmx 6、爆弾:1，180kg。 

マーチンB-2Bマローダー 
Martin B-26 Marauder 

巳-25と共に1939年の陸軍仕様により開発された双発爆撃機である。米陸軍機とし 
ては空前の高翼面荷重を採用し、小さな主翼に実用化まもない闩-2日00エンジンを 
採用、空力的に洗練された円形魚雷型の胴体を強引に引っ張るといろ狙いで、前輪式 
着陸装置や米陸軍初の動力銃塔など新設計も目立った。巳-26の軍への引渡しは1941 

年から始まり、最初のA型の内52機は英空軍により中東で使用された。当時としては 
最高の中爆撃機といラ反面、技量の高いパイロットの操縦を必要とし、特に着陸の際 

には注意が必要でこのときの事故が増加し「ウイドウ.メーカー」の悪名を高めた。 
そのため一旦生産を中止して翼面積を広げた巳、G型を開発した。ところが太平洋戦 
争の勃発により、米陸軍は1942年4月ニューギニア攻撃作戦に初めてA型を投入した。 
また、この時期の太平洋戦域の主力は、より実用性の高い安価な巳-25でもあった。 
巳、G型は1942年末より第12空軍に所属し北アフリカ戦線で活躍をはじめた。以後、 
本機が本領を発揮し出したのは、任務を地上軍支援の戦術爆撃に切り換えてからであ 
る。最終生産型のG型は離着陸性能向上のため翼の迎え角を3.5度増加したF型と大差 

なく、1945年3月末に最後の納入を迎えた。総生産数は5157機である。 

[ 〈B-26C-5データ〉_I 
全長:17.75m、全幅:21.6m、最大速度:455km/h、武装:12.7mmxl2、爆弾:1,360kg。 
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ダグラスA-26インベーダー 
Douglas A-26 Invadar 

八ボックよりさらに大型で高性能の軽爆撃機を目指し、ダグラス社で1941年1月よ 
り設計が始まった。エンジンをR-2日00 2基にし、高翼3座で重武装、空力洗練度 
を考えた本機は、A-2B巳として1943年8月より就役を開始した。その武装は機首に 
8 丁の基銃を持ち、翼下には127晒ロケット弾を16発装備できるものであった。1944年 

11月ヨーロッパ駐留第9空軍のA-26が、初めて砲火の洗礼を受けた。しかし、本機 
は他の双発軽爆よりも優秀な行動を示した。続いて機首風防をつけたC型が登場した。 
性能的には巳型とほとんど差が無いが、武装は少なく1945年から巳型と共に日本に向 
けて出撃した。更に□、E型と生産が続けられたが、対日戦勝記念日の到来により生 
産を打ち切られた。また最終型のXA-2BFはジエットエンジン搭載機として開発さ 
れている。空軍以降後、マローダーの退役と共に別格のカテゴリーにはいると評価さ 
れ、新たに日-日曰と改称し、朝鮮戦争で広範囲に使用され、またべトナム戦争にいた 
るまで任務に留まった。 

L _〈A-26B-50データ〉_ 」 

全長:15.24m、全幅:21.32m、最大速度:6001<in/h、武装:12.7mmx 2 (固定)12.7111x 4 (胴体下部回転式)、爆弾:1.815kg。 

ダグラスC-47スカイトレイン 
Douglas C-47 Skvtrain 

第二次世界大戦で連合軍が勝利を収めた鍵として、アイゼン八ワーが回顧録に上げ 
たのは「バズーカ砲、ジープ、原子爆弾、そしてDC-3」であった。このC-4 7は各 
航空会社の要求により製作された国内線商業輸送機、DC-3をを原型とし、共産圏諸 
国の一部をのぞき全世界にくまなく使用された輸送機として知られている。DC-3が 
1935年12月に初飛行して以来、1940年までに各航空会社向けに400〜500機が生産され| 
ていた。陸軍は早くよりこのDC-3に目をつけ、ダグラス社に対し客室の床の補強、 
大型貨物扉の取付、エンジンの出力及びペイロードの増加、機体外へ補給用パックを 
つけることなどを要求した。その結果客室内は横向吉の万能折り畳み椅子となり、許 
容運行重量はDC-3の〗1.340kgから13,290kg、最終型では15.876kgに増加した。最初 
の量産型は1941年に配備され、ヒマラヤ越えができるよ5高高度での性能の向上が必 
要になり、強力なエンジンと大きな燃料量を持つ巳型が登場した。その他多くの型番 
が派生型として存在するが、相違点は少なく、その中でもC-53スカイトルーパーは 
機数の上では本機に続く重要な輸送機である。これはグライダー曳航、落下傘降下等 
に使用された。総生産数は諸外国製をのぞいて1万機以上も作られ、今でも軍用、民 
間機として使用されている。 

I_(C-47データ〉 | 

全長:19.4m、全幅: 29.1m、最大速度: 370km/h。 
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カーチスC-46コマンドー 
Curtiss ^-46 commando 

C-4Bは主に太平洋戦線で活躍した機体で、アメリカ陸軍最大の双発機であった。 
当時の4発機に匹敵する36席の豪華で高性能な商業輸送機CW-2□として1937年開発 
が始まり、1940年3月に初飛行した。陸軍は胴体容積の大吉いこの機を元に、機体内 
装を改め、与圧装備を除去し、床面を補強、客室窓を減らした軍用型C-4Bとして発 
注した。貨物•兵員輸送が目的とし、後部左側胴体に大型貨物積込み用ドアを持ち、 
通常兵士だと50名、完全武装兵士の場合40名が搭乗でさた。搭載量が多く高高度性能 
が優れていたため、おもにビルマ•口ードを遮断された中国軍に対する物資空輸に貢献、 
ヨーロッパ戦線には〗945年3月4日、ライン川東方の空挺作戦で初めて登場した。3300 
機以上が生産され、5ち一部は大戦後日本に供与され、航空自衛隊で使用されていた。 

[ (C-4BAデータ〉 丨 

全長:23.3111、全幅:32.9111、最大速度:4331<[11/11。 

ボーイング巳-17フライング•フォートレス 
Boeing B-17 Flying Fortress 

1934年アメリカ陸軍は次期爆撃機の仕様を出した。それは爆弾900kgを積み航続距離 
16401以上、速度は最低320km/h、できれば400km/h出せる多発爆撃機というものであ 
った。マーチン、ダグラスの2社が常識的な双発爆撃機を開発したのに対し、ボーイ 
ング社では野心的な4発爆撃機を開発した。これが後の巳-17である。原型機は〗935 
年7月初飛行し、真円形断面の細いスマートな胴体、対称断面を持つ低単葉主翼、機 
首と後部胴体上下左右に膨らんだブリスター型銃座等、斬新な機体であった。 
1939年6月には、ターボ過給機を備えた実用型の日-17巳が初飛行、その後C、□型 
と発展した。その後、高空での速度•安定性、火力を強化し、「空の要塞」にふさわし 
い強力な機体として、E型が、1941年12月太平洋戦域に現れた。また、1942年8月ル 
ーアンを昼間空襲して、ヨーロッパで初戦果を収めたのもE型であった。1942年には 
さらに武装強化したF型が完成、1943年8月17日総動員した376機を持ち、米軍機によ 
る初のドイツ本土空襲を白昼敢行、60機の損害を出したが、その後も巳-17による昼 
間爆撃は続けられた。最終のG型は機首下に動力銃座を持つ重武装であった。総生産 
数は12,677機で、航続距離の長い巳-24に太平洋戦域を任し、開戦初期を除き対独戦 
用に使用され、ドイツが降伏したため1945年7月に生産を終了した。また、英軍機が 
夜間爆撃を行ったのに対し、本機は主に昼間爆撃に使用されている。 

[〈B-17G データ〉] 

全長:22.6m、全幅:31.6m、最 
大速度:462km/h、武装:12.7圆 
X13、爆弾:4,900kg(最大)。 
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ノース•アメリカンB-25ミッチェル 
North American B-25 Mitchell 

第二次大戦中のアメリカ双発爆撃機中最も成功し、世界中のあらゆる戦線において 
活躍した巳-25は、1938年の陸軍双発中型爆撃機要求によって開発、1939年〗月原型 
機が初飛行を行い、大幅な設計変更を行った後量産に入った。量産第〗号機は1940年 
8月に初飛行し、最大速度518km/h、を記録したが、これ以降の型では重量増大にとも 
ない次第に低下していった。次に装甲防御力を増加したA型、そして銃塔の配置を変 
更した巳型が登場する。この巳型はソ連にも供与され、来るべき大量供与の先駆けと 
なった。しかしこの巳-25日の名を知らしめたのは、1942年4月18日、ドウリットル 
率いる空母から飛び立った16機の巳-25による、東京初空襲である。1942年1月、本 
格的な量産型C型の引渡しが開始。胴体下と翼下にフックがあり、これに魚雷をつん 
で船舶攻撃をした。またG型では密閉された機首に75圆砲を装備し、艦船攻撃に使用 
している。さらに重武装化が進み、H型では、機首に8 丁の重機関銃、防御用に6 丁 
の機銃、さらに外翼下面にロケット弾を装備できた。これらはおもに太平洋で活躍し 
た。最終量産型J型では透明な機首に戻り、対日戦終了まで11,000機が作られた。英 
国、ソ連等多くの国に輸出され、一部の国では1960年代まで現役にいた。 

|_〈日-25J- NCデータ〉_| 

全長:16.1m、全幅:20.6阳、最大速度:4381<[11/11、武装:12.7111父12、爆弾:1,3601^、127晒ロケット弾父8。 

コンソリデーテッドB-24リベレーター 
Consolidated B-24 Liberator 

巳-24は、コンソリデーテツド社で1939年9月より開発を開始していた4発重爆撃 
機である。米陸軍は日-'17の後継機として着目し、巳-17より長い4800kmの航続距離 
を要求した。完成した巳-24は、飛行艇メーカーらしい高翼で太い胴体を持つ特異な HI 

スタイルで、垂直安定板を2枚持ち、4発爆撃機として初の前車輪式着陸装置を持っ 
ていた。1941年最初の生産型A型は9機作られただけで輸送用に使用。その後巳、C 

型が少数造られ、1942年末に、真の量産型である□型が引渡し。1942年1月太平洋戦 
域で初出撃した本機は、続いて中東の第9空軍、10月には英本土の第8空軍、12月には 
南西太平洋の第5空軍と続々と配備された。改良は続き、前方機銃を備えたG型、10 
丁の機銃を備えたH型、1943年8月には新型照準器•他細部を改良した最多生産型J 

型が登場。最終生産型のL、M型が1945年6月に生産終了するまでに18,181機が造られ、 
これは第二次大戦中のアメリカ爆撃機の最多である。本機は飛行性能では巳-17を上 
回ったが被弾にもろいため乗員は巳-1フを好んだ。しかし、635,000 tの爆弾を投下し、 
4189機の敵を撃墜、太平洋戦線では主力となり戦局の終幕に重要な役割を果たした。 

L _〈巳-24H データ〉_I 

全長:20.5m、全幅:33.5m、最大速度:467km/h、武装:12.7關 xio、爆弾:4,000kg。 
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フォード•モーターM日装甲車グレイ八ウンド 
Ford Motor M8 Armoured Car Greyhound 

1941年の終わりより、37麵砲装備の軽装甲車の必要性が認識され、試作が始まった。 
その内の一つT22の車体を設計しなおしたT22E2が、1942年6月M日装甲車とし 
て正式化された。本車は、溶接接合の車体を有し、平均19圆の装甲の持っていた。ま 
た足回りは6輪6駆動で、半楕円形のリーフ•スプリングを採用したため、不整地で 
の走行性は高かった。また、路上最高時速がgOkm/hと足の速いのを利用して、偵察や 
戦線の警備、連絡を主任務に使用された。1944年に製造中止されるまでに、8523両生 
産され、多くの派生型が計画されたが実現したのは〗種しかなかった。これはM2□と 
呼ばれる装甲ジープのよろなもので、人員•弾薬等の輸送に使用された。戦時中から 
アメリカ以外の国でも使用され、戦後長い期間使用されている車両でもある。 

Q_ 〈MS装甲車データ〉 1 

全長:5.00m、全幅:2.54m、路上最高速度:88km/h、武装:37晒砲x1、12.7國機関銃x1。 

アメリカン•カー8ファウンドリーM3/M5軽戦車スチユアート 
American Car & Foundry M3/M5 Light Tanks Stuart 

M2A4軽戦車は、英の2ボンド砲や独III号戦車の37圓砲、42口径50圆砲よりも優秀 
な57口径37哪砲のおかげで500mの距離の中戦車と対抗で吉る軽戦車であった。そこで 
アメリカ陸軍は同車の誘導輪を接地させ、不整地での機動性を高めたタイプを開発、 
M3軽戦車として正式化した。1941年3月アメリカ陸軍に配属が開始され、また北アフ 
リカの英軍にも「スチユアート」として供与が開始された。改良型A1型では砲塔の動 
力旋回装置が設置されている。1942年3月、キャデラック社ではエンジンを換装した 
M3軽戦車の発展型M5軽戦車の量産を開始した。これは、エンジン以外にも砲塔を改 
造し、車体上部前面の装甲を被弾経始を高めるため、強い傾斜をつけていた。これを 
受けて1942年7月M3軽戦車も車体前面に同様な改良を施し、砲塔に大型無線機を収納 
したA3型の生産を開始した。このM3 A3の砲塔を載せたものが、系列最終型のM5 A1 
である。1944年後継のM24軽戦車の誕生のため、生産は終了したが、大戦終了まで米 
英軽戦車の主力にあり、1960年代末まで中南米諸国で活躍した。この派生型には火力 
支援用に75圆曲射砲を装備し 
たM日HMCとい5自走榴弾 
砲がある。これはオープン• 

トップの砲塔を、M5軽戦車の 
砲塔リングにつけたもので、 
1778両生産されている。 

〈M3軽戦車データ〉 

全長:4.46m、全幅:2.3m、路上 
最高速度:57km/h、武装:37mm 
砲xl、7.62mm機関銃x 3。 
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GMCキャデラック自動車部M24軽戦車チャーフイー 
Cadillac Motor Car Div. of GMC M24 Light Tank Chaffee 

M5軽戦車の後継型として、本車両は開発された。その大きな特徴は火力と防御力 
で、第二次大戦中における他のあらゆる軽戦車を凌いでいた。1943年10月、新型軽戦 
車に対する要求を満たす試作車のT24が完成。これはM1日へルキャットと同じ卜一 
シヨンバー.サスペンシヨンを採用し、主砲には巳-25の75酬砲M5の地上型が搭載 
され、シャーマンに匹敵する火力を持っていた。また、装甲は最大38哪あり、被弾経 
始の良好なスタイルで溶接構造、低姿勢の車体であった。1944年M24軽戦車として正 
式化され、同年末独軍のアルデンヌ攻勢時、少数が戦線にあった。1945年6月の生産 
終了までに、4070両生産され、戦後M41軽戦車の就役により退役している。本車は英 
国や新興独立国等に供与されたが、英国では大戦には間に合わなかった。その後、朝 
鮮戦争、インド•パキスタン紛争、ベトナム戦争等に使用され、ウルグアイ、チリ等 
で今なお現役にあり、ノルウェーでも仏製90圓砲を搭載しNM11B駆逐戦車と名付 
け、現役にある。 
[<M24チャーフィー軽戦車データ〉」] 

全長:5.49171、全幅:2.8仰、路上最高速度:561<111ル、武装:75圆砲><1、彳2.7m機関銃X1、7.62關機関銃X 2。 

デトロイト戦車工廠M3中戦車リー，グラント 
Detroit Tank Aresnal M3 Mediuam Tank Lee,Grant 

当時のアメリカ陸軍の主力戦車は、37圆砲を装備するM2中戦車で、ドイツの主力で 
あるin、W号戦車に比べ劣っていた。このため1940年6月、IV号戦車よりも威力のある 
長砲身の75酬砲を装備した新型戦車の開発が必要とされた。ところがダンケルクで大 
量の戦車を失った英国は、新型戦車に対し量産性を要求した。M3中戦車と呼ばれた新 
型戦車は、M2中戦車を基本に装甲を増加し暫定的に75圆砲を車体右側のスボンソンへ 
装備し、さらに37咖砲装備の旋回砲塔を持ち、その上に旋回可能な対空機銃を装備す 
るキューボラを設置していた。英国は、シルエットの低い英国仕様の砲塔を積んだ改 
良型を発注、これがグラントで、1942年5月北アフリカのガザラの戦いのとき、系列 
中初めて実戦に投入された。また、基本型も英軍に供与、こちらはリーと呼称され、 
第二次エルアラメインの戦いでは両車合わせ600両が参加した。このM3には、A1〜5 

までの改修型があるがエンジンや装甲接合方式、生産工場の違いなどで、極端な差は 
ない。また、各型後期には長砲身の75圓砲に換装されている。合計7000両以上生産さ 

れ、シャーマン登場までのス 
ットプ•ギャップの役を見事 
に果たした戦車であった。 

I〈M3リー中戦車データ>1 
全幅:2.79m、全長:5.64m、路 
上最高速度:42km/h、武装:ケ 
ースメイトに75111砲X1、37 
mm砲 XI、7.621ran 機関銃x 4。 
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グランド•ブランク戦車工廠M4中戦車シャーマン 
brand Blanc jfank Aresnal M4 Medium Tank Sheman 

すでに量産の始まっていたM3中戦車は、75圓砲を旋回砲塔に搭載する戦車が開発さ 
れるまでのつなぎの存在であった。1941年9月この条件を満たした、M2中戦車を母体 
とし錶造の上部構造を持ったT巳中戦車が完成した。そして同年10月には本車はM4中 
戦車として正式採用されると、大幅な戦車師団増設のため月産2000両を目指し、1942 

年初頭より大量生産が始まった。そのために契約したメーカーは11社に及んだが、大 
型錶造車体はどこでも作れる物ではなく、またエンジンも各社各様になったため、種 
類は多岐に渡る。M4は溶接型、M4A1は錶造型、M4A2は溶接型•ディーゼルエ 
ンジン、M4A3は溶接型•シリーズ最良のエンジン、M4A4は車体延長溶接型、 
M4A5はカナダのラム戦車、M4A6は訓練部隊のみと分かれる。防御力では被弾経始 
の良好な錶造型が優れ、一部の後期型では前部のみ錶造とした八イブリット型も登場 
している。また、後期型では弱点への増着装甲と誘爆を防ぐため弾薬庫を湿式にし、 
残存性を高めている。武装も改良が加えられ、後期型の一部では初速の高い76哪砲に 
換装しているが、榴弾の破壊力が低い欠点も持っている。これら改良型の中で、前述 
の改良に加えてHVSS式サスペンションを持ったシャーマンの集大成とも言える物 
が、M4A3E8「イージー•エイツ」である。さて、この中で一番最初に実戦参加し 
たのはM4A1で、1942年10月北アフリカの英軍に配備された。その後、M3中戦車に 
代わり米英軍の主力戦車として大戦末期まで主役を演じ、ドイツの多くの戦車より能 
力的に劣ったものの、数に物を言わせて連合軍を勝利へと導いた。その総生産数は1945 

年までに5万両にも達し多くの国に供与•輸出、戦後も朝鮮戦争、中東戦争と使用さ 
れ、今なお南米の一部の国では現役にある。なお、英軍ではM4〜M4A4までをシャ 
ーマンI〜Vと称し、7B圆砲装備をA、近接支援用105111砲装備を巳、17ポンド砲装備 
のファイアフライをCとい5。また派生型も多く、最大150删の増加装甲を装備し重戦 
車として使用されたM4A3E2ジャンボ、浮上航行用に防水布を備えたシャーマン 
□□、多連装ロケットを搭載しその俯仰用にダミー砲身をつけたT34カリオペ等多く 
が存在する。 

[〈M4シャーマン中戦車データ> I 

全幅:2.6im、全長:5.95m、路 
上最高速度:38km/h、武装:75 
關砲x1、7.62mm機関銃x 2、 
12.7圆機関銃x1。 
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デトロイト戦車工廠MEB重戦車パーシング 
Detroit Tank Aresnal M2o Heavy lank Pershing 

1940年、前年のドイツの対仏電撃戦の戦訓から、501級重戦車の開発が始められた。 
これはT1重戦車として試作され、1942年6月、MB重戦車として正式化すると、5500 

両もの生産が計画された。ところが、輸送上の支障や航空機の増産が優先され、40両 
程生産されるだけに終った。戦争が進むにつれ、ドイツのテイーガー、パンター戦車 
の出現により、T2□を初めとする相次ぐ試作型を経て新たな重戦車が開発された。こ 
れが丁2BE3で、1945年]月にはヨーロッパに送られた。そして本車は3月にM2B 

重戦車として正式化されると、量産に入った。トーションバー式サスペンションを採 
用で高速で走行でぎ、また、主砲には90圆戦車砲を搭載し高性能のジャイロ式安定装 
置を付けたため、走行中でも射撃精度を確保できた。1944年から1945年にかけて2400 

両のパーシングが製造されたが、対ドイツ戦に参加したのはわずか20両にすぎなかっ 
た。1945年3月7日レマゲン鉄橋の戦いは有名だが、最も活躍したのは戦後のことで、 
米軍主力として、M4A3E巳と共に投入され、北朝鮮のT-34/日5と激しい戦車戦 
を展開した。 

[<M2Bパーシング重戦車データ〉I 

全幅:3.50m、全長:8.79m、路 
上最高速度:32km/h、装備:90 

圓砲x1、7.62圓機関銃X 2。 

GMCフィッシャー•ボディ-SI5/フォード•モータ—Ml0対戦車自走砲 
Fisher Body Div. of GMC/Ford Motor M10 Gun Moror Carriage 

1941年〗2月、戦車部隊が本来の主任務である敵防衛線突破を遂行で吉るよ5、敵戦 
車との交戦を受け持つ戦車駆逐部隊が創設された。そのために必要な強力な火力と機 
動力を持つ車両の開発が始まった。この要求から生まれた戦車が、T35GMCであっ 
た。これはM4A2中戦車の車体に才ープントップの旋回砲塔を搭載し、強力な3in高 
初速砲を装備していた。テストの結果、T35は車体上部全面を傾斜装甲にし、5角形 
型の砲塔へと変更することで、M1OGMCとして採用された。M10の量産は1942年 
9月より始まり、1943年初頭より続々と北アフリカの第一線の駆逐戦車大隊にと配備 
されていった。また、M4A3中戦車の車体を利用したA1型も1942年10月より生産が 
開始されている。オープントップゆえの欠点もあったが、前線での評判は上々で、1944 

年1月までに合計で6300両生産され、3600両が海外への供与にあてられた。本車は生 
産終了後もイタリア•北西ヨーロッパを初め各戦線で終戦まで使用され、太平洋戦域 
でもクウェゼリン等で防御陣地攻撃用に使用された。英軍ではM1OA1を「ウルバイ 
ン」と呼び、また独自に17ポンド砲に換装した型を「アキリーズ」という呼称で使用した。 

[<M10対戦車自走砲データ)]全幅:3.05m、全長:5.97m、路上最高速度: 3インチ砲x1、12.7酬機関銃x1。 



174 •アメリカ陸軍鲁 

GMCビューイック部Ml日対戦車自走砲ヘルキャット 
Buick Div. of GMC M18 Gun Motor Carriage Hellcat 

軍や軍団直轄で運用される戦車駆逐大隊は、強力な敵戦車部隊に遭遇した歩兵や戦 
車部隊を支援するために派遣される性格上、短時間で戦線に到達でさる機動力が必要 
とされた。しかし、M4中戦車が元のM10GMCでは、この機動性の確保は難しかっ 
た。そのため、戦車駆逐隊本部は専用の車体を開発することとなった。そして、いく 
つかの試作を経て完成したのが、Ml日GMCであった。本車は、アメリカ軍初の卜一 
ジョンバー•スプリングが懸架装置に採用され、車重もM4中戦車の半分に抑えられ 
た。主砲には、M4中戦車後期型と同様の76晒砲を搭載している。ただし、機動性を第 
一に設計されたため、装甲防御力が犠牲になり、砲塔前面で最大装甲厚25.4圆、車体 
主要部で12.7關とい5超軽装甲であった。1943年6月以降1944年10月までに2507雨が 
生産され、イタリア戦線のアンツィオ上陸以降に配備、活躍した戦車である。 

[〈Ml日へルキヤツト対戦車自走砲データ〉丨 

全幅:2.87阳、全長:6.65171、路上最高速度:881<111/1^武装:76圃1\/11砲X1、12.7111機関銃x1。 

GMCフィッシャー•ボディー部/マッセイ•八リスM3B対戦車自走砲 
Fisher Body Div. of GMC/Massey-Harris M36 Gun Motor Carriage 

19犯年頃からドイツ軍の重装甲の戦車の出現により、M1OGMGの主砲である3in 

砲M7より強力な対戦車砲の開発に迫られた。そこでアメリカ軍は90圆高射砲M1を搭 
載した、対戦車自走砲の開発に着手した。1944年7月、こうしてM10A1の車体に、 
車載用に改造された昍圆砲M3を搭載する新型自走砲M3Bが誕生した。この砲塔は90 

圆砲の射撃時の衝撃に耐える様再設計されたもので、後部にバラスト代わりの大型弾 
薬庫を設置していた。ノルマンデイー上陸以後、テイーガーやパンターに対抗で吉る 
唯一の車両として要望は高まり、10月からは国内各社で大量生産が始まった。 
M3BGMCは駆逐戦車としての利用より、その強力な主砲のため戦車同様の使い方を 
されたため、オープン•トップや装甲厚を始め不都合な欠点ち生じたが、ドイツの駆 
逐戦車と違い旋回砲塔を備えた柔軟性の高い車両の証明でもあった。1945年一杯まで 
生産は行われ、総生産数は2324両に達している。しばしば、兵士達はM3BGMCを指 
し、「ジヤクソン」「スラツガー」と呼んでいた。 

全幅:3.048m、全長:7.465m(7ズルフレーキなし)、路上最高速度:40km/h、武装:90圆砲M3x1、M2重機関銃x1。 
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アメリカン•ロコモーティブM7自走榴弾砲ブリースト 
American Locomotive M/ Howirzer Motor Carnage Priest 

1941年6月、自走式火砲を必要としたアメリカ陸軍は、M3中戦車の車体にオープン• 
トップで四方を装甲板で囲んだ上部構造に、105圆野砲M1A1を搭載したT32と呼 
ばれる車両を開発した。実験の結果では有望であることが判明し、対空火器の無いこ 
とだけが懸念された。その結果、戦闘室前方右側に12.7哪の機銃座が設けられ、その 
形が境界の説教壇に似ていることから、「プリースト（牧師)」とニックネームをつけ 
られた。1942年4月にはM7HMCとして正式化され、英国はこれを5500両発注し、同 
年11月エルアラメインの戦闘では25ポンド砲に換装して、第5騎馬砲兵連隊が使用し 
た。米国の初めての使用は、1942年〗1月チュニジアでの戦闘であった。M3中戦車が製 
造中止になると、今度はM4A3中戦車の車体より製造され、この型はM7B1と呼ば 
れた。なお、英国では105關榴弾砲より25ポンド砲の方が優れているとし、カナダでグ 
リズリーI戦車（カナダ版M4A1)を元に、プリーストとほぼ同じ構造の車体に25ポ 
ンド砲を載せた「セクストン」が生産された。これは機銃座が無く、右側に操縦席が 
移動している。同車はプリー 
ストに代わり次第に配備され、 
このため不要になったプリー 
ストは、20名乗車で吉る「力 
ンガルー」装甲兵員輸送車等 
に改造された。 

[〈M7自走溜弾砲データ〉 ] 

全幅:2.78m、全長:6.02m、路上最高速度:42kfn/h、武装:105mm榴弾砲M2x1、M2重機関銃x1。 

ブレスド•スチール•カーM12自走加農砲 
Pressed Steel Car M12 Gun Motor Carriage 

1941年、軍需品補給省は155刪砲をM3中戦車の車体に装備する提案を受けて、試作 
品の試験を重ねた結果Ml 2GMCとして導入が決定され100両発注し、これは1943年 
3月に納入完了した。Ml2はM3中戦車の車体の前部にエンジンを移動したことによ 
り、後部にスペースが得られた。その上にむき出しの状態で〗55mm加農砲M1917ま 
たはM191已のどちらかが搭載された。車体後部には重量のあるブルドーザーのブレ 
ード状のスペードを取り付け、発射時にはこれを接地し衝撃を吸収した。しかし、陸 
軍では当初この車両をあつかいかねて、多くは在庫のまま眠っていた。1943年〗2月ヨ 
一ロッパ反攻作戦が計画されると、強力な自走砲の必要性を認識した軍は、74両の本 
車をこの作戦に投入した。1944年6月に始まったノルマンディー上陸作戦で敵の戦線 
が崩壊すると、北フランスを快進撃する部隊に唯一連携できる重野砲として活躍した。 
兵士達はこれに「キングコング」のあだなをつけている。 
[(Ml2自走加農砲データ〉] 

全幅:2.67m、全長:6.76m、路上最高速度:38km/h、武装:155mm加農砲M1917まだはM1918x1。 
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オートカー，ホワイト•モーターM15,16対空自走砲 
Autocar，White Motor Ml5，16 Multiple Gun Motor Carriage 

ドイツの電撃戦で、地上部隊と連携した航空機の驚異が報告され、アメリカ陸軍は 

輸送車両群を初めとする地上部隊を機敏に守ることがでさる、対空車両の必要性を認 

識した。1930年代には装輪車両に機銃を搭載し様々に試みられたが、1941年にはM3八 

ーフトラックをキヤリアとする12.7圓重機関銃2 丁を持つ動力銃座を開発した。この 

銃座はM3八ーフトラックの力ーゴに取り付けられ、動力はエンジンによるジェネレー 

夕から供給した。これは〗942年9月にM13多用途自走砲として正式化された。この後 

武装の違5改良型が次々に誕生した。その中でもM15は回転式の大型銃座に37晒自動 

砲1門と12.7刪重機関銃2 丁、MlBはMl3を4連装にしたものであった。しかし、 
第二次大戦後半では制空権を掌握していたため、対空攻撃より歩兵を支援して対地攻 

撃に威力を発揮した。これらは戦後も朝鮮戦争で活躍し、M15は近年まで自衛隊の装 

備車両として現役にあった。 

I 〈Ml6対空自走砲データ〉] 

全幅:1.98m、全長:6.50m、路 
上最高速度:72km/h、武装:12. 

7mm機関銃M2X4。 

才■卜力-/ダイアモンド.T自動車/ホワイト•モ-夕-M3八-フトラック兵員輸送車 
Aurocar/Diamond T Motor Car/Whire Motor M3 Half-Track Personnel Carrier ■ 第二次大戦中、アメリカでは約4し000両余りの半装軌車一八ーフトラックが作られ 

たが、その中で最も代表的なものが、このM3八ーフトラックである。1938年、4輪の 
偵察車両にキヤタピラ付リアボギーを組み合わせたのが最初で、これに改造を重ね丁14 

として完成した。T14は本来偵察が目的で、兵員輸送の方はT已と呼ばれた。1940年 

9月、T14はM2八ーフトラックとして正式化され、またT日またはM3八ーフトラ 
ックとなった。この2種は複数の会社で製造することになったため、装甲板以外のパ 

—ツは互換性を持つよ5に設計された。M3は主に戦車師団所属の歩兵部隊に配属さ 

れ、機械化歩兵として活躍した。この派生型は50種以上に昇り、供与先の英、ソ連で 
も独自の改造を加えている。この種の車両は、無限軌道（キヤタピラ：商標である） 

車と装輪車との中間に当たるもので、両者の特徴を兼ねた性能を期待されたが、1945 

年には時代遅れになり、アメリカでは以後完全に無限軌道車のみとなった。また、ド 
イツの半装軌車に比べ、履帯部分が短いため路外性能は劣っていた。今なおM2、3八 

—フトラックを多用している国はイスラエルで、4400両装備にある。 

〈M3八ーフトラックデータ〉 ] 

全幅:2.22m、全長:6.17m、路上最高速度:72km/h、武装:12.7111機関銃M2X1。 
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イタリア軍 
イタリアは1940年6月10日に参戦、1943年9月9日に降伏した。デザイン的には洗練された兵 

器もあったが、ドイツ軍の影にかくれて、いま一つ目立たなかった。 

フイアツトCR42ファルコ 
Fiat CR 42 Falco 

第二次世界大戦最後の複葉戦闘機であるCR42は、CR1に始まる有名なフイアツ 
卜複葉機シリーズの設計者セレスチノ•ロザテリが設計した最後の戦闘機でもある。 
1936年に作られたCR41を原型に開発され、1939年に初飛行、すぐに生産が始められ 
た。CRシリーズ最後の複葉機だけに、洗練された機体で、胴体は溶接鋼管骨組みに羽 
布張り（前部金属張り）、主翼はやや下翼の小さい複葉形式で典型的なW形支柱構造に 
なっている。武装はカウリング内に7.7圆1及び12.7圆機関銃を各1丁しかないが、運動 
性のすばらしさと、複葉機でありながら最大速度が430km/hに達している。1940年6 
月、CR42は仏空軍のD5E□と初の戦火を交えた。また、10月から11月にかけて英 
本土空襲に参加、英国上空に現れた唯一の複葉機として名を残した。しかし次第に時 
代遅れになると、北イタリア夜間防空用やリビアで戦闘爆撃機として使用された。CR42 
系列は、1942年1781機で生産を打ち切られ、イタリア休戦時には64機が可動状態にあ 
った。本機は海外にも輸出され、八ンガリー、ベルギー、スウェーデンでも活躍した。 

1機ではあるが、戦後練習機として1950年までイタリア空軍に在籍していた。 

[〈フイアツトCR42ファルコデータ〉」 

全長:8.3111、全幅:9.7111、最大速度:4301<111/11、武装:12.711111^2〜4。 

フイアツトG50フレツチア 
mt G 50 Freccia 

G50は、カプロニ•ビツォラF5、マッキMC200、メリジオナリRo51、レ 
ッジアーネRe200〇、ウンブラT1日と同じ1936年度イタリア空軍仕様により製作 

•された、イタリア初の全金属性単座戦闘機である。内翼及び左右外翼に三分割で吉る 
片持低翼で、モノコック構造の胴体をもっていた。1937年2月に初飛行し、初期生産 
型の内12機はスペイン内戦において実戦テストされた。この際に密閉コックピットを 
パイロット達が嫌ったので、後期型のG50b i sでは開放風防となっている。G5□は 
低速で火力も貧弱で決して高性能戦闘機とは言えなかったが、運動性はぎわめて優れ 
ていた。また、第二次大戦に突入した時の、近代戦闘機の1つでもあった。1940年6 
月10日イタリア参戦時には、118機配備されており、同年10月には48機がベルギーへ進 
駐したもののバトル•オブ•ブリテンには参加しなかった。その後リビア、ギリシア 
と転戦している。G501 bisは1940年9月に初飛行し、航続距離が1000kmに増加して 
いる。本機は練習機や艦載型等を含め782機が生産され、その任務は次第に地上攻撃に 
変わり、終戦時には第一戦から退いていた。1939年フィンランドへ売却されたG50 
は、第二次対ソ戦にて1944年まで第1線機として使われた。 

I〈フィアットG5◦フレッチアデータ〉] 

全長:8.2m、全幅:11.Om、最大速度:472km/h、基本武装:12.7mmx 2。 
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マッキMC200サエッタ 
Macchi MC 200 Saetta 

イタリア空軍近代化および拡張をめざすUR〃 計画の単座迎撃戦闘機の仕様に応じ 
て、名設計家カストルディが設計した最初の戦闘機である。MC2CDOも初期のイタリ 
ア戦闘機と同様速度と火力は劣るが、急降下時の加速は良く吉わめて運動性の良い機 
体であった。同じ仕様で作られたG50他と比較されたが、G50と同じエンジン、機 
体サイズもぼぼ同一にも関わらず速度は30km/hも上回り、ほぼ全ての面で本機が優 
り、第二次大戦初期のイタリア戦闘機で最良の機体であった。1939年引渡しが開始さ 
れ、1940年6月10日の時点で156機が配備されていた。MC空〇〇が初めて大規模な作 
戦に使用されたのは、ギリシアーアルバニア戦線で、後に北アフリカや東部戦線でも 
活躍した。後期型では、コックピットが開放型に変更され、一部ではMC2□日と同じ 
主翼を持っていた。生産はイタリア休戦まで続けられ、約1000機が生産されたが、戦 
争末期では全て戦闘爆擊用に転換されていた。この内、23機が休戦後に反フアシスト 
共同交戦国空軍に参加するため脱出、その後1947年まで練習機として使用された。 

[〈マツキMC2□□サエツタデータ〉1 

全長:8.2^1、全幅:1〇.6阳、最大速度:5021<111/11、基本武装:12.7酬父2。 

マッキMC202フオルゴーレ 
Macchi MC 202 Folgore 

第二次世界大戦ヨーロッパにおいて多くの戦線で使われ、最良のイタリア戦闘機と 
折り紙をつけられた傑作機である。ドイツ製の□巳巳〇1A-1液冷エンジンとMC日00 
の機体を組み合わせたもので、この結果初期のイタリア戦闘機が抱えていた、空気抵 
抗が高く低出力の空冷エンジンといろ欠点を克服し、両者の良い点である速度•運動 
性が発揮された。この改良機は1940年8月初飛行し、MGPOOを93km/h上回る速度 
を出したため、MC202として直ちに生産が開始された。なお、胴体は完全に再設計 
され、洗練された流線型になった。1941年11月、リビアで初めて実戦に参加した。本 
機は、連合軍戦闘機に対し同格に戦しヽ、八リケーンやP-40には勝っていた。さらに 
東部戦線でも1942年9月より1943年5月まで少数が任務についた。しかし、武装が貧 
弱な点は相変わらずで、最後の置産型では翼内に7.7聊機銃2 丁を増設している。1943 
年までに、合計約1,500機生産され、休戦時には122機在籍し53機が使用可能状態であ 

[〈マッキMC202フオルゴーレデータ〉I 

全長:8.9阳、全幅:10.6阳、最大速度:5951<111/11、基本武装:12.7_父2 s7.7111111X2、爆弾:150kg。 
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マッキMC205Vベルトロ 
Macchi MC 205V Veltro 

MC205Vは、1943年9月のイタリア休戦前に活躍した「5シリーズ」の最初の航 
空機である。この原型機はMC2CD2から発達したもので、MC202のエンジンをさ 
らに強力なドイツの□日巳05に換装した以外ほとんど違いはなく、1942年4月に初飛 
行した。武装も同じであったが、後期型では翼内機銃を20酬機関砲に換装している。 
1942年10月から生産が開始されたが、戦略物資とエンジンの不足により完成は遅れ、休 
戦後もドイツの命令により生産が続行されて合計262機作られている。初出擊は1943年 
7月だが、最も活躍したのは休戦後であり、その時点で66機あった内の6機は連合軍 
側に加わりユーゴスラビアで使用、残りはドイツ軍指揮下で活躍した。戦後は再びイ 
タリア空軍機として1947年まで使用され、1949年に一部はエジプト政府に売却された。 

[〈マッキMC205Vベルトロデータ> 丨 

全長:8.9111、全幅:10.6阳、最大速度:642_/11、基本武装:12.7_><2、7.7111X 2。 

フイアツトG55チェンタウロ 
Fiat G 55しentauro 

フイアットG5CKG50Aの開発を経て、新設計の大幅な改良を加えて登場した「5 
シリーズ」の航空機である。G55はMC205Vと同じくドイツの□巳605エンジ 
ン（国産化した物）を搭載し、高高度の迎撃において威力を発揮し、スピットファイ 
アやマスタングにしても侮り難い戦闘機であった。機体構造は羽布張りの動翼以外、 
全金属製で、液冷エンジンのため胴体前面面積は吉わめて小さく、再設計された効率 
のいい翼を装着した結果、優れた操縦性に加え最大速度619km/hを出し、G5□の最大 
速度を160km/h近く上回った。高高度ではMC205Vよりはるかに高速であったが、 
Re2005と比較すると低速で操縦性も劣っていた。しかし頑丈ではあった。1943年 
初期から生産が始まり、イタリアが休戦した時は、まだ13機しか配属されておらず、 
しかも作戦可能な機体はわずか2機しかなかった。その後終戦までに完成した機体は、 
105機に留まったが、ムッソリーニの空軍で活躍を続けた。戦後、生産が再開され、約 
100機がアルゼンチンとシリアに輸出され、〗6機がイタリア空軍に納入された。 

[〈フイアツトG55チェンタウロデータ〉I 

全長:9.4m、全幅:11.8m、默速度:620km/h、基本武装:20晒 x 1、12.7酬 x 4 (G55/0)、2011X3、12.711X2(G55/1)〇 

レツジアーネRe2001ファルコE 
Reggiane Re 2001 Falco 2 

他のイタリア機同様にドイツ製の□巳BO1A-1液冷エンジンをRe2000に搭載 
した戦闘機だが、MC202ほどの効果は得ることはできなかった。1940年7月に試作 
機が初飛行したが、運動性や取扱いは良好なものの、速度はほとんど増加せず、しか 
も最終調整に手間取り、MC2CD2へ優先的にエンジンが回されたため、生産もはかど 
らなかった。同機は本来迎撃戦闘機として作られたが、CN型：夜間戦闘機、C巳型： 
戦闘爆撃機機なども作られた。1941年12月シシリー島に初めて配属され、1943年には 
北イタリアエ業地帯で夜間戦闘機として使用。1943年前半までに237機生産され、イタ 
リア休戦まで使用された。また、この後8機のReEOOlが連合国側に逃れ、終戦ま 
で戦闘を続けた。 

〈ReSOOlセリエ3データ〉 ] 

全長:8.2巾、全幅了11.〇(71、最大速度:5421(111/11、基本武装:12.7圓父2、7.7圃><2。 
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レツジアーネ闩e2002アリエテ 
Regeiane Re 2002 Aricre 

Re2002は、Re2001から再び低高度用の空冷エンジン装備に戻った戦闘爆撃 
機タイプである。ピアジオPI 9RC45空冷エンジンを搭載、効率のよい先細式カウ 
リングで包み、大きなスピナを付けた。この点を除けば、Re2000と全く変わらな 
いが、Re20□1の方の技術的、構造的弱点も引き継いでいた。しかし、本機は、軽 
快かつ頑丈で、イタリア空軍中最良の戦闘爆撃•地上攻撃機であった。腹部には420kg 
爆弾を搭載でき、また翼下には160kg爆弾x 2を装着できた。試作機は1940年10月に初 
飛行し、ある点ではRe2001を凌ぐ性能であったが、エンジン調整等に手間取り、 
1942年3月に納入されても可動状態にはなかった。1943年7月本機を配備する第5急 
降下爆撃隊が、シシリー島に上陸する連合軍を迎え撃ち、休戦の時点では34機が保有 
されていた。以後、16機のRe2002が連合軍側として活躍したが、ムッソリーニの 
軍ではほとんど使用せず、ドイツ空軍が60機を持ち帰り、フランスのレジスタンス「マ 
キjに対する攻撃に使用した。全生産数は225機である。 

[〈レッジアーネRe20□日アリエテデータ > 1 

全長:8.2m、全幅:11.om、最大速度:530km/h、基本武装:彳2.7_x 2、7.7mmx 2。 

レツジアーネRe2005サジタリオ 
Regeiane Re 200) ^amttario 

レツジアーネ戦闘機シリーズの中で、実際に量産された最後で最良の「5シリーズj 
の戦闘機である。Re20CMの機体に□巳605A-1エンジンを搭載したもので、原 
型は1942年9月に初飛行した。着陸装置には外側引吉込み脚を採用、さらに機体構造 
も大幅に改造された。全体的な性能はG55より優れていた。生産機は1943年7月から 
作戦に使われ、シシリー島防衛にも使用され連合軍の爆撃機に対して8月2B日まで出 
撃した。休戦後、残った数機は、ドイツ軍の手に落ちるのを防ぐためパイロツト達が 
破壊した。その後も生産は続けられたが、連合軍の激しい爆撃で工場は壊滅してしま 
った。残存はルーマニアの油田およびドイツでの防空迎撃機として使われたという。 

[(レツジアーネRe2005サジタリオデータ》j 

全長:8.2m、全幅:11.om、最大速度:628km/h、基本武装:20mmx 3、12.7mmx 2。 

ブレダB5 
Breda 65 

1930年代の初めから中頃にかけて、ヨーロッパ各国の間で1機で戦闘•爆撃•偵察 
を兼ねる軽万能機の思想が流行した。イタリアのブレダ社が1934年に完成したブレタ 
B4がこの思想を反映させた機体で、この機体を空軍の要求にあわせて近代化したもの 
がブレダB5である。前型B4と比べると、胴体が太くなり、総重量も1トン増えた。 
全金属製で、単座型と複座型の2種があり、後者は61bisと呼ばれた。同機は1940年 
6月イタリア参戦〗54機保有され、バルカン作戦ではいくぶんかの戦果をおさめたもの 
の、北アフリカ戦線などで、強力な米英戦闘機の出現にまったく無力となり、操縦性 
の悪さと鈍足が敵の絶好のえじ吉となった。 

|_ 〈ブレダB5bisデータ〉 | 

全長:9.60m、全幅:12.10m、最大速度:410km/h、基本武装:12.7晒x 2、7.7晒x 2。 
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ブレダ日日リンチェ 
Breda 88 Lince 

1936年に高速爆撃機として完成した小型双発機である。イギリスのモスキート爆撃 
機とよく似た機種であるが、モスキートのよろに明確な設計意図はなく、初めはスピ 
—ド記録樹立といった目標で開発が進み、記録に満足した空軍が、重戦闘•地上攻撃 
機として作ったものである。構造は全金属製の肩翼式で、胴体は細くリファインされ 
た美しい形であった。1940年夏、リビアで任務についたときには、軍用装備への改装 
でスピードは鈍化し、すでに高速爆撃機の面影はなく、第1線部隊から不評を買い、 
生産も105機で打ち切られてしまい、最後は、敵の偵察機を惑わす圆として地上におか 
れた。急降下爆撃機に改造した8 8 Mも作られたが、3機足らずにすぎなかった。 

〈ブレダ日日リンチェデータ〉 ] 

全長:10.79m、全幅:15.60m、最大速度:490km/h、基本武装:12.7111X 3、7.7mmx 2、爆弾500kg。 

サボイア•マルケッテイSM日2 
Savoia-Marcherri SM 82 

SM日2はSM75輸送機の軍用型を大型化した爆撃•輸送機で、第2次世界大戦中 
にイタリアが実用した最優秀機の1つである。SM75と比べ、胴体の容積が増し、垂 
直尾翼が高くなっている。胴体が金属構造羽布張りで、主翼•尾翼が木製である。貨 
物などの積み降ろしは、胴体下のドアで行い、天井には荷物を移動させる通路が設け 
られている。イタリアが參戦した時点では、12機のSM日2を保有していた。194〗年か 
らは爆撃機型が使用されたが、最初これらはP1□日の代用機として使用されていた。 
合計875機が作られ、様々な輸送作戦に活躍、休戦後は、約30機が連合軍側に加わり、 
他はムッソリーニ軍や、ドイツ空軍機として使用された。戦後もイタリア空軍の主力 
となり、アメリカのダグラスDC3につぐ評価を得た機体でもある。戦後も1960年まで 
使われた。 

[(サボイア•マルケッテイSM日2データ〉1 

全長:10.5m、全幅:14.9m、最大速度:367km/h、基本武装:12.711ix1または7.7mx 2、爆弾:250kgまたは5001<gx1。 

サボイア•マルケッティSM79スバルビエロ 
Savoia-Marchetti SM 79 Sparviero 

第二次大戦において最も有名なイタリア軍用機であり、イタリア空軍の爆撃機の中 
では最も成功し広範囲に使われた機体である。原型は1934年に作られたロンドン〜才 
—ストラリア•エアレース用の8席民間輸送機で、それにアルファ• ロメオ126RC34 
エンジンを3基装備、コクピット•腹部爆撃手用ゴンドラ上に機銃を追加装備し、胴 
体側方の窓を廃止し、SM79-1となった。1937年2月よりイタリア義勇軍とともに 
スペイン内戦に参加、高速、高性能で頑丈な爆撃機としての名声を上げ、1940年6月 
10日には、爆撃機兵力の6096を占めていた。まもなく雷撃機SM79-IIとして魚雷2 
本を搭載し、大吉な戦果を上げた。イタリア休戦時61機が残存し、内34機は連合軍側 
に輸送機として使用された。SM7S-mはドイツで開発されたもので、腹部ゴンドラ 
が無く20刪機関砲を装備していた。1944年までに約1130機生産され、ユーゴスラビア、 
ルーマニアなどに輸出され（双発輸出型）、戦後は輸送機として1959年まで使用されて 
いる。なお、後継としてSM日4が作られたが、性能は芳しくなかった。 

〈サボイア•マルケッテイSM79-1データ〉 
全長:16.2171、全幅:21.2171、最大速度:4301<111/11、基本武装:12.7_父3、7.7圆父1爆1,250kg。 
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フイアツトBR20 
Fiat BR 20 

巳R£0は、よく知られたイタリア爆撃機だが、実際は重要な作戦にはほとんど参加 
していなかった。双発低翼単葉機で、骨組みは金属製、外板はジュラルミンと羽布張 
りの構造を持ち、1936年から1940年にかけて約275機が生産。最初の生産機は、実戦テ 
ストの目的でスペイン内戦に投入された。1940年1〇〜11月にかけてベルギーに80機が 
進出し、バトル•オブ•ブリテンに参加。しかし、数回の作戦參加に終り、それもすベ 
て失敗だった。その後、ギリシアと北アフリカ、東部戦線で使用された。1939年に出 
現した巳R20Mは、乗員防御を強化し、武装を増加させ、機首を空力的に洗練させて 
いた。当初、夜間爆撃機、後期は偵察機として使われたが、いずれの場合でもSM79 
およびZ1007には劣っていた。なお、日本陸軍はイ式重爆の名で本機を使用したが 
評判ほど活躍せず、97式重爆の出現後、大豆購入代金の代わりに満州国へ引き渡された。 

〈フイアツト巳R20データ〉 

全長:16.1m、全幅:21.6171、最大速度:4301<(11/11、基本武装:/12.7酬父3、爆弾:1,5801<8。 

カントZ1007アルチオネ 
Cant Z 1007 Alcione 

1935年サバタ技師は、3発のZ1007と双発のZ1CM1の2機種を研究。イタリ 
ア空軍は全木製の骨組みに、外板は羽布を裏張りした木を張った3発機とい-5古い構 
造のわりに、設計的に優れていたZ1007を採用した。1937年舂に試作機が登場し、 
34機が生産された時点でエンジンの換装を行った。これにより性能が飛躍的に向上、 
Z1007bisとして大量生産され、イタリアが参戦時には、両型合わせて87機作られ 
ていた。最初に大規模に投入されたのは、1940年10月ギリシア戦であった。その後、 
北アフリカ、エーゲ海、東部戦線などで活躍し、1943年にはエンジンを強化した 
Z1007te「が登場した。最大速度は500km/hに向上したが、爆弾搭載量は1000kgに 
減少している。休戦後に約30機のZ1〇□フが連合軍側に参加、バルカンで作戦中の爆 
擊隊に合流した。また、残った30機はムッソリーニ空軍にあったが使用されなかった。 
合計560機生産された。 

[〈カントZ1007bisデータ〉 | 

全長:18.6111、全幅:24.8阳、巡航速度:3781<111/比基本武装:12.7麵父2、7.7111x 2、爆弾:1,800kg。 

ピアジオP1□日 
Piaggio P 108 

本機は、全金属製の低翼機で、新機軸の構造として外側発動機ナセルに12.7mni機銃x 
2の動力銃座を装備、全部で8丁の機銃を持ち、これまでのイタリア爆撃機に比べ航 
続距離が大吉いなど、米英の重爆撃機にくらべ互角の性能を持ったイタリア空軍唯_ 
の4発大型爆撃機である。原型機P1〇巳は1939年11月に初飛行し、合計163機生産さ 
れた。本機は準生産型P1〇日巳としてテストされ、第274飛行中隊のみに配備、1942 
年6月バレリアス島付近で作戦に參加した。また連合軍の北アフリカ侵攻中に、アル 
ジエリアへ爆撃を行っている。休戦後ほとんどがドイツ軍の手に落ちたが戦闘任務に 
は使用せず、終戦時にはムッソリーニ飛行隊に3機を残すのみであった。その他いく 
つかの派生型があったが、なかでも南大西洋ルート用に開発された民間機P1〇日Cは 
ドイツ軍で終戦まで使用され、クリミア撤退の際に1機あたり125名を輸送した。 

〈ピアジオPIO已Bデータ〉__J 

全長:23.0m、全幅:32.0m、最大速度:430km/h、基本武装:12.7mmx 6、7.7111x 2、爆弾:3,500kg。 



•イタリア陸軍•パぶ? 

アンサルドAB41装甲車 
Ansald Auroblinda AB 41 

ランチア1Z装甲車の後継として作られた6輪装甲車フイアツト611が偵察用には 
大きすぎるとし、1939年、AB39装甲車を試作、A巳4□として正式採用された。こ 
のA巳4□は、操縦席を前後に備えた4輪駆動車だが、車体の両側にも予備タイヤを備 
えている。これは回転可能で障害物を乗り越える際の補助輪になっており、本車の不 
整地走行を良好なものにしていた。砲塔には2丁の機銃を装備し、車体後部にも1丁 
の機銃を備えていた。24両のA巳4□が生産された後、1941年に砲塔に20剛機関砲を装 
備するA巳41が誕生した。A巳41は約560両作られ、休戦後、新しい1□日HPのエ 
ンジンに積み換え、ドイツ軍によりA巳41/43という名で生産が続けられた。また 
休戦直前に47IM1砲を載せたA巳43がテスト中であった。A巳41は北アフリカ、東部 
戦線を始めほぼ全戦線で使用され、ドイツ軍により使用されたものは、おもにイタリ 
ア、バルカン半島で活躍した。 

|_〈A巳41装甲車データ〉_| 
全長:5.20(11、全幅:1.92171、路上最高速度:781<[11/比武装:20_1-/65機関砲><1、8_機関銃X 2。 

フイアット/アンサルドCV35高速戦車(L3/35軽戦車) 
Fiat/Ansaldo Carro veloce CV 35 (Carro leggero L3/35) 

1929年、イギリスの力ーデン.ロイドMk.Vl戦車のライセンス生産であるCVPSを 
改良しCV3として試作、1933年カルロ•ベルーチェCV33として量産した。本車は 
頑丈で操縦性がよかったが、装甲厚は最大でも13.5圆しかなかった。固定戦闘室左前 
方にフィアツト6.5圆機銃1丁を装備したのをシリーズIと、〗935年に登場したブレダ 
8 mm連装機銃を装備したものをシリーズIIと呼んだ。後にシリーズIも同様の改良を 
施した。さらに上部構造をリベツト接合に変更したCV35が生産された。CV35 
は、スペイン内戦で実戦に投入されたが、共和国軍のソ連戦車と対決したとき、すぐ 
にその欠点が明らかになった。しかし、參戦時には全戦車の75%を占めたため、その 
後も各戦線で使用され、どこの戦場でも敗退を続けた。いくつかの火力強化型が登場 
したが少数に終り、生き残りは治安活動へと回された。また、火炎放射型等の派生型 
も作られている。性能はともかく八ンガリー、ブルガリア等多くの国で使用された戦 
車ではあった。 

|：C. V.35高速戦車L3/3S軽戦車データ)| 

全長:3.15m、全幅:1.40m、路上最高速度:42km/h、武装:6.5圆まだは8刪機関銃x 2 〇_ 

フィアツト/アンサルドLB/40軽戦車 
Fiat/Ansaldo Carro armato leggero L6/40 

1940年に試作されたLB/4□軽戦車はフィアツト/アンサルド社の輸出用の5 t軽 
戦車を元に開発された。車体はリベツト接合で、最大装甲厚は30圆、2つのボギーか 
らなるサスペンションを持ち、旋回砲塔には20酬機関砲および同軸機銃を搭載してい 
た。1940年583両発注されたが、20關機関砲が優先的にA巳41に回されたため納入が 
遅れた。1941年末より配備が開始され、L6/4□として完成したのは283両であり、残 
りの車体は47圆対戦車砲を積載したL40 DA47/32軽突撃砲として完成してい 
る。休戦まで北アフリカ、東部戦線、バルカン半島、イタリア、コルシカ島などで戦った 
が、戦場では脇役にしかすぎなかった。休戦後はドイツ軍が接収しアドリア戦車大隊や 
警察に配備、クロアチアへも輸出された。また極少数をユーゴのパルチザンが使った。 

<L已/4□軽戦車データ〉 

全長:3.82m、全幅:1.86m、路上最高速度:42km/h、武装:20關機関砲x1、8111機関銃x1。 



•イタリア陸軍# 

アンサルド•フォツサーテイ P26/40重戦車 
Ansaldo-Fossan しarn) armaco pesante P2o/40 

第二次大戦初期、イタリア軍は、重量2Bt、300hp以上のディーゼルエンジンで75圆 
砲装備の新型戦車を開発することを決定した。1941年10月には、330hpのエンジンを 
搭載し、1日口径75甽砲装備の試作戦車を完成、さらに改良し、主砲は34口径75圓砲に、 
420hpのエンジンを搭載し、前面装甲は58哪で傾斜をつけP2B/40として制式化さ 
れた。1943年前半より生産が開始されたが、休戦までには21両しか完成しなかった。 
イタリア軍には未配備の内に、1943年9月、完成した5両と200両分の資材がドイツ軍 
の手に落ちた。これを見たヒトラーは、イタリア軍から捕獲した車両中最も優れてい 
るとし、本車の量産を決定、1945年3月までに100両以上完成したが、ドイツ製エンジ 
ンが間に合わず、60両は旧来の330hp出力のエンジンのまま完成、多くがエンジン朱 
搭載で完成し、アンツィオ防衛戦やグスタフ•ラインの固定卜ーチカとして使用され 
た。なお、最初の5両はC軍集団南部戦車訓練大隊に配備された。 

L <P2已/4CD重戦車データ〉_| 

全長:6.22m、全幅:2.75m、路上最高速度:40km/h、武装:75晒砲x1、8酬機関銃x1。 

SPA/フイアツト/アンサルドM40,41,42,43突撃砲 
SPA/Fiat/Ansaldo Semovente M40,41,42,43 

イタリア陸軍はM13/4□中戦車系列の車体を用いて様々な自走砲を製造した。こ 
れは、車体の上部構造物を取り外し、固定の戦闘室をボルト接合した物で、独のIII号 
突撃砲同様大口径の砲が積載可能となっている。1941年前半にM13/4□の車体を流 
用し、18口径75圆榴弾砲を搭載したM40 DA75/1日が作られた。半年後、同車が 
60両生産された時点で、車体をMl 4/41に切り換え、M41DA75/1日が誕生、 
18口径75關榴弾砲を搭載する最後の型はM42 DA75/1日で、1943年初期開発さ 
れ、M15/42の車体を使用している。さらに長砲身の34 口径75圆榴弾砲搭載のM42 
□A75/34が500両発注された。1942年、P2巳/40の車体に105隠!砲搭載を計画し 
たが、P2B/40の実用化が遅れたために、M15/42の車体幅を広げ製作、M43 
□A105/25として完成した。この車両は、唯ーローマ防衛時にアリエテII戦車師 
団が使っただけであった。M42とM43および改良型が休戦後もドイツにより生産さ 
れ、イタリアおよびバルカン半島駐屯のドイツ軍で使用されている。 

[〈M40 DA75/1日突撃砲データ〉I 

全長:4.92阳、全幅:2.20(11、路上最高速度:351<111/11、武装:75圆砲><1。 

SPA/フイアツト/アンサルドM41M対戦車自走砲 
SPA/Fiat/Ansaldo Semovente M41(Modificato) 

機動性を持つ対戦車砲として1942年に導入されたが、1942〜43年にかけて30両余り 
しか生産されず、シシリー島に上陸した連合軍に対して使用されたに過ぎない。本車 
は、M14/41の車体を改造し、艦載砲から開発された53口径90咖砲を搭載した構造 
であった。この砲はむき出しの状態で搭載され、前面41圆、側面9酬厚の防循を持っ 
ていた。また、砲の旋回角は左右40である。この90圆砲は、独の88咖砲のイタリア版と 
も言ろベさ物で、砲口初速はこちらの方が幾分高速である。最大の欠点は、上部と後部 
が完全にオープンとなっていることと、携行弾数が6発と少なかったことであった。 

[〈M41M対戦車自走砲データ〉I 

全長:5.28m、全幅:2.27m、路上最高速度:35km/h、武装:90mm砲x1。 
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アンサルド•フォツサーテイMl 1/39中戦車 
Ansaido-Fossati Carro armato medio Ml 1/39 

1937年、アンサルド社は、L3軽戦車のサスペンション部品を流用した8 t軽戦車を 
試作した。これは車体前方右側に37圆砲を搭載し、車体左寄りにつけられた旋回砲塔 
に連装機銃を装備していた。これを元に研究は続行され、明らかにビッカースの影響 
を受けたボギー機構を採用した戦車が完成した。これは1939年にMl 1/39として採 
用されることになった。この戦車はリベット接合の構造で装甲最大30咖であった。わ 
ずか100両生産され、イタリア領東アフリカに24両、70両余りが1940年夏にリビアに送 
られた。しかし火力が貧弱な上、主砲の射界が限られていたため、これといった戦果 
を上げることができず、北アフリカのMl 1/39は、1940年12月に始まった英軍の攻 
勢にてほとんどが失われ、1941年2月までに全滅している。なお少数のMl 1/39が 
捕獲され、北アフリカのオーストラリア部隊で使用されている。 

|_(Ml1/39中戦車データ〉 1 

全長:4.85m、全幅:2.18m、路上最高速度:32km/h、武装:37圆砲x1、8圆機関銃x 2。 

アンサルド•フォッサーティM13/40,14/41,1 5/42中戦車 
Ansaido-Fossati Carro armato medio Ml3/40,14/41,15/42 

イタリア陸軍は、Ml 1/39の弱点を検討、新戦車の開発を開始した。1939年試作 
型が完成し、Ml 3/40として採用され、1939年末より生産を開始した。本車の武装 
は、旋回砲塔に47酬主砲と8 mm機銃1丁を、車体前方右側に8關連装機銃を装備して 
いた。このため、車体が大型化されたが、基本車体はMl1/39をスケールアップし 
たものであった。車体は華甲板を鋼板にリベット止めし、その鋼板をボルト接合する 
構造で、装甲厚は最大42fnliiである。1940年12月、本車はリビアにおいて初めて実戦に 
参加した。しかし砂漠での作戦を考えて設計されなかったため、故障車が続出した。 
1941年、Ml 3/40の最大の問題点であったエンジンの出力不足を解決するため、従 
来の1四HPから145HPに出力を上げたエンジンを搭載するM14/41が誕生した。こ 
れには砂漠用のフィルタが取り付けられていた。最終型の1943年夏に配備されたM15/ 
42は、車体を延長してさらに強力な192HPのエンジンに換装し、時速40km/hを出す 
ことができた。また装甲も若干強化されている。なお生産台数はそれぞれ、M13/40 : 
799両、M 14/41:1103両、M 15/42 : 82両7である。M 13/40とM 14/41 
はイタリア陸軍で最も重要な戦車であり、北アフリカ•バルカン半島での戦闘で主力 
戦車として活躍した。なお、休戦後は一部ドイツ軍が使用し、他はムッソ1J一二の部 
隊で治安活動に使用され、終戦後イタリア陸軍でも使用された。 
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共通•他ユニット 
■共通地上ユニット/E•TH•TKユニット 

鉄道ユニット、補給車ユニット、工作車ユニット、はほとんどすべての国で生産で 
き、しかもコスト性能とも同じ共通ユニットである。（ただし鉄道ユニットにはユーロ 
とロシア軌道の2種類がある）これら、ユニットはそれぞれ戦闘には向かない（とい 
ろよりほとんど武器らしい武器をもっていない。）が、それ以上にそれぞれ重要な特長 
を持っており、これらなくして勝利はあり得ないと言っても過言ではないのである。 

列車 
TRAIN 

鉄道ユニットは鉄道の敷いてある地形か建物の地形でしか移動で吉ない。しかも口 
シアとユーロ軌道の2種類があり、それぞれソ連軍が生産した列車はロシア軌道での 
み、ソ連以外の国が生産した列車はすべてユーロ軌道でしか移動させられない。（実際 
にヨーロッパ諸国の基本的な軌道は標準軌（1435酬）を使っていたが、ソビエト連邦 
内では広軌を使っていた。）しかし、列車の最大の利点はその速度と、輸送量にある。 
もし、生産地点から前線まで線路が敷いてあれば、ぜひ利用することをすすめる。 

補給車両 
SUPPLY UNITS 

第2次世界大戦は、ある意味では補給によって勝敗が左右されたといってもよいか 
もしれない。特にドイツにおいては補給は重要な位置を占めていた。モスクワ攻勢や 
アルデンヌの攻防戦において、もし補給が充分に行われていたら、戦況も変わってい 
たことであろう。このゲームでは『補給馬車•補給トラック•補給ht (八ーフトラッ 
ク）』とい5 3種類の補給ユニットがある。それぞれ、地上部隊に燃料や弾薬を与える 
ことができる。長期にわたる戦いなどでは必ず持ってゆくべきであろ5。 

工作車 
WORK UNITS 

工作車は、生産コストは安いものの移動力は小さく防御力•攻撃力などは皆無に等 
しい。ではなぜ、こんなユニットが存在するのであろうか7答えは簡単である。『工事』 
のコマンドが使えるユニットはこれしかないからだ。建物の増築、要塞の設置•撤去、 
鉄道の設置•撤去•修復、橋•道路•建物の修復など、さまざまな工事が行える。特 
に重要なのは建物を増築し、耐久度を上げることであろ5。それによって収入が増え、 
ゲームを進行にあたり、大吉な手助けとなるからだ。これは都市を歩兵で占領するよ 
りも早く、序盤に軍事費を上げたい場合などには多用するに限る。 
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■歩兵/Iユニット 

今回の『アドバンスド大戦略』では、さまざまなタイプの歩兵が登場する。中心と 
なるドイツ軍だけでも『擲弾兵、エリート兵、戦闘工兵、親衛隊、動員兵』といった 
歩兵が登場する。他の国も歩兵、親衛歩兵、パルチザン（なんとこのユニットは 
10$!)、狙撃兵、重歩兵、レンジヤー、レッドデビルズなど、いかにも個性的なユニ 
ットがそろっている。もちろんこれが全てではない。「なぜそこまで歩兵にこだわるの 
か7」と疑問に思5なかれ。このゲームに 
おいて、確かに数々の兵器類は重要だが、 
都市や空港、港はもちろん、首都さえも占 
領できるこのユニットは、戦いを終了させ 
るためには、必ずと言っていいほど使わな 
ければならないのだ。 

■牽引砲/Qユニット 

牽引砲は、移動力は皆無に近（1しかない）く、防御力もそれ程多くはない。その 
ため、戦場に運ぶためには輸送車両や、輸送機、揚陸艦などが必要なのだが、もし、 
同様の攻撃力を持つ自走砲の類が生産で吉るのなら、多少高くとも、そちらの方が有 
用であろう。また、そのわずかな移動力を使ってしま5とそのフェイズには攻撃がで 
きないという、欠点もある。これは攻勢にでる場合はやはり大きな問題である。それ 

らを考慮すると牽引砲の使い方に最もあっ 
ているのは、拠点防御などだと思うのだが、 
いかがであろ5。 

I卜ーチカ/Gユニット 

卜ーチカユニットには移動力はなく、また、r生産』コマンドによって作ることは不 
可能なユニットである。移動がで吉ないので沿岸砲台やマジノ線などのよ5に敵の進 
入を防ぐために、防護攻撃をするためのものが多いが、特に変わったところでレーダ 
—がある。これは、攻撃を侵攻してきた敵に攻撃をかけるためではなく、敵の姿を発 
見するために存在している。レーダーは広 
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■艦船/w* Zユニット 

海の上での戦いには必要不可欠なユニット、それが艦船ユニットである。艦船ユニ 
ットは大きく分けると水上艦と潜水艦の2種類があり、それぞれ、海上と海中と活躍 
の場が異なる。特に水中を移動するZユニットに対しては攻撃能力を持ったユニット 
が少ないので、駆逐艦と軽巡洋艦以外に対しては無敵に近い。 

駆逐艦 
DESTROYER 

このゲームで生産で吉る戦闘用の水上艦艇はこの駆逐艦だけである。もちろん水上 
艦艇では最も小型であり、耐久力も揚陸艦、潜水艦とならんで最低の5しかない。だ 
が、あなどるなかれ、この駆逐艦という艦種は、地上兵器に対しては強力な攻撃力と 
防御力を誇り、他の艦艇に対しても必殺の魚雷を秘め、またわずかではあるが対空能 
力も所持している。そしrなんといっても駆逐艦の特徴は海の狼、潜水艦に対して最 
高の攻撃力を持っていることである。駆逐艦が近づいてきたら潜水艦ユニットは迷わ 
ず逃げた方がよいであろ5。 ，--*4— 

軽巡洋艦 
LIGHT CRUISER 

ワシントン条約で決められた基準によると、軽巡洋艦とは、基準排水量1万:/以内 
で主砲が15.5cm以内の水上戦闘艦ということになっているが、実際に1万:/ぎりぎり 
で作られた軽巡洋艦は少ない。その理由の多くは、重巡洋艦に対して差をつけるため 
である。使われ方は国によって異なっており、太平洋域では、水雷戦隊の旗艦として 
複数の駆逐艦を伴って行動していたが、ヨーロッパでは単独で行動する場合も多かっ 
た。ちなみに、この艦もまた対潜水攻撃力を持っている数少ない艦艇である。 

重巡洋艦 
HEVY CRUISER 

やはりワシントン条約における基準によると、基準排水量は軽巡洋艦と同じ〗万父 
以内で主砲が20.3cm以下の水上戦闘艦とされている。排水量は大差がないよ5に思わ 
れるが、実際は重巡洋艦の方が装甲も厚く作られており、また主砲の威力も各段に違 
い、この艦あたりから単独で海上を移動して問題がなくなる。ゲーム内でも主砲の射 
程も8と長く敵の移動可能範囲の外側から攻撃で吉るよラになる。ベルサイユ条約制 
限下に造られたドイツのポケット戦艦（装甲艦）であるドイッチュランド（後のリュ 
ッツォウ）も1940年2月以降は重巡洋艦とされている（ただし主砲は28cmを装備)。ま 
た、ドイツはベルサイユ条約破棄後は、ワシントン条約に従い20cm級の主砲を搭載し 
た重巡洋艦を建造している。 



•共通.他ユニット# ノ卻 

戦艦 
BAtTLH SHIP 

現在でこそアメリカにアイオワ級の4隻の戦艦があるだけであるが、第2次世界大 
戦が始まった当時はまさに海軍の中心として戦艦が存在していた。そしてこの大戦が 
戦艦による艦隊戦が行われた最後であった。当時は各国がより強い戦艦を競って建造 
していた。イギリスのロドネイ、キングジョージV世級、アメリカのワシントン、ア 
イオワ級、イタリアのリツトリオ級、フランスのリシリュー級、そしてドイツのビス 
マルク級など、各国ともいずれも36cm級以上の主砲を持ち、強力な装甲持つ一流の戦 
艦を持っていた。もちろんこのゲー厶中でも戦艦は単独ユニツトとしては最大最強を 
誇る。その主砲は、ゲーム中最大の射程を持ち、耐久力は10、防御力も桁違いに強力 
である。まさに海の主役である。 

八トルクルーザー 
BATTLE CRUSISER 

母CA 

空AFT 

0 ゲ中フ中いい。 
の厶I造ててる 

こIラ製ししいた 
。ゲグを有成てさ 

るたは母所完つだ 
あまで空もしなた 

で、ツたスもにい 
母りィまン、Iつ解 

空あドもラとょ理 
ので、アフスるご 

スけし；3はリキJか 
リだか夕でギで5 

ギスしィ実ィ持ど 
ィリ。、史た所' 

はギるし、しがが 
母ィあたが躍みい 

空はでつい活のな 
たののあなもッ訳 

しるもでは最ィし 
躍いの中録はド申 

活てス造記で5は 
もつリ建た中ろに 

最持ギをし厶あ々 
でをィ母をIで方 

海母が空さゲたの 
の空どの働、つン 

パでん隻た果あァ 
ッ態と3し結がフ 

口状ほに大た用の 
I置のめはし運ス 

ョ配機始に慮なン 
てり載を際考当ラ 

いは艦ン実を相フ 
おやるリ。らり、 

にもすぺたれはア 
実で場ッっそやリ 

史厶登ェあ。ば夕 
一にツでたれイ 

高いい力で級 
の弱な動命ン 

みとし機使ゥ 
なる通ののナ 

艦べ貫そそレ 
洋らが、がの 

巡く甲がのス 
。に装〇)るリ 

る艦、るすギ 
あ戦合あ破ィ 

でそ場で撃、 
とこたのをゥ 

こ甲しIつどナ 
の装撃まなゼ 

艦。攻し艇ィ 
戦艇をて艦ナ 

洋艦分しのグ 
巡用自適下、 

、闘で貫が卜 
は戦砲がスス 

と上主甲ラル 
I水の装クホ 

ザつ分はりン 
I持自艦よル 

ルをの戦艦ャ 
クカそ洋自シ 

ル撃、巡にの 
卜攻は、特ッ 

パの艦が、ィ 
るみ戦る敵ド〇 

けなはい、、る 
上艦のてちにあ 

〇戦るれ持みで 
取、ならをな名 

でちと作力ち有 
こも準に撃。が 

こを基う攻るど 
速{よとあな 
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揚陸艦 
AMPHIBIOUS WARFARE VESSELS 

艦船中最も安価で、最も防御力も弱く、また遅い。だが、大量の地上部隊を輸送で 
吉、また上陸時の支援攻撃のため地上に対しての攻撃力を持っている。このため、上 
陸作戦を行5ときは、まさに主役へと変身する。 

補給艦 
SUPPLY SHIPS 

艦船に燃料弾薬を補給するために存在している。このユニットは揚陸艦以上に攻撃 
力、防御力がなく、しかも移動も他の艦船にくらべ遅い。必然的に前線まで行くため 
には、ある程度の護衛を必要とする。だが、艦船ユニットというものは燃料が無くな 
ったら海上で止まってしまい、あとは敵にやられるのを待つだけになってしまうのだ。 
そこを考えて、もしものために一隻生産するのもよいかもしれない。 

潜水艦 
SUBMARINES 

ドイツのUボートが有名であるが、もちろん他の国も潜水艦を持っていた。だが、 
その名と共にあまりにも有名になったUボートの戦果は、たしかにヨーロッパでは他 
国の潜水艦にくらべ群を抜いていた。ところで、潜水艦の最大の利点とはなんであろ 
うか7強力で射程の長い魚雷7いやそうではない。もちろん魚雷という強力な武器が 
なくてはしょ5がないが、潜水艦の利点、それは『攻撃率表の潜水の欄を利用できる 
唯一のユニットである』ということである。兵器データー覧をご覧いただくとわかる 
が潜水の欄に0以外の数値を持つユニットがいかに少ないことか。『攻撃されずに攻撃 
できる』これは他の艦艇ユニットにとって最も脅威となるであろ5。 



I武器名◎対空攻撃力@対装甲車両《 

©対非装甲車両攻撃力©対艦船攻撃力⑦対潜水艦攻撃力 

②対空攻撃回数航空機に対しての攻撃回数 
たいらこうげさかいすう はか へいき たい こうげさかいすう 

⑨ 対地攻撃回数その他の兵器に対しての攻撃回数 
かかくりつだんやく はつあ はきけぅ つか ぐんじひ 

⑩ 価格率弾薬1発当たり、補給するのに使5軍事費 
しやてい めいら•》*»りつ こうげきめいれいじっこうかいすう 

⑪射程⑲命中率n/〗o)⑬攻撃命令実行回数 

⑭装備可能武器パック 

C :) d D 

へぃきめぃ 

巳fl09G 

F-01 

20圓キカンホウ 
250kgパクダン 

NOT 
タンク 

①兵器ユニット名②搭_ 

へん 

1 

⑭ 

そう び 

装備 

A 巳 C D 
8 

0 

D 
0 

4 

0 

0 

1 

4 

1 

0 

0 

Q 
0 

0 

0 

©I 

⑫— 

⑪• 

©. 

@—地回数 
⑬- 

⑦— 
⑮—— 

©—— 

n —r ②一 

かい すう 

回数 
命中 

しや てい 

射程 
価格率 

空！！数 
孙朁力 

対艦力 

非装甲 

対装甲 

対空力 

11 c 

180010 

2040= 

I0p5n 
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せんとうき せんとう き せんとうばくげき さ きょくちせんとう き 

戦闘機 F :戦闘機 F巳：戦闘爆撃機 FD 1:局地戦闘機 
Fタイプ 

ぶきせいのうひょう 

武器性能表 対 対K 
装i 
非ひ 
装! 
甲き 

対G 
艦欠 
力} 

i 
空! 
回f; 
数! 

地ち 
回匕 
m 

S: 射^ 命3 回?; そ3 

装 
へいきめい ぶきめい inっ 

力くょ 程5 中! 兵器名 武器名 力？ 率3 数! A B c □ 
Bfl09G 20mmキカンホウ 70 10 80 5 0 1 2 4 1 5 1 B 4 4 0 

25Dkgパクダン 0 85 別 10 0 0 2 20 1 0 1 0 0 ] 0 
F-D1 NOT 

タンク 
0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

[) 
1 

0 
0 

0 
: 

FW190A 2Q刪キカンホウ 100 10 20 5 0 1 2 4 1 6 1 8 4 4 0 
250kgパクダン 0 25 40 10 0 0 2 20 1 0 1 0 0 I 0 

F-02 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

Me 观 A1 30刪キカンホウ 160 15 30 8 0 1 2 5 1 7 1 6 3 3 0 
850kgパクダン 0 25 40 10 0 0 20 1 0 1 0 0 1 0 

F-03 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

□□335 30mmキカンホウ 150 15 20 8 0 1 5 1 7 1 6 3 3 0 
850kgパクダン 0 25 40 10 0 0 2 20 1 0 1 0 0 3 0 

F-04 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

Q 
0 

He 162 20刪キカンホウ 140 10 IB 5 0 1 4 1 7 1 8 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

F-05 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

グラディエイター 7.7mmMG 30 5 10 0 0 i 2 Z 1 3 1 9 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 

F-06 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

八リケーン11C 20圃キカンホウ 50 5 85 5 0 1 2 4 1 4 1 6 3 3 0 
227kgパクダン 0 25 40 10 Q 0 20 ] 0 1 □ D e 0 

F-07 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

Spit I 7.7mmMG 60 5 20 0 0 1 e 2 1 5 ] 6 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 

F-08 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 

1-153 7.62晒 MG 30 5 15 0 0 1 2 E 1 2 1 B 4 4 4 
75kgパクダン 0 15 30 0 0 2 B 1 0 1 D 0 1 0 

F-09 ロケットダン 0 15 25 8 0 0 2 15 1 6 1 0 0 0 3 
タンク 0 0 □ 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 

1-16 20肺]キカンホウ 40 ID 20 5 D 1 2 4 1 3 1 B 3 3 3 
50kgパクダン 0 10 20 5 0 0 2 5 1 0 1 0 0 1 0 

F-IO ロケットダン 0 15 25 8 0 0 2 15 1 6 1 0 0 0 3 
タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 

LaGG-3 BDmmキカンホウ 50 ID 80 5 0 1 2 4 1 4 1 7 4 4 4 
200kgパクダン 0 eo 35 8 0 0 2 20 1 0 1 0 0 1 0 

F-ll ロケットダン 0 15 25 8 0 0 2 15 1 6 1 0 0 0 3 
タンク 0 0 . 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 D 

La-7 20圆キカンホウ B0 10 22 5 0 1 e 4 1 6 1 6 3 3 3 
100kgパクダン 0 20 35 8 0 0 p 10 1 0 1 0 0 1 0 

F-12 ロケットダン 0 15 ED 8 0 0 2 15 1 6 1 0 Q 0 3 
タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 



ぶきせいのうひょう 

武器性能表 対P 
2S< 
対? 
装! 
甲き 

非ひ 
装! 
対C 
艦? 
力りt 

対5 
潜1 
力} 

空J 
回(く 

数! 

地ち 
回?; 
数! 

価か 射しゃ 命5 回?; そラ 

装 
へいきめい ぶきめい つ 

力•き 
望5 
程；^ 中? 兵器名 武器名 毕っ 数! A 巳 C □ 

MiG-3 12.7miiMG 50 8 18 3 0 1 2 3 1 4 1 8 4 4 4 
100kgパクダン 0 20 35 8 0 0 2 10 1 0 1 0 0 1 0 

F-13 ロケットダン 0 15 25 B 0 0 2 15 1 6 1 0 0 0 3 
タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 C 1 0 0 

Yak-1 20議キカンホウ 50 10 IB 5 0 1 2 4 1 5 1 7 4 4 0 
ロケットダン 0 15 25 B 0 0 2 15 1 6 1 0 0 3 0 

F-14 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
: 

Yak-9 20mmギカンホウ 60 10 18 5 0 1 E 4 1 6 1 7 4 4 0 
ロケットダン 0 15 25 8 0 0 15 1 6 1 0 0 3 0 

F-15 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

エアラコブラQ 37mmキカンホウ 60 15 25 8 0 1 2 6 1 4 1 11 6 6 0 
227kgパクダン 0 25 40 10 0 0 2 80 1 0 1 0 0 1 0 

F-16 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
Q 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

P-40D 12.7fnMG 50 8 20 3 0 1 2 3 1 5 1 7 4 4 0 
227kgパクダン 0 25 40 10 0 0 2 20 1 0 1 0 0 1 D 

F-17 NOT 
タンク 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

マスタングD 12.7mfiiMG 110 B 25 3 0 1 2 3 1 6 1 11 6 6 0 
453kgパクダン 0 35 50 15 0 0 2 30 1 0 1 0 0 0 

F-18 NOT 
タンク 

0 
D 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

ソルニエ406 20刪キカンホウ 40 ID 18 5 0 1 E 4 1 3 1 5 0 0 0 
NOT Q Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

F-19 NOT 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ブロック158 20mmキカンホウ 50 10 10 5 D 1 2 4 1 4 1 B 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

F-20 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

□ .520 20111mキカンホウ 60 10 18 5 0 1 2 4 1 5 1 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

F-21 NOT 
NOT 

0 
D 

D 
Q 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

CR.42 12.7111mMG 30 8 15 3 0 1 2 3 1 3 1 11 0 4 0 
100kgパクダン 0 20 35 a 0 0 2 10 1 0 1 0 0 1 0 

F-22 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

G.50 12.7_MG 30 B 15 3 0 1 a 3 1 4 1 8 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

F-E3 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

MC.2D0 ie.7mmMG 30 8 15 3 0 1 2 3 1 4 1 11 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

F-E4 NOT 
NOT 

Q 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

MC.208 12.7raiMG B0 8 IE 3 0 1 3 1 5 1 11 0 6 0 
150kgパクダン 0 15 30 5 a 0 2 15 1 0 1 0 0 1 0 

F-E5 NOT 
NOT 

0 

0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
0 

0 
0 

0 
0 
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ぶきせいのうひよう 

武器性能表 対G 
空く) 

力？ 

対5 

装! 

甲专 

非ひ 

装! 

対a 

力? 

対C 

mt 
力? 

空き 
回?; m 
地ち 
回?; 

数! 

価か 

m 
率2 

射しゃ 

程5 

命3 

中! 

回?; 

m 
そう び 

装備 
へいきめい 

兵器名 
ぶきめい 

武器名 □回囡回 
BfllOC 20111キカンホウ 40 10 23 5 0 1 2 4 1 4 1 15 0 8 0 

E50kgパクダン 0 85 40 10 0 0 e 20 1 0 1 0 0 3 0 

F巳01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Me41DA 20mmキカンホウ 60 10 B3 5 0 1 8 4 1 5 1 17 T T T 
500kgパクダン 0 35 50 15 0 0 2 30 1 0 1 0 0 1 0 

FB0P NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

タンク 0 0 0 0 0 0 0 ID 0 0 0 0 2 0 0 

ワールウインド 20酬キカンホウ 60 10 25 5 0 1 2 4 1 4 1 T T T 
227kgパクダン 0 25 40 10 0 0 E 20 1 0 1 1 0 E D 

F日03 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

タイフーンI巳 20111キカンホウ 70 10 25 5 0 1 2 4 1 ^T 1 T ~J T 
454kgパクダン D 35 50 15 0 0 8 30 1 0 1 0 0 2 0 

F日04 ロケットダン 0 20 45 10 0 0 p 15 1 B 1 0 0 0 4 

タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 

テンペストV 20mmキカンホウ 70 10 25 5 0 1 e 4 1 fT 1 T ~5" T 
454kgパクダン 0 35 50 15 0 0 e 30 1 0 1 0 0 2 0 

F巳05 ロケットダン 0 20 45 10 0 0 2 15 1 6 1 0 0 0 4 
タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 

Yak-3 2011imキカンホウ 70 10 B0 5 0 1 2 4 1 6 1 T ~4~ ~T ~ 

ロケットダン 0 15 40 8 0 0 e 15 1 6 1 0 0 3 1 
FB06 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 

タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 1 

ライトニンクF 80mmキカンホウ 60 10 85 5 0 1 e 4 ! 4 1 T T T T 
454kgパクダン 0 35 50 15 0 0 30 1 0 1 0 0 2 1 

FB07 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 2 0 1 

サンダーボルト□ 12.7mmMG 90 8 30 3 0 1 2 3 1 5 1 T T T T 
454kgパクダン 0 35 5D 15 0 D 2 30 1 Q 1 0 0 R 0 

FB0B ロケットダン 0 25 50 10 0 0 2 15 1 6 1 0 0 0 5 
タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 D 0 0 0 2 0 0 

ポテーズ631 20inniキカンホウ 60 10 30 5 0 1 8 4 1 4 1 ~ ~〇" T 
50kgパクダン 0 15 3D 5 D 0 e 10 1 0 1 0 0 E 0 

F巳09 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 

ブレゲー693 PDmniキカンホウ 50 10 80 5 0 1 2 4 1 4 1 T T T T 
50kgパクダン 0 15 30 5 0 0 2 ID 1 0 1 0 0 4 0 

FB10 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 D 

Re 2002 12.7mmMG 40 8 IB 3 0 1 2 3 1 4 1 T ~4 ~J 
200kgパクダン 0 20 40 10 0 0 2 20 1 0 1 0 0 3 1 

FB11 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 
タンク 0 0 0 0 D 0 0 10 D 0 0 0 1 0 1 

Mel63B 30mmキカンホウ 180 15 eo 8 0 1 1 5 1 8 1 ~4~ T ~〇" T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 

FD01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 Q u 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Ba349 タイクウロケット 180 0 0 0 0 1 0 ^o" 1 9 1 T T ~~0 T 
NOT 0 0 .0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 

FD02 NOT 0 0 0 0 G 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 D 0 
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ぶきせいのうひょう 

武器性能表 対f 
空さ i 非ひ 

装1 

対f 
艦戈 
対f 空1 地ち 

F51力 
価力 射た 命5 回? そ*5 

装 7mA, 1HJい IbUい 格く 
兵器名 武畚名 力》 甲含 甲含 加 力，,t 数1 数1 率ミ 程こ 中， 数! p p 

デファイアント 7.7mmMG 50 0 0 0 0 1 0 2 1 4 1 8 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 

FD03 NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

.0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

u 
0 

Re 2001 20刪キカンホウ 55 10 85 5 0 1 2 4 1 4 1 8 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

FD04 NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
Q 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

SAI 207 20圆キカンホウ 70 5 10 5 0 1 2 4 1 5 1 Li 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

FD05 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 G 0 

ころげきき 

攻撃機 
A*Vタイプ 

こうげsき 
A：攻擊機 

らいげs s 
V:雷撃機 

かんじ#うこうげきき 

AC:艦上攻撃機 
かんじ^:うらいげSき 

VC :艦上雷撃機 

D 
#»うこうかばくIJ；S S 

:急降下爆撃機 

ぶきせいのうひよう 

武器性能表 対S i i 
甲含 
対;ミ 
艦;t 
力} 

対K 
mi 
力} 
回？; 
数! 

地ち 
回？; m 

g：： 射しゃ 命5 回?; ea 
接 

へいきめい ぶきめい っ 

甲き 程;^ 中1 兵器名 武器名 力! 率3 数? A B c □ 
Hsl23 7._MG eo 5 15 0 0 I 2 2 1 3 1 6 0 9 0 

250kgパクダン 0 30 50 15 0 0 2 20 1 0 1 1 0 0 0 
A-0) NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 J 
HS1E9B2 20mmキカンホウ 10 10 18 5 0 1 2 4 1 2 1 5 u o :J 

37mmキカンホウ 0 35 10 0 0 6 1 6 1 4 0 0 0 
A-02 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 G 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
A「234巳 20mmキカンホウ 60 10 15 5 0 1 2 4 1 5 1 6 6 G u 

500kgパクダン 0 40 60 20 0 0 e 30 1 0 1 3 2 0 0 
A-03 NOT 

タンク 
0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
0 

0 
10 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

パトル 7.7111mMG 30 5 10 0 0 1 p e 1 1 6 0 0 0 
227kgパクダン 0 30 50 15 0 0 8 80 1 0 1 8 0 0 0 

A-04 NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

ブレニムI 7.7(nmMG 30 5 •10 0 0 1 2 e 1 3 1 6 0 9 0 
227kgパクダン 0 30 50 15 0 0 2 20 1 0 1 2 0 0 0 

A-05 NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

ボストンIII 7.7111mMG 40 5 10 0 0 1 2 1 3 ] 7 0 0 0 
454kgパクダン 0 40 60 20 0 0 2 30 1 0 1 3 0 0 0 

A-0B NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

モスキートIV 227kgパクダン 0 30 50 15 0 0 20 1 0 1 4 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

A-07 NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

D 
0 

0 
0 

0 
0 

SB-B 7.62111mMG 80 5 15 0 0 1 2 2 1 1 1 6 0 0 0 
100kgパクダン 0 25 45 13 0 0 10 1 0 1 3 0 0 0 

A-08 NOT 
NQT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 
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ぶきせい 

武器性 
〇ろひょう 

能表 空'; 

tit 
装！ 
m 
非ひ 
装1 
m 
対G 
m 
力? 

対。 
mi 
力i 
空3 

回f: 

m 
地ら 
回^ 
m 
価か 

根く 

率2 

射しゃ 

mi 
OP* 

中! 

回ぐ: 
そう び 

装備 
へいきめい 

兵器名 m Al B] c| D 
Su-E 7.62111inMG 5 15 D 0 1 e 8 i 2 1 6 0 0 0 

200kgパクダン 0 85 45 13 0 0 2 eo ) 0 1 3 0 0 0 

A-09 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 D 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

II-8M 20mmキカンホウ 40 10 18 5 0 1 2 4 1 3 1 5 5 0 T 
200kgパクダン 0 25 45 13 0 0 2 eo 1 0 1 3 0 0 0 

A-10 ロケットダン 0 15 40 8 0 0 2 15 1 6 1 0 4 0 0 

NOT 0 0 D 0 0 0 0 D 0 0 0 D 0 0 0 

Pe-e 7.62111mMG 40 5 10 0 0 1 2 e 1 4 1 5 0 0 5 

200kgパクダン 0 25 45 13 0 0 2 20 1 0 I 3 0 0 0 

A-li ギヨライ 0 0 0 60 0 0 1 100 1 0 1 0 0 0 1 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Tu-2 20mmキカンホウ 50 10 15 5 0 1 2 4 1 4 1 6 0 0 0 

400kgパクダン 0 35 55 18 0 0 2 30 1 0 1 5 0 0 0 

A-18 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 , 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

八ボックC 12.7mmMG 40 8 15 3 0 1 2 3 1 3 1 7 7 0 0 

454kgパクダン 0 40 B0 20 0 0 2 30 1 0 1 3 1 0 0 

A-13 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

タンク D 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 

マローダーA 12.7酬 MG 40 8 15 3 0 1 e 3 1 4 1 3 3 0 3 

454kgパクダン 0 45 65 85 0 0 2 30 1 0 1 3 1 0 0 

A-14 ギヨライ 0 0 0 60 0 0 1 100 1 0 1 0 0 0 1 

タンク 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 

インベーダー巳 12.71nmMG 70 8 25 3 0 1 8 3 1 5 1 7 7 0 0 

454kgパクダン 0 45 65 E5 0 0 2 30 1 0 1 4 0 0 0 

A-15 127酬ロケット 0 25 50 15 0 0 2 15 1 6 1 D B 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 ID 0 0 0 0 0 0 0 

ブロック174 7.5mmMG 50 5 18 0 0 1 2 2 1 3 1 6 0 0 0 

200kgパクダン 0 25 45 13 0 0 e 20 1 0 1 2 0 0 0 

A-1B NOT 0 0 0 □ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 

NOT 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

プレダ65 lE.7miuMG 20 8 IB 3 0 1 2 3 1 1 ] 5 0 0 "L 

250kgパクダン 0 30 50 15 0 0 e 20 1 0 1 3 0 0 0 

A-17 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 

NOT 0 0 0 0 0 D D 0 0 0 0 0 0 0 0 

JU87C 7.92_MG 80 5 10 0 0 1 2 2 1 2 1 10 0 0 0 

250kgパクダン 0 40 60 25 0 0 20 1 0 1 2 0 0 0 

AC01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

スキユア 7.7(ihhMG 20 5 15 D 0 1 2 1 e 1 6 0 0 0 

227kgパクダン 0 40 60 25 D 0 e 20 1 0 1 e 0 0 0 

AC02 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

フルマー 7.7mmMG 50 5 80 0 Q 1 2 2 1 3 1 3 0 6 0 

227kgパクダン 0 85 45 10 0 0 2 20 1 0 1 1 0 0 0 

AC03 NOT 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 LI D 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 

JU07B 7.92刪 MG 20 5 ID 0 0 1 2 2 1 1 10 u : 0 

250kgパクダン 0 40 60 25 0 0 2 20 1 0 1 e 0 0 0 

□-01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 L； 

NOT 0 0 0 0 0 〇丨0 0 0 0 0 0 〇丨〇 0 
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ぶきせいのうひ本う 

武器性能表 対:' 

空、、 
力、 

対(‘ 

m 
甲ミ 

非” 
装! 

甲ミ 

対(: 
艦欠 
力? 

対(. 

mi 
力1 

空、; 
回 
m 
地。 
回f; 
m 
価ん 
格t 
率り 

射t 

程ミ 

命 

中き 

回f: 

m 

そう ぴ 

装備 
へいきめい 

兵器名 A B c D 
D0217E 巳パクダン 0 0 Q 0 0 0 e 40 0 5 i 4 0 0 0 

250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 e 80 1 D i 0 8 0 D 
B-02 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ' 0 0 0 0 

20 キカンホウ 50 0 a 0 0 1 e 4 1 3 1 8 8 0 0 

JU88AI 巳パクダン 0 0 Q 0 0 0 2 40 0 5 1 5 0 0 0 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 2 20 1 0 1 0 10 0 0 

B-03 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 
7.98nimMG 50 0 0 0 0 1 e 2 1 2 1 8 8 u 0 

JU1B8E 巳パクダン 0 0 0 0 0 0 2 40 0 5 1 6 0 0 0 
850kgパクダン 0 30 40 15 0 0 2 20 1 0 1 0 ie 0 0 

B-04 ギヨライ 0 0 0 70 0 0 1 100 1 0 1 0 0 8 0 
20圃千カンホウ 50 0 G 0 0 1 e 4 1 3 ] 8 8 B 0 

HelllH 2 Bパクダン 0 0 0 0 0 0 2 40 D 5 1 4 0 0 0 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 20 1 0 1 0 8 0 0 

日-05 ギヨライ 0 0 0 70 0 0 1 100 1 0 1 0 0 2 0 
7.921lunMG 40 0 0 0 0 1 p 8 1 8 1 8 8 8 0 

Hel77A 巳パクダン 0 0 0 0 0 0 40 0 5 1 9 0 0 0 
850kgパクダン 0 30 40 15 0 0 2 20 1 0 1 0 18 0 0 

B-0B HS293ASM 0 0 0 80 0 0 1 800 5 7 1 0 0 3 u 
21加illキカンホウ 60 0 0 0 0 1 e 4 1 4 1 8 8 B 0 

八ンプデン 已パクダン 0 0 0 0 0 0 e 40 0 4 1 3 0 0 0 
没7kgパクダン 0 30 40 15 0 0 2 80 1 0 1 D 8 0 0 

日-07 ギヨライ 0 0 0 70 0 0 1 100 1 0 1 U 0 2 0 
7.7mniMG 20 0 0 0 0 1 2 e 1 1 1 B 8 8 0 

ホイットリーV 巳パクダン 0 0 0 0 0 0 8 40 0 5 1 6 0 0 0 
227kgパクダン 0 30 40 15 0 0 8 80 1 0 1 0 12 0 0 

B-0B グライダー 0 0 0 0 0 0 0 250 0 0 0 0 0 0 1 
7.7 G 40 0 0 0 0 1 8 8 1 1 1 8 8 0 2 

ウェuントンI 已パクダン 0 0 0 0 0 0 8 40 0 5 1 4 0 0 0 
没7kgパクダン 0 30 40 15 0 0 2 80 1 0 1 0 8 0 0 

日-09 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
7.7mmMG 40 0 0 0 0 1 2 e 1 2 1 8 B 0 0 

スターリングI 巳パクダン 0 0 0 0 0 0 e 40 0 7 1 9 0 0 0 
227kgパクダン 0 30 40 15 0 0 8 80 1 0 1 0 18 0 0 

巳-10 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
7.7 G 30 0 0 0 0 1 8 2 1 3 1 8 8 0 0 

八リフアツクスI 日パクダン 0 0 0 0 0 0 2 40 0 7 1 10 0 0 0 
227kgパクダン 0 30 40 15 0 0 s 20 1 0 1 0 20 0 0 

巳-11 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
7.7晒 MG 30 0 0 0 0 1 8 2 I 3 1 B 8 0 0 

ランカスターI 巳パクダン 0 0 0 0 0 0 8 40 0 8 1 12 0 0 0 
227kgパクダン 0 30 40 15 0 0 B 1 1 1 0 24 0 0 

巳-12 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
7.7刪MG 50 0 0 0 0 1 s 1 4 1 B B 0 0 

11-4 巳パクダン 0 0 0 0 0 0 s 40 0 4 1 4 0 0 0 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 e eo 1 0 1 0 8 0 0 

巳-13 ギヨライ 0 0 D 70 0 0 1 100 1 0 1 0 0 1 0 
12.71nmMG 30 0 0 0 0 1 8 3 1 1 1 8 0 8 D 

ミツチェルA 已パクダン 0 0 0 0 0 0 2 40 0 5 1 3 0 0 0 
227kgパクダン 0 30 40 15 0 0 2 20 1 0 1 0 6 0 0 

巳-14 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 D 
12.7刪 MG 30 0 0 0 0 1 e 3 1 2 1 0 8 0 0 
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ぶきせいのうひょう 
武器性能表 対 

空る I 
甲€ 

非” 
減! 
甲き 

対 
艦;t 
力.i 

対f' 
潜》: 
力} 

空i 
m： 

地ち 
回?; 
数! 

価か 

率ミ 

命 回〒 f i 
へいきめい ぶきめい 

程5 中S 数! 兵器名 武器名 力# 数1 rsmms 
リベレーターD 巳パクダン 0 0 ~〇" 0 "T ~o" ^〇" 0 l ■n ■» MSI 

827kgパクダン 0 30 40 15 0 D 2 20 1 0 l 0 1? n 0 
巳-15 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1?.7晒 MG 50 0 D 0 0 1 2 3 1 4 l f; 8 0 0 

B-I7E Bパクダン 0 0 0 0 0 0 e ^〇" 0 7 l n T T T 
227kgパクダン 0 30 40 15 0 0 8 eo 1 0 l 0 IP 0 0 

巳-16 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
18.71nmMG 50 0 0 0 0 1 8 3 1 5 1 B 8 0 D 

ァミオ354 Bパクダン 0 0 0 0 0 0 ~T 5 —r ~Y T T T 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 8 80 l 0 i 0 4 0 0 

巳-17 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
20圆キカンホウ 30 0 0 0 0 1 8 4 1 2 1 8 0 0 

Le0451 已パクダン 0 0 0 0 0 n 8 40 0 5 1 ~T 0 T T 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 80 1 0 1 0 6 0 0 

巳-18 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
20111キカンホウ 40 0 0 0 0 i 8 4 1 2 1 8 8 0 0 

SM.8I Bパクダン 0 0 0 0 0 0 e 40 Q 4 1 ? T i T 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 20 1 0 1 0 4 0 0 

巳-19 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 0 0 
7.5mnMG 10 0 0 0 0 i 2 2 1 1 1 B B 0 0 

SM.79 巳パクダン 0 0 0 0 ~T 0 ~ 40 0 4 1 T T T T 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 e 20 1 0 1 0 4 0 0 

日-20 ギヨライ 
12.7111mMG 

0 

10 

0 

0 

0 

0 

70 
0 

0 

0 

0 

l 
l 100 

3 

1 

1 

0 

1 

1 

1 

0 

0 
0 

8 
p 
B 

0 

0 

SM.B4 巳パクダン T 0— 0 0 ~T ~T ~4〇" 0 4 ^T 'T T T ~T 
250kgパクダン 0 30 40 15 n 0 8 20 1 0 l 0 6 0 0 

B-P1 ギヨライ 
12.7 MG 

0 
80 

0 
0 

0 
0 

70 
0 

0 

0 
0 
i 

1 

e 
IDO 

3 
I 
1 

0 
8 

i 
1 

0 
B 

0 
8 

2 
8 

0 
0 

BR.20 Bパクダン 0 0 0~ n ~~o" 0 e ~4〇" 0 A l ~J ~T ~o" ~T 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 D e 80 1 0 l 0 6 0 0 

日-22 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
18.7111fnMG 30 0 0 0 0 1 2 3 1 2 1 8 8 0 0 

Z1007bis 巳パクダン ~T ~T 0 ~T ~T 0 "T ~4〇" ~T 5 1 "T T ~o" T 
250kgパクダン 0 30 40 15 0 0 2 20 i 0 1 0 7 0 0 

巳-23 ギヨライ 0 0 0 70 0 0 l 100 l 0 1 0 0 8 0 
ie.7minMG 30 0 0 0 0 M 2| 3 l 2 1 B B 8 0 
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ぶきせいのうひよう 

武器性能表 対5 

空4 

カミ 

対5 

m 

非ひ 
m 

甲ミ 

m 
艦s 

力さ 
m 

tn 

空\ 
回?: 
m 

地ら 
回？: 

m 

価か 

这か 
率:i 

射しゃ 

m 

命5 

中? 

回?; そろ 

装 11 
へいきめい 

兵器名 数! A B C □ 
AB41 20圃キカンホウ 0 15 20 0 Q 0 2 4 1 6 1 15 0 0 0 

8刪MG 0 3 15 D 0 0 e 2 1 2 1 2 0 0 0 
S-12 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

8mmRMG 0 3 15 0 0 0 2 2 1 3 1 2 0 0 0 

PzKw I 巳 7.92111fnMG 0 3 25 0 0 0 2 2 1 8 1 5 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

L-OI NOT 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

PzKwIID/E 20mmキカンホウ 0 15 E0 0 0 D e 4 1 6 1 6 0 0 0 
7.92111mMG 0 3 ?3 0 0 D 2 2 1 2 1 5 0 0 0 

L-02 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 D 0 0 0 

PzKw35t 37mmホウし40 0 30 40 0 0 0 1 5 1 3 1 7 0 0 0 
7.92mmMG 0 3 30 D 0 D 2 2 1 2 1 3 0 0 0 

L-03 NOT 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 
NOT 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

PzKw3BtA 37mm ホウ L48 0 35 40 0 0 Q 1 6 1 6 1 7 0 0 0 
7.9&nmMG 0 3 30 0 0 0 p 2 1 8 ] 4 0 0 0 

L-04 NOT 0 0 0 0 0 0 G 0 0 D 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 

Mk.VIA/B 12.7晒 MG 0 5 33 0 0 0 2 3 1 3 1 6 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

L-05 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 □ 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

テトラーク 2口 drホウ 0 40 0 1 0 0 1 6 1 7 1 5 0 0 0 
7.92111mMG D 3 20 0 0 0 2 2 1 2 1 3 0 0 0 

L-06 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

T-26 M33 45刪ホウL46 0 40 40 1 0 0 1 7 1 5 1 17 0 0 0 
7.62111mMG 5 3 25 0 0 1 p 2 1 2 1 6 0 0 0 

L-07 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

T-37 7.6PmmMG 0 3 20 0 0 D 2 1 2 1 4 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

L-OB NOT 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

T-40 lP.7mmMG 0 5 30 0 0 0 2 3 1 3 1 6 0 0 0 
NOT 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

L-09 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 

T-60 キカンホウ 0 18 20 0 0 0 a 4 1 5 1 26 0 0 0 
7.6EmfnMG 0 3 15 0 0 0 2 e 1 2 1 3 0 0 0 

L-10 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

丁-70 45mm ホウ L46 0 40 40 1 0 0 I 7 1 6 1 7 0 0 0 
7.62111mMG 0 3 15 0 0 0 2 2 1 3 1 3 0 0 0 

L-11 NOT 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

スチユアートI 37咖ホウL53 0 45 40 1 0 0 1 6 1 7 1 10 0 0 0 
7.621ninMG 5 3 33 0 0 1 2 2 1 2 1 4 0 0 0 

L-1E NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 
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ぶきせいのう^^ 

武器性能表 対(ミ 
空ネ 

力1 

対5 

装！ 
甲ミ 

非ひ 
装! 艦1': 

力？ 力:ょ 

空爲 
回?: 
m 
地ち 
回?: 
m 
価か 

格t 
率2 程;^ 

命3 

中i 数! 

\ m m \ 
へいきめい 

兵器名 
ぶきめい 

武器名 ES回田回 
チヤーフイー 

L-13 

75_ホウL38 
ie.7mmMG 

NOT 
NOT 

0 
8 
0 
0 

60 

5 0 
0 

70 
33 

0 
D 

0 
0 
0 

0 
n 
0 
0 

1 
0 
0 

1 
E 
0 
0 

8 
3 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

9 
3 
0 
D 

1 
1 
0 
0 

5 
5 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
n 
0 

0 
0 
n 
0 

AMR35 

し-14 

7.5111mMG 
NOT 
NOT 
NOT 

0 
0 
0 
0 

3 
0 
0 
0 

80 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

~T' 
0 
0 
0 

~~o" 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

2 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

B 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

n 
0 
n 
0 

0 
0 
0 
0 

ルノーR35 

し-15 

37_ホウL21 
7.5mmMG 

NOT 
NOT 

0 
0 
0 
D 

3 
0 
0 

40 
15 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

~F' 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
2 
0 
0 

~T 

0 
0 

1 
I 
0 
0 

3 
2 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

lfi 
0 
n 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
ri 

ホチキスH39 

L-I6 

37_ホウL33 
7.5刪 MG 

NOT 
NOT 

0 
0 
0 
0 

30 
3 
0 
0 

40 
15 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

~T' 
0 
0 
D 

~T 
0 
0 
0 

~T 
e 
0 
0 

~T 

0 
0 

1 
1 
0 
0 

~T 
e 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

10 
B 
0 
0 

T 
0 
0 
0 

T 
0 
0 
0 

T 
0 
0 
0 

CV35 

し-17 

amiMG 
NOT 
NOT 
NOT 

0 
0 
0 
0 

3 
0 
0 
0 

20 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

~T' 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

7 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
n 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

L6/40 

L-I8 

2Dmmキカンホウ 
NOT 
NOT 
NOT 

0 
0 
0 
0 

15 
0 
0 
0 

20 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

~T' 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

4 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

6 
0 
0 
0 

1 
0 
0 

LiJ 

10 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

せんしゃ 

戦車 
P*JPタイプ 

せんしゃ じ•んこうせんしゃ ほへいせんしゃ くちくせんしゃ 

P :戦車PC :巡航戦車PI :歩兵戦車JP :駆逐戦車 

JC 8せいC! 

武器性f 
)うひd 
拒表 夕 

ィコ 

対S 

力} 
m 
甲ミ 
i 

対( 
艦; 
力 

s 

}力， 

座 
卿 
f数i 

:回? 
:数1 

価力 

:i 思 中! 

回?: 

数? 
へいきめい 

兵器名 
ぷきめい 

武器名 亘 c □ 
PzKwIIIE 

P-01 

37mmホウし47 
7.92iFJnMG 

NOT 
NOT 

G1 
K8 

0 
0 
0 
0 

~35" 
3 
0 
0 

~4〇" 
33 

0 

~0 
0 
0 
0 

1 ~0 
1 0 

0 
0 

0 
0 
0 

■ . 0 

~r 
2 
Q 
0 

6* 
2 
0 
0 

~r 
1 
0 
0 

6 
2 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

12 
4 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

PzKwIVD 

P-02 

75酬ホウL24 
7.98(imiMG 

NOT 
NOT 

~gT 
K8 0 

0 
0 

~40~ 
3 
0 
0 

^ol 
30 

0 
0 

~1 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

~T 
2 
0 
0 

~B 
2 
0 
0 

~T 
i 
0 
0 

S 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

~¥ 
5 
0 
0 

~o" 
0 
0 
□ 

~0 
0 
0 
0 

~0 
0 
0 
0 

パンターG 

P-03 

75mm ホウ L70 
7.92111mMG 

NOT 
Sマイン 

G1 
K2 

G3 

~0~ 
5 
0 
0 

1〇5" 
3 
0 
0 

70 
33 

0 
85 

15 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
] 

0 
0 

~r 
2 
0 
1 

2 
0 
4 

~ 
1 
0 
1 

IT 
2 
0 
2 

1 
1 
0 
1 

~? 
5 
0 
2 

0 
0 
0 

~ 
0 
D 
0 

~o" 
0 
0 
0 

テイーガーI 

P-04 

88刪ホウし56 
7.92刪 MG 

NOT 
NOT 

G1 
K2 
~ 

0 
0 
0 

"If 
3 
0 
0 

80 
30 

0 
D 

~1〇 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

~0 
0 
0 
0 

~r 
e 
0 
0 

TT 
2 
0 
0 

~T 
I 
0 
0 

TT 
e 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

T 
7 
0 
0 

0 
0 
0 

nr 
0 
0 
0 

T 
0 
0 
0 

テイーガーII 

P-05 

88晒ホウし71 
7.9PiranMG 

NOT 
Sマイン 

G1 
K8 

G3 

0 
5 
0 
0 

185 
3 
0 
0 

80 
33 

0 
85 

0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
1 
0 
0 

r 
2 
0 
i 

2 
D 
4 

1 
1 
0 
1 

2 
0 
E 

1 
1 
0 
1 

W 
7 
0 
2 

r~o" 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 

~T 
0 
0 
0 



ぶきせいc 

武器性i 

0うひょう 

能表 夕 対 
空4 

力,} 

対fミ 

装1 i 

甲ミ 

対 
艦え 
力} 
通ん 
力? 

空1 

回?: 
数; 

地ち 
回?: 
数1 1 程5 

命n 

中? 数! 

そう び 

装備 
へいきめい 

兵器名 
ファイアフライII 17pdrホウ G1 0 105 "70" ~〇" ~0 ~T 10 ~T "7T ~T m m m 

7_6&nmMG K? 0 3 ?0 0 0 0 2 e 1 8 1 7 0 n 0 
P-06 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 n 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

BT-5 45_ホウL46 Gl 0 40 ~4〇" ~T ~0 ~T ~T ~T ~T ~5" ~r ~T T 
7.6?mmMG K2 0 3 20 0 0 0 2 2 1 2 1 B n 0 0 

P-07 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

T-88B 76.2刪ホウS Gl 0 35 70 ~T ~o' ~ir 1 ~8~ ~T ~T ~r ~ ~F ~o" ~0 
7.68111mMG K? 5 3 30 0 0 1 B 2 1 2 ] 3 0 0 0 

P-OB NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 
7.68111mRMG K2 0 3 15 0 0 0 2 2 1 ? 1 0 0 0 

T-34/76A 76.2mmホウ M Gl 0 50 70 i ~o" 0 1 ~T 5 ~T1 —1ぐ "~0^ ~0 ~n 
7.6PmmMG K8 〇 3 85 0 0 0 2 2 1 2 1 4 0 0 0 

P-09 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 
NOT - 0 0 0 

— 
0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 

T-34/85 85咖ホウL55 Gl 0 75 0 0 1 11 1 7 1 T ~ir ~0 —iT 
7.6?酬 MG KP 0 3 25 0 0 0 e 8 1 e 1 4 0 0 0 

P-10 NOT 一 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

KV-I 76.2mmホウ M Gl 0 50 70 1 0 0 1 0 1 5 1 TT T T T 
7.68fnmMG K2 0 3 25 0 0 0 2 2 1 2 1 2 0 0 0 

P-I1 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 
7.62di[nRMG K? 0 3 15 0 0 0 2 e 1 8 1 8 0 0 0 

JS-II lpanmホウ Gl 0 115 100 EO 0 0 1 14 1 B 1 ~o" T 
7.62111mMG 0 3 83 0 0 0 B 2 1 8 1 8 0 0 0 

P-1E NOT 一 0 0 D 0 0 0 0 0 0 G 0 0 0 0 0 
7.6?酬闩MG K8 0 3 15 0 0 0 2 2 1 2 1 2 0 0 0 

M3U- 75_ホウL40 Gl ~o" 60 70 3 0 0 1 0 1 9 ] ~5" T ~o" ~¥ 
37mm ホウ L54 Gl 0 45 0 0 0 0 1 6 1 7 1 18 0 0 0 

P-13 7.621ranMG K2 5 3 30 0 0 I 2 1 2 1 ID 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 0 0 

シャーマンII 75刪ホウし40 Gl ~T 60 ~7〇" ~T 0 ~T ~T 1 9 1 ~i T ~0 ~0 
ia.7fnmMG K8 8 5 33 0 0 1 2 3 1 3 1 7 0 0 0 

P-14 NOT — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 

M26パーシング 90mm ホウ L50 ~gT ~T ~8〇" ~I5" ̂ T ~0 1 11 1 11 ""r ~T T T 
12.7(iiMG kp 8 5 33 0 0 1 2 3 1 3 1 7 0 0 0 

P-15 NOT - 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ソミュアS35 47mm ホウ L34 "gT ~T ~~4〇" ~~4〇" ~r ~T ~T 1 ~T 1 ~T ~T IF ~o" T T 
7.5111MG K2 0 3 15 0 0 D p 2 1 e 1 4 0 0 0 

P-16 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

シャールD2 47mm ホウ L34 "gT ~T ~40~ ~4〇" ~T ~o' ~T ~T 1 ~T ~T IF ~T ~~0 ~T 
7.5晒 MG KE 0 3 eo 0 0 0 E 8 1 2 1 4 0 D 0 

P-17 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

シャール日1 75mm ホウ L17 "gT ~T ~25" "~7^ ~T 0 ~T 1 ~T ~T 4 1 "T ~T ~~o" T 
47mniホウ Gl 0 30 40 Q 0 0 1 7 i 6 1 5 0 0 0 

P-18 7.5mmMG KP 0 3 20 0 0 0 8 2 1 2 1 9 0 0 0 
NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 
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ぶきせぃ<7 

武器性 
)うひょう 
拒表 夕 

イ 
対 

力i 

m 

装! 

m 

対C 

艦t 

力！ 

空ミ 
回?; 
m 

地ち 
回?、 
数t 

価か 射^ 命れ 回?: 
そろ び 
装愫 1 

へいきめい ぶきめい 
程5 中? 兵器名 武器名 ブ 力} 率乂 m A 巳 C □ 

マーダーII 75刪ホウL46 G1 0 75 70 5 0 0 1 g ] 10 i 4 0 0 0 
7.98mmMG K8 5 3 15 0 0 1 2 1 2 i 8 0 0 n 

PJ08 NOT 
NOT 一 

D 
0 

0 
0 

0 
0 

D 
D 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

ナスホルン 88晒ホウし71 G1 0 185 fiO 80 0 0 1 12 1 12 1 4 n 0 0 
7.98(ii(iiMG K2 S 3 15 0 0 1 2 1 1 0 0 n 

PJ03 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 0 n 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Deacon 6pd「ホウ 
NOT 

G1 0 
Q 

65 
0 

0 
0 

3 
0 

0 
0 

0 
0 

1 
0 

B 
0 

1 
0 

8 
0 

1 
0 

4 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

PJ04 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 n 0 0 

SU-76 76.&nmホウし 
NOT 

G1 0 
0 

55 
0 

70 
0 

3 
0 

0 
0 

0 
0 

1 
0 

9 
Q 

1 
0 

6 
0 

1 
0 

6 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
0 

PJ05 NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
0 

M10 GMC 76mm ホウ L52 Gl 0 75 70 5 0 0 1 9 1 10 1 5 0 0 0 
12.7imiMG K2 8 5 ?Q 0 0 1 3 1 3 1 5 0 0 0 

PJ06 NOT 
NOT 

一 0 
0 

0 
D 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
D 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

D 
0 

0 
0 

0 
0 

D 
11 

0 
0 

ヘルキヤット 761nm ホウ L52 Gl 0 75 70 5 0 0 1 9 1 10 1 5 0 n 0 
12.7刪MG K8 8 5 80 0 0 1 2 3 1 3 1 4 0 0 0 

PJ07 NOT 
NOT 一 

0 
0 

Q 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

D 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
n 

0 
0 

0 
i 

M36ジヤクソン 90關ホウし53 Gl 0 95 80 15 0 0 1 11 1 11 1 5 0 0 0 
12.7fntnMG K2 8 5 20 0 0 1 e 3 1 3 1 5 0 0 0 

PJO0 NOT 
NOT 一 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

D 
D 

0 
0 

Q 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

セモベンテL6 47mmホウし32 G] 0 40 40 1 0 0 1 7 1 7 1 7 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

PJ09 NOT 
NOT 一 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

Q 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

sIG I 巳 150mmHI ホウ G2 D 70 no 5 0 0 1 14 E 6 1 e 3 0 0 
150圃HIホウ Gl 0 70 no 5 0 0 1 14 1 4 1 i 0 3 0 

UG01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

グリーレH 150mmHIホウ G^ 0 70 no 5 0 0 i 14 2 6 1 2 3 0 0 
150mmHIホウ Gl 0 70 no 5 0 0 1 14 1 4 1 1 0 3 0 

UG02 NOT 0 0 D 0 0 0 0 0 G 0 0 0 0 0 0 
NOT 一 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

プル厶ベアー 150mmHIホウ G2 0 7D no 5 0 0 1 14 6 1 e 4 0 0 
150_HIホウ Gl 0 70 no 5 D 0 1 14 1 4 1 E 0 4 0 

UG03 7.9EmniMG K8 5 3 E3 0 0 1 2 s 1 2 1 2 8 2 n 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 

KV-IIA 152圆HIホウ G^ 0 70 no 5 0 0 1 14 3 6 1 2 4 0 0 
】5&innHIホウ Gl 0 75 110 5 0 0 1 14 1 5 1 2 0 4 0 

UG04 7.62酬 MG K2 0 3 25 0 0 0 e 2 1 2 1 3 3 3 0 
7.62(nniRMG K8 0 3 15 0 0 0 2 2 1 E 1 2 n 

SU-182 12_HIホウ G2 0 50 100 1 0 0 1 13 3 7 1 2 4 0 0 
ホウ Gl 0 50 100 1 0 0 1 13 I 4 1 2 0 4 0 

UG05 NOT 
NOT 

0 
0 

0 
0 

D 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

G 
0 

0 
0 - 



ノンうひ去う 

能表 夕 
イ 
対( 
空i 
力; 

対( 
装ち 
甲ミ 

非ひ 

装3 
甲ミ 

対( 
艦2 

tn 

対f 

潜， 
力， 

:空-: 
回? 
数4 

，地ち 
MJ： 
m 

I: 

m 

射、 

程ご 

命r 

中:ミ 

回f 

数:5 

•そう び 

装備 
へいさめい 

兵器名 
ぶさめい 

武器名 If 
□回囡回 

SU-158 l5emmHI ホウ GP 0 70 TTo" ~b ~0 ~0 ~T 15 ~T ~7 ~T ■ _ El 
150HHIホウ Gl 0 95 110 5 0 0 1 15 •1 5 1 8 0 3 0 

UG06 NQT 一 0 0 0 D 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 
NOT 一 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 

ヴエスべ _111ヤホウ G8 0 40 ~90~ ~o' ~~Q ~0 le- 4 ~7 ~T ~4 ~0 T ~u 
7.921miMG K2 5 3 15 D 0 1 e 2 1 1 2 0 0 0 

U-01 NOT 一 0 U 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 ヤホウ Gl 0 40 90 0 0 1 18 1 5 1 1 0 0 0 

フンメル Ibtoiヤホウ G^ 0 70 TTiT ~5* ~o' "~0 1 14" ~y T T ~0 ~0 
NOT 一 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 〇 0 0 0 

U-02 NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 〇 0 0 0 
150咖ヤホウ Gl 〇 70 no 5 0 0 1 14 1 5 1 1 0 0 0 

ビショップ £5Ddrホウ Ge 0 3U ~y ~T ~Q 1 "To" ~3" ~Y ~T フ "T ~~0 ~u 

7.9anmMG KB 5 3 15 0 0 1 2 E 1 1 2 〇 0 0 
U-03 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

25pd「ホウ Gl 0 55 80 3 0 0 1 10 1 9 1 1 0 0 0 

M7プU—スト 1_ヤホウ G2 D 40 90 ~T ~T ~0 1 ~7 ~T ~T ~ ~Q ~Q T 
18.7111mMG K2 8 5 eo 0 0 1 2 3 1 3 1 2 0 0 0 

U-04 NOT — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
105mmヤホウ Gl 0 4U 90 0 0 0 1 12 1 5 1 1 0 0 u 

ロングト厶 155mmカノン gp 0 7G 110 ~I5" ~F ~Q 1 15 ~T ~T ~T T T T T 
NOT 一 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 

U-05 NOT - 0 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0 L； 0 0 0 
155mmカノン Gl 0 95 I1U 15 0 0 1 15 1 5 1 1 0 0 0 

マウルティア ロケットホウ 闩4 0 "IT 60 5 ~0~ ~T 2 8 3 5 ~r ~3 T ~o T 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 0 

UROI NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 0 
NOT - 0 U 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 0 

カチューシャ ロケットホウ 闩4 0 55 ~T 0 ~0" e ~i 3 5 1 1 ~0 ~Q T 
NOT 一 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 0 

UR02 NOT - 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 〇 U 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 0 

M4カリオペ ロケットホウ 闩4 0 ~5〇" ~T 0 0 1 ~T 3 5 1 iT "T 
7.62111mMG K2 0 3 E0 0 0 0 e 2 1 8 1 7 0 0 0 

UR03 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 Li 0 

デマグ07 カン/卞ウ ~C2" ~^〇" 1〇" "lo" ~T ~T 1 e ~T ~T B ~T T ~T 0 ~T 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R-01 NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

FPz38t 20mm^カンホウ "ce" "15" ~T ~T ~T 2 ~T "~T ~6~ 1 ~7 ~〇" ~T ~Q 
NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 

R-02 NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ヴィルベルビンド 20mn^カンtKウ ~C2 ~2〇" ~T ~T ~T e ~8" ~T ~T ~T T T ~D 
7.9ainnMG K2 0 3 18 0 0 0 E 2 1 e 1 5 0 0 0 

R-03 NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT 一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Mk.VI AA 7.9EminMG ~K2 40— ~3 ~3Q' ~T ~T ~T 8 ~7 ~T ~T ~T T ~T "~o ~~o 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 D 0 0 

R-04 NOT — 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 
NOT - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇| 〇| 0 0 0 
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ぶきせいび 

武器性 
19ひよう 

夕 
イ 
ブ 

対G 
空:) 

力.} 

対(ミ 
装1 
甲ミ 
i 
m 
対e 
艦で 
力? 

1 
力 

\空 
卿 
ミ数: 

;地ナ 

【数] 

価め 

魯 
射W 

>程て 

命5 

中1 

回へ 

数! 

そう び 

装備 
へいきめい 

兵器名 赫爸 A fB |C \D 
モーリスAA 

R-05 

401ran 木ウ L48 
40ram ホウ L4B 

NOT 
NOT 

G7 
GI 

40 
40 

0 
D 

0 
50 

0 
0 

〇 
B0 

0 
0 

0 
1 
0 
0 

c 
[ 

c 
c 

11 
11 
1 0 
1 0 

0 
1 
0 
D 

7 
6 
0 
0 

3 
1 
0 
0 

6 
7 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

6 

0 
0 

2 
6 
0 
0 

0 

0 
0 

0 
0 
0 
0 

M16 GMC 

R-06 

lP.7mmMG 
NOT 
NOT 
NOT 

K2 60 
0 
0 
0 

5 
0 

. 0 

0 

50 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

c 
0 
0 
0 

11 
1 0 
1 0 
1 0 

0 
0 
0 

B 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

4 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

6 
G 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
G 

SdKfz8 

RU01 

88mm ホウ L56 
NOT 
NOT 

88111ホウ L56 

G7 

G1 

50 
0 
0 
0 

0 
0 
0 

90 

0 
0 
0 

80 

0 
0 
0 

10 

0 
0 
0 
0 

11 
1 0 
1 0 
1 0 

0 
0 
0 
1 

12 
0 
0 

11 

5 
0 
0 
1 

6 
0 
0 
9 

1 
0 
0 
1 

3 
0 
D 
1 

4 
0 
0 
0 

0 
u 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

Ac 75/27 

RUOB 

75_ホウL27 
NOT 
NOT 

75mm ホウ L27 

G7 

GI 

45 
0 
0 
0 

0 
0 
0 

40 

0 
0 
0 

70 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
0 

11 
1 0 
1 0 
1 0 

0 
0 
0 
1 

8 
0 
0 
7 

3 
0 
0 
1 

5 
0 
0 
6 

1 
0 
0 
1 

4 
0 
0 
1 

5 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
5 

0 
u 
0 
0 

ひそうこうしゃ 

非装甲車 
T-Qタイプ 

ゅそうしゃ ほさゅうしゃ こうさくしゃ けんいんたいせんしゃほう 

T:輸送車TH:補給車TK:工作車QP:牽引対戦車砲 
けんいんうだんほう はう けんいん けんいんこうしゃほう 

QU :牽引榴弾砲カノン砲QN :牽引ロケットQR :牽引高射砲 
ぶきせいのうひよう 

武器性能表 対(ミ 

空1 
力} 

対 
装! 
非ひ 

装1 
甲言 

対 
IKか 

ん 

力? 
mt 
力? 
回?: 
m 
地ち 
回(く 

数1 

価か 

格？ 
率3 

射ミ 

程5 

命ざく 

中？ 

回?: 

数! 

そう び 

装備 
へいきめい 

兵器名 
ぶきめい 

武器名 A p fD 
オペルプリッツ 

T-01 

NOT 
NOT 
NOT 

ライフル 

0 
0 
0 
0 

〇 
〇 
〇 
1 

0 
0 
0 

10 

〇 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
D 
0 
2 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

SdKfz7 

T-02 

NOT 
NOT 
NOT 

ライフル 

0 
0 
0 
Q 

〇 
D 
0 
1 

0 
0 
0 

10 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
E 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

SdKfz251 

T-03 

7.9&MIMG 
NOT 
NOT 
NOT 

5 
0 
0 
0 

3 
0 
0 
0 

10 
D 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

2 
0 
0 
0 

B 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

2 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

7 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

AECマタドール 

T-04 

NOT 
NOT 
NOT 

ライフル 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 

10 

0 
0 
G 
0 

D 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
D 

0 
0 
0 
2 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

GMCトラック 

T-05 

NOT 
NOT 
NOT 

12.7111mMG 

0 
0 
0 
8 

0 
0 
Q 
5 

0 
0 
0 

25 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
Q 
1 

0 
0 
0 
2 

0 
0 
0 
3 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
3 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 

15 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

M3 Hトラック 

T-OB 

1E.7mniMG 
NOT 
NOT 
NOT 

B 
0 
0 
0 

5 
0 
0 
0 

25 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

8 
0 
0 
0 

3 
0 
0 
0 

1 
0 
D 
0 

3 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

15 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
Q 

0 
0 
0 
0 

ダック 

T-07 

NOT 
NOT 
NOT 

12.7111MG 

0 
0 
0 
B 

0 
0 
0 
5 

0 
0 
0 

20 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
2 

0 
Q 
0 
3 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

3 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

B 

0 
0 
0 
0 

0 

0 

0 

0 

0 

D 
D 
0 



ぶきせいのうひょう 

武器性能表 1 l 
甲含 
I i 

力? 

空-5 
回?: 
数? 

地ち 
回?; 

i: 栢く 
率; 

m 命？5 m そ*5 
装 

へいきめい ぶきめい っ 衣つ 
甲言 程5 中3 兵器名 武器名 力！ 力} 数！ 数! 

ホキユウパシヤ ホキユウブッシ 0 0 ~o" ~0 ~o ~o" ~o' ~o' ~? ~o' 30 B 圃 ■ 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

TH01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 G 0 0 
ライフル 0 1 10 D 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 D 

ホキユウトラック ホキユウブッシ 0 0 ~o' ~o' ~o" 0 ~o' ~o' 0 50 T ~¥ T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

TH02 NOT 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル Q ] 10 Q 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

ホキユウ ht ホキユウプッシ 0 0 0 0 ~o' 0 0 ~T ~o" ~o" 0 40 "o" ~〇" T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

TH03 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 1 10 0 0 1 2 1 1 1 1 4 0 し 0 

コウサクシヤ シサイ 0 0 0 ~o" 0 0 ~o" ~o" 0 0 0 3 T T "o" 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

TK01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

37mmPal<35 37mmホウし45 0 35 ~4〇" 0 0 0 1 ""B~ 1 6 1 10 T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QP01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 Q 0 e 1 1 1 1 4 0 0 

50mfnPak38 50刪ホウし60 0 55 50 3 0 0 1 8 r 9 1 9 T 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QROe NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 

—0 0 
75nmPak40 75mmホウし46 0 75 70 5 ~o" 0 1 9 ~T ~io" 1 8 T T T 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
QP03 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ライフル 0 1 10 0 0 Q e 1 1 1 1 4 0 0 0 

昍 mmPak43 88mm ホウ l_71 Q 125 80 eo 0 0 1 18 1 1 T T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QP04 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 〇 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

6pdQFホウ 6pdrホウ 0 65 0 3 0 0 1 8 1 8 1 T T T 'T 
NOT 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QP05 NOT 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

】7pdQFTホウ 17Ddrホウ 0 "W 0 ~I5" 0 0 ~r 10 1 II ] "T 0 T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QP06 NOT 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 D 0 0 

76.8mmM36 76.2_ホウ1_ 0 3 0 ~T ~r 8 1 ~6~ ~r T "T T "T 
76.2_ホウ1_ 0 70 0 0 0 1 7 3 7 1 3 7 0 0 

QP07 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 1 1 1 1 4 0 0 0 

10_M44 100_ホウ ~T 125" ~90~ ~E0~ 0 0 1 ~~i? 1 "lo" ~r T T T "T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QP08 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 D 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

37_3ホウ 37mm ホウ L53 "~45" ~4〇" 1 ~T ~T 1 6 1 ~T ~r To" T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 

QP09 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 p 1 1 1 1| 4 0 0 0 



210 
ふ•きせいのうひょう 
武器性能表 対G 

空5 
力•あ 

対G 
m 
非ひ m 
甲含 

対e 
艦i. 

力} 

対(ミ 
mi 
力} 

空1 
回 
m 
地ち 

回?: 
m 
価か 

率ミ 

机 

程5 中！ 

回?; 

m 
そう び 
装備 

へいきめい 
兵器名 

ぶきめい 
武器名 □000 

57mmMlホウ 57刪ホウ 0 ~~B5" 0 3 0 0 1 ~T 1 ~T 1 9 0 0 0 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 

QP10 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 8 k 1 1 1 1 4 0 0 0 

2511134SA 25mm ホウ L72 0 25 0 U 0 0 1 4 1 6 1 IF T ̂ o" T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0 0 0 0 0 0 

QPI1 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフ)レ 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

47mmSAFRC 47mm ホウ L32 0 40 40 1 0 rr 1 7 1 7 1 T T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 D a 0 0 D 0 0 

QP12 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

47麵プレダ 47晒ホウL32 0 40 40 1 0 0 n~ 7 1 ~T 1 9 T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 〇 0 0 0 

QPI3 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 

105mmャホウ 105mmヤホウ 0 40 90 0 0 0 1 II 4 pT 1 T T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QUO) NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 8 1 1 1 1 4 0 0 0 

150mmカノン 150mmカノン 0 70 110 10 0 0 1 14 7 8 1 T T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU08 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 
ライフル 0 1 )0 0 0 0 1 I 1 1 4 0 0 0 

173mmカノン 173咖カノン 0 70 )10 30 0 0 1 15 8 8 1 T T T ~o" 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU03 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 e 1 1 1 1 4 0 0 0 

25pdホウ 25pd「ホウ 0— 30 80 0 0 0 ] 10 4 7 1 T T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU04 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 一0 1 10 0 0 0 E 1 1 1 1 4 0 0 0 

5.5inャホウ 5.5lnヤホウ ~o' 50 100 0 0 0 1 ~le" 5 7 1 了 ~〇" T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU05 NOT 0 0 0 a 0 0 0 0 0 0 0 G Q 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 一2 1 1 1 1 4 D 0 D 

7.2inヤホウ 7.2inヤホウ 0 ^〇" 110 ^〇" 0 0 一1 ~w 6 7 1 T T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU06 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0  0 0 1 1 1 4 0 0 0 

122麵ャホウ leanmヤホウ 0 ~5〇" 1〇〇~ ~y ~〇" 0 1 IF 4 ~T\ 1 T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU07 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 e 1 1 1 1 4 0 0 0 

105mmャホウ 1051nmヤホウ 0 ~9〇1 0 0 〇1 1 ~~^1 ~T\ ] T T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU08 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 E 1 1 1 1 4 0 0 0 

15511111iL.トム 155酬カノン 0 "To" 丨10 10 0 0 1 ~T 8 1 ~T T T 
NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

QU09 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライフル 0 1 10 0 0 0 2 1 1 1 1 4 0 0 0 
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km 
へいきめい 
兵器名 

>のうひょう 
能表 

ぶきめい 
武器名 

対f 
空 
力: 

こ屬 
装j 
平 

-% 
甲S 

，対( 
;艦: 
丨力: 加 

i空， 
卿 
【数， 

;地* 

m 
::射' 
、)择こ 
フ住し 

S命? 

來 

風 > そう び 
'装備 

^AB iCD 
150mmNW41 

QND1 

馳m ロケット 
NOT 
NOT 

ライフル 

0 
D 
0 
0 

55 
0 
0 
1 

80 
0 
0 

10 

5 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
8 

8 
0 
0 
1 

3 
0 
0 
1 

5 
0 
0 
1 

1 
0 
0 
1 

6 
0 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

88fnmFlk36 

QR01 

88刪ホウし56 
88刪ホウL56 

NOT 
ライフル 

50 
0 
Q 
0 

0 
90 

0 
1 

0 
80 

0 
10 

0 
10 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
1 

0 
1 
0 
2 

12 
11 
0 
1 

5 
1 
0 
1 

6 
9 
0 
1 

1 
1 
0 
1 

7 
3 
0 
4 

3 
7 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

40晒ボフオース 

Q闩02 

40圆ホウし48 
40mm ホウ1_48 

NOT 
ライフル 

40 
40 

0 
0 

0 
60 

0 
1 

0 
60 

0 
10 

0 
1 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

1 
I 
0 
0 

0 
1 
0 
2 

7 
6 
0 
1 

3 
1 
0 
1 

6 
7 
0 
1 

1 
1 
0 
1 

8 
4 
0 
4 

4 
8 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

3inAAホウ 

QR03 

76.anmホウ 
76.2mmホウ 

NOT 
ライフル 

45 
0 
0 
0 

0 
E5 

0 
1 

0 
70 

0 
10 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

0 
1 
0 
8 

8 
7 
0 
1 

4 
1 
0 
1 

5 
4 
0 
1 

1 
1 
0 
1 

7 
3 
0 
4 

3 
7 
0 
/I 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

76酬A Aホウ 

QR04 

76.2mm ホウ1_ 
76.2圆ホウL 

NOT 
ライフル 

45 
0 
0 
0 

0 
70 

0 
1 

0 
70 

0 
10 

0 
5 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

0 
1 
0 
e 

8 
7 
D 
1 

5 
1 
0 
1 

7 
7 
0 
1 

1 
1 
0 
1 

7 
3 
0 
4 

3 
7 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
D 
0 
0 

へいいん た 

兵員•その他 
G*E*Iタイプ 

れっしや そうこうれっしゃ ほへい 

G :卜ーチカE :列車EP :装甲列車丨：歩兵 

ぷきせいのうひょう 

武器性能表 対S 
私 
力} 

対S 
装! 
甲ミ 

非ひ 
装! 
甲奪 

対S 
艦!. 
力，き 

m 
mi 
力？ 

空4 
回?: 
数? 

地ち 
回?; 
数! 

g: 

mi 
射しゃ 

程；^ 

命$ 

中！ 

回?; tう び 

诗備 
へいきめい 

兵器名 
ぶきめい 

武器名 数4 A B c □ 
卜ーチカ 

G-01 

75圆ホウ 
マシンガン 

NOT 
NOT 

0 
0 
0 
0 

60 
5 
0 
0 

70 
40 

0 
0 

3 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

1 
2 
0 
0 

8 
3 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

7 
3 
0 
0 

1 
1 
0 
0 

30 
60 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

レ—ダー 

G-02 

NOT 
NOT 
NOT 

40mm ホウ L48 

0 
0 
0 

40 

0 
0 
0 

60 

0 
0 
0 

60 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
6 

0 
0 
0 
1 

0 
0 
0 
7 

0 
0 
0 
1 

0 
0. 
0 

15 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

レツシャ 

E-01 

NOT 
NOT 
NOT 
NOT 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

ソウコウレツシャ 

EP0I 

47圓ホウL43 
20mmキカンホウ 
105圆ヤホウ 
7.9PmmMG 

0 
55 

0 
5 

45 
20 
40 

3 

40 
45 
90 
30 

1 
Q 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
1 
0 
1 

1 

1 
2 

7 
4 

)8 
2 

1 
1 
4 
1 

8 
6 
7 
8 

1 
1 
1 
1 

10 
eo 

6 
30 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

レオポルド 

EP02 

280麵ヤホウ 
NOT 
NOT 

7.92111mMG 

0 
0 
0 
5 

80 
0 
0 
3 

150 
0 
0 

20 

40 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
1 

1 
0 
0 
2 

20 
0 
0 
2 

9 
0 
0 
1 

6 
0 
0 
2 

1 
0 
0 
1 

p 
0 
0 
4 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

テキダンヘイ39 

1-01 

. 

ライフル 
ATライフル 

NOT 
NOT 

0 
0 
0 
0 

2 
15 

〇 
〇| 

80 
20 

0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 

〇1 

0 
0 
0 
0 

8 
1 
0 
0 

1 
2 
0 

1 
1 
0 
0 

1 
P 
0 
0 

1 
0 
0 
0 

6 
0 
0 
0 

2 
4 
D 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 



212 
ぷきせぃC 

武器性 
)うUう 

対S 
空4 
力? 

装！ 
甲5 

非ひ: 
装！ 1 
甲ミ: 

紙: 
mu 
力? 

mi 
mt\ 
13V 

空4 
回?; 

m 

地ち‘ 
回?;; 

数？ 

函かj 
这か 

甲つ« 

射しゃ 

3®て 任い 

命S 

中! 

回?) 
そう ぴ 

装備 
へいきめい 

兵器名 
ぶきめい 

武器名 数!. aT bT C| □ 
エリートヘイ39 ライフル 8 2 30 0 0 1 2 1 1 1 1 6 8 0 0 

ATライフル 0 15 80 0 0 0 1 8 1 2 1 0 4 0 0 

1-03 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

セントウコウヘイ サブマシンガン 0 1 40 0 0 0 2 1 1 0 1 6 2 

カエンホウシャ 0 30 100 0 0 0 1 6 1 1 1 0 2 0 0 

1-05 八クゲキホウ 0 10 50 0 0 0 1 5 6 1 0 0 2 0 

7.92(nmMG 5 3 28 0 0 1 2 1 2 1 0 0 0 4 

シンエイタイ39 ライフル 2 2 30 0 0 1 2 1 1 1 1 6 2 0 0 

ATライフル 0 15 80 0 0 0 1 3 1 2 1 0 4 0 0 

1-07 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ヨビエキヘイ ライフル 0 1 80 0 0 0 2 1 1 0 1 6 D 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1-09 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ホヘイ39 ライフル 0 E 20 0 0 0 2 1 1 1 1 6 2 0 0 

A 丁ライフル 0 15 20 0 0 0 1 8 1 2 1 0 4 0 0 

1-10 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

エリートヘィ39 ライフル 2 E 30 0 0 1 2 1 1 1 1 6 2 0 0 

ATライフル 0 15 20 0 0 0 1 2 1 e 1 0 4 0 0 

1-12 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 •o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ジユウホヘイ ライフル 2 2 30 0 0 1 2 1 1 1 1 6 8 2 p 

カエンホウシャ 0 30 100 0 0 0 1 6 1 1 1 0 2 0 0 

1-14 八クゲキホウ 0 10 50 0 0 0 1 5 8 6 1 0 0 8 0 

7.92111mMG 5 3 25 0 0 1 2 S 1 2 1 0 0 0 4 

レッドデビルズ サブマシンガン 0 1 35 0 0 0 e 1 1 0 1 6 8 0 0 

ピアット 0 65 60 0 0 0 1 4 1 0 1 1 3 0 0 

1-15 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

コマンドゥ サブマシンガン 0 1 35 0 0 0 2 1 1 0 1 6 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1-16 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

グルカヘイ ライフル 0 8 40 0 0 0 2 1 1 1 1 6 2 0 0 

ATライフル 0 15 80 0 0 0 1 2 1 E 1 0 4 0 0 

1-17 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ドウインヘイ ライフル 0 1 eo 0 0 0 2 1 1 0 1 6 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 

1-18 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ソゲキヘイ ライフル 0 2 B0 0 0 0 8 1 1 1 1 6 8 0 0 

ATライフル 0 15 20 0 0 0 1 2 1 2 1 0 4 0 0 

1-19 NOT 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ジユウホヘイ サブマシンガン 0 1 25 0 0 0 2 1 1 0 1 6 2 e 2 

カエンホウシャ 0 30 100 0 0 0 1 6 1 1 1 0 8 0 0 

I-E0 八クゲキホウ 0 10 50 0 0 0 1 5 2 6 1 0 0 8 0 

7.68111mMG 5 1 3 25 1 0 0 1 1 2 2 1 1 0 0 0 4 
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ぷきせいのうひょう 

武器性能表 対f 対f 
装J 
甲g 

非。 
装! 
甲き 

対S 
艦之 
tn 
対f 
潜1 
力》 

空る 
回? 
数! 

地ち 

m 
数! 

:g: 
>担く 
率ミ 

:射を 
居て 

，命f 

中3 

卿 そ9 

装 
び 

備 
へいきめい 

兵器名 
ぶきめい 

武器名 
土う 

力} 数! A B c □ 
シンエイホヘイ サブマシンガン 0 1 30 0 0 0 2 1 1 0 1 6 2 0 0 

ATライフル 0 15 20 0 0 0 1 2 1 8 1 0 4 0 0 
I-P1 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 0 0 
スキーホヘイ ライフル 0 8 20 0 0 0 e 1 1 1 1 6 D 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1-22 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 :j 0 
コサックキヘイ ライフル 0 1 50 0 0 0 2 1 1 1 1 6 0 D 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 (] 0 0 
1-23 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ホヘイ ライフル 0 e 85 0 0 0 2 1 1 1 1 6 B 0 0 

パズーカ 0 70 60 0 0 0 1 4 1 0 1 1 0 0 
1-24 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 '■) 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
レンジヤー ジドウライフル 2 2 35 0 0 1 2 1 1 1 1 6 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1-26 NOT 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
クウテイホヘイ ジドウライフル e 35 0 0 1 e 1 1 1 1 6 2 0 0 

バズーカ 0 70 60 0 0 0 1 4 1 0 ] 1 3 0 0 
1-87 NOT 0 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 
ヨビエキヘイ ライフル 0 1 17 0 0 0 e 1 1 0 1 6 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1-34 NOT 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ホヘイ ライフル 0 e 80 0 0 0 2 1 1 1 1 6 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1-35 NOT 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 Q 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 
キヘイ ライフル 0 1 50 0 0 0 2 1 1 1 1 6 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1-36 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 [] 0 0 0 
パルチザン ライフル 0 1 17 0 0 0 2 1 1 0 1 4 0 0 0 

モ□トフカクテル 0 30 0 0 0 0 1 1 1 0 1 2 0 D 0 
1-37 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o 0 
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Tmn. r~ すいじょうかん こうくうぼかん ようりくかん 今 

^|a W:水上艦WC:航空母艦WT:揚陸艦WH:補給艦 I!1211 nip せんすいかん 

w.zタイプ z:潜水艦_ _ 

ぶきせいのうひよう 
武器性能表 

空る 
力} 

装1 
甲含 

非ひ 
装！ 
m 

対 
艦t 

力? 

i 
カォ 

空善 
回?; 
数! 

地ち 
回?; 

m 

価か 
堪か 柏く 
率3 

射しゃ 

程5 

命3 

中? 

回?; 
そう び 
装備 

へいきめい 
兵器名 i:?gi 数1 Al B| cl □ 

クチクカン 120mmホウ 50 110 110 20 0 2 2 21 1 18 1 10 0 0 0 

ギヨライ 0 0 □ 70 0 0 E 100 1 0 1 4 0 0 0 

W-01 パクライ 0 0 0 0 6D 0 1 20 1 1 1 6 0 0 0 

20晒キカンホウ 40 80 55 0 0 2 2 8 1 7 1 7 0 0 0 

ケイジュン 150mmホウ 0 130 130 40 0 0 2 23 1 13 1 15 0 0 0 

ギヨライ 0 0 0 70 0 0 2 100 1 0 1 4 0 Q 0 

w-o? パクライ 0 0 0 0 50 0 1 20 1 1 1 6 0 0 0 

印 キカンホウ 45 20 55 0 0 e 2 B 1 7 1 7 0 D 0 

ジュウジュン 200mmホウ 0 150 150 60 0 0 2.1 1 14 1 15 0 0 0 

ギヨライ 0 0 0 70 0 0 e 100 1 0 1 4 0 0 0 

W-03 200mmホウ 0 100 100 20 0 0 1 27 a 7 1 15 0 0 0 

20111キカンホウ 50 20 55 0 0 8 2 8 1 7 1 7 0 0 0 

バトルクルーザー 昍0mmホウ 0 170 200 80 0 0 1 40 1 15 1 15 0 0 0 

12Dmmホウ 50 110 110 10 0 1 1 21 1 12 1 10 0 D 0 

W-04 280111ホウ 0 170 170 60 0 0 1 40 B 7 1 15 0 0 0 

£0刪キカンホウ 55 20 55 0 0 1 2 8 1 7 1 7 0 0 0 

センカン 38Dmmホウ 0 200 200 100 0 0 1 40 1 15 1 15 0 0 0 

120酬ホウ 50 110 110 10 0 1 1 1 12 1 10 0 0 0 

W-05 380mmホウ 0 150 150 60 0 0 1 40 9 7 1 15 D 0 0 

20 キカ.ンホウ 60 20 55 0 0 1 2 8 1 7 1 7 D 0 0 

クウボ 120mmホウ 50 110 110 20 0 1 1 21 1 12 1 10 0 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

WC01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 c 

凹mmキカンホウ 45 20 55 0 0 1 2 8 1 7 1 7 0 0 0 

3ウ1Jクカン 120晒ホウ 50 110 110 20 0 1 2 21 1 12 1 10 0 0 0 

ロケットホウ 0 50 80 5 0 0 2 7 3 6 1 3 0 0 0 

WTOI NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

20酬キカンホウ 40 20 55 0 0 E 2 8 1 7 1 7 0 0 0 

ホキュウカン NOT 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 

NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

WH01 NOT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 0 0 

EOmmキカンホウ 30 20 55 0 0 E 2 B 1 7 1 7 0 0 0 

センスイカン ギヨライ 0 0 0 70 0 0 e 100 1 0 1 ■； [] 0 0 

88mm ホウ L71 45 100 90 5 0 1 1 11 ] 11 1 7 0 0 0 

Z-01 NOT 0 0 □ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 

20圆キカンホウ 30 B0 55 0 0 2 2 8 1 7 1 7 o| 0 0 



ゲーム中に実行で吉ないコマンドを 
選んだとさに現れるエラーメッセージ 
の一覧表。そして、開発者からあなた 
へ心温まるデザイナーズノート。引い 
て便利な索引が入っています。 
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エラーメッセージー覧 
ゲー厶中に表示されるエラーメツセージ 

の一覧表です。 

エラーメッセージ表の見方 
エラー番号 このエラーを起こすコマンド 

エラー 7 攻撃 
選択武器は反撃のみ可 搭載武器欄4番目の武器を選択した場合 
エラーメッセージ エラーが起吉ると杏の条件 

エラー1 攻擊•爆擊 

射程内に目標なし 間接•直接攻撃武器を、射程内に目標がない場合で選択 

した場合 

エラー2 攻擊 

選択武器は弾無し 残弾が0の武器を選択した場合 

エラー3 攻撃 

選択武器は攻撃不可能 攻撃武器でないもの(タンク、シサイ等)を選択した場合 

エラー4 攻撃 

選択武器無し 武器で「NOTjで選択した場合 

エラー5 攻擊 

選択武器は爆撃で使用武器で「巳バクダン」（または他の『爆撃』を選択できる兵 

器)を選択した場合 
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エラーB 攻擊 

移動後使用不可能 移動後、間接攻撃タイプの武器を選択した場合 

エラー7 攻擊 

選択武器は反撃のみ可 搭載武器欄4番目の武器を選択した場合 

エラー8 占領 

占領は不可能な地形 敵国か中立の都市、空港、首都、港以外の地形の上で『占 

領』コマンドを入力した場合 

エラー9 補給 

ここで補給不可能 補給可能な条件にない場合にコマンド入力した場合 

エラー10 補給 

すでに補給済 補給済み(部隊表でGUS表示)のユニットに補給しよう 

とした場合 

エラー11 合流 

違ろ兵器とは合流不可能 違ろ兵器のユニットを選択した場合 

エラー13 武装 

ここでは武装変更不可能 補給不可能な状態のとき、『織』コマンドを入力した場合 

エラー14 武装 

搭載由のため変更不可能 部隊を輸送中に、武器パックを選択した場合 

エラー17 爆撃 

弾無し、爆弾不可能 「日バクダン」の弾数が、0の場合に入力した場合 

エラー18 爆擊 

爆弾不可能な地形 破壊で吉ない地形の上で、入力した場合 

エラー19 爆撃 

移動後は間接爆撃不可能 移動後に間接爆撃ユニットで入力した場合 
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エラー20 

工事に必要な資材無し 

工事 

「シサイ」の残弾が0の場合に、入力した場合 

エラー22 工事 

耐久度最大 すでに耐久度が250に達した地形で、「増築」を選択した 

場合 

エラー23 工事 

選択地形は工事不可能 橋修復で「橋X」以外の地形を選択した場合 

エラー24 

軍事費不足 

工事•進化•改良 

工事•進化•改良を行5ために必要な軍事費が、無い場合 

エラー25 降車 

現在の地形は降車不可能 部隊搭載のユニットが降車命令を実行でぎない地形にいる場合 

エラー26 降車 

他のユニットがいる すでにユニットのいるへックスを選択した場合 

エラー27 降車 

選択地形は進入不可能 降車するユニットが、進入で吉ない地形を選択した場合 

エラー29 

敵ユニットを選択 

基本画面 

敵部隊選択時基性能表がOFFの場合に、敵ユニット選 

択した場合 

エラー30 

経験値不足 

進化 

経験値が「250」でないと吉入力した場合 

エラー31 進化 

ここでは進化不可能 補充不可能な地形で入力した場合 

エラー32 改良 

ここでは改良不可能 補充不可能な地形で入力した場合 
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エラー33 生産 

ユニット数最大 ユニット数が最大制限に達しているときに入力した場合 

エラー36 攻撃 

海凍結中は使用不可 魚雷•爆雷を凍結海で使用した場合 

エラー39 天候 

晴•曇のみ爆撃可能 「晴」「曇」以外で、航空ユニットが爆撃した場合 

エラー40 天候 

晴•曇のみ降車可能 「晴」「曇」以外で、グライダー残弾有りユニットが降車し 

た場合 

エラー41 

嵐•吹雪では攻撃不可能 

天候 

「嵐」「吹雪」 で航空•艦艇ユニットが攻撃した場合 

エラー42 天候 

嵐•吹雪では降車不可能 「嵐」「吹雪」 で、艦艇ユニットが降車した場合 

エラー43 天候 

嵐•吹雪では発進不可能 「嵐」「吹雪」で、艦艇ユニットが発進した場合 

エラー45 進化 

これ以上進化不可能 進化先が存在しない場合 

エラー48 進化 

開発中のため不可能 進化先が開発されていない場合 

エラー47 移動 

移動途中に障害あり 移動途中に障害があり、目的へックスへたどり着けない場合 

エラー48 キャンペーン 

キャンペーン時変更不可 キヤンペーン時に変更不可能なコマンドを選択した場合 

エラー49 改良 

これ以上改良不可能 改良先が存在しない場合 
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デザイナーズノート 
前作「SUPER大戦略」をM□用ソフトして発売して以来、2年がたちました。前作では思 

い返すと無茶をやったものです。元々このタイトルというのは、PC日日版SUPER大戦略の移 
植として版権が取得された物で、それに企画である私が少々イタズラをしてあのよ5になった訳 
です。これを承認して頂いたシステムソフト社の心の広さには、とても感謝しています。また、 
M□初期ソフトという稚拙さの残る作品にも関わらず、いまだ支持してくれるユーザーがいるこ 
とは、嬉しい限りです。 

本作品「Advanced大戦略」の開発経緯の発端は、単に第二次世界大戦をあつかったゲーム 
を作りたいといろ動機から始まりました。しかし、当初考えていたゲーム•システムは大戦略と 
は全く違い、複雑な戦略級ゲームでした。しかも、テーマが第二次大戦とい5—般ユーザー層に 
受け入れられにくいものを題材としたという大きな問題が発生しました0そこですでに受け入ら 
れているシステムー大戦略を利用し作ることにしたのです。今思ろとよくもまあ安直に頭を切り 
換えたものだとは思いますが。 

さて、実際に原案書ができたのが、1990年1月のことです。システムソフト社とこの原案書を 
協議することになったのですが、向ころではすでに「ブリッツ•クリークjとい5第二次大戦物 
を作り始めていました。同じ物を作ろ3かと言う話もあったのですが、結局別々に開発すること 
になりました。（ケンカ別れした訳ではありません） 

今回の作品では、ウリになっているものに別段新しい発想はありません。キャンペーンと進化 
は「マスター.オブ•モンスターjのシステムですし、索敵は「キャンペーン版大戦略」、天候は 
ボード•ゲームでは当り前です。あえて言うと、兵器の開発ぐらいなものでしょ5か。これは当 
初軍事費を兵器タイプ毎に積み立てるという、極めて面倒くさい物であったのですが、ある日付 
が来るとタナボタ式に完成するという、安直なシステムに変更しました。このように特に凄いも 
のは無いのに、開発はずるずると遅れました。本当に申し訳なく思います。 

では、簡単にゲームに関する説明（言い訳）をしたいと思います。まず兵器ですが、約500種類 
弱はあります。なお、この数は第二次大戦中の兵器を網羅するには全くおよばない数で、ピック 
アップは慎重に行ったつもりですが、「あれがない丨」と不満の方もいると思います。空と陸の正 
面兵器を重点的に、独軍には比重を高くして選びました。このため、他の国では試作兵器の類が 
ほとんど入っていません。また、独軍でも捕獲兵器改造型は、無視しました。米軍艦載機、全水 
上機等も同様です。残念ながらパッサリ削除しないと、容量がいくらあっても足りないのが事実 
です0 

兵器データは、なるべく多くの資料から導きだし、一定の方式に従い数値化しています。この 
際、戦車マガジン社と酣燈社に資料を提供して頂き、これを中心にデータ収集を行いました。 

なお、なるべく厳密にデータを検討したかったので、可能な限り1機種につき三点以上の資料 
と照合しています。すると相当食い違う事も多く、ソフト発売の遅滞にもつながっています。こ 
の場合、さらに資料を集めどれが信用できそうかチェックするのですが、それでも不明な場合は 
独断で決定しています。また、数値の丸め方ーゲームの数値化する手段ですが、多くのゲームで 
の評価を検討し、私なりの方法で行いました0その後テストプレイにて再度数値を調整していま 
す。その結果、開発時期が半年近くずれたものもあり、決して良いことではないのですがご了承 
下さい。なお、戦車マガジン社、酣燈社は資料の提供までで、このゲームでデータの調査ミス、 
処理方法の問題があった場合、当社に責任があります。 
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マップですが、これは実際の地形を元に作製し、ある作戦に関して必要と思われる範囲まで1 
つに収録してあります。この結果、とんでもないことですが、縮尺がマッブによってまちまちで 
す。最初は統一する予定でしたが、シシリー島などはゲームにならない程小さくなり、またこれ 
を基準にすると、東部戦線ではとても大味なマップができ、シナリオ数も莫大な数になります。 
私自身相当悩んだのですが、ゲーム性を重視しました。初期配置は史実になるべく沿ろよラにし 
ていますが、やはりマップバランスを優先させています。ところで本ゲームは、1943年後半からの 
東部戦線シナリオが欠落しています。これは、残念なことに容量の都合で、削除された部分です。 

今回、兵器カタログでは全兵器を網羅することはできませんでした。その中でも六力国に絞り、 
主力兵器をピックアップして1掲載しています。ドイツに関しては簡単に資料が手に入るはずなの 
で、比較的短くまとめてあります。前作の兵器カタログに比べ1兵器のボリュームが違いますが、 
今回のゲーム性質上開発経緯や改良型にも言及したためです。分かりにくい用語も多々増えたの 

は、申し訳なく思います。簡単に兵器を見比べて比較する方法を挙げますと、飛行機の場合は全 
金属製で単葉機、引込脚の方が優秀で、速度は速い方が有利です。もちろん全木製のモスキート 
の様に例外もあります。戦車の場合、装甲がリベット接合だと、貫通しない被弾でも慣性の法則 
で内部にリベットの頭が飛び散る危険がありました。被弾経始良好といろのは、弾が浅い角度で 
あたり、はじかれる様な形と言ろことです。こラいラ形にする場合、一般に錶造装甲が有利でし 
た。また、大砲の威力は口径が大きく砲身長が長い方が強い、と思われても間違いないです。 

ゲームの完成までに色々な問題に直面しました。その中でも一筆しておいた方が良いと思われ 
ることをここに書きましよう0それは、おもにナチス*ドイツを取り扱ったことに関してでした。 
まず、問題になったのは「鍵十字」です。この使用については、現在一般的には禁忌に近い状態 
で、当社ゲー厶ソフトに関しても同様の措置が取られていました。本ソフトも例外ではなく、当 
初飛行機の尾翼等に描かれている「鍵十字jを削除せよとの指示がありました。しかし、これは 
良くも悪くも当時のドイツ国章です。歴史的事実を不必要に曲げる理由はないと判断し、そのま 
まにしてあります。また、オープニングのヒトラーも問題になりました。しかし、第二次世界大 
戦は、ヒトラーが始め、次々と侵略を繰り返し戦火を拡大していった経緯があります。しかもプ 
レイヤーはドイツ軍を操作します。ところが、一応「大戦略」の名を残すソフトです。変に誤解 
を受けないよ5、そして単なるゲームとして受け取ることが無いよう、ユーザーにアピールする 
には一番だと思い、このよ5にしました0 

ゲームがユーザーに与える影響は、少なからずあることと思います。事実、シミュレーション• 
ゲームを通して、その時代背景に興味を持った人は多いはずです。その知識はゲー厶で得たもの 
も多いでしよろが、そのプレイをきっかけとして自ら勉強して得た人も少なくないでしよろ。第 
二次世界大戦の経緯詳細を知る人が少ない現状で、興味を持つ人が増えるのは素晴らしいことと 
思います。その中の少しの人にでも、なぜ大戦が起きたのか、戦後社会にどの様な影響を与えた 
のかを学ぶ人があるのなら、製作者としては嬉しい限りです。 

まだ、書き足りないこともありますが、紙面がつきたよ5ですので、皆さんに楽しんでプレイ 
していただくことを願い、短いですが、これを、製作者からの言葉とさせていただきます。 

㈱セガ•エンターブライゼス 「アドバンスド大戦略_!開発チーム代表 

199 1年 6月 夜の開発室より……。 
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しようじよう ちゆうい 

使用上のご注意 

カートリッジは精密機器ですので、とくに次の 
ちゆうい 

ことに注意してください。 

でんげんオフ かくにん 

電源OFFをまず確認！ 
力—トリッジを抜き差しするときは必ず、本体 

のパワースイッチをPFFにしておいてください0 

パワースイッチを〇Nにし^:まま無理に、カート 

リッジを抜き差しすると、故障の原因になります。 

_カートリッジはデリケート_) 
力—トリッジに強し〉ショックを与えないでくだ 

さい。ぶつけたり、踏んだりするのは禁物です。 
また、分解は絶対にしないでください。 

端子部には触れないで 
カートリッジの端子部に触れたり、水で濡らし 

こしよう げんいん ちゆうい 

たりすると、故障の原因になりますので注意して 
ください。 
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ほかんばしよ ちゆうい 

保管場所に注意して 

力一トリッジを保管する$きは、極端に 

暑いところや寒いところを避けてください。 
ちょくしゃにっこう あ ちか 

直射日光の当たるところやストーブの近く、 
しっけ おお きんもつ 

湿気の多いところなども禁物です。 

やくひん つか ふ 

薬品を使って拭かないで 

力一トリッジの汚れを拭くときに、シンナーや 
やくひん つか 

ベンジンなどの薬品を使わないでください。 

Cゲームで遊ぶときは_ 
長い時間ゲームをし？;いると、目が琴れます。 

ゲームで遊ぶときは健康のため、1時間こ'とに10 

〜20分の休憩を^;つてください。また、テレビ画 
面からなるべく離れてゲームをしてください。 

メガドライブをプロジェクシヨンテkg (スクリーン投 
影方式のテレビ）に接続すると、劈像光量による画面焼 

_けが生じる可能性があるため、接続しないでください。 
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セガからのホツト 

ライン。新作ゲームソフト 
たの l：iうはう 

や楽しい情報を、どんどん 

お知らせしています。 
さつはろ 

札幌 
とうきょう 

東京 
おおさか 

大阪 
一p ふくおか 

福岡 

011-832-2733 

03-3236-2999 
0B-333-8181 

092-521-8181 
☆電話番号をよく確かめて、正しくかけてください。 

株式会社セガ•エンタープライゼス 
本 社〒丨44東京都大田区羽田卜2-12 

お客様サービスセンター 
003(3742)7068 (直通) 

札幌支店〒〇62北海道札幌市豊平区豊平五条3-2-34 
SOI I (841)0248 

関西支店亍561大阪府豊中市豊南町東2-5-3 
006(334)5331 

博多支店〒8丨0福岡県福岡市中央区白金2-5-15 
0092(522)4715 

[修理について|修理を依頼されるときは、下記また 

は札幌、関西、博多の各支店までお申しつけください。 

株式会社セガ•エンタープライゼス 
佐倉事業所HE補修管理課 
〒285千葉県佐倉市大作I-3-4 
00434 (98)2610 (直通) 

禁無断転載 
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